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北海道プロフェッショナル人材センター
TEL.011-232-2002 
青森県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.017-735-6550 
岩手県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.019-631-3828 
宮城県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL. 022-341-6033
秋田県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.018-860-5624 
山形県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.023-647-0665 

茨城県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.029-224-5339 
栃木県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.028-670-2311 
群馬県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.027-265-5057 
埼玉県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.048-858-7558 
千葉県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.043-299-2903 
神奈川県プロ人材活用センター
TEL.045-633-5008 
新潟県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.025-246-0024
富山県プロフェッショナル人材戦略本部
TEL.076-444-5620 
石川県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.076-235-4538 
ふくいプロフェッショナル人材総合戦略拠点
TEL.0776-55-1550 
山梨県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.055-243-1870 
長野県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.026-238-2623 
岐阜県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.058-277-1096 
静岡県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.054-353-3405 
愛知県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.052-433-1810 
三重県プロフェッショナル人材戦略拠点

TEL.099-219-9277 
鹿児島県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.0985-23-2613 
宮崎県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.097-576-8309
大分県プロフェッショナル人材活用センター
TEL.096-319-5566 
熊本県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.095-825-2200 
長崎県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.0952-22-7021 
佐賀県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.092-622-8822 
福岡県プロフェッショナル人材センター
TEL.088-855-7748 
高知県プロフェッショナル人材戦略拠点（高知県事業承継・人材確保センター）
TEL.089-960-1112
愛媛県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.087-867-3520 
香川県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.088-635-0611 
徳島県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.083-929-3706
山口県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.082-513-3428 
広島県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.086-286-9011 
岡山県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.0852-60-5104 
島根県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.0857-30-6720 
とっとりプロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.073-433-3110 
和歌山県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.0742-27-3171 
奈良県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.078-977-9078
兵庫県プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.06-6910-8311 
大阪府プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.075-315-8897 
京都府プロフェッショナル人材戦略拠点
TEL.077-528-3723
滋賀県プロフェッショナル人材戦略拠点
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長ా ࢘ࠀ  ĒĨĻĺļĺįİçĕĨĮĨĻĨ

オオアサ電子株式会社	代表取締役社長
1983年に起業し、光学液晶、音響映像、環境エネルギーを柱に事業を展開。リーマンショックを境に業績低迷に苦しむが、2011年に発表した
初の自社ブランド製品「Egretta」でV字回復を果たす。以後、「攻めの経営」でデザイン性・機能性に優れたモノづくりを続けている。

ଜ上 ྄ܟ ĒĬİĺļĲĬçĔļĹĨĲĨĴİ

前	内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局	参事官
1990年通商産業省（現経済産業省）入省。湾岸危機対応、地球温暖化防止条約交渉、PL法立法などに従事した後、約10年間IT政策を担当。

2008年メディア・コンテンツ課長、09年地球環境対策室長、11年資源エネルギー庁新エネルギー対策課長、
内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局参事官を経て、17年７月より内閣府地方創生推進事務局次長。

Ίの経営ʯに転͡ましΐうൃ信なくして受信なし कりのձࣾに人はूまりまͤΜ߈そマΠンυνェンジを ʮ͜ࠓ

ΦΦΞサిࢠが業քのৗࣝを෴して։
ൃした無ࢦ向性όスϨフ・λϫーܕス
ϐーΧーʮČĮĹĬĻĻĨʯěĚø÷÷÷č。
úý÷ の˃ࢦ向性でͲ͜にいて΋แΈࠐま
ΕΔΑうなサ΢ンυをମݧで͖Δ。

ʮ߈めの経営ʯを生Ή
プロフェッショナル人材のνΧラ
ʙ地ํに૑Δʮͻとʯとʮしごとʯの޷॥؀ʙ
ʮ߈めʯの࢟੎で௅ઓする企業が地ํにʮし͝とʯを生Έ、そ͜に活躍の৔をٻめてʮͻとʯがಈ͖、活ྗをもたΒす。
͜の޷॥؀を૑る仕ֻけとして࢝ಈした಺ֳ෎の人材事業。そのҙຯと໾ׂをʮ׭ʯとʮຽʯの໨ઢかΒ解͖໌かす。

̩̰̻ ̺�̴̨͂͂ ̸̾ ̽

ଜ上ɹ長年、電ࢠ部඼を受஫生産してこられたはずのオオΞ
サ電ࢠさんが、ʮČĮĹĬĻĻĨ（Τグレッタ）ʯシリーズでスϐーカー
市場に進出され、大きな成功をऩめられました。本当にੌいで
すͶ。
長ాɹありがとうご͟います。おかげさまで３年࿈続グッυσβ
イン৆をいただき、以前なら思いもよらなかったҟ業छの大手
企業やؔػڀݚ、海外からの引き合いも૿えています。また、新
事業展開とともに人材も集まり࢝めました。
ଜ上ɹ今日は、ੋ 非、その大転身の෣୆ཪについて࢕えればと
思うのですが、広島県ࢁ間部、چ大ேொというখさなொの受ୗ
生産企業が、一体どうやって、ώット঎඼メーカーへと変๴を਱
げられたのでしΐうか。ൿ݃をڭえてください。
長ాɹ実は、やら͟るをಘなくてやったのです（苦স）。まずは
リーϚンショック。ݻ定的な取引先のׂ̔以上をಥવࣦいまし
た。Ճえて、頼りにしていたௗ取ࡾ༸さんもなくなってしまいま
す。ù÷÷人からのै業員を๊えてഇ業もやΉをಘないほどのځ
地に立たされました。എਫのਞをしくしかなかったのです。しか
し、ú÷年にわたり社業を支え続けた人材は།一のࡒ産。それを
安қに切りࣺてることだけはしたくなかった。ٕ ज़の切りࣺて
にもつながってしまいます。
ɹどうするか。ٕ ज़力を伺に߈めに出る、খさくてもಠ自ٕज़
にڌって立つメーカーに୤ൽする決意をݻめました。
ଜ上ɹまさにഎਫのਞ。ݫしい状گですͶ。でも、自社ϒランυ੡
඼ୈ̍߸が、なͥ、スϐーカーだったのですか。
長ాɹځ地に立たされ、վめて、社内のٕज़をపఈ的に૯点ݕ
したんです。そうしたら、当社が下੥の中でຏいてきたૉ材Ճ工
ٕज़が、音ݯはじめ音ڹ੡඼にಠ特の価値を持つことが見えて
きた。音ثػڹの੡଄自体も、ĖČĔ生産౳で経験が全くないわけ
ではありませんでした。どうせやるなら、世の中にすでにあるもの
よりಠ自ੑで勝ෛしたい。日本ではあまりなじみのないແ指向ੑ
スϐーカーなら、その価値があるのではないか、そう考えました。
ແ指向ੑというのは、一方向ではなくۭ間全体に֦がるように音
が఻わる。部԰のどこにいても自વで心地よい音ڹにแまれるの

がັ力です。なͥか国内では高価な外国産が大半。これを手頃な
価֨でՈఉに持ち込めるよう、インテリΞੑにもこだわった঎඼
づくりに取り組み࢝めました。
ଜ上ɹʮČĮĹĬĻĻĨʯはイタリΞޠでʮന࡝ʯを意味するそうですͶ。
その໊のとおり७നのスラッとした立ち姿がඒしい。
長ాɹありがとうご͟います。でも、׬成当ॳは方々からバッシ
ングのཛྷでしたよ。ແ指向ੑでԁ౵ܗのനいスϐーカーとは、業
界を知らないにもほどがあると。࿝ฮ企業ほど໳前෷いでした。
ଜ上ɹ今では国産メーカーから続々とྨࣅ඼が出ていますͶ。
認知がಘられるまで相当の営業౒力があったのではʁ
長ాɹはい。そこで頼りにしたのが、外部からޏったプロフェッ
ショナル人材でした。そして、何か新しいものを常に発信し続け
ることがいかに大切であるかを、彼の動きからֶびました。

ଜ上ɹ経ࡁ産業লの֓ࢉによると、日本のϞϊづくり中খ企業
は全国に約ûýສ社。うち数千社は、すでに国ࡍ的にもχッチ
トップになれる実力を持つ。また、そのϙテンシャルがあるのに
気づいていない企業であれば数ສ社にٴぶとみられていま
す。นになるのはൢ࿏開୓。ྻܥ取引先に頼っているだけでは
次の市場は୓けません。長ా社長は、そのนをどのようにして
৐り越えられたのですか。
長ాɹまさにʮ人のチカラʯです。ॳめての自社ϒランυ੡඼を
૑り上げたはいいものの、ൢ ࿏にあてがない。Ϛーέティング
の知識も皆ແです。そこでٸᬎ、౦ژの大手電ػ会社で役職
定年を迎えた人材を営業の੹任ऀに採用。目֮ましい活躍でし
た。ແ理だと思っていたՈ電ྔൢ店にも進出することができた
のです。
ଜ上ɹプロをটき入れたことが、新しい௅ઓへの成功につな
がったわけですͶ。
長ాɹ中খ企業ではほとんどのै業員が役ׂ݉務です。੡଄
部໳の長が生産؅理も見ていたり。そこにઐ໳ੑを持ったプロ
人材が一人Ճわったことで、全体がぐんとレベルΞップします。
ଜ上ɹ੓෎も、今まさに、地方૑生の一؀としてʮプロフェッ

ショナル人材事業ʯを立ち上げました。જ在成長力のある企業
を୳し出す。୳し出した企業に、オオΞサ電ࢠさんが਱げられ
たようなʮ߈めの経営ʯへの転׵をଅす。そして、その成長の実
現に必要なプロフェッショナル人材の採用を支援する。そうい
う目的を持った事業です。
ɹただし、これまでのやり方に自信のある経営ऀの方々に、ʮ߈
めの経営ʯへの転身とそのチャレンジをଅすのは؆୯ではない。
またԾに転身を決意したあとでも、必要なプロ人材を採用する
のは、ࠔ೉な作業。そこを支援する事業です。
長ాɹ都会にはΉしろ、大企業で一定の経験をੵんで次のチャ
レンジの場を୳している方が、Ҋ外多くいらっしΌるのかもしれ
ませんͶ。
ଜ上ɹそうなんです。実はこの事業、࢝ めて約̍年でÿ÷÷人以
上のプロ人材の地方への転身を成功させました。しかも半数以
上がû÷代以下の方々だったんです。զ々にとっても意外な݁Ռ
でした。

ଜ上ɹ経営ऀが決அしたら思い切った଩が切れる。௅ઓの୉ޣ
味は大企業よりも、༏れた経営ऀのいる中খɾ中ݎ企業のほうが
強い。そんなことはありませんかʁ
長ాɹ実ࡍ、先ほどお話しした営業のプロフェッショナルも、以
前は会社のࣃ車の一つだったけれど、うちでは঎඼企画や仕
様など、今まで経験できなかったことにまでؔわることができ、
ັ力的だと言っています。ా ࣷの企業に行けばָができると
思っていたらࣦഊします。会社が߈めるなら、働くほうにも߈め
の姿勢がなければϚッチングしないでしΐう。
ଜ上ɹそうですͶ。実は、地方にはチャレンジできる現場がແ
数にある。本気で௅ઓする能力と気֓を持つ人物をٻめている
のだということを、私たちはもっと強く発信していく必要があり
ますͶ。そのためにも、受け入れるଆのʮ本気ʯが問われる。જ
在成長力があっても、ط存の取引にしがみつき、कりの姿勢に
᝷もっているέースは存外に多い。そこをಥഁするために広げ
たのが、౦ژをআくûýಓ෎県にઃஔしたʮプロフェッショナル人

材ઓུڌ点ʯです。
ɹ具体的には、大企業װ部、地ݩ中ݎ企業経営ऀなど、ʮどん
なに頑ݻな地域企業の経営ऀでも、この方々に来られるとۗを
ਖ਼して話を聞か͟るをಘないʯという事業展開のプロ中のプロ
を、各ಓ෎県知事のお力もआりて、ڌ点長に就任いただきまし
た。こうしたプロ中のプロが、経営ίンサルタントの話をීஈは
聞きྲྀしている企業経営ऀに対して、කつめで、転身と採用を
ഭるのです。
長ాɹこうしたॿけがあれば、目指す΂き௅ઓの内༰も、必要
とされるプロ人材の人物૾も、より明確にුかび上がってきま
すͶ。確かに、߈めの経営とプロ人材は対のؔ܎であって、新
たな௅ઓをしないならプロ人材も必要ない。ٯに言えば、௅ઓ
する企業にこそ、人は集まってくるのでしΐうͶ。

ɹ
ଜ上ɹ地方の企業はもっとʮこんなことがやりたいʯと強くૌえ
る΂きなんです。地方には発信しているつもりがあっても、౦ژ
から見ているとまったく఻わってこない。オオΞサ電ࢠさんのよ
うなチャレンジングな企業があるなんて、ほとんどの౦ژの人が
知りません。
長ాɹ私自身、企業にとってܧ続的なʮ発信ʯがいかに大切か
を、この数年の体験で身をもって感じてきました。産ֶ׭࿈ܞ
などにしても、何がしたいのかを明確にଧち出せば話が次々と
つながります。最ۙでは、当社の音ٕڹज़を࣏ྍに生かすҩ工
࿈ܞの話もありました。今年も世の中にまだないものをೋつ送
り出す計画がありますし、これからも広島のాࣷொからの௅ઓ
と発信を続けます。
ଜ上ɹ長ాさんが日頃おっしΌっているʮグローバルなాࣷっ΃
企業ʯの意味がよくわかりました。զ々も、このプロフェッショナル
人材事業を一า前進させ、出向やݚम、౦ژと地方の݉業などを
含めた都市部の大手企業との人材交ྲྀをՃ味しながら、チャレン
ジングなʮひとʯとʮしごとʯの好॥؀をさらに広げていきたい。地
方のʮěįİĵĲçěĨĵĲʯではなく、ʮċĶçěĨĵĲʯとして、がんばっていきた
いと思います。

ったٹをػةのۃڀ
経営者のマΠンυνェンジ

௅戦すΔ企業をޙԡしすΔ
プロフェッショナル人材事業

地ํ企業をຊؾにさͤΔ
ʮ߈Ίの経営ʯのΧンフルࡎ

ʮ௅戦ʯとʮൃ信ʯのઌに
地ํ૑生の未དྷがあΔ
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長ా ࢘ࠀ  ĒĨĻĺļĺįİçĕĨĮĨĻĨ

オオアサ電子株式会社	代表取締役社長
1983年に起業し、光学液晶、音響映像、環境エネルギーを柱に事業を展開。リーマンショックを境に業績低迷に苦しむが、2011年に発表した
初の自社ブランド製品「Egretta」でV字回復を果たす。以後、「攻めの経営」でデザイン性・機能性に優れたモノづくりを続けている。

ଜ上 ྄ܟ ĒĬİĺļĲĬçĔļĹĨĲĨĴİ

前	内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局	参事官
1990年通商産業省（現経済産業省）入省。湾岸危機対応、地球温暖化防止条約交渉、PL法立法などに従事した後、約10年間IT政策を担当。

2008年メディア・コンテンツ課長、09年地球環境対策室長、11年資源エネルギー庁新エネルギー対策課長、
内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局参事官を経て、17年７月より内閣府地方創生推進事務局次長。

Ίの経営ʯに転͡ましΐうൃ信なくして受信なし कりのձࣾに人はूまりまͤΜ߈そマΠンυνェンジを ʮ͜ࠓ

ΦΦΞサిࢠが業քのৗࣝを෴して։
ൃした無ࢦ向性όスϨフ・λϫーܕス
ϐーΧーʮČĮĹĬĻĻĨʯěĚø÷÷÷č。
úý÷ の˃ࢦ向性でͲ͜にいて΋แΈࠐま
ΕΔΑうなサ΢ンυをମݧで͖Δ。

ʮ߈めの経営ʯを生Ή
プロフェッショナル人材のνΧラ
ʙ地ํに૑Δʮͻとʯとʮしごとʯの޷॥؀ʙ
ʮ߈めʯの࢟੎で௅ઓする企業が地ํにʮし͝とʯを生Έ、そ͜に活躍の৔をٻめてʮͻとʯがಈ͖、活ྗをもたΒす。
͜の޷॥؀を૑る仕ֻけとして࢝ಈした಺ֳ෎の人材事業。そのҙຯと໾ׂをʮ׭ʯとʮຽʯの໨ઢかΒ解͖໌かす。

̩̰̻ ̺�̴̨͂͂ ̸̾ ̽

ଜ上ɹ長年、電ࢠ部඼を受஫生産してこられたはずのオオΞ
サ電ࢠさんが、ʮČĮĹĬĻĻĨ（Τグレッタ）ʯシリーズでスϐーカー
市場に進出され、大きな成功をऩめられました。本当にੌいで
すͶ。
長ాɹありがとうご͟います。おかげさまで３年࿈続グッυσβ
イン৆をいただき、以前なら思いもよらなかったҟ業छの大手
企業やؔػڀݚ、海外からの引き合いも૿えています。また、新
事業展開とともに人材も集まり࢝めました。
ଜ上ɹ今日は、ੋ 非、その大転身の෣୆ཪについて࢕えればと
思うのですが、広島県ࢁ間部、چ大ேொというখさなொの受ୗ
生産企業が、一体どうやって、ώット঎඼メーカーへと変๴を਱
げられたのでしΐうか。ൿ݃をڭえてください。
長ాɹ実は、やら͟るをಘなくてやったのです（苦স）。まずは
リーϚンショック。ݻ定的な取引先のׂ̔以上をಥવࣦいまし
た。Ճえて、頼りにしていたௗ取ࡾ༸さんもなくなってしまいま
す。ù÷÷人からのै業員を๊えてഇ業もやΉをಘないほどのځ
地に立たされました。എਫのਞをしくしかなかったのです。しか
し、ú÷年にわたり社業を支え続けた人材は།一のࡒ産。それを
安қに切りࣺてることだけはしたくなかった。ٕ ज़の切りࣺて
にもつながってしまいます。
ɹどうするか。ٕ ज़力を伺に߈めに出る、খさくてもಠ自ٕज़
にڌって立つメーカーに୤ൽする決意をݻめました。
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がັ力です。なͥか国内では高価な外国産が大半。これを手頃な
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プロフェッショナル人材事業についてᶗ

プロフェッショナル人材戦略ϙーλルサΠト
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プロフェッショナル人材
戦略拠点にͭいて

プロフェッショナル
人材活用ガイドブック
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ᶗ プロフェッショナル人材
事業にͭいて
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̥05

̥64

ᶘ プロフェッショナル人材
用事ྫ׆

Ⅲ

ʛ事業໨తʛ
プロフェッショナル人材事業は、地域企業が、જ在的な力を開Ֆさせ、成長することにより、地域経ࡁに
新たな෇Ճ価値を૑出し、地方への新たなひとのྲྀれを生み出すことを目的としています。

ʛプロフェッショナル人材戦略拠点ʛ
各ಓ෎県にʮプロフェッショナル人材ઓུڌ点ʯをઃஔしています。プロフェッショナル人材ઓུϚωー
ジャーをはじめとしたڌ点スタッフは、ۚ ༥ؔػ౳と࿈ܞしながら、地域企業の経営ऀとஸೡな対話を
ॏͶ、新事業の立ち上げや新ൢ࿏の開୓などのʮ߈めの経営ʯへの転身をଅすとともに、プロフェッショ
ナル人材χーズをຽ間人材ビジωス事業ऀへ取り繋ぎます。
また、都市部の大企業人事部౳と࿈ܞし、地域企業と都市部大企業౳との人材交ྲྀを௨じた地方૑生
の実現をサϙートします。

ʛ事業εΩʔϜʛ
本事業は以下の̐つのステップから成り立っています。

εςップᶃ

地域企業に対して、自
社のજ在的な成長力
への気づきをש起し、

ʮ߈めの経営ʯに向け
た転身をଅ進

εςップᶄ

ʮ߈めの経営ʯを実ફ
できるプ ロッフェッ
ショナル人材の活用
について、経営ऀの
意欲をש起

εςップᶅ

プロフェッショナル人
材 の 採 用 に 本 気 に
なった企業を、ຽ間人
材ビジωス事業ऀへ
取り繋ぎ

εςップᶆ

当֘企業の経営課題
の解決や、成長ઓུ
の実現などに向けた
フΥローΞップ

マッνンά

地域の中堅・中小企業

ै来事業
からの୤٫
（気づき）

新事業開発
新ൢ࿏開୓౳

（めの経営߈）

ઓུ実現を୲う
プロ人材χーズの

明確化

ύートナーシップ

プロフェッショナル人材事業

೔ຊ人材ߏػ

ຽؒ人材Ϗδωε事業ऀ

౎ࢢ෦େ企業等

ػ܎ؔ˔ ɾؔ人材市場を活用し、
プロフェッショナル人材と人材
χーズのϚッチングをਤる

˔その後もフΥローΞップ

˔人材交 （ྲྀ出向ɾݚम౳）へのڠ力
˞地域企業で働くことで、ै 業員の

ΩャリΞをいかす、ΩャリΞΞップ
をਤるプロフェッショナル

人材

˔経営ऀの気づきをଅ進
˔人材χーズの۷り起こし

プロフェッショナル人材ઓུڌ఺
プロフェッショナル人材ઓུϚωージャー

人材
χーζ

ۚ༥ؔػ

\ ࿈ܞ

࿈ܞ ࿈ܞ

࿈ܞ

Ϛッνϯά

プロフェッショナル人材ઓུϙータルサイトでは、事ྫ঺հ、イベント情報のほか、各ڌ点の
Ϛωージャー঺հなど、様々な情報をࡌܝしております。ੋ 非ご活用くださいʂ
63-ɿIUUQ���XXX�QSP�KJO[BJ�HP�KQ�
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ᶘ ここからは、プロフェッショナル人材ઓུڌ点を活用し、ʮ߈めの経営ʯへの転身とそれを୲うプロフェッ
ショナル人材を採用した企業事ྫをご঺հいたします。経営ऀがʮ߈めの経営ʯへの転身を決意した経Ң、
プロフェッショナル人材が転職を決意したϙイントなど、ùÿ社それͧれにυラϚがあります。ੋ 非とも、ʮ߈
めの経営ʯ、プロフェッショナル人材の活用に向けたୈ一าを౿み出すώントを見つけてくださいʂプロフェッショナル人材׆༻事例

経営課୊ผ事ྫҰཡ

経営管理

P53

P51

P55

P57

P59

ৗ཮େ理ੴࣜג会 ʢࣾἚ৓ݝʣ
経営の屋台骨を支えた人たちが60代を迎え次世代を見据えてプロ人材の採用に踏み切った

ʣݝ会ࣾϗιϠίーϙϨーショϯʢઍ༿ࣜג
「安健美楽」の志を追求するために食品のプロが新たな組織づくりに挑む

౎෎ʣژॴʢ࡞会ࣾ೔๛੡ࣜג
家族経営から盤石の組織体制へ 組織づくりのプロが改革を実践

ʣݝࢁ会ؙࣾণʢ࿨Վࣜג
同業他社に先駆けて進出した中国工場 そのあるべき姿を模索してプロ人材を採用

༗ݶ会ࣾϗςルਗ਼ྲྀᣠʢࣛࣇౡݝʣ
支配人不在で経営危機に陥った温泉宿 経験豊富なプロ人材が救世主となる

ʣݝܗࢁॴʢ࡞会ࣾ小ງ੡ࣜג
モノづくりの現場が迎えた大きな変革期 「技術力」＋「マネジメント力」で組織を変える

ʣݝഅ܈会ࣾプロシーυʢࣜג
独自の先端技術を継承するために基盤実装のプロフェッショナルを採用

೔ຊলྗػցࣜג会 ʢࣾ܈അݝʣ
企業規模拡大を支える製品開発 海外進出も視野に入れた人材獲得を実現

ੴ઒थ޻ࢷ業ࣜג会 ʢࣾੴ઒ݝʣ
新技術開発と受注拡大により製造部門の体制強化が課題に

ʣݝॏࡾॴʢڀݚֶ޻༺会ࣾҩࣜג
医療機関向けのシステム開発を担う即戦力の開発技術者を求めた

ϋーυロッΫ޻業ࣜג会 ʢࣾେࡕ෎ʣ
世界オンリーワンの技術を支える設計開発・品質管理・組織改革のプロ

ʣݝޱࢁ会ࣾΞσϦーʢࣜג
新規事業参入で急成長 食品開発・管理のプロを探していた

౦ޫࣜג会 ʢࣾಙౡݝʣ
医療用ストッキングで世界市場へ 生産マネジメントのプロ人材を採用

ୈҰҹࣜג࡮会 ʢࣾѪඤݝʣ
若き社長が立ち上げた「経営革新プロジェクト」 プロ人材の経験が生産管理に求められた

P35

P33

P37

P39

P41

P43

P45

P47

P49

生産性向上

ެڵৼޫ؍ࢢ会ࣾ౎ཹࣜג ʢࣾࢁསݝʣ
訪れたい街から住みたい街へ 市の観光・移住の両政策実施へ向けて

ʣݝ会ࣾԦୌʢ௕໺ࣜג
フランチャイズ経営のプロを採用  信州・国産そば粉100％の蕎麦を全国へ！

ʣݝ会ࣾΞΫシεʢௗऔࣜג
鳥取のIT企業が技術力をいかし地方創生プロジェクトに挑む

ʣݝ৔ʢௗऔܶܗ会ࣾԁࣜג
日本最古の円形校舎を利用してプロフェッショナル人材がまちづくりに挑む

ϝσΟΧルΫラフトϯࣜג会 ʢࣾԬݝࢁʣ
故郷である岡山への思いを抱いてUターン転職 設立間もない企業で重要な基幹業務に励む

ʣݝࢁ務ళʢԬ޻޾ࡾ会ࣾࣜג
東南アジアの成長力に活路を見出し 海外進出のエキスパートを採用

Ұൠࣾஂ๏人δϟύϯ・ίεϝςΟッΫηϯλーʢࠤլݝʣ
地域活性化を目指して、唐津発の化粧品を世界へ！海外市場開拓のプロに出会えた

৽事業の立ち上͛

P19

P21

P23

P25

P27

P29

P31

ʣݝॴʢ新ׁ࡞会ࣾୈҰଌൣ੡ࣜג
海外企業との連携強化に向けて語学力と技術力を兼ね備えたセールスエンジニアを採用

ʣݝෞذॴʢ࡞会ࣾ౦࿨੡ࣜג
国内で高いシェアを持っていることに満足せず海外に目を向けて営業をかけていく攻めの経営

༗ݶ会ࣾय़՚ಊࣜג�会ࣾうな͗ύイຊฮʢ੩Ԭݝʣ
うなぎパイで知られる老舗菓子メーカーが100年後を見据えた新たな経営戦略に踏み出す

ʣݝ会ࣾフΝイϯςッΫʢ෱Ԭࣜג
中小企業から中堅企業、大企業へ営業力を強化し成長を続けるためには組織づくりが必要

ϋ΢εςϯϘε・ٕ ज़ηϯλーࣜג会 ʢࣾ௕࡚ݝʣ
ハウステンボスの施設管理技術を全国に普及させるため営業体制を強化

会ࣾमిࣜג ʢࣷݝ࡚ٶʣ
急ピッチで進んでいく新規事業の数  々プロ人材に求められた営業力

販路։୓

P07

P09

P11

P13

P15

P17
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ւ֎ا業ͱの࿈ڧܞԽに͚޲てྗֶޠͱ
ٕज़ྗΛ݉Ͷඋ͑ͨηʔルεΤンδχΞΛ࠾༻

ʣݝॴʢ৽ׁ࡞ձࣾୈҰଌൣ੡ࣜג
事ྫ
��

営業෦ɹ੢Ԭ�୓ࢯ࠸

˔ ù÷øû 年にスイスɾトリϞス社の日本૯代理店となり、ॱௐにൢ
ച高を৳ばしてきているが、今後先方とより良いؔ܎をߏஙす
るためには、ଌ定ػց౳にؔする高いઐ໳ੑやٕज़を有しなが
らֶޠ（ӳޠɾフランスޠ）にも長けた人材が必要となった。
しかしそのような人材は同社にはおらず、ֶޠにת能なઐ任ηー
ルスΤンジχΞを採用することになった。࠾༻したプロフェッショナル人材

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール
øĀĀÿ 年  大ֶ卒業後、大手Ϙイラーメーカーに入社。ηー

ルスΤンジχΞとなる。
ù÷÷ú 年  大手スイッチング電ݯメーカーに転職。国内営

業を୲当。
ù÷÷ý 年  海外ڌ点の生産؅理を � 年間୲当。その後、海

外౷ׅ部にҟ動。
ù÷øû 年  ༑人の༠いでベンチャー企業に転職。ù÷øý 年

ø÷ 月に᷂ୈ一ଌൣ੡作ॴに入社。

˔海外取引先との取引૿Ճにより対応部署に過度なෛ୲がかかっているにもؔわらず、人材育成が௥い෇いていないこと
も౿まえ、ただֶޠ力ができる人材のิ強ではなく、企画ఏҊできるηールスΤンジχΞの人物૾を明確化。

˔ซせて、他の海外展開ઓུの見直しと今後の人材採用ઓུについて、Ξυバイス。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾୈҰଌൣ੡࡞ॴ
ຊࣾॴࡏ地ɿ新ׁݝ
ै�業�һ�਺ɿùúû ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿûú どもࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿスイッチング電ݯのメーカーにて海外事業を୲当。

ৗ຿औక役 ඼࣭อূ部長 ࢯ࢘ ݪ

営業部 ੢Ԭ ୓ࢯ࠸

ϏδωεϨベルのྗֶޠにՃ͑て
ٕज़・営業・๵қの経験を࣋つ人材をٻめた

をいかしながΒྗֶޠ
͓٬様と઀するٕज़తな仕事がしたい

を外部から登用する必要があったのです。

ଟ様なީิ者のதから
理想のプロ人材とग़ձ͑た
そこで弊社では、トリモス社専任のプロ人材を募集し

ました。採用基準は、語学力（英語・フランス語）があ
ることと機械系の販売経験や技術的なバックボーン、さ
らには貿易業務の経験を持っていることです。しかしこ
うした人材の採用はハードルが高く、当初は地元のハロー
ワークを通じて募集をかけましたが、なかなか理想の人
材とは出会えませんでした。そのような時に、新潟県プ
ロフェッショナル人材拠点と出会い、採用戦略について
いろいろと相談に乗っていただいた次第です。そして取
り次いでいただいた人材ビジネス事業者経由で、多様な
国籍・キャリアのプロ人材と面接することができました。
その中から適任者として選んだのが、今回ご紹介する西岡
です。彼は機械製品の販売やアフターサービスの経験が
豊富で、語学力もあり、さらに積極性やコミュニケーショ
ン能力も高く、まさにトリモス社の意向とマッチする人
材でした。拠点に相談したことで、地元だけでなく全国
の優秀な人材の中から探すことができ、結果的にこのよ
うなレベルの高い人材と出会えたと思っています。

࣋ちલのίミϡχέーションೳྗをൃش
経ݧ஋΍Ԡ用ྗの向上に΋ظ଴
西岡は現在、セールスエンジニアとしてお客様のとこ

ろへ出向いて、トリモス社製品の販促やアフターフォロー
等を行っています。測定機器という分野は初めてなので、
まだまだ覚えることは山積みですが、一人でデモンスト
レーションの練習をするなど、意欲的で努力家な一面も
垣間見え、今のところ仕事に対する姿勢や働きぶりは申
し分ありません。またスイスのトリモス社とも日頃から
スカイプや電話、メール等でやり取りし、持ち前のコミュ
ニケーション能力を発揮、良好な関係を築いています。
今後はお客様からの突然の要望等にも対応するなど、応

用力にも期待しております。そのためには測定機器に関
する様々な知見を得て、事例を蓄積し、引き出しを増や
していく必要がありますが、現場に足を運び、職人さん
に質問したり、自分で機器を試してみたり、お客様の声
をたくさん集めるなどにより、経験値を高めていくこと
となると思います。失敗の数が多いほど、人は成長する
ものです。私どもとしても、是非失敗を恐れずに、どん
どん挑戦していってほしいと思います。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

精密測定機器の専門メーカーである弊社は、トップシェ
アを誇る「ねじゲージ」をはじめ、ゲージづくりの技術
をいかした空気マイクロメータ等数多くの製品を開発し、
世に送り出しています。また近年は海外展開も強化し、中
国・上海市に販売子会社を設立。さらに 2015 年にはタイ
にも営業拠点を設立し、今後はここからインドやベトナ
ム、シンガポール、インドネシア等に販売網を広げ、東
南アジア市場にも本格参入する予定です。
一方、2014 年には測定機器の世界的メーカーであるス
イスのトリモス社と提携を結び、同社の日本総代理店と

して、同社製品の国内販売を開始しました。弊社の製品は、
誰もが簡単に速く測れることを目指しており、一方のト
リモス社の製品は、非常に測定範囲が広いのが特長です。
こうしてお互いの強みを掛け合わせ、「TRIMOS-ISSOKU」
としてダブルブランド化することで、あらゆる測定ニーズ
を満たすことができるようになり、おかげさまで順調に販
売高を伸ばしています。しかし同社と提携関係を維持す
るためには、大きな課題もありました。それは“人材”です。
スイスのトップメーカーが相手ですので、要求レベルは
高く、高い専門知識はもちろん、英語やフランス語といっ
た語学力も不可欠でしたが、既存の社員ではうまくコミュ
ニケーションが図れず、トリモス社が望むレベルの人材

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
大学卒業後、ボイラーメーカーで 5年間セールスエン

ジニアとして働き、その間に TOEIC800 点を取得し、英語
を使う仕事を志すようになりました。その後、スイッチ
ング電源のメーカーに転職。ここで念願が叶い、海外拠
点の生産管理業務や、海外統括部にて海外との営業のや
り取り等、英語力をいかした仕事を 10 年以上担当しまし
た。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
その後、友人の誘いでベンチャー企業に転職したので

すが、「語学をいかしながらお客様と接する仕事がしたい」
という自分の思いが強く、再び転職を決意。そこで転職す
るに当たって自分の中で2つのことを決めました。1つは、
英語を使うこと。そしてもう 1つは、長年続けてきたメ
ンテナンスやアフターサービス等の技術的な仕事に携わ
ること。特に大手ボイラーメーカー時代は、アフターサー
ビスを通じてお客様に喜ばれたことが、大きなやりがい
になっていたため、お客様に奉仕するような仕事が自分
には適していると感じていました。しかし語学力と技術

力の両方をいかせる仕事など、なかなか見つかりません。
年齢や転職回数等もあり、転職活動には苦戦しました。そ
うした中、たまたま紹介いただいたのが、第一測範製作
所だったのです。語学力のあるセールスエンジニア――。
まさに、この仕事なら自分の経験や能力がいかせる、測
定という分野で新たなスキルを身につければ、自分自身
がもっと成長できると確信しました。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
現在トリモス社専任のセールスエンジニアとして、全

国各地のお客様のもとに足を運び、製品の販促活動など
を行っています。また製品の説明書の翻訳や、展示会の
運営サポートも担当。専門用語など覚えることはたくさ
んありますし、もっともっと場数を踏んで、お客様に上
手にメリットを訴求できるようになりたいと思っていま
す。現在トリモス社の日本のシェアは 5％ 未満ですが、そ
れを自分の力で何とか 10％ まで引き上げたい。それが私
の目標です。そのためにはお客様にあらゆる提案ができ
て、100％ の信頼関係を築くこと。そして自分自身がさら
なる成長を遂げることが不可欠だと感じています。

スΠス企業とのఏܞ事業で
で͖Δ人材شとٕज़ྗをൃྗֶޠ

ϏδωεϨベルのྗֶޠにՃ͑て

をいかしながΒྗֶޠ

ৗ຿औక役 ඼࣭อূ部長 ࢯ࢘ ݪ

੢Ԭ ୓ࢯ࠸

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

ޠメーカーにてηールスΤンジχΞを経験。またಘ意のӳܥցػ˔
力をいかして海外事業でも長年活躍。ֶޠ力、ٕ ज़力、ίミϡχέー
ション能力をซせ持っている。

˔ηールスΤンジχΞとして全国各地を回り、トリϞス社੡඼の
ൢଅやΞフターフΥロー౳を行っている。੡඼説明書の຋༁や
௨༁౳も୲当。またίミϡχέーション能力を発شし、トリϞ
ス社とも良好なؔ܎をஙいている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

海外のఏܞ先企業かΒ
めΒれたٻを༺࠾ೳなઐ೚ελッフのתにֶޠ
海外のఏܞ先企業かΒ
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いシェΞΛ࣋ͬていΔ͜ͱにຬ଍ͤͣߴ内Ͱࠃ
ւ֎に໨Λ͚޲てӦ業Λ͔͚てい͘߈ΊのܦӦ

ʣݝෞذॴʢ࡞ձࣾ౦࿨੡ࣜג
事ྫ
��

営業生؅࢈理෦�෦௕෇ɹਿӜ�ਖ਼࿨ࢯ

˔同社は、かつてトラクター౳の೶業ػցやフΥークリフト౳の産業
車両向けの༉ѹシリンダを親会社向けに ĖČĔ 生産していた。

˔しかし、親会社の方਑変更により、ĖČĔ 生産がݮগし、ಠ自でઃ計ɾ
開発ɾൢചすることが必要となった。親会社の支援もあり、国内
ではফ๷自動車、ΰミऩ集車౳の঎用車においてঃ々にൢചが
૿え、高いシェΞを֫ಘすることができた。

˔今後は、গࢠ高ྸ化で国内産業のध要が௿下することを見込み、
ù÷øü 年頃から、海外঎用車メーカーとの取引を進めていくઓུ
を࿅っていたが、長年下੥け企業だったこともあり、同社には営
業部がなく、営業力がある人材や海外メーカーと交বできるレベ
ルのֶޠ力がある人材がいなかった。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール
øĀĀø 年 ۭ気ѹثػメーカーに就職。
øĀĀû 年  電ࢠ部඼メーカーに転職して海外部໳で取引先

との交বを任される。
ù÷øû 年 メッΩՃ工会社に勤め、海外との交বを୲当。
ù÷øý 年  ᷂ ౦࿨੡作ॴに入社。営業生産؅理部部長෇と

なる。

˔高い国内シェΞをތる同社だが、現状に؁んじることなく、ক来を見ਾえて海外展開の必要ੑについてڌ点とٞ࿦。
˔今回の成約により、信頼ؔ܎もߏஙし、経理部໳の強化についても相ஊ。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾ౦࿨੡࡞ॴ
ຊࣾॴࡏ地ɿذෞݝ
ै�業�һ�਺ɿøĀü ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿü÷ どもࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿメッΩՃ工会社に勤務。

代දऔక役ࣾ長 ൘௡ ӳਔࢯ

営業生産管理部 部長෇ ਿӜ ਖ਼࿨ࢯ

গྔ多඼छをѻうٕज़ྗがあͬたかΒ͜そ
ಥવのԼ੥けかΒの୤٫にもରԠで͖た

海外でのऔҾを৳͹していくために
ϝσΟΞなどを௨͡てൃ৴してい͖たい

国಺向けの঎඼ల։から঎用ंを֩とした
ւ外マーέットにࢀ入、事業ߏ造を転׵
当時は、乗用車のモーターショーと同じように、商用車のモー
ターショーというものがありました。そこにはメーカーのカタ
ログが置かれていました。そこで、私はそのモーターショーの
会場に足を運んでは、カタログを見てメーカーを割り出し、ア
ポイントを取って訪問することを繰り返しました。幸運だっ
たのは、KYB の関連会社ということで品質面において安心感を
持っていただいたこと、これまで多種多様な機械に携わってき
た弊社の経験から、仕様に合わせて少量多品種を扱うことがで
きたこと、そして価格面でも同業他社に比べて安く提供できた
ことです。何度か会社訪問を繰り返すうちに、徐々に扱っても
らえるようになりました。
こうして、油圧シリンダにおいては国内で高いシェアを誇る
ようになりましたが、日本は少子高齢化が進んでいることもあ
り、需要が低下していくことは否めません。また、このグロー
バル化が進む社会において、海外のメーカーを視野に入れるこ
とは必要となるはずです。そこで、海外のバスやトラック、フォー
クリフトのメーカーに営業をかけていくことを決めました。

ւ外の企業とऔҾした経ݧがあり
人ฑ΋ྑく、ฐࣾにな͡Ή͜と΋で͖Δ
すでに、ドイツのバスやトラックを扱うメーカーなどから問
い合わせが入っています。しかし、弊社には営業力と語学力両
方に長けている営業部員がいません。そのような時、岐阜県プ

ロフェッショナル人材戦略拠点から「岐阜県プロ人材戦略セミ
ナー」開催のダイレクトメールが届いたのです。これはわたり
に船だと思って参加して、すぐにマネージャーと相談しました。
拠点の後押しもあり、同拠点が連携している人材ビジネス事業
者から杉浦を紹介してもらいました。杉浦は海外の企業と取引
をした経験もありますし、奥様がイギリス人ということもあり、
日頃から英語を話していて、語学力にも優れています。そして
何より、これまでの職業生活で苦労してきたためか、とても人
柄が良くて弊社のような中小企業にもなじむことができると判
断して採用しました。
杉浦には、すでに、ドイツのメーカーとのやり取りも一部任
せています。今のところ、日系のメーカーを通じて、弊社の商
品が海外でも使われていますが、それを直販で扱うことが私の
目標です。杉浦には何度か海外にも出向いてもらって、新規開
拓営業をかけてもらい、海外売上の比率を全体の 1割まで上
げてもらいたいと考えています。
弊社のような地方の中小企業では、経験が豊富でスキルも高
い優秀な人材を獲得するのは難しい状況です。その点、このプ
ロフェッショナル人材事業は、私たちに寄り添っていただけま
すし、とても有難いものだと捉えています。弊社では経理部門
にも課題があります。この件についても相談をしました。杉浦
と同じように、また優秀な人材と巡り合うことができることを
期待しています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社では油圧シリンダの設計・製造・販売を一貫して行って
います。油圧シリンダとは、シリンダ中のピストンを油圧（作
動油）で動かし、ピストンに固定された棒の押出・引込運動で
機械的仕事をさせる装置のことです。トラクターといった農業
機械やフォークリフト、消防車、塵芥収集車、高所作業車等に
使用されています。消防車のハシゴには弊社の油圧シリンダが
100％ 使われており、塵芥収集車では約 80％ までシェアを広げて
います。そのため、少量多品種ではありますが、国内ではかな
り高いシェアを確保してきました。しかし、これまでの道のり
は決して平坦ではなかったのです。
もともと、弊社は油圧機器メーカー最大手と言われるカヤ

バ工業㈱（現 KYB ㈱）の資本参加を受けて、オートバイ部品
の加工をする有力な協力工場として稼働していました。また、
農業機械やフォークリフト、高所作業車等に使われる油圧シ
リンダも、KYB から受託して弊社で製造していました。とこ
ろが 2006 年頃、KYB が企業方針を変更し、パワーシャベル等
の建設機械の製造に特化することを決め、「今後は技術面の支
援はしていきますが、営業面では独り立ちして欲しい」と要
請されたのです。全く仕事がなくなってしまうわけではあり
ませんが、それは KYB 経由の仕事は増えないことを意味して
いたので、弊社としては下請けからの脱却を余儀なくされま
した。しかし、下請け会社だった弊社には営業部など存在し
ません。まずは、手探りで営業活動を始めました。
	

ʕʕࡏݱ�のձࣾにస৬͢Δલ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ͠てい·͔ͨ͠ʁ
私の父親は商社を経営しており、将来的にはその手伝いをす

るつもりでいました。その後、空気圧機器のメーカーに3年ほ
ど勤め、電子部品メーカーに転職して 15 年ほど勤務し、海外部
門を担当していました。事情があって父親の商社に勤めること
は断念し、メッキ加工会社に入社して生産管理部門で海外交渉
を担っていました。

ʕʕస৬͞Εͨཧ༝͸ԿͰ͔͢ʁ
東和製作所の海外事業は、これから本格的に立ち上げることに

なるため、責任は重くなりますが、私の経験をいかすこともできま
すし、やりがいも感じました。また、従業員同士がお互いを尊重し
合う社風にも大変に魅力を感じたことから、転職を決意しました。

ʕʕذෞݝのا業にస৬͢Δ͜ͱに೰Έ͸ͳ͔ͬͨͰ͔͢ʁ
そこは本当に悩みました。私の出身地である愛知県日進市

は、名古屋の近郊にあり、住みやすい街として認知されていて、
家族も愛着があるようです。そのため、自宅から通うことも考
えましたが、高速道路を使っても 1時間ほどかかってしまい
ます。子どもの小学校のこともありますし、家族と相談した結
果、単身赴任をすることにしました。

ʕʕ�実ࡍにذෞݝඒೱՃໜࢢにॅΜͰΈてɺい͔͕Ͱ͔ͨ͠ʁ
正直なところ、住む前は田舎というイメージしかありません

でした。しかし、生活をしてみると不便さは全く感じません。
それどころか、自然が豊かで日進市よりも住みやすいと感じて
いるほどです。将来的には、家族もこちらに呼んで暮らしたい
と考えています。

ʕʕೖࣾޙ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ͞Εてい·͔͢ʁ
もちろん、海外に向けての営業を期待されて採用してもらっ

たことは承知しています。しかし、まずは社内の基本業務を覚
えなければなりません。そのため、営業生産管理部の部長に付
いて、納期の確認やクレーム対応等、お客様への窓口業務が現
在の仕事の中心となっています。

ʕʕޙࠓの໨ඪΛ͓ئい͠·͢ɻ
少し先の話にはなりますが、仕事の地固めができた際には、

メディア等を通じて少しでも海外に弊社のことを発信していき
たいです。社長は海外の売上を1割にしたいと言っていますが、
私としては 1割と言わず、売上の 3分の 1、あるいは 5割を
目指していきたいと思います。

ΦートόΠ部඼のՃ޻ձࣾから
༉ѹシϦンμの製造に事業転׵

গྔ多඼छをѻうٕज़ྗがあͬたかΒ͜そ

海外でのऔҾを৳͹していくために

代දऔక役ࣾ長 ൘௡ ӳਔࢯ

ਿӜ ਖ਼࿨ࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔これまで、一؏して海外との取引業務にै事しており、営業力に
長けている。また、ӳޠもת能である。

˔当面は営業生産؅理部の部長のิࠤをし、社内の基本業務をֶび
つつ、ঃ々に海外業務をスタート。すでにυイπからの問い合わ
せに対応し、同社の海外展開の基ૅをஙいている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

Լ੥け企業かΒの୤٫と海外の঎༻ंϝーΧーとの
औҾに向け営業経験が๛෋でྗֶޠのある人材をٻめた
Լ੥け企業かΒの୤٫と海外の঎༻ंϝーΧーとの

˔同社は、かつてトラクター౳の೶業ػցやフΥークリフト౳の産業
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͏ͳ͗ύΠͰ஌ΒΕΔ࿝ฮ՛ࢠϝʔΧʔ͕
ø÷÷ ೥ޙΛݟਾ͑ͨ৽ͨͳܦӦ戦略に౿Έग़͢

༗ݶձࣾय़՚ಊʗࣜגձࣾ͏ͳ͗ύΠຊฮʢ੩Ԭݝʣ
事ྫ
��

経営؅理ࣨ�課௕ɹ஑ా�༃ࢯࢠ

˔主力঎඼であるうなぎύイにՃえて、࿨՛ࢠと༸՛ࢠも強化
することとなり、それͧれ新ϒランυを作った。今後これら
を広めていくためには、ωット௨ൢが大きな伴になる。しか
し同社はこれまでこの分野にੵۃ的に取り組んでこなかった
ため、社内に任せられる人材がおらず、ϊ΢ϋ΢もなかった。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

ù÷÷û 年  大ֶ卒業後、Ξύレルの௨信ൢച会社に入社。
௨ൢ企業向けの法人営業にܞわる。

ù÷÷Ā 年  化হ඼ɾ健߁৯඼の௨信ൢച会社に入社。Ξύ
レル部໳にてカタログɾĞČĉ ੍作とൢചଅ進業
務にܞわる。

ù÷ø÷ 年 ĞČĉ 事業の強化に൐い、ĞČĉ ઐ属に。
ù÷øü 年 ᷃य़՚ಊへ入社。

˔当֘プロ人材を採用するなど、すでに企業成長にੵۃ的に取り組んでいる同社とは、新ϒランυの立ち上げやൢ࿏開୓、
情報システムの開発౳、今後の成長ઓུについて共有するとともに海外展開なども含めたൢ࿏֦大をはじめෳ数の人材
χーズを明確化し、採用を支援。

ࣾɹɹɹ໊ɿ�༗ݶ会ࣾय़՚ಊʗࣜג会ࣾうな͗ύイຊฮ
ຊࣾॴࡏ地ɿ੩Ԭݝ
ै�業�һ�਺ɿਖ਼ࣾһ ùü÷ ໊ɹܖ໿ࣾһ ùü÷ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿúü どもࢠ、成ɿ夫ߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿ௨信ൢച会社のΞύレル部໳で ĞČĉ ੍作ɾӡ営を୲当。

ৗ຿औక役 ؒٶ ७໵ࢯ

経営管理ࣨ 課長 ஑ా ༃ࢯࢠ

新たなϒラϯυ・঎඼を޿めるために
ωット௨ൢのεϖシϟϦεトを࠾༻した

うな͗ύイのߴいϒラϯυྗと
νϟϨϯδਫ਼ਆԢ੝な企業෩౔が決めखに

来あまり活用してこなかった人材ビジネス事業者にお願
いして、東京や大阪等大都市圏で活躍する通信販売のノ
ウハウを持ったプロ人材を探していただきました。そし
て何人かの候補の中から採用したのが、今回ご紹介する
池田です。
彼女は東京の通販会社でキャリアを積んできた、まさに

この道のプロ。現在は、弊社の通販部門のリーダーとして
WEB サイト全体の運営を統括しています。商品のコンセプ
ト、特徴、魅力等を、いかに映像や画像に落とし込んで、
お客様に伝えていくか。インターネットでお買い物をす
るお客様の道筋を予測しながら、いかに商品を購入して
いただくか。そういった戦略的な仕事を担い、これまで
培ってきた経験やノウハウを遺憾なく発揮してくれてい
ます。彼女の一番の強みは、具体的な数字目標を自ら立
て、それを会社に提案し、きちんと実現させていくこと。
数字や結果にとことんこだわるタイプで、私としても非
常に頼もしい限りです。実際のところ入社して 1年以上
が経ち、売上は前年度と比べ 2倍になりました。また目
標に向けて戦略的に思考・行動していく彼女のやり方は、
営業など他部署にも波及効果をもたらしています。

動ྗを࣋ったプロ人材がߦ
ձࣾを動かすݪ動ྗに
新規事業を立ち上げる際、特に弊社のような地方企業で

は、ノウハウもなく、プロパー社員だけではなかなか成し
得ないという現実があります。スピード感を持って事業を
展開していくためには、その分野のスキルや経験を持った
プロ人材を外部から補充し、既存のメンバーと融和させな
がら、取り組んでいく必要があるでしょう。
私は最近、「企業は人なり」という言葉を改めて実感し

ています。経験や能力はもちろん、会社の掲げる目標に
一緒に向かっていける行動力を持ったプロフェッショナ
ルが、いかに大事か。そういう人間が、会社を大きく動
かすエネルギーのもとになると、今回の採用を通じてつ
くづく感じました。池田は入社してまだ 1年余りですが、
すでに数字という形で、しっかりと成果を出しています。
そういった意味でも、今回のプロ人材の採用は、大成功
でした。今後は彼女のような人材をどのように活用して、
モチベーションをいかに高められるか、会社側の環境づ
くりも重要になってくるでしょう。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は明治 20 年に和菓子屋として創業。その後、洋菓
子も手掛けるようになり、戦後はうなぎパイの爆発的な
ヒットで、その名を全国に知られるようになりました。
現在では、売上の 8割以上をうなぎパイが占めています。
そして 5年前、うなぎパイ誕生 50 周年のタイミングで、
春華堂グループのこれからの 100 年について話し合う機
会があり、今一度和菓子と洋菓子に力を注ぎ、うなぎパ
イと合わせ、3本柱を確立させようというビジョンを打ち
出しました。そこで大きなポイントとなるのが、第一に
新しい工場を建設すること。第二に和菓子と洋菓子それ
ぞれの新しいブランドを作ることです。

なかでも新しいブランドを作るに当たっては、ブラン
ドの企画や商品開発を担う人材と、それをいかに宣伝し
て売っていくか、販売戦略を考える人材が必要になりま
す。特に販売戦略に関しては、今の時代、ネット通販が
大きなチャンネルの一つとなりますが、弊社はそこの部
分についてこれまでまったく取り組んでこなかったため、
社内にノウハウがなく、外部から専門的な人材を迎え入
れることが急務となっていました。

売上はલ年౓ൺの 2 ഒ
ࣗら立てた数ࣈ໨ඪを実現さͤΔ
今回の採用活動は、会社にとって経営戦略を実現させる

ための新しいチャレンジでした。採用手法としては、従

ʕʕస৬લ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ͞ΕていͨのͰ͔͢ʁ
都内にオフィスを構える通信販売会社で、主にアパレル

部門の WEB 制作を担当。商品の魅力をお客様にどのように
お伝えするか、それをお客様にどのように買っていただくか、
さらに売上状況を見ながら、いかに次の展開につなげていく
かなど、販売促進の企画からマーケティング、ページ制作
に至るまで、サイトの運営すべてに関わってきました。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
もともと私は静岡県出身なので、子育てのためにも、い

ずれは地元に戻りたいと思っていました。ところが自分
の経験がいかせる WEB や販促、マーケティング等の仕事
は、静岡にはあまりないのが現実です。そこで早い段階
から種まきしようと、6年前に人材ビジネス事業者に登録。
以来、東京で働きながらも、地道に情報収集を続けてき
ました。そうした中、ご紹介いただいたのが春華堂です。
うなぎパイの高いブランド力はもちろん、海外展開やう
なぎパイ以外の市場の開拓等、チャレンジ精神旺盛な企
業風土にも魅力を感じました。また実際に会社を訪問し、
社員の方々とお話させていただく中で、皆さんの人柄や
雰囲気にも惹かれ、この会社で働きたいと強く思うよう
になりました。

ʕʕೖࣾޙ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ୲౰͞Εてい·͔͢ʁ
現在は、弊社の 7つの WEB サイト運営を他の 2名のス

タッフとともに任されています。ECサイトは、見ている方々
に飽きられないように、常に新しい情報を更新し続けなけ
ればなりません。しかも単に情報を更新するだけでなく、
商品を買っていただくための導線・構成づくりも重要です。
メンバー全員、そういった点にこだわり、戦略的な視点を
持って運営に当たっています。また新しいアプリの開発や、
実店舗との連携も強化。EC サイトのさらなる売上げアッ
プはもちろんですが、お客様が求めているものは何かとい
う観点で、オンラインとオフラインのつながり、ブランディ
ングがどうあるべきか、様々な取組を進めています。

ʕʕޙࠓの໨ඪΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
数字の面では売上3億円を目指しており、現在それに向

かって試行錯誤を繰り返しているところです。具体的な数字
を掲げることで、頑張るモチベーションにもつながるので、
チーム全体として常に数字は意識しています。また、弊社は
うなぎパイ以外にも魅力的な商品がたくさんあります。それ
を日本全国に広めて、一人でも多くのお客様にお買い求めい
ただけるように、チームとして大きく貢献していきたいです。

࿨՛ࢠ・༸՛ࢠ・うな͗パΠの
3 ຊபを֬立さͤΔたΊに

新たなϒラϯυ・঎඼を޿めるために

うな͗ύイのߴいϒラϯυྗと

ৗ຿औక役 ؒٶ ७໵ࢯ

஑ా ༃ࢯࢠ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔௨信ൢച会社でΞύレル部໳の ĞČĉ ୲当として、ൢചଅ進の
企画からϚーέティング、ϖージ作成、ӡ営までを全て手ֻ
けていた。

˔ ĞČĉ ୲当として、見せ方はもちろん、঎඼をいかにお٬様に
ങっていただくかなど、ൢചઓུの面でも力を発ش。入社後
の ČĊ サイトのച上は前年度の � ഒに౸達するなど、ച上૿
Ճに大きく貢献している。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

新ϒラϯυを޿めるために
ωット௨ൢにྗをೖれる͜とになͬたがʜ
新ϒラϯυを޿めるために
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தখا業͔Βதاݎ業ɺେا業΁Ӧ業ྗΛ
Խ͠成௕Λଓ͚ΔͨΊに͸૊৫ͮ͘Γ͕ඞཁڧ

ʣݝձࣾフΝΠンςッΫʢ෱Ԭࣜג
事ྫ
��

営業෦�営業課�課௕ɹٱอా�࿨ࢯߦ

˔ ù÷÷Ā 年にʮੈքҰの産業用ਕ෺メーΧー΁ʯとのجຊ戦略
をఆΊ、ٸ成長を਱͛て͖たಉࣾ。૑業 úù 年໨ではあΔが、
に各部ॺでマネジメントがで͖Δࣾ員がҭってނ成長がٸ
いない。また、営業部門では঎ࣾを経༝して受஫して͖た
͜と΋あり、٬ސの੠を௚઀೺ѲすΔ͜とがで͖なかった。
そ͜で、௚販を૿΍す͜とにॏ͖をஔ͖、営業経ݧ๛෋な
プロ人材をଈ戦ྗとして採用すΔ͜とになった。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀÿø 年  大手電ػメーカーに入社。営業職一本でԣ඿、
ത多、広島、大ࡕ౳で勤務。

ù÷øý 年  社内のΩャリΞ支援੍度をར用して、᷂フΝイ
ンテックに出向。

˔今後、成長していくに当たり、組৫Ϛωジメントのॏ要ੑを説明するとともに、঎社からの受஫に頼るのではなく、ސ
٬への直ൢを強化することの認識を共有。 

˔その上で、自立して営業できるリーダーとなる人材χーズと当֘人材の役ׂを明確化。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾフΝイϯςッΫ
ຊࣾॴࡏ地ɿ෱Ԭݝ
ै�業�һ�਺ɿࣾһ ùûú ໊ʢύートࣾһؚΉʣ

企業৘ใ

年ɹɹྸɿüÿ ども２人ࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ大手電ػメーカーで電ࢠ部඼౳の営業を務める。

代දऔక役ࣾ長 ຊ໦ හ඙ࢯ

営業部 営業課 課長 ٱอా ࿨ࢯߦ

ù÷ù÷ ೥に೥঎ ø÷÷ ԯԁをୡ੒するために
େ企業での経験が๛෋な営業のプロ人材にظ଴

େ企業での経験をいかしながΒ
営業課としての仕૊Έͮくりにऔり૊Ή

年目の会社ですから、正規の社員は若い者が多く、経験が豊
富で部課長クラスの重職を任すことができる人材が少ないこ
とに気づきました。

঎ࣾの受஫がத৺だった営業から
௚販を૿΍すΑうにํ向転׵をਤΔ
弊社は地方の中小企業ですが、これから中堅企業、そして

大企業へと成長していくためには、盤石な組織を作らなけれ
ばなりません。そうは言っても、組織づくりというのは、簡
単なものではないのです。それならば、大企業でそのような
組織に属した経験がある人材に頼ることも一つの方法だと考
えました。そこで、リーダーとして旗振り役ができるプロ人
材を採用することになったのです。
具体的に、弊社が求めていたのは、営業の部課長や工場長

になることができる人材、技術開発のキーパーソン（金型設
計のできる人材）でした。特に、営業部門においては、長年
商社を経由して仕事を受注してきた経緯があります。しかし、
それでは、お客様の声が直接弊社には届きません。そのため、
直販を増やすことが課題となっていました。

そこで、福岡県プロフェッショナル人材センターに相談。
まずは営業組織の確立を、というアドバイスを得て、営業の
マネジメントができる人材として出会ったのが久保田です。
大手電機メーカーでの経験があったため、大企業の組織を熟
知しています。また、200 名規模の社員のマネジメントをし
ていたこともあって、これから成長を続ける弊社にとっては、
その経験が大いに役立つと感じました。

事は୯にऩ入をಘΔたΊではなく࢓
ࣗ分ຏ͖があって͜そ成長にͭながΔ
久保田には、営業スタッフのマネジメントをお願いしていま

す。私は社員に対して、単に収入を得るために仕事をするの
ではなく、仕事を通して自分を磨いてもらいたいのです。それ
があって初めて、弊社は世界一の産業用刃物メーカーになるこ
とができると思います。弊社は大手企業のように豊富な資源が
あるわけではありません。しかし、人材という資源があり、そ
の一人ひとりには無限の知恵があります。知恵を出し合って成
長することにより、喜びも、やりがいも生まれるはずです。そ
のような人材を育てていくことを久保田には期待しています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は半導体の金型部品を製作することからスタートしま
したが、2009 年に「世界一の産業用刃物メーカーへ」という
基本戦略を定め、刃物の新ブランドとなる『Eco	Cutter	ファ
イリー®』を開発。これにより、刃物関連の製品による年商が、
全体の２～３割から７～８割へと増加しました。
刃物の市場は確実に増えてきています。とはいえ、お客様

に刃物を提供するだけであれば、他社との差別化はできませ
ん。しかし、弊社はお客様の開発案件に深く関わることによっ
て、お客様が真に求めている切断品質を提供することで、パー
トナーとしてお付き合いをいただけるようになりました。おか
げさまで売上は順調に伸びて、会社も急成長を遂げています。

そこで、2020年には年商100億円を目指すことを目標に掲げ
ました。ところが、思わぬ壁にぶつかってしまったのです。
というのも、創業当時は私の妻と２人で始めた会社で、社

員も１名、２名と増えたとはいえ、共に食事をするような家
族的な経営でした。しかし、受注が増えていく中で、社員も
いつの間にか 100 名を超すようになったのです。そうなると、
当然ながら社内に、営業部、製造部、開発部、総務部等の、
部署を設けることになります。当初は、私が各部署の部長職
を兼務しながら社長業もこなしてきましたが、現在は社員も
240 名を超え、弊社の全ての状況を把握することはできませ
ん。しかし、私の指示を受けて何十年も働いてきた社員に、
突然自分がやるべきことを考えながら主体的に仕事をしても
らおうとしても、なかなかできないのです。まして、創業 32

ʕʕࡏݱ�のձࣾにग़͢޲Δલ͸ɺͲのΑ͏ͳ࢓事Λ͞Εてい
·͔ͨ͠ʁ
大手電機メーカーで電子部品などの販売に携わり、大手メー

カーと取引をして、自社の電子部品を納めてきました。また直
近では、既存の自社製品の営業だけではなく取引先毎の要望を
受けたカスタム品の受注も成約。年商１億円規模の営業活動も
していました。

ʕʕಉࣾΛબΜͩཧ༝͸ԿͰ͔͢ʁ
あと２年で定年という時期に差し掛かり、もう一度、チャレ

ンジをしたい気持ちになり、社内のキャリア支援制度を活用し
ました。
私がこの会社で働きたいと思った理由はいくつかあります。

その一つは、本木社長の情熱です。今まで働いてきた会社は
創業者が一代で身を興し、大企業にまで育て上げました。ファ
インテックも、年商30億円、100億円、1000億円という目標を
掲げ、本木社長が大きく育てています。前職の大手電機メーカー
の創業者と本木社長が私の頭の中で重なり合い、運命を感じま
した。
また、自分の今後のキャリアを考えていた時期に熊本地震が
発生。私は福岡県みやま市の出身ですが、親族も被災しました。
それを目の当たりにした時、「自分が生まれ育った地域に貢献
したい」という気持ちになったのです。
それと、おかげさまで私の両親が健在なこともあり、「最後

の親孝行」というわけではありませんが、近くで生活すること
ができれば、両親も喜んでくれると思い、入社を決めました。

ʕʕೖࣾ͠て͔ΒɺͲのΑ͏ͳ࢓事にऔΓ૊ΜͰい·͔͢ʁ
まずは、若い社員の悩みや困っていることを自分自身で棚卸

してもらって、その解決策を共有していきたい。私が何でも解
決していくよりも、自分自身で気づくことが重要です。その手
助けをしてあげることが私に課されていることだと思います。
例えば、営業スタッフが注文を取ってきましたが、納期が間に
合わないケースがありました。それでは、お客様の信頼を失う
ことになります。こうしたことを避けるためには、社内調整を
営業が中心になってすることが必要です。そうした経験を積ん
でもらうことも、これからの会社の成長を支えることになると
思います。

ʕʕޙࠓの໨ඪΛฉ͔ͤてͩ͘͞いɻ
まずは、営業課としての仕組みづくりが必要だと考えていま
す。現在は、本木社長が営業部長も兼務してくださっていますが、
会社の規模が大きくなれば、それだけ負担も大きくなるはずで
す。まして、本木社長には他にもやらなければいけない仕事が
たくさんありますから、安心して社長業に専念できるようにし
なければなりません。また、弊社はとても速いスピードで成長
していますが、昔ながらの家族経営的な風習が残っていること
も事実です。それを変えていくことは、生みの苦しみとも言え
るかもしれませんが、中小企業から中堅企業、大企業になるた
めには、そのための仕組みづくりが重要ですので、大手電機メー
カー時代の経験をいかしながら、2020年には年商100億円を目
指すという社長の目標のために貢献していきたいと思います。

ੈքҰの産業用ਕ෺メーΧー΁
ù÷÷Ā 年に企業のجຊ戦略をఆΊΔ

ù÷ù÷ ೥に೥঎ ø÷÷ ԯԁをୡ੒するために

େ企業での経験をいかしながΒ

代දऔక役ࣾ長 ຊ໦ හ඙ࢯ

ࢯߦอా ࿨ٱ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔大手電ػメーカーで電ࢠ部඼౳の営業として長年勤務。部下
ù÷÷ ໊のϚωジメントも任されるなど、経験が豊富で大企業の
組৫؅理にもਫ਼௨。

˔まずは営業部営業課の課長として勤務。社長が部長職を݉務
していることもあり、গしでも早く営業部をまとめて、部長
となることが期待されている。そして、社長が目標とする
ù÷ù÷ 年に年঎ ø÷÷ ԯԁを達成するためにฃಆ中。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

˔ ù÷÷Ā 年にʮੈքҰの産業用ਕ෺メーΧー΁ʯとのجຊ戦略
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ϋ΢εςンϘεのࢪઃ؅ཧٕज़Λ
全ࠃにීͤ͞ٴΔͨΊӦ業体੍ΛڧԽ

ϋ΢εςンϘεɾٕ ज़ηンλʔࣜגձ ʢࣾ௕࡚ݝʣ
事ྫ
��

෱Ԭࢧళࢧ�ళ௕୅理ɹ中ࢯ޹ߒ�ࢁ

˔ϋ΢ステンϘスのࢪઃ؅理事業と、そこでཆったٕज़力をもと
にڥ؀配ྀ型事業を展開する同社は、ϋ΢ステンϘスのച上
だけに頼らない新たなऩӹの柱をߏஙする΂く、営業体੍の
強化とൢ࿏֦大を進めている。その一؀として、営業スΩル
や組৫Ϛωジメントに長けた率先ਨൣのプロ人材を採用した。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀÿĀ 年  大ֶ卒業後、ࠤլ県のݐઃ会社に入社。福岡支
店に配属。

ù÷÷ý 年  ۽本支店、࡚ٶ支店、ޱࢁ支店と౉り、ٴ࡚ٶ
びޱࢁでは支店長を務める。

ù÷øû 年 同社をୀ職。地ݩɾ福岡で転職活動を開࢝。
ù÷øý 年 ϋ΢ステンϘスɾٕज़ηンター᷂に入社。

˔企業の成長をਪ進するためには、ط存の取引先に頼らない新たなऩӹの柱をߏஙすることが必要であるが、課題は営業
体੍の強化であることを説明。

˔同社の঎඼を۝州、全国へとൢച強化するに当たっては、লΤω঎材のൢചɾࢪ工をしっかり行える中֩人材の確อをଅした。

ࣾɹɹɹ໊ɿϋ΢εςϯϘε・ٕज़ηϯλーࣜג会ࣾ
ຊࣾॴࡏ地ɿ௕࡚ݝ
ै�業�һ�਺ɿþù ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿüø どもࢠ成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿࠤլ県に本社をஔくݐઃ会社で長年営業を୲当。
ɹɹɹɹɹ支店長職もྺ任した。

औక役 営業企ըࣨ ࣨ長 ௽ా मҰࢯ

෱Ԭ支ళ 支ళ長代理 தࢯ޹ߒ ࢁ

営業ମ੍のߋなるڧԽを໨ࢦし
૊৫ӡ営ʴ営業のΤΩεύートを࠾༻

ఆ೥までの ø÷ ೥を地ݩ・෱Ԭでʕʕ
人様やࣾ会の໾にཱつ仕事がしたかͬた

弊社はこれまで若手の採用に注力してきたため、ハロー
ワークでの募集が中心でしたが、今回は経験値のあるハ
イクオリティ人材ということで、長崎県プロフェッショ
ナル人材戦略拠点と相談。今後事業を拡大していくに当
たり、どのような人材を採用すべきか的確なアドバイス
をしていただき、その後、人材ビジネス事業者に取り次
いでいただきました。
採用基準は主に 2つあります。1つ目は、自身も営業

のエキスパートでありながら、若手社員にそのノウハウ
を伝授し、教育できる、組織運営の経験がある方。2つ目
は、弊社の得意分野とは異なるフィールドで多くの営業
経験を積んで来られた方。おかげさまで優秀なプロ人材
の方に多数ご応募いただき、その中から厳選し、採用し
たのが今回ご紹介する中山です。
彼はゼネコンの支店長を歴任するなど、組織運営に非
常に長けており、またこれまでの営業活動を通じて、様々
な業界についても精通。弊社に不足していた市場のニー
ズを捉える感覚も持っています。さらに、「成長したい」
という我々の経営ビジョンに強く共感してくれたこと
や、真面目でバイタリティのある人柄等も高く評価した

点です。

๛෋な経ݧ΍キャϦΞをいかして
営業スλΠルのมֵ΍販路拡大にظ଴
中山は現在、福岡支店の支店長代理として、管理業務か

ら自らの営業活動まで、幅広い職務を担っています。彼の
入社後に職場の雰囲気もずいぶんと締まってきました。今
後は培ってきた様々なノウハウや、持ち前の行動力をいか
して、これまでどちらかと言うと職人気質だった弊社の職
場の社風を、営業会社へ変革させ、販路拡大を実践してほ
しいです。また豊富な経験やノウハウを持って、若手社員
の育成・指導にも尽力してもらえればと思っています。
我々の目標は、現在 12 億円の年間売上高を 3年後には

30 億円にすること。とはいえ、ハウステンボス関連の施
設管理事業は一定量なため、残りの伸びしろ部分は別の事
業で稼がないといけません。そのためには新しい市場を開
拓し、新しいニーズを感じ、そこに我々の技術をいかに投
入できるかにかかっています。もちろんそれも、中山を中
心にチームが一丸となれれば、決して困難なことではない
でしょう。「脱ハウステンボス」「九州から全国へ」の思い
を全員が共有し、更なる企業成長を目指していきます。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社はハウステンボスの建築群・インフラ・エネルギー
等の 24 時間施設管理業務と、そこで培った高い技術力を
ベースに、外部コンサルティング（省エネ、衛生、各種建築・
設備の商品販売・施行）や建物リノベーション等を行う
ハウステンボス㈱の 100％ 子会社です。売上高 12 億円の
うち約 25％ をハウステンボス向けの施設管理事業が占め
ている中、近年は「脱ハウステンボス」を合言葉に、外
部向けの事業にも力を入れています。その一つが、環境
実験都市事業です。これはハウステンボスを一つの街と
して捉えて、そこで省エネ、衛生、環境保護、節水等、様々

な分野における新技術を実験。効果のあった良い技術は
ハウステンボスの経営改善に役立てつつ、外販比率の拡
大を重視し、事業を複合化することで、ハウステンボス
だけに頼らない事業体制の確立を目指しています。
しかし省エネ、環境保護、空調設備等自社商品は多岐

にわたっていますが、各種知識や経験のある営業人材が
不足していました。今後は九州一円にとどまらず、全国
への市場開拓、販路拡大を目指しているため、高い営業
スキルと販路を有する中核人材の確保が不可欠。そこで
営業体制をより強化すべく、プロ人材の採用に踏み出し
たというわけです。

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
大学卒業後、佐賀県に本社を置く建設会社に入社。以

後 25 年間、営業畑で経験を積み、様々な分野の土木・建
築に携わりました。入社して最初の 10 年は地元・福岡に
勤務。その後、熊本、宮崎、山口と転勤を繰り返し、宮
崎と山口では支店長を務めました。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
転勤生活が長く、また親が高齢になってきたため、定年

まで残りの 10 年は地元・福岡で働きたいという思いが強
くなり、転職を決断しました。希望したのは、福岡で働
けること、営業経験がいかせること、そして人様の役に
立てるような仕事であること。これまで仕事一筋で生き
てきたので、自分の営業スキルやキャリアには自信があっ
たのですが、年齢の壁もあり、なかなか希望通りの就職
先は見つかりませんでした。そんな中、たまたま人材ビ
ジネス事業者から紹介いただいたのが、ハウステンボス・
技術センターだったのです。詳しく話を伺ってみると、環
境・衛生・省エネ等に関わる世の中の役に立つ仕事であり、
また営業はもちろん組織マネジメントにも力を発揮して
ほしいとのこと。さらに勤務地が福岡だったことも入社
の決め手となりました。

ʕʕೖࣾޙ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ୲౰͞Εてい·͔͢ʁ
　現在は支店長代理職を任され、営業管理や人材育成、
さらにはプレイヤーとして自分自身も営業活動を行って
います。前職では病院や学校など様々な業種の建設に携
わってきたため、あらゆる施設・建物が対象となる弊社
の事業にも、知識や人脈がいかせています。建設の営業
は信頼関係が第一です。自分を信じていただけなければ、
何億円もの契約等してもらえるはずもありません。私自
身、ずっと人と人との関わりを大事にしてきたので、信
頼関係の構築や人脈づくりには長けていると自負してい
ます。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
現状に満足してしまうと成長が止まってしまうので、常

に課題を見つけながら仕事に取り組んでいきたいと思っ
ています。弊社の商品を少しでも多くのお客様に広め、省
エネ面や衛生面等で人様や社会のお役に立てるようにな
りたい。それが私の目標です。そのためにも、まずは会
社の新しい体制づくりや後継者育成に注力していきたい
と思っています。

ϋ΢スςンϘスの売上にཔらない
৽たなऩӹのபをߏஙすΔたΊに

営業ମ੍のߋなるڧԽを໨ࢦし

ఆ೥までの ø÷ ೥を地ݩ・෱Ԭでʕʕ

औక役 営業企ըࣨ ࣨ長 ௽ా मҰࢯ

தࢯ޹ߒ ࢁ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

ઃ会社でݐլ県のࠤ˔ ùü 年間、営業スΩルをຏき続けた営業
のプロ。支店長職もྺ任するなど、組৫Ϛωジメントにも
長けている。

˔福岡支店の支店長代理として、営業؅理や人材育成、また
自らも営業活動を行っている。গ数ਫ਼Ӷの組৫を率い、年
間ച上高 ú÷ ԯԁの目標をܝげて、市場開୓ɾൢ࿏֦大にฃ
ಆ中。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

ϋ΢εςϯϘεへのґଘܕかΒ୤٫し
新たなࢢ৔։୓・ൢ࿏֦େを໨ࢦした
ϋ΢εςϯϘεへのґଘܕかΒ୤٫し

૊৫運営の経ݧから営業実੷まで
採用ج४に࠷΋߹கした人材
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事業の਺ʑنϐッνͰਐΜͰい͘৽ٸ
プロ人材にٻΊΒΕͨӦ業ྗ

ձࣾमిࣜג ʢࣷݝ࡚ٶʣ
事ྫ
��

ࢯ営業ॴ�ॴ௕ɹௗӽ�ٛজ࡚ٶ

˔Ѵ化成の੥ෛとして૑業した同社は、工業都市である࡚ٶ県
Ԇ岡市で成長を続けてきた。しかし、੥ෛのままでは仕事の
受஫はクライΞント次ୈ。それだけではʮ待ちの経営ʯとなっ
てしまうため、ʮ߈めの経営ʯに転ずる΂く、これまで培っ
てきたٕज़力をいかして新規事業を立ち上げていった。そこ
で直面したのは営業の課題。新しい٬ސを開୓する営業力が
๡しく、経験豊富なプロ人材が必要となった。࠾༻したプロフェッショナル人材

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀÿü 年  化ֶܥ੡඼メーカーに勤め、ҩྍثػ౳の新規開
୓営業にܞわる。

ù÷øý 年 ᷂म電ࣷに転職。࡚ٶ営業ॴのॴ長となる。

確認し、ൢ࿏開୓を強化する࠶౳を具体的にٞ࿦。঎඼力の強みをگ度となく๚問し、同社の঎඼の特௃や業界の状ز˔
ため、࡚ٶ市に営業ॴを開ઃすることを後ԡし。

˔人材ビジωス事業ऀを活用したことのない当社にプロ人材の採用を決意させた。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾमిࣷ
ຊࣾॴࡏ地ɿݝ࡚ٶ
ै�業�һ�਺ɿÿü ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿüú ども３人ࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ化ֶܥ੡඼メーカーに勤務。

代දऔక役ࣾ長 Ұ੉ ௚ࢯߦ

ࢯ営業ॴ ॴ長 ௗӽ ٛজ࡚ٶ
新ن։୓営業にඞཁなのはੵੑۃ
したプロ人材はフットϫーΫがܰく঎඼をചる͜とに௕けている༺࠾

新ن事業はݝ࡚ٶ಺だけのن໛ではない
۝भશମを営業で͖る͜とにັྗを͡ײた

肥料にするために開発された、リサイクル型の生ゴミ処理
機『BUIK システム』です。この処理機では、食品工場等で
出た生ゴミに内城菌という菌を加え、高温状態で攪拌（か
くはん）します。内城菌は様々な種類の菌が含まれる複合
土壌菌で、他の菌に比べて処理能力が高く、これまでは何
日もかかっていたものが、約８時間で有機肥料となるので
す。さらに、家畜や養殖魚のエサとしても効果を発揮します。
弊社では、昨年までに日本、中国、台湾で特許を取得。JICA（国
際協力機構）と契約を交わし、ベトナムでの環境改善事業
をスタートさせました。また、シンガポールにも 500 台を
納入することが決まっています。
しかし、事業を拡大していくにつれ、営業部門に課題が

見つかったのです。というのも、弊社では旭化成との取引
が中心であったため、営業部は存在するものの、あくまで
も継続を前提とした営業が中心で、技術部門の人間が営業
を兼ねていたケースもありました。そこで、まずは経験豊
かな営業職の人材を採用し、宮崎県の商業都市である宮崎
市に営業所を構えて新規開拓拠点とすることとしました。

໋運をݒけた৽規事業の営業
Έをしていたら຿まらないࠐ৲
弊社の中途採用は、ハローワークを利用したり、合同面

接会に参加したりしてきました。しかしながら、応募して
くる人材は能力も未知数であり、書類だけではその人材が
本当に弊社が求める人材か判断ができません。また、面接
をしても全てを把握できませんでした。実際に、採用して
みたものの、研修期間中に辞めてしまったり、能力の問題
で希望職から外れてもらったこともあります。今回は、弊
社の命運を懸けた新規事業の営業ですので、失敗は許され

ません。そこで、宮崎県プロフェッショナル人材戦略拠点
にアドバイスをもらいながら事業展開を担える人材像を絞
り込み、拠点の支援を通じ、宮崎市の営業所を任せられる
人物として、鳥越と出会いました。
採用に当たり、私が重視していたのは積極性です。新規

開拓営業ですので、尻込みをしていたら務まりません。一
日に何件もお客様のところを回って、説明をしていくこと
が重要だと考えました。その点、鳥越はフットワークが軽
いですし、30 年間も営業職に就いていたこともあって、商
品を売り込むことには長けており、弊社が求める人材だと
考え採用しました。

の営業ॴ長としてࢢ࡚ٶ
ଟくの٬ސを։୓していく͜とをظ଴
入社直後は商品に関する知識をつけることが先決です。

それと並行して、私と付き合いのあるお客様のところに同
行してもらい営業の感覚を掴んでもらいました。宮崎市の
営業所開設に合わせて、所長として宮崎だけではなく、九
州全体を回ってもらうことになります。
弊社はものづくりやそれに付随する技術力には自信を

持っていますが、営業や拡販については、まだまだこれか
らの会社だと考えています。宮崎営業所は鳥越１人でのス
タートですが、軌道に乗ればスタッフも増やしていく予定
です。まずは、宮崎営業所で少しでも多くの顧客を開拓し
ていくことが今後の課題となります。もし、技術面での説
明が必要ならば、本社から応援を派遣することも可能です。
本社と宮崎営業所が相互に協力して、弊社のさらなる発展
に努めていくことが理想ですので、鳥越にもその一翼を担っ
てもらいたいと思っています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社が本社を置く宮崎県延岡市は、1923 年に 15 財閥の
一つと言われた日本窒素肥料（現チッソ㈱）が工場を建設
したのを機に、次々に工場が建設されていき、県内屈指の
工業都市として発展してきました。第二次世界大戦後、財
閥解体により日本窒素肥料の工場は旭化成㈱として再出発。
弊社は 1951 年に旭化成からモーターや変圧器の巻替修理工
場として指定されて創業しています。
その後も弊社では、電気工事設計施工、配電盤や制御盤

等の設計製作、精密板金、モーターオーバーホール、昇降
機設備等事業を拡大してきましたが、ほとんどが旭化成か
らの請負でした。それでも、弊社のスタッフは旭化成の延
岡工場に常駐しており、メンテナンス等の仕事は安定して
います。一方で、旭化成で大きなプラント工事等がなければ、

弊社に設備工事の仕事は入ってきません。そのような状態
では、請負企業として受注を待つだけです。そこで、私は
弊社独自の事業を確立していきたいと考え、新規事業に乗
り出すことを決めました。

従དྷのエϨΫトロχΫス事業から
Ұ次産業・ڥ؀վળ事業にਐग़
現在、宮崎県では農商工連携に力を入れています。具体

的には、第一次産業の農林漁業者と第二次、第三次産業の
中小企業が互いに連携し、相互の経営資源をいかして新商
品や新サービスを開発して、双方の利益向上を目指す取組
です。私はもともと、実家で農業をしていたこともあり、
第一次産業には関心を持っていました。今では、農業も弊
社の事業の一つになっています。そうした経緯の中、アラ
イアンスを組んで事業化を進めているのが生ゴミを優れた

ʕʕస৬લ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ͞Εてい·͔ͨ͠ʁ
化学系製品メーカーで石油樹脂を扱った商品を営業・販

売していましたが、５年ほど前に九州から単身赴任で関東
の本社に赴任し、グループ会社の物流部門で財務等を担当
していました。

ʕʕస৬のཧ༝͸ԿͰ͔͢ʁ
これまで多くの方の力を借りて仕事をしてきましたが、

その恩返しをしたいと思ったのです。そして、転職をする
ならば、生まれ育った九州に Uターンしたいと考えました。
私の実家は福岡ですが、宮崎県は小学生時代を過ごした土
地です。また、営業として宮崎県内を回っていた際には、
官公庁の方々にも大変、お世話になりました。そのため、
宮崎県での就職を望んだというよりも、何かに導かれたよ
うな気がしています。

ʕʕೖࣾのܾΊखͱͳͬͨの͸ͲのΑ͏ͳ͜ͱͰ͔͢ʁ
　現在は大企業や中小企業という会社の規模に関わらず、
グローバルな世の中になってきています。修電舎でも JICA
の事業が進んでいますし、早くから農商工一体となった多

角経営で６次産業化を推進してきた会社です。実際に面接
で社長から新規事業の話を聞いて、「これは宮崎県内だけの
規模ではない」と思いました。宮崎県を中心に九州全体を
営業として回っていくことにも魅力を感じましたし、私の
経験が少しでもいかせると思ったのが入社を決めた理由で
す。

ʕʕࡏݱ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ͠てい·͔͢ʁ
入社して１か月は延岡の本社工場で製品に関する基礎知

識を学びました。その後は宮崎営業所に拠点を移し、社長
やその製品の製造部門の担当者にも同行してもらいながら、
お客様を訪問しています。

ʕʕޙࠓの໨ඪΛ͓ئい͠·͢ɻ
宮崎県の営業所ではありますが、お客様は九州全土にい

ると考えています。まずは、弊社とお付き合いのある会社
との関係を強めながら、新規開拓営業で実績を作っていき
たいです。長期的なビジョンとしては、家内からも「福岡
に営業所ができるように頑張ってください」と言われてい
るので、５年を目標に実現できるようにしたいと思います。

ѴԽ成の੥ෛからスλートすΔ΋
৽規事業に৐りग़す͜とをܾஅ

したプロ人材はフットϫーΫがܰく঎඼をചる͜とに௕けている༺࠾
新ن։୓営業にඞཁなのはੵੑۃ

代දऔక役ࣾ長 Ұ੉ ௚ࢯߦ

ௗӽ ٛজࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔ ú÷ 年間にわたり、営業を୲当し、۝州での営業経験も豊富。
。ி౳にも出入りしていたため、人຺も持っているެ׭

˔まずは੡඼の知識をಘるために本社工場で̍か月ほどݚमを
した後、࡚ٶ市の営業ॴ開ઃに合わせて、ॴ長としてෝ任。
。۝州全体を回り࢝めている、県内のみならず࡚ٶ

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

新ن事業をཱ֬するために
営業のプロ人材がඞཁとなͬた
新ن事業をཱ֬するために
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๚Εͨい͔֗ΒॅΈͨい֗΁
て͚޲΁ࢪ実ࡦɾҠॅの྆੓ޫ؍のࢢ

ެڵৼޫ؍ࢢձࣾ౎ཹࣜג ʢࣾࢁསݝʣ
事ྫ
��

˔現在はʮ生֔活躍のまち（日本൛ ĊĊęĊ）ߏ想ʯに基づくʮ生֔活
躍のまちɾつるʯ事業により、移住੓ࡦ౳のまちづくりを進めてい
る都留市だが、交ྲྀ人ޱの֦大という観点からは、観光ࡦࢪそのも
のには、強く力を入れてこなかった。しかし、ʮୈ̒次都留市長期
૯合計画ʯにおいて、まちづくりの基൫である産業を活ੑ化すると
いう観点から、ù÷øý 年 øø 月 � 日のʮಓのӺつるʯのオープンをܖ
点としてઃஔするڌઃ内にʮつる観光Ҋ内ॴʯを観光ࢪ、としてػ
など、観光事業へのテί入れをਤることとした。ซせて、市からҕ
ୗを受けて観光事業を୲う同社が、観光ଅ進をਤるために観光Ϛ
ωージャーとしてプロ人材を採用。観光や移住を含めたまちの情報
発信ٴび交ྲྀ人ޱの֦大をਤる事業展開を進めることとした。

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

˔୯なるʮಓのӺʯのӡ営ɾҡ持だけでなく、地域の観光ݯࢿのϒランσィングやΞンテナショップによる発信౳地域の
産業ৼڵに向けたઓུߏஙのॏ要ੑを説明。

˔その上で、同社の取組を市長へ説明し、都留市が取り組Ή ĊĊęĊ ౳をॿ言することで、観光プロσϡーサーܞ想との࿈ߏ
の人材χーズを۷り起こした。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾ౎ཹޫ؍ࢢৼࣾެڵ
ຊࣾॴࡏ地ɿࢁསݝ
ै�業�һ�਺ɿ໊̏

企業৘ใ

ࢯߦ�རڮ∁Ϛωーδϟーɹޫ؍
したプロフェッショナル人材༺࠾

プロフΟール

年ɹɹྸɿüþ ども̍人ࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ౦ژ新卒応援ϋローワークに勤務。

ࣾ長 ߴ部 ߶ࢯ

຾ͬていたݯࢿޫ؍を۷り͜ىし
地域શମが͓もてなしで͖るまちͮくりへ

で、豊かなまちづくりを目指すこととしました。地方都市
の産業振興には、観光事業は欠かせませんが、これまで都
留市では観光に十分に力を入れたとは言えません。中央自
動車道が通っていても、富士急行線が通っていても、富士
山エリアの観光の通過点として、その可能性に積極的に挑
戦することをしていませんでした。中央線や中央道を利用
する方には、大月市や富士吉田市、富士河口湖町は知られ
ていても、都留市のことはあまり知られていません。
しかし、県立リニア見学センターには、年間約 30 万人

の方が訪れます。世界遺産となった富士山には、外国人
を含め多くの観光客が訪れており、都留市も「富士山エ
リア」に入ります。そこでもう一度、観光資源に光を当て、
まちの魅力を発信していくことにしたのです。

Έࠐͼݺに人をࢢで౎ཹޫ؍
Ҡॅまでͭな͛Δプロ人材をٻΊた
これまで、都留市では生涯活躍のまちづくりとして日

本版 CCRC（Continuing	Care	Retirement	Community）構想
に取り組んできました。これは、もともとはアメリカ発
の概念ですが、首都圏をはじめとする大都市に住む高齢
者が、自らの希望で地方に移り住み、健康でアクティブ
な生活を送り、医療介護が必要な際には、継続的なケア
を受けることができるようにするまちづくりです。観光
とは、都留市に来てもらうことが目的ですが、CCRC 構想
とつなげることで、都留市に観光で人を呼び込み、移住
まで促進することもできます。この一大プロジェクトを
推進することができる「観光マネージャー」を弊社では

求めていました。そこで、山梨県プロフェッショナル人
材戦略拠点と人材イメージについて相談し、人材ビジネ
ス事業者から紹介してもらったのが髙橋です。これまで、
観光業界に長く携わってきた経験もさることながら、地
方の課題や取組も良く分かっていますし、まちづくりに
も参画してきたこともあるなど、経歴が多岐にわたって
いることが魅力でした。

役ॴ಺にプロ人材の੮を設ஔࢢ
にରすΔ職員のҙࣝに΋มԽが生͡たޫ؍
観光事業に必要なことは、情報を発信していくことで

す。そのためには、まず情報を整理していかなければな
りません。これまでは、神社や仏閣、大学、飲食店、商
店がそれぞれに情報を発信していましたが、それを整理
して都留市全体として情報を発信していく必要があると
感じ、「道の駅つる」内に設置した「つる観光案内所」が
設置されました。髙橋にはこの案内所で情報発信の整理
をする役割も担ってもらっています。
弊社は都留市役所から委託を受けて観光の仕事を担って

いる企業です。そのため、市役所の産業課商工観光部門に
髙橋の席を用意してもらいました。それにより、これまで
都留市として観光事業への意識が変わり、市役所では観光
に関係する部署と連携してまち全体の観光施策を検討して
いくために「観光推進班」が組織されました。今後は都留
市にある観光資源として眠っていた場所、光が当たってい
なかった場所を掘り起こし、髙橋なりの視点で観光スポッ
トとして紹介してもらいたいと思っています。

企業୲౰ऀの声

山梨県都留市は、大月市と富士吉田市の中間に位置し、豊か
な緑と清らかな水の流れる自然環境に恵まれた地方都市です。
昭和30年代から主要道路や水路、橋等が整備され、昭和44年に

は中央自動車道が開通。それと並行して国道139号線があり、富士急
行線も走っています。また、昭和35年には都留文科大学が開校。教
員養成の大学として60年以上の歴史を誇り、市の人口は３万2000人
ですが、その１割は都留文科大学生が占めています。
現在はリニアモーターカーの実験拠点ともなっており、山

梨県立リニア見学センターが設置され、自然と近未来の融合
した都市となっています。

産業を๛かにすΔたΊには
事業はܽかす͜とがで͖ないޫ؍
近年、人口減少や少子高齢化等、日本を取り巻く環境

は大きく変化しており、これまで以上に変革が必要です。
都留市では平成 28 年度から平成 38 年度までの 11 年間

にわたる市政運営の羅針盤として「第６次都留市長期総合
計画」を策定し、産業振興を一丁目一番地の施策とする中

ϦχΞϞーλーΧーの実ݧ拠点で
ࣗવとۙ未དྷが༥߹した౎ࢢ

຾ͬていたݯࢿޫ؍を۷り͜ىし

ࣾ長 ߴ部 ߶ࢯ

ࢯߦར ڮ∁ マネージャーޫ؍

ϗεϐλϦςΟの৺がなけれ͹ޫ؍地としての੒ޭはない
それにඞཁなものͮくり、ͮڥ؀くりをしてい͖たい

プロ人材の声

ʕʕ͜Ε·ͰɺͲのΑ͏ͳ࢓事Λ͞Εて͖·͔ͨ͠ʁ
旅行会社に十数年間勤めた後、専門学校の教員として、

旅行や観光の仕事について教えたり、岩手、茨城では、公
募で観光協会事務局長に選ばれました。また、青森、沖
縄等では、観光人財育成や講師を経験し、前職は東京新
卒応援ハローワークに勤務して、都内の大学で観光の仕
事を志す学生等の支援をしていました。

ʕʕࡏݱ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ͞Εてい·͔͢ʁ
まずは、「道の駅つる」にある観光案内所で、観光客に

対する対応などをマニュアル化してきました。また、都留
市にある飲食店、物産、宿泊施設、寺社、景観ポイント
等、観光に関わる場所に足を運んで、地域の方々と話を
しています。私は観光を行う上で最も重要なのは人だと
考えています。感動は、人の手で提供するホスピタリティ
によってもたらされると思っているので、ホスピタリティ

の醸成は不可欠です。まずは、そこからはじめるため観
光ホスピタリティ講座を開きました。また、観光資源を
商品化するためのモニターツアー等も考えています。

ʕʕޙࠓの໨ඪΛ͓ئい͠·͢ɻ
まだ、市民の皆様には都留市を観光地とする実感はない

と思います。観光資源が豊富とは言えませんが、可能性を
感じるものはあります。しかし、資源は資源のままでは、
お客様をそのままで誘引することはできません。それを
コーディネートし、人の手で演出を加えていくことが必要
です。今後は、市役所や都留文科大学はもちろん、地域の
様々な立場の方たちと連携して、観光に必要な人づくり、
環境づくりをしていきたいと思います。都留市を訪れた人
が、この地に住んでみたいと感じてもらえれば、生涯活躍
のまち事業にも貢献できるはずですので、それも視野に入
れて仕事に励んでいきたいと思います。

ϗεϐλϦςΟの৺がなけれ͹ޫ؍地としての੒ޭはない

ࢯߦར ڮ∁

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔ཱྀ行会社での勤務経験があり、各地で観光ڠ会事務ہ長をྺ任。ཱྀ行
や観光についてڭ佃をࣥったこともあり、人材育成にもਫ਼௨している。

˔ʮಓのӺつるʯにあるʮつる観光Ҋ内ॴʯで来๚ऀへ説明する
ϚχϡΞルを作成。

˔຾っている観光ݯࢿを発۷するために、都留市の各地を回り、
市ຽの理解をਂめることに౒めている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

ʮ๛かな࢈業のあるまちͮくりʯ
に向けたࡦࢪޫ؍へのऔ૊
ʮ๛かな࢈業のあるまちͮくりʯ

˔現在はʮ生֔活躍のまち（日本൛ ĊĊęĊ）ߏ想ʯに基づくʮ生֔活

øĀÿù 年 ཱྀ行会社に就職。法人営業にै事する。
øĀÿÿ 年  ผのཱྀ行会社に転職し、営業企画部開発課܎長

݉ԭೄのϗテルの౦ژ営業ॴॴ長を任される。
øĀĀù 年  ビジωスܥઐ໳ֶ校でཱྀ行観光ɾϗテルՊのઐ

任ڭ員を務める。
ù÷÷ù 年  ؠ手ɾ茨城ɾ大分で事務ہ長を務めるなど観光

育ࡒ会でै事し、੨৿ɾԭೄなどでは観光人ڠ
成やηミナーࢣߨを経験。

ù÷øú 年  ౦ژ新卒応援ϋローワークで都内のֶ生の観光
業界౳への就職支援を୲当。

ù÷øý 年 ᷂都留市観光ৼެڵ社に入社。
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フϥンνϟΠζܦӦのプロΛ࠾༻
৴भɾͦ࢈ࠃ͹ค ø÷÷ì のڶഴΛ全ࠃ΁ʂ

ʣݝձࣾԦୌʢ௕໺ࣜג
事ྫ
��

čĊ事業・ళฮ։ൃ�෭౷ׅɹࢯ޺ګ�٢ా

˔同社はʮ自前主ٛʯをϞットーに、૑業より長野県内にҿ৯店を
出店し、人材は地ޏݩ用で確อし経営を続けてきたが、特にۙ年
地方活ੑが社会的に話題になる中、同社でも୯なる事業展開に留
まらず、地域の৯จ化を発信することに࢖命を感じはじめていた。
そこで、同社がすでに出店していた長野県の৯จ化を఻えるҿ৯
店をフランチャイズ化し、全国へ広げていくことをݕ౼。フラン
チャイズ展開の知識と経験がある人材を୳していた。࠾༻したプロフェッショナル人材

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀĀþ 年  大ֶ卒業後、੡଄খച業の大手に入社。
ù÷øú 年  ट都ݍのҿ৯フランチャイβーに転職。Ӻߏ内

の立ち৯い蕎麦԰ øú 店ฮのフランチャイズ展開
を手がける。

ù÷øý 年 ᷂Ԧୌに転職。

˔ώΞリングをॏͶながら信頼ؔ܎をߏங。今後、フランチャイズ化し、౦ݍژへの出店を進めていくに当たり、外部人
材のొ用をఏҊ。

˔また、フランチャイズ化を進めるに当たって、Ո଒経営からの୤٫の必要ੑを共有した。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾԦୌ
ຊࣾॴࡏ地ɿ௕໺ݝ
ै�業�һ�਺ɿøüĀ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿûú ども２人ࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ ҿ৯店のフランチャイズ本部に勤務し、出店のた

めのϚχϡΞルや人事੍度の੔උを୲当。

代දऔక役 Ӭ੉ ࢯ࣏׬

čĊ 事業・ళฮ։ൃ ෭౷ׅ ࢯ޺ګ ٢ా

ॳめてऔり૊Ήશࠃల։に向け
フラϯνϟイζ事業のプロを࠾༻

લ職で営業をかけようとͬࢥていた企業へ転職
ΦフΝーはͬئてもないػ会だͬた

フϥンνャΠζのϊ΢ϋ΢がないத
大खフϥンνャΠβーग़਎のプロ人材とग़ձ͑た
いざ全国展開へと足を踏み出したものの、それまで弊

社はフランチャイズ展開の経験がなかったため、その分
野の知見を持つ人材がいませんでした。そこでフランチャ
イズ事業に精通した人材を、県内外問わず、広く募集する
ことに。求めたのは、まさに『挑戦するための人材』でした。
しかし、我々は地元出身者ばかりを採用してきたため、全
国を股にかけて活躍する人材をどのように探したらいい
のか見当もつきませんでした。そんな折、プロフェッショ
ナル人材事業を知り、人材戦略を相談したのです。もし県
外出身者を雇用した場合、弊社のような職場になじめる
のか、そもそも優秀な人材がわざわざ長野の会社に来て
くれるのかなど、不安もありましたが、拠点の支援もあり、
結果 20 名近い方々に応募いただきました。その中から 2
名を採用、そのうちの一人が今回ご紹介する吉田です。
彼は全国規模のフランチャイザーで数多くの店舗のフ

ランチャイズ展開を手がけてきた実績があり、弊社が一
からフランチャイズを立ち上げることや、地方から全国へ
展開していくことに大変興味を持ってくれました。また、
前職では神奈川県を担当していたため、まずは関東進出
を見据える我々にとって、大きな力になってくれるでしょ

う。さらに人柄も良く、職場にすぐになじめそうだった
ことも、採用を決めた理由の一つです。

人事ධՁ੍౓のߏங౳
ࣾ಺のಇ͖ํվֵに΋ݙߩ
吉田は現在、当初の期待通り「小木曽製粉所」のフラン

チャイズ化の基盤づくりに奮闘してくれていますが、一
方で社内の人事評価の制度づくりにも力を発揮してくれ
ています。弊社は長年家族経営を進めてきたため、オー
プンな人事評価制度が確立されていませんでした。しか
し今後フランチャイズ化が進み、事業規模が全国へと拡
大していくと、本社の人事担当者が全ての従業員のパー
ソナリティを完全に把握して評価することは不可能にな
るでしょう。したがってオープンな人事評価制度をマニュ
アルとして策定する必要があるのです。そこで、まずは
評価制度を本社で実施して実用化するべく、その準備と
して、「活力プロジェクト」という名で働き方改革を推進。
吉田は前職でも人事制度の整備等に携わってきたことか
ら、このプロジェクトのリーダー役を担ってくれていま
す。今後もフランチャイズ事業はもちろんのこと、会社の
組織改革に至るまで幅広い範囲で、豊富な知見やアイディ
アを発揮してくれることを期待しています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は長野県内で、和食や寿司を中心に、焼肉、居酒屋、
創作料理等多種多彩な店舗を展開しています。そんな私た
ちは創業以来「自前主義」をモットーに、長野県産の食
材にこだわり、県内に店舗を出店し、県内の人材を積極
的に採用してきました。おかげさまで長野県では知名度
も獲得し、多くのお客様からご支持いただいております。
しかし、刻一刻と変化し続ける経営環境の中で、広く今
後の事業展開を見据えると、「自前主義」の経営だけでは、
いずれ限界を迎えるでしょう。また近年、全国的に地域
活性化の波が広がっており、弊社でも長野県の素晴らし
い食文化を県内だけにとどめず、全国へと発信したいと
いう思いが強まってきました。次なるビジョンとして「全

国展開」を掲げたのは、弊社にとって必然だったのです。
そうした中、フランチャイズ化を検討したのが「小木曽

製粉所」という県内でチェーン展開している蕎麦店でし
た。同店舗の最大のセールスポイントは、長野県産を中心
とした国産のそば粉を 100％ 使用していること。全国で流
通している蕎麦は、全体の 95％ が外国産のそば粉を使用
しており、国産そば粉 100％ で作っている店はほとんどあ
りません。この蕎麦なら全国の方々に喜んで食べていた
だけると確信しています。また「小木曽製粉所」のオペレー
ションは、完全セルフサービス。そのため誰でも働きや
すく、フランチャイズ化して店舗数が増えても、商品の
クオリティを落とさず営業できます。この商品とオペレー
ションの両面から、「小木曽製粉所」が全国展開に最も相
応しい店舗だと判断しました。

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
大学卒業後、大手小売業に就職し、同社の北陸や東北で

の経営の基盤づくりを担当しました。そこでの業績が認め
られて、メガフランチャイザーの仕事のオファーをもらっ
て転職。大手飲食店のフランチャイズ店 20 店舗の出店を
はじめ、リラクゼーションなどいくつかの業態のフラン
チャイズ展開を担当しました。2013 年からは駅構内の立
ち食い蕎麦屋 13 店舗の出店のためのマニュアルや人事制
度の整備などに携わり、2016 年 7 月末に同社を退職しま
した。

ʕʕͳͥస৬͠Α͏ͱͨͬࢥのͰ͔͢ʁ
もともと、長野に旅行した際に小木曽製粉所で蕎麦を食

べたことがありました。セルフ蕎麦店とは思えぬ品質の
高さと美味しさに惹かれ、すぐに大ファンになりました。
前職では、飲食店に対してフランチャイズ化を提案する
こともあり、いつか小木曽製粉所に営業をかけようと検
討していたのです。そんな折、小木曽製粉所の内部でフ
ランチャイズ化の企画が持ち上がっていて、しかもそれ
を統括する人材を募集していることを知り、「内部の人間
としてフランチャイズ化を推し進めていけたら楽しいだ
ろう」と考え、応募を決めました。
神奈川県から長野県への移住はまったく気になりません

でした。家族もすぐに応援してくれました。私が「小木曽
製粉所」の大ファンであることは妻も知っていたので「あ
の会社なら、転職すべき !」と賛成してくれました。現在
は私が単身赴任している状態ですが、妻も長野に引っ越す
ことを前向きに検討してくれているので、妻の仕事等がひ
と段落したらいずれは長野県内で同居する予定です。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
私の信念は、美味しい食べ物を世の中に広げ、一人で

も多くの人に食を通じた感動体験を得てもらうことです。
小木曽製粉所の店舗を全国に広げるためには、希少な国
産そば粉の確保やレシピ・オペレーションのマニュアル
化等を徹底し、どこのお店でも同じ味・同じサービスを
提供できるための制度を整えなくてはいけません。また、
安定したそば粉の仕入れルートが確立できていないので、
まずはいかに安定して原材料を確保していくかが今後の
課題でしょう。さらに、全店で同じ味わいの食事を提供
するためには、商品基準書の作成も必要です。現在の王
滝にはまだそれらは揃っていないので、私が前職で培っ
てきた知識と経験をいかして一日も早くこれらの体制を
整えたいと思います。そして私の出身地である神奈川県
をはじめ、全国の人々が小木曽製粉所の信州蕎麦のファ
ンになるような、そんなお店を増やしていきたいです。

国産そ͹ค ø÷÷ì のڶഴを
全国に޿ΊΔたΊに

ॳめてऔり૊Ήશࠃల։に向け

લ職で営業をかけようとͬࢥていた企業へ転職

代දऔక役 Ӭ੉ ࢯ࣏׬

ࢯ޺ګ ٢ా

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔フランチャイズ店の出店ɾ૯ׅを長年経験し、৯へのؔ心も高く、
また、地方から全国に向けてビジωスを展開することにؔ心を持っ
ていた。

˔当ॳ期待していたフランチャイズ化のϚχϡΞルづくりにՃえ、
同社ではまだ੔උしていなかった人事ධ価੍度の立ち上げにも
力。社内でڠ的にۃੵ ù÷øý 年 øø 月から開࢝した、働き方をվ
ֵするためのʮ活力プロジェクトʯでは、プロジェクト進行のリー
ダー的存在になっている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

૑業かΒ ûû ೥をܴ͑、
転ظ׵にೖるඞཁੑを͡ײていた
૑業かΒ ûû ೥をܴ͑、

˔同社はʮ自前主ٛʯをϞットーに、૑業より長野県内にҿ৯店を
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ௗऔの Đě 業͕ٕज़ྗΛい͔͠ا
஍ํ૑ੜプロδェΫτに௅Ή

ʣݝձࣾΞΫシεʢௗऔࣜג
事ྫ
��

ࣾ௕ࣨ�地ํ૑生事業୲౰ɹֿԬ�େࢯߊ

˔業຿ܥのシスςϜ΍ଠཅޫൃిࢹ؂計ଌシスςϜを։ൃすΔ
ಉࣾでは、ù÷øý 年から೶ྛ業΍ڭҭなͲの分野に Đě 事業のϊ
΢ϋ΢を׆用して、地域を׆性ԽさͤΔ地ํ૑生事業をスλー
トさͤた。そΕに伴い、Đě の஌ࣝ΍スキルを࣋ち、ಉ時に地
ํ૑生事業に΋ڵຯのあΔ人材を採用すΔ͜ととなった。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

ù÷øù 年 岡ࢁ県の高ઐを卒業後、� 年課程のઐ߈Պをमྃ。
ù÷øù 年  大ࡕの大手 Đě 企業に入社。業務ܥシステム開発

にܞわる。
ù÷øý 年  同社をୀ社。地ݩɾ岡ࢁに戻り転職活動をはじめ、

� 月に᷂Ξクシスに入社。

˔本事業の説明で同社を๚問したことがきっかけで、社長と直接面ஊし、ٻめる人材૾を੔理。
˔新規プロジェクトʮĐě ʷྛ業プロジェクトʯの内༰について、ৄしくώΞリング。地域活ੑ化や地域貢献の経験、ど

の程度の Đě スΩルが必要なのか౳を明確化。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾΞΫシε
ຊࣾॴࡏ地ɿௗऔݝ
ै�業�һ�਺ɿø÷Ā ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿùþ 成ɿಠ身ߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ大手 Đě 企業のシステムΤンジχΞ。

代දऔక役 ݉ άループ ĊČĖ ࡔຊ ఩ࢯ

ࣾ長ࣨ 地ํ૑生事業୲当 ֿԬ 大ࢯߊ

地ํ૑生事業を୲う人材には
೤ҙやϞνベーショϯがෆՄܽ

Đě のεΩルや経験をいかしながΒ
地域の活ੑԽにݙߩしたい

*5 の஌ࣝ΍スキルを࣋ち
地ํ૑生に΋ڵຯのあΔ人材
地方創生事業は 2016 年のキックオフ以来、社長である

私が中心となって進めてきましたが、もちろん私一人では
細かいところまで手が回りません。そこでこの事業の専任
として、一緒に地域を盛り上げてくれる人材を募りました。
我々が求めたのは、まずは IT のスキルや知識がベースに
あること。その上で、地方活性化に興味があり、人一倍の
熱意やモチベーションを持っていること。しかし、技術者
でありながら、フットワークが軽く、外に出て人と交渉で
きるような人材は、なかなか見つかりません。
そうした中、とっとりプロフェッショナル人材戦略拠点

に相談したところ、人材ビジネス事業者主催の地元ゲスト
ハウスで開かれる交流会への参加を提案されました。その
交流会とは、地方創生に興味のある人たちが一同に集まり、
語り合うというもの。ビジョンを共有できる人材と出会え
るかもしれないとのことでした。そこで私も参加すること
になり、多くの若者と語り合う中、出会ったのが、今回ご
紹介する梶岡です。大手 IT 企業でエンジニアとしてキャ
リアを積んできたため、ITに関する知識やノウハウは豊富。

その上地方を元気にしたいという熱意にあふれ、地域に飛
び込んでいけるバイタリティやコミュニケーション能力も
持っており、まさに我々が求める理想的な人材でした。す
ぐに意気投合し、後日改めて連絡。弊社の新たなスタッフ
として働いてもらうことになりました。

地ํで΋νャϨンジすΕ͹
νャンスはたくさΜあΔ
梶岡は現在、地方創生事業担当として、地域と連携を図り

ながら、新規事業の企画から立ち上げ、運営に至るまで一連
の業務を担っています。まだまだ勉強不足な面はありますが、
前向きな性格と持ち味の粘り強さを発揮し、一歩一歩前進中
です。今はまだ私も多くの部分で関わっていますが、今後は
梶岡ら若い世代が中心となって、事業を牽引していくことを期
待しています。彼らの若い感性で、田舎や地方がどう変わっ
ていくのか、とても楽しみです。私自身、Iターンで鳥取に移
住してきたのですが、どんどんチャレンジすれば、地方でも
会社は伸びていくと実感しています。都会が人材不足に陥っ
ている今こそ、地方にとっては大きなチャンス。今後も地域の
方々と連携して、みんなで鳥取県を盛り上げていきたいです。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は主に、企業の顧客管理や売上管理等、業務に関
わるシステム開発を行っています。またチャレンジ事業
という位置づけで、太陽光発電を遠隔監視する太陽光発
電監視計測システムも開発。4年前に事業化して以来、順
調に売上を伸ばし、弊社の主力事業へと成長させました。
その一方、鳥取県を拠点に活動している我々は、「地域を
活性化させなければいけない」、「雇用も確保していかな
ければいけない」という問題意識を常に持っています。そ
こで現在力を入れはじめているのが、農林業や教育等の
分野に IT 事業のノウハウをいかし、地域を活性化させる

地方創生事業です。
例えば「IT ×林業プロジェクト」では、地域の強みで

もある恵まれた森林資源をいかしきれていない林業に、
IT を導入。地元の森林組合等と連携し、ドローンを使っ
た森林管理や、IT を活用した木材の流通・生産・在庫管
理等、様々な取組を進めています。また教育の分野では、
統合となる小学校の校舎を使い、地域の小学生を対象と
した最先端のプログラミング教室を開校。鳥取県から一
人でも多くの IT 技術者を育成することが目標です。さら
にこの場所では、首都圏の企業のサテライトオフィスを
開設したり、イノベーター人材を誘致するなど、人が集
まる仕組みも作っています。

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
地元・岡山県の高専を卒業後、2年課程の専攻科を修了。

大阪の大手IT企業に就職しました。その後、業務系のシステ
ム開発を行う同社で4年間、システムエンジニアとして活躍。
主に生産管理のパッケージを保守する作業に従事しました。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
IT の仕事は大好きでしたが、1日中パソコンに向かって

いることになれず、性格的にももっと外に出て、人と接す
るような仕事が向いていると感じていました。一方で、岡
山県の田舎育ちの私は、故郷が年々寂れていく様を見るに
つれ、寂しい思いを抱くと同時に、地方創生に携わりたい
という思いを強くしていました。そこで思い切って会社を
辞めて、岡山県に戻ったところ、たまたま隣接県の鳥取の
ゲストハウスにて地方創生に興味のある人たちが集まる人
材ビジネス事業者主催の交流会が開かれることを知り、参
加。そこで坂本社長と運命的な出会いを果たしました。い
ろいろとお話させていただく中で、「地域を元気にしたい」
という社長のビジョンに共感。事業内容はもちろん、社長
の熱い人柄に惹かれ、この人の下で働きたいと思いました。
IT のスキルや経験をいかしつつ、地域の人たちと接しな
がら、地方創生に貢献する――これぞまさに自分が探し求
めていた仕事。迷うことなく転職を決断しました。

ʕʕೖࣾޙ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ୲౰͞Εてい·͔͢ʁ
2016 年 9 月に入社し、以降、地方創生事業担当として、

新規事業の企画から立ち上げ、実行まで全てに関わってい
ます。例えば、統合予定の小学校では、地域の小学生を
対象としたプログラミング教室を開催。社員講師のサポー
トのもと、オリジナルゲームを作るなど、時代の先駆け
となるプログラミング教育事業を進めています。エンジ
ニア時代にはお客様の顔が見えませんでしたが、この仕
事はお客様の喜ぶ顔がダイレクトに伝わります。地域の
皆さんと一緒にものを作り、コミュニケーションを図る
ことが、私にとって何よりのやりがいです。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
覚えることは山ほどありますが、一番の課題は地域を
活性化させながら、会社の成長や売上にも貢献していく
ことでしょう。おかげさまで毎日いろいろな経験を積ま
せていただき、プロジェクトを1つ1つクリアする中で、
新たなスキルが身についている実感はあります。将来的
には自分一人で企画を 1 から 10 まで進め、実現させる
ことが目標です。そしてこの魅力ある鳥取をもっと元気
に。熱いメンバーたちと一緒に盛り上げていきたいと思
います。

Đě 事業のϊ΢ϋ΢をいかし
地域׆性Խにऔり૊Ή

地ํ૑生事業を୲う人材には

Đě のεΩルや経験をいかしながΒ

代දऔక役 ݉ άループ ĊČĖ ࡔຊ ఩ࢯ

ֿԬ 大ࢯߊ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔大手 Đě 企業で � 年間システムΤンジχΞとして活躍。一方で、
地方૑生にも強いؔ心を持ち、培ってきた知識やスΩルを地
域活ੑ化にいかしたいと考えていた。

˔地方૑生事業୲当ऀとして、ʮĐě ʷྛ業プロジェクトʯやʮĐě
ʷڭ育プロジェクトʯ౳新規事業の企画からӡ営にࢸるまで
一࿈の業務を୲っている。また持ち前のίミϡχέーション
能力を発شし、地域とのڮ౉し役としても活躍。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

新たに地ํ૑生事業をελート
ʮٕज़ʷ೤ҙʯのあるएい人材をٻめた
新たに地ํ૑生事業をελート
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೔ຊݹ࠷のԁࣷߍܗΛར༻͠て
プロフェッショナル人材͕·ͪͮ͘Γに௅Ή

ʣݝ৔ʢௗऔܶܗձࣾԁࣜג
事ྫ
��

ΞートσΟϨΫλーɹはしͮめ�ま͖ࢯ

˔೔ຊݹ࠷となΔԁࣷߍܗのอଘをૌ͑て͖たҴౢࢯらは、᷂
ԁܶܗ৔を設立。Ұ୴はղମをܾΊていた૔ࢢ٢のࢢ長は、
ಉࣾにԁࣷߍܗの無ঈৡ౉をܾΊた。ಉࣷߍをத৺に֗の؍
ޫ໊ॴとして׆用すΔたΊ、フィΪϡΞのミϡージΞϜにす
ΔҊがਐΉ΋、٬ޫ؍をݺͼࠐΉ上で΋、まちͮくりをਐΊ
Δ͜とがඞཁであった。

˔フィΪϡΞをऔりѻうという͜と΋あり、೔ຊ国಺だけではな
く、΋っとੈքにରすΔൃ信ྗをڧԽすΔ͜とがॏཁであった。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀĀý 年  大ܳࡕज़大ֶݐஙֶ部卒業。大ܳࡕज़大ֶ大ֶӃ
ூڀݚࠁम࢜。

øĀĀý 年  χϡーϤークに約 ø÷ 年留ֶ。χϡーϤーク工Պ
大ֶݐஙֶ部卒業後、現地のݐஙσβイン事務
ॴ、不動産会社に勤務。

ù÷÷þ 年  都市をテーϚにした現代ඒज़の発දを開࢝。

˔ԁܗ校ࣷを観光ݯࢿとしてのみの活用ではなく、まちづくりにつなげていくことのॏ要ੑを共有し、人材૾を明確化。
˔ީิऀをௗ取にটき、事業内༰や取組の状گをৄしく঺հし、ԁܗ校ࣷの内部や૔٢市の観光場ॴ౳を一緒に見て回る

ようఏҊした。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾԁܶܗ৔
ຊࣾॴࡏ地ɿௗऔݝ
ै�業�һ�਺ɿ̍人

企業৘ใ

年ɹɹྸɿûù ども̍人ࢠ、成ɿ母ߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ現在もσβインスタジオを主࠵。

代දऔక役 Ҵౢ ਖ਼඙ࢯ

ΞートσィϨΫλー はしͮΊ ま͖ࢯ

ԁܶܗ৔はΞートだけのࢪઃではない
όラϯε֮ײを࣋ͬている͜とがॏཁとなる

૔٢でしかຯΘ͑ないΦϦδナϦςΟを出して
ੈքに௨༻するՁ஋؍を生Έ出してい͖たい

2009 年には明倫小学校の創立 100 周年を記念してバース
デープロジェクトを立案し、円形校舎をバースデーケーキ
に見立てるイベントを開催。地元の人たちの関心も高く、
保存を望む声が強くなりました。しかし、2014 年５月には
市議会で解体予算が可決され、執行凍結付帯決議も付いた
のです。私たちは 2015 年に中心市街地活性化計画事業者登
録を行い、保存に向けて市長に署名を提出。すると、市長
からは非公式ではありますが、「実現可能なプランが示され
れば、前向きに検討したい」との言葉をもらいました。
ちょうどその頃のことです。倉吉博物館でフィギュア展覧

会が開催され、活況を呈しました。それをヒントに、円形校
舎をフィギュアの制作工房にしてもらうことを思いついたの
です。そして、フィギュアの企画・製造・販売をする大手企
業に話を持ちかけたところ、社長が円形校舎まで来てくれ
ました。すると、建物の外部を見ただけで、「フィギュア博
物館にしよう」との案を出してくれたのです。さらに、倉吉
に工場進出していたフィギュアメーカーと米子に本社のある
フィギュアメーカーも加わり、３社共同でミュージアムのプ
ランがスタートしました。弊社は 2016 年３月に㈱円形劇場
として設立。倉吉市議会では円形校舎の解体派と保存派が拮
抗して揺れていましたが、2016 年６月 30日に市長が保存す
ることを決断し、弊社への無償譲渡が決まりました。

ւ外でのࣾձ経ݧをいかした
άローόルなࢹ点にظ଴すΔ
この円形劇場は、ただ単にミュージアムにするだけでは

ありません。日本最古の円形校舎をシンボルとして、まち
づくりを進めていくことが重要です。倉吉には資金計画を
立てる人や建築士はいますが、広い視野を持ってまちづく
りの構想まで練る人材を見つけることは、難しい状況でし
た。そうした経験がある人材を探していたところ、とっと
りプロフェッショナル人材戦略拠点の働きかけもあり、人
材ビジネス事業者を通じて、はしづめさんと知り合いまし
た。
これまでのキャリアを見れば一目瞭然ですが、はしづめ

さんはアート関係にも造詣が深い人です。一方で、アート
に特化しているわけではなく、まちづくりの経験も持って
います。円形劇場はアートの観点も必要ではありますが、
アートだけの施設ではありません。そのバランスが取れて
いることが大事だと考えていたので、はしづめさんはまさ
に打ってつけの人材でした。
また、はしづめさんはニューヨークや中国で居住した経

験もあり、グローバルな視点を持っています。私たちには
ない発想をどんどん投げかけてもらい、実現していきたい
です。
はしづめさんは個人でデザインスタジオを経営しており、

兼業としてプロジェクトに参画してもらっております。し
かし、地方の中小企業にプロ人材が入ることで、その企業
が経営的に成り立ち、その上で地方創生につながるまちづ
くりという観点からの人材活用になれば、プロ人材が地方
創生に貢献していく新たな姿になると思います。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

戦後、教育基本法とそれに基づく学校教育法が施行され、
小学校と中学校が義務教育となりました。しかし、1950 年
代になっても小、中学校では施設不足が深刻となっていた
のです。そこで、狭い土地でも経済的に校舎を建設するこ
とを目的に、建築家の坂本鹿名夫氏が円形校舎を考案。全
国各地に建造されました。しかし、ベビーブームで生徒が
増えていくのに対し、円形校舎の扇形教室では机の大量配
置が難しく、建て増しも容易にできないことから、1960 年
代になるとほとんど新築されなくなりました。
倉吉市にある明倫小学校も坂本氏の設計です。1955 年に

建設されましたが、1976 年に学校は新校舎へ移転。その後

は中央公民館、倉吉ふれあい会館として活用していました
が、2006 年をもって閉鎖され、翌年には市長が解体の意向
を表明しました。

地۠でྙ໌ࢢॴがない૔٢໊ޫ؍
まΔڧຽのؔ৺をूΊてอଘの੠がࢢ
しかし、明倫小学校の円形校舎は、日本で３番目に建設され、
現存する日本最古の貴重な建物です。明倫地区にはこれといっ
た観光名所がありません。私たちは歴史建造物では京都や奈良
に肩を並べることはできませんが、たとえ昭和に建てられたもの
とはいえ、日本最古と呼ぶことができる建造物が明倫地区にあ
るわけですから、それを観光スポットに使わない手はないと考え
ました。そこで、円形校舎を保存するように訴えてきたのです。

ʕʕ͜のԁܶܗ৔の࿩Λฉいͨ࣌͸ɺͲ͏ࢥい·͔ͨ͠ʁ
正直なところ、倉吉市どころか鳥取県にも来たことがなかっ

たので、「どんな所だろう?」というワクワク感がありました。
私は今、地方から日本を変えていく時代に入っていると思っ
ていたところでもあり、フィギュアのミュージアムというキー
ワードを聞いて、興味深く感じたのが率直な印象です。

ʕʕ͜Ε·Ͱ΋ɺ·ͪͮ͘Γに͸ؔΘͬて͖ͨのͰ͔͢ʁ
　もともとは、ニューヨーク工科大学や大阪芸術大学で建
築学を学びましたが、2007 年頃から都市をテーマにした現
代美術を専門にしてきました。2008 年には UR 都市機構と協
働で門真アートプロジェクトを立ち上げた経験があります。
このプロジェクトでは、商店街に日本全国から現代美術アー
ティストを一般公募で集め、空き店舗をアトリエとして活
用。また、地元の小学生等がアートに触れたり体験できる
ように常時、ワークショップを開催しました。

ʕʕ�ԁࣷߍܗΛॳΊて࣌ͨݟ͸ɺͲのΑ͏ͳҹ৅Λ࣋ͪ·
͔ͨ͠ʁ
円形校舎は素敵な建物ですから、これは残していかなけ

ればいけないと感じました。周辺にも旧倉吉町水源地ポン
プ室という歴史的な建造物があったり、古民家等もたくさ
んあり、感性を刺激されました。

ʕʕ�ԁܶܗ৔Λத৺にɺͲのΑ͏ͳ·ͪͮ͘ΓΛ͠てい͖
ͨいͰ͔͢ʁ
円形校舎をはじめとして、いい素材はたくさんあるので、

あとは倉吉の明倫地区に行かなければ味わうことができな
いオリジナリティを出していきたいです。そして、世界に
も通用するような価値観を生み出していきたいので、どの
ように発信していくのかを模索しています。すでに、金沢
21 世紀美術館やアートの島と言われる香川県の直島町等、
アートを基調としたまちづくりの成功事例もありますが、
倉吉からはアートだけではなく、日本の文化の発信基地と
なるような仕組みを作っていきたいです。まだ、企画段階
ということもあり、稲嶋さんを中心にミーティングを重ね
ながら、構想を練っているところではありますが、他の仕
事をしていても常に円形劇場のことが頭にあります。そこ
で導き出されたアイディアを少しでも形にしていくことが
できるように、今後も努めていきたいです。

戦ޙのࢪ設不଍をิうたΊ
全国各地で建設さΕたԁࣷߍܗ

ԁܶܗ৔はΞートだけのࢪઃではない

૔٢でしかຯΘ͑ないΦϦδナϦςΟを出して

代දऔక役 Ҵౢ ਖ਼඙ࢯ

はしͮΊ ま͖ࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔χϡーϤークでの社会経験があり、໳ਅΞートプロジェクト
（大ࡕ෎໳ਅ市）で実ࡍにまちづくりにؔわったことがある。

˔ԁܶܗ場のプロσϡースだけではなく、それに෇ਵするまち
づくりਪ進のために、Ξート感֮を取り入れながらߏ想を
࿅っている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

Ξートに଄ܮがਂいだけではなく
άローόルなࢹ఺を࣋ͬたプロ人材
Ξートに଄ܮがਂいだけではなく
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いΛ๊いてࢥ΁のࢁͰ͋ΔԬڷނ Ĝλʔンస৬
ઃཱؒ΋ͳいا業Ͱॏཁͳװج業຿にྭΉ

ϝσΟΧルΫϥフτンࣜגձ ʢࣾԬݝࢁʣ
事ྫ
��

඼࣭อূࣨɹྱ�ాݪ஧ࢯ

˔ಉࣾの਌ձࣾであΔμΠϠ޻業が、Ԭࢁ大ֶとڞಉでࠎの࠶
生をଅすิర材のڀݚ։ൃをߦって͖た。͜Εは、人ମに無
पපでইࣃ、なఱવଟ౶ྨ・プルϥンをར用した৽ૉ材で֐
ͭいたࣃ૧ࠎの࣏ྍ౳に役立ͭ͜とがΘかり、事業ԽすΔた
Ίにࣾ಺のڀݚ։ൃ部門を੾り཭すܗでಉࣾを設立。しかし、
事業として֬立すΔたΊには、ୈҰ種ҩྍثػ製造販売業の
Մがඞཁであり、඼࣭管理΍҆全管理にਫ਼通した人材を֫ڐ
ಘすΔ͜とがٸ຿となっていた。࠾༻したプロフェッショナル人材

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール
ù÷÷ü 年 ژ都大ֶ大ֶӃम࢜課程卒業。
ù÷÷ü 年 大ࡕのҩༀ部外඼メーカーに就職し、ࣃຏきࡎのڀݚ開発を行う。
ù÷÷ÿ 年 ಸ良のҩༀ඼メーカーに転職し、ジェωリックの経ൽٵऩ

੡ࡎのڀݚ開発を行う。
ù÷ø÷ 年 ژ都のҩༀ඼ɾҩༀ部外඼ɾ化হ඼メーカーで、ジェωリッ

クの経ൽٵऩ੡ࡎのڀݚ開発、ҩༀ部外඼ٴび化হ඼の඼
࣭؅理ٴび安全؅理にܞわる。

ù÷øý 年 メσィカルクラフトン᷂に Ĝ ターン転職。඼࣭อূࣨでୈ一
छҩྍثػ੡଄ൢച業のڐՄを取るためにਚ力中。

˔企業を๚問し、より具体的な人材χーズを೺Ѳするため、社長ώΞリングを実ࢪ。
˔その݁Ռʮ඼࣭อূ؅理体੍のߏங、工場の؅理؂ࠪ、঎඼඼࣭ධ価、不具合解ੳʯ౳、具体的な役ׂをあぶりだし、

必要となる人材χーズと採用後の業務内༰を明確化。

ࣾɹɹɹ໊ɿϝσΟΧルΫラフトϯࣜג会ࣾ
ຊࣾॴࡏ地ɿԬݝࢁ
ै�業�һ�਺ɿ໊̑

企業৘ใ

年ɹɹྸɿûø 成ɿ両親ߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ ҩༀ඼ɾҩༀ部外඼ɾ化হ඼メーカーに勤務。

代දऔక役 দඌ ݈ࢯ࠸

඼࣭อূࣨ ాݪ ྱ஧ࢯ

プロフェッショナルな人材だかΒ͜そ
だけをઃけて仕事のਐめํは೚ͤるݶظ

౰໘の໨ඪはୈҰछҩྍثػ੡଄ൢച業のڐՄをऔる͜と
ΏくΏくは会ࣾが։ൃしたい੡඼のイϝーδをܗにしたい

もしなければなりません。そのため、品質管理や安全管理
のプロ人材を採用することになりました。
そうは言っても、私も自分のツテを頼って人材を探して

いたのですが、なかなか見つかるものではありません。そ
んな時に、弊社と付き合いがある岡山県産業振興財団か
ら岡山県プロフェッショナル人材戦略拠点の青井マネー
ジャーを紹介されたのです。その後、50 社ほどが集まる説
明会に参加。同拠点が連携している人材ビジネス事業者に、
登録している人の中から、品質管理責任者または安全管理
責任者の資格を持った人をピックアップしてもらいました。
会社のマニュアルや基準を作る職種に求められるのは、

誠実さやコツコツとまじめに積み重ねていく忍耐強さで
す。その点、原田は面接での印象もこちらが求める人物像
と一致していたことに好感が持てました。

ຖि、報ࠂձを։いてਐḿঢ়گを֬ೝ
͜のままいけ͹໨ඪはୡ成で͖Δ
入社後、私からは「1年後に第一種医療機器製造販売業

の許可を取るつもりです。そのための体制づくりをお願い
します。困ったことがあったら相談してください」とだ
け伝えました。経験豊富な人材なので、期限さえ決めれば、
あとは自分の裁量で進めてもらえると思ったからです。現
在、私の期待に応え、着々と準備を進めてもらっています。
毎週、報告会を開いて進捗状況について聞いていますし、
このままいけば目標は達成できるはずです。正直なとこ
ろ、法律等にも精通していなければいけない仕事で、私
にも分からない領域ですから、常に感心しています。
体制づくりには労力もかかりますし、重要な職務であ

ることは間違いありません。弊社はまだ若い企業でもあ
りますし、他のスタッフにも仕事内容を伝えてもらいた
いですし、コミュニケーションを取りながら進めてもら
いたいと考えています。さらに、研究開発業務にも携わっ
た経験があるということなので、そちらでも大いに力を
発揮してもらいたいです。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は 2015 年 4月 1日に設立されたベンチャー企業で
す。そもそも、親会社である医療用品メーカーのダイヤ工
業㈱が、2012 年から当時、岡山大学大学院の准教授だっ
た吉田靖弘先生（現在は北海道大学大学院歯学研究科教授）
と骨の再生を促す補填材の研究を共同でしてきました。補
填材は、プルランとリン酸を化合させて粘着力を強め、骨
の成分となるカルシウムを加えたペースト状です。骨の損
傷部分に詰めると、カルシウムが骨の再生を促すともに、
プルランも徐々に溶けて異物として体内には残りません。
歯周病では、炎症で歯槽骨が欠損した部分に詰めて治療に

当たります。
この研究・開発は、国から補助金をいただいていたこと

もあり、何とか事業化したいということで、ダイヤ工業の
医療機器研究開発部門を切り離す形で創業。取締役本部長
を務めていた私が社長に就任しました。

ୈҰ種ҩྍثػ製造販売業のڐՄがඞཁ
そのಓのプロフェッショナルをٻΊた
しかし、これらの研究・開発を事業としていくためには、

人の命に関わることでもあり、第一種医療機器製造販売業
の許可が必要です。この許可をいただくためには、責任者
を置かなければならず、マニュアル書の作成や体制づくり

ʕʕࡏݱ�のձࣾにస৬͞Εͨの͸ɺͲのΑ͏ͳܦҢ͔Β
Ͱ͠ΐ͏͔ʁ

京都大学大学院の修士課程を卒業後、医薬品メーカーや
医薬部外品メーカー、化粧品メーカーで研究開発、品質管
理及び安全管理に従事してきました。その中で、製造業と
製造販売業の許可を取る仕事にも携わってきました。しか
し、故郷の岡山にいる両親が高齢であることが気がかりで、
もしも両親に何かあった時には、すぐに駆けつけて対応で
きるようにしたい、そういう気持ちを長年持ち続けてきま
した。私自身、生まれ育った岡山への愛着が強いというこ
ともあり、故郷に帰ることを念頭において、岡山の民間ビ
ジネス事業者に登録しました。

ʕʕస৬ΛܾΊͨཧ༝͸ԿͰ͔͢ʁ
書類審査が通って一次面接が行われている最中のことで

す。私が京都在住であったことを考慮して、一次二次と何
度も面接を繰り返していては時間的にも経済的にも大変だ
ろうから一回の面接で終わるようにと、松尾社長と親会社
であるダイヤ工業社長の計らいで、役員・関係者の方々が
急遽スケジュールを調整してくださり、一回の面接で済む
ように配慮していただきました。その親身な対応とフット
ワークの軽さに感動を覚えたことが大きな理由です。

ʕʕࡏݱ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事にै事͠てい·͔͢ʁ
第一種医療機器製造販売業の許可を取るためには、許可
要件に適合する体制を作る必要があります。そのうちの一
つに、QMS という品質に関して組織を指揮し、管理するた
めのマネジメントシステムを構築しなければなりません。
この体制を作ることが、私のメインの仕事となっています。
この体制づくりの中には QMS 基準書の整備というものが

あります。しかし、この基準書には明確な答えというもの
がありません。各企業は、各企業独自のノウハウを詰め込
んだ基準書を作成しています。作成に当たりお手本となる
ものが少ない中、弊社独自の基準書を作成するのは大変で
すが、とてもやりがいを持って取り組んでいます。

ʕʕޙࠓの໨ඪΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
まずは第一種医療機器製造販売業の許可を取ることが一番
の目標です。それを達成した後、医療機器を市場に出すために
は、PMDA（独立行政法人医薬品医療機器総合機構）の審査を
受け承認を得る必要がありますので、その審査に通るための情
報収集や書類づくりに従事していきたいと考えています。
また、医薬品等の機能性評価経験をいかした研究開発にも
携わりたいです。メディカルクラフトンが開発した製品のイ
メージを形にしていくことも今後の目標の一つとなります。

਌ձࣾからಠ立すΔܗで企業を設立
人に役立ち、໋をٹう໋࢖をഎෛう

プロフェッショナルな人材だかΒ͜そ

౰໘の໨ඪはୈҰछҩྍثػ੡଄ൢച業のڐՄをऔる͜と

代දऔక役 দඌ ݈ࢯ࠸

ࢯ஧ྱ ాݪ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

都大ֶ大ֶӃम࢜課程を卒業し、ҩༀ部外඼メーカーやҩژ˔
ༀ඼メーカーでڀݚ開発、඼࣭؅理ٴび安全؅理にܞわって
いたこともあり、その分野の知識も経験も豊富にある。

˔ୈ一छҩྍثػ੡଄ൢച業のڐՄを取るために、ް生労働
লが定める ĘĔĚ（ĘļĨĳİĻŀ ĔĨĵĨĮĬĴĬĵĻ ĚŀĺĻĬĴ）লྩに適合す
る基४書を作成中。お手本となるものがগない中、社長が �
年以内にୈ一छҩྍثػ੡଄ൢച業のڐՄを取ることを目標
にܝげていることから、その੔උにै事している。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

˔ಉࣾの਌ձࣾであΔμΠϠ޻業が、Ԭࢁ大ֶとڞಉでࠎの࠶
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౦ೆΞδΞの成௕ྗに׆࿏Λݟग़͠
ւ֎ਐग़のΤΩεύʔτΛ࠾༻

ʣݝࢁ຿ళʢԬ޻޾ࡾձࣾࣜג
事ྫ
��

海外事業୲౰ɹӉ௩�཮෉ࢯ

˔国内のݐઃ౤ࢿがॖখする中、インフラ੔උが進Ή౦ೆΞジ
Ξに活࿏を見出し、ベトナムٴびラオスでの߭ࢁ開発に৐り
出したが、同社にとってॳめての海外進出ということもあり、
海外でのビジωスのϊ΢ϋ΢がなく、なかなか事業をيಓに
৐せられなかった。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀþü 年  大手プラントΤンジχΞリング会社に入社。海
外のプラントݐઃ౳にܞわる。

øĀĀø 年  大手ݐઃ会社に入社。海外の事業ॴで工務౳を
୲当。

øĀĀý 年  Đě 企業に転職。ϚレーシΞに現地法人をઃ立し、
社長に就任。

ù÷øù 年  ベトナムの๓੡ؔ࿈企業を経て、大手広告代理
店に転職。海外事業を୲当する。

ù÷øü 年  ୀ職後、中খ企業の海外進出支援活動を開࢝。
ù÷øý 年 � 月に᷂޾ࡾ工務店に入社。

˔同社のॳの海外プロジェクトということもあり、ڌ点としても、岡ࢁ県国ࡍ経ࡁ交ྲྀڠ会、ジェトロ、日本੓ۚࡦ༥ެ
。力ௐ੔を進めたڠへのݿ

˔また、本プロジェクトはॳ動ஈ֊であったため、早ٸな体੍੔උが必要であることから、ஸೡにώΞリングし、ٻめる
スΩルや経験をৄࡉにચい出した。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾ޻޾ࡾ務ళ
ຊࣾॴࡏ地ɿԬݝࢁ
ै�業�һ�਺ɿĀ÷ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿýû ども̍人ࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ 大手プラントΤンジχΞリング会社や大手ݐઃ会

社にて海外のプラントݐઃ౳にै事。海外ෝ任ྺ
は ùú 年にのぼる。

代දऔక役 ଜࣾ উࢯ

ւ外事業୲当 Ӊ௩ ཮෉ࢯ

ॳめての海外ల։を੒ޭͤ͞るため
海外事業にਫ਼௨した人材をٻめた

海外ਐ出ࢧԉがライフϫーΫ
企業のਫ先Ҋ಺人になりたい

ります。
一方で、これが初の海外事業となる弊社にとって大きな

課題もありました。海外、特に東南アジアでのビジネスの
ノウハウがなく、いざ現地に行ってみたものの、現地政府
機関や事業関係者と交渉がうまくいかず、なかなか事業を
スタートできずにいました。そういったことからも事業全
体の管理・運営はもちろん、各ステークホルダーと調整が
できる人材が不可欠であると痛感。すでに現地法人の立ち
上げ等体制整備も進めていたため、海外事業を担える経験
が豊富な人材を確保する必要がありました。

のあΔݧ຿経ۈとւ外ྗֶޠ
建ங౔໦のプロ人材を採用
我々が求めたのは、英語が堪能で、海外のプラント建設、

現場手配、三国間貿易、現地の人たちのメンタリティー等
の知見を豊富に持つ建築土木のプロフェッショナルです。し
かしこれらの条件をすべて満たす人材など、そう簡単には
見つけられません。そんな折、岡山県プロフェッショナル人
材戦略拠点のマネージャーが以前から知人だったため、相
談したところ、人材ビジネス事業者へ取り繋いでいただき、
間もなく我々の求める条件をすべて満たした人材を１名ご
紹介いただきました。それが今回採用した宇塚です。
彼は長年プラントエンジニアリング会社で海外のプラン

ト建設に数多く携わってきた、まさしくその道のプロ。面接
で初めて会ったときにも、経営者の立場で物事を考えてお
り、物静かだけれど、語る言葉は熱く、「企業の海外進出支
援をライフワークにしている」という矜持が感じられました。
彼なら全面的に任せられると確信。海外事業担当責任者と
いうポストで迎え入れた次第です。

いٕज़΍ϊ΢ϋ΢をいかしてߴ
్上国のൃలにݙߩしたい
彼は入社後すぐに契約書や議事録を精査しはじめ、その

後、現地関係者との打ち合わせや現場検証を重ねました。
そしてベトナム及びラオスでの鉱山開発に対して重大な評
価を下したのです。「このまま続行すれば会社の事業として
問題が生じるため、プロジェクトは一旦冷静になって事業
の方向転換をして行く」と。彼の冷静な判断がなければ新
しい事業も考えつかなかったと思います。しかし現地で体
制整備を進め、多くのネットワークも築いてきたため、そ
れをいかさない手はありません。宇塚を中心に再び海外事
業企画を構築し、守りの経営から攻めの経営に転じること
となりました。
成長過程にあるラオスにおいて、今最も求められている

のが教育とインフラ整備です。そこで我々はラオスの発展
に貢献したいという思いを一層強くし、ラオスのインフラ
整備の道の礎になろうと、現地法人・三幸ラオ社を設立。
パクセージャパン中小企業専用経済特区に１ヘクタールの
用地を取得し、今一番必要としている電柱、地盤強化のた
めの杭、U 字溝、排水溝等のコンクリートの２次製品を生
産するプラントを建設することになりました。また雇用に
関しても、現地の若者を積極的に採用し、彼らに成長の場、
活躍の場を数多く提供できればと思っています。我々のビ
ジョンは、一日も早くこのプラント事業を軌道に乗せて、
さらに東南アジアでの事業を拡大していくこと。そのため
には引き続き、宇塚の活躍が欠かせません。数多くの国や
地域で培った知見やノウハウを、今後も大いに発揮してく
れることを期待しています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

地域社会のインフラ整備と豊かなまちづくりに貢献する
ことを使命に、土木と建築の分野で事業を展開する弊社は、
1980 年の創業以来、中国地方から東京、東北、沖縄へと事
業を拡大してきました。しかし国内は今、道路やダム等の
公共工事がほとんど終わり、維持管理の時代に入りつつあ

ります。我々のような地方の中小企業は、管理業務だけで
は生き残れるはずもありません。そこで数年前から海外進
出を模索しはじめ、2015 年に国土交通省の外郭団体と連携
して、ベトナム、ラオスでの鉱山開発に乗り出すことにな
りました。なかでもアジアで最も貧しい国の一つであるラ
オスは、開発が大きく立ち遅れており、弊社が培ってきた
技術力や経験を持って、少しでも貢献できればと考えてお

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
大手プラントエンジニアリング会社にてプロジェクトの

積算・実績データの分析業務、スケジュール管理業務等に
携わった後、サウジアラビア、ナイジェリア、韓国で大型
のエチレンプラント建設に参画。現場の管理・運営を任さ
れました。その後、大手建設会社に転職し、フィリピンや
中国の事業所で工務を担当。退職後、IT 企業から海外進出
の相談を受け、マレーシアに現地法人を設立し、経営者と
して同社システムの英語化と販路拡大を行いました。同社
を定年退職後は、ベトナムの縫製関連企業にヘッドハンティ
ングされ、営業を担当。さらに大手広告代理店に転職し、
アジア地域で企業のショールームの建設を手掛けるなど、
海外赴任歴は通算 23 年にのぼります。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
良い技術を持っていながら、何かしらの理由で海外に出

ていけない企業が日本中にたくさんあります。私はある時
期から水先案内人として企業の海外進出支援をライフワー
クにしたいと思うようになりました。2015 年に大手広告代
理店を退職した後、埼玉県産業振興公社から委託され、フ
リーの立場で、海外進出を目指す中小企業のサポートを行っ
ていたのですが、登録していた人材ビジネス事業者から弊

社を紹介され、何かお役に立てればと思った次第です。面
接で具体的な事業内容を伺い、そのダイナミックさに驚い
たと同時に、自分の経験やノウハウが間違いなくいかせる
と確信。キャリアの集大成にする覚悟で入社を決めました。

ʕʕࡏݱの࢓事内༰ͱޙࠓの໨ඪΛ͓ฉ͔ͤͩ͘͞いɻ
　現在は海外事業担当責任者として、ラオスにてコンク
リートの２次製品を生産するプラントの建設準備に関
わっています。企画から管理、運営まで全てを任せてく
れるので、やりがいは非常に大きいです。目標はこの事
業を３年目までに単年黒字に持っていくこと。今はそう
いう思いだけで必死に頑張っています。
　一方で、ラオスの発展にも貢献していきたいです。こ
の国には目の生き生きとした若者がたくさんいます。し
かし就職先があまりなく、優秀な人材でも活躍できる場
は限られているのが現状です。そういう若者を一人でも
多く弊社の現地法人で受け入れて、そこからさらに優秀
な人材を選抜し、日本に送り込んで、キャリアを積ませ
てあげたい。そして、より良い生活ができることを実証
してもらいたい。私自身も一緒に汗をかきながら、彼ら
の夢を実現するお手伝いをしていければと思っています。

国಺の建設౤ࢿがॖ小すΔத
Πンフϥ੔උがਐΉΞジΞ΁

ॳめての海外ల։を੒ޭͤ͞るため

海外ਐ出ࢧԉがライフϫーΫ

代දऔక役 ଜࣾ উࢯ

Ӊ௩ ཮෉ࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

ઃ業界をච಄に様々な業界を౉りาき、中খ企業の海外進ݐ˔
出支援をライフワークにしてきた。海外のプラントݐઃにも
数多く参画。

˔ラオスにてίンクリートの２次੡඼を生産するプラントをݐ
ઃ中。そのプロジェクトの੹任ऀとして、؅理やӡ営౳事業
全体のϚωジメントを୲っている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

ॳの海外ల։に向けて
海外勤務経験の๛෋なプロ人材をটᡈ
ॳの海外ల։に向けて

29 30



஍Ҭੑ׆ԽΛ໨͠ࢦてɺ౜௡ൃのԽহ඼Λੈք΁ʂ
ւ֎ࢢ৔։୓のプロにग़ձ͑ͨ

Ұൠࣾஂ๏人δϟύンɾίεϝςΟッΫηンλʔʢࠤլݝʣ
事ྫ
��

地域঎ࣾ४උࣨ�ࣨ௕ɹक઒�Ұ࿠ࢯ

˔現在、ࠤլ県౜௡ݰ・ࢢւொでは、Խহ඼産業を׆性Խさͤ、
ΞジΞݍをத৺とすΔւ外΁の輸ग़を໨ࢦし、׭ຽがྗڠし
てԽহ඼産業のूੵԽプロジェΫトをਐΊていΔ。ಉ๏人は
঎඼輸ग़のパΠプ役となΔ͜とを໨ࢦして࡞らΕ、ࠓൠ৽た
に地域঎ࣾを設立すΔ͜ととなったが、事業Խのϊ΢ϋ΢が
あり、かͭ、設立ޙはւ外΁ࣗらग़向いて販路։୓がで͖Δ
人෺がपғにはおらず、ଈ戦ྗがඞཁとなった。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀÿø 年 大ֶ卒業後、大手化হ඼メーカーに入社。
øĀĀÿ 年  同社が ø÷÷ì 出ࢿするχϡージーランυ現地法人

にて੹任ऀとなる。
ù÷÷û 年 帰国。
ù÷øý 年  （一社）ジャύンɾίスメティックηンターに転職。

ࣾɹɹɹ໊ɿ�Ұൠࣾஂ๏人ɹ�
δϟύϯ・ίεϝςΟッΫηϯλー

ຊࣾॴࡏ地ɿࠤլݝ
ै�業�һ�਺ɿùù ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿý÷ どもࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿ大手化হ඼メーカー。

Ұൠࣾஂ๏人ジャパン・ίスメςィッΫセンλー ૯຿νーフ ഡܒ ݪཅࢯ

地域঎ࣾ४උࣨ ࣨ長 क઒ Ұ࿠ࢯ

営業経験が๛෋でֶޠがתೳな
౜௡をੈքへ݁ͼつけるάローόル人材をٻめた

େֶଔ業かΒಇ͖ଓけた企業をୀ職
৺ػҰ転、新たなνϟϨϯδ

৽ձࣾ立ち上͛を
೚ͤらΕΔ人෺にग़ձ͑た
今回の採用の条件は、新会社立ち上げ後、事業推進の

中心人物となることができ、かつ唐津の化粧品プロジェ
クトの本来の目的である当地発の化粧品のアジア圏輸出
に向けて、自ら海外に飛び出して販路を開拓できること
でした。そのためには語学が堪能であることに加え、化
粧品に関する知識も欠かせません。また、新商品開発に
も取り組める人物が理想でした。
守川を採用する前は、当法人の HP 等も活用して人材を

募集し、当時は 20 名にも満たない人数でプロジェクトを
稼働させていたため、単純にマンパワーが足りないとい
う事情から、複数人を採用。しかしながら、法人設立と
事業構築の両方を任せられる人物にはなかなかめぐり会
えませんでした。そうした中、佐賀県プロフェッショナ
ル人材戦略拠点と相談し、同拠点の支援を経て、守川と
出会ったというわけです。彼は、化粧品業界での経験、
海外での経験、語学力、リーダーシップ等、まさに我々
が求める理想の人材でした。

Ϧーμーとして৽ձࣾ設立
ΦϦジナル製඼։ൃの଩औりをظ଴
化粧品業界の最大手においてトップセールスマンだっ

た守川には、期待している部分がたくさんあります。前職
では自社の海外現地法人で責任者を務めた経験もあるの
で、海外ビジネスにおける知識は豊富。さらに営業マンと
しては販路開拓の実績もあり、化粧品業界に関するあらゆ
る知識と経験を持っています。これまでに実際に会社設立
を行ったことはありませんでしたが、事業を推進するため
に必要な素養を兼ね備えています。
その上、彼はスペイン語入門の本を出版するなど、語学

のエキスパートとしての顔も持っている多才な人です。英
語も堪能ですので、当法人が現在検討しているアジア圏へ
の化粧品輸出に加え、スペイン語圏やその他の国々へも積
極的に飛び出していってほしいと思っています。
守川には 2016 年 11 月からプロジェクトに参加してもら

い、新しく地域商社を作るための準備チームで室長の職を
任せています。他のメンバーと活発に議論を交わし合い、
積極的にプロジェクトを進めてくれているので、今後がま
すます楽しみです。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

佐賀県唐津市・玄海町では、地域をあげて化粧品産業
の集積プロジェクトに取り組んでいます。コスメティッ
クの本場であるフランスと連携し、化粧品原料の開発と、
地産化粧品の海外進出を目標にプロジェクトを展開して
いるところです。
以前から唐津市内には、日本国内の多くの化粧品企業と
取引をしている、香水や化粧品の成分分析・輸入代行企
業がありました。当法人の代表理事会長であるアルバン・
ロバート・ミュラーがアジア進出の拠点を探していた時
に、唐津市のこの企業が目にとまり、唐津を拠点に化粧
品産業を展開していくことを思いついたのです。これが、

当法人の設立のきっかけでもあり、唐津で化粧品のプロ
ジェクトがはじまった由来でもあります。
2013 年にプロジェクトの推進メンバーにより非営利の

会員制団体として当法人は設立されました。しかし化粧
品産業を活性化させるための支援はできますが、一般社
団法人という性質上、我々が主体となって商品を販売す
ることはできません。とは言え、地産化粧品の生産・開
発を盛り上げるには、まずは売らなくてはいけないため、
販路開拓をも担う事業主体我々法人が地域商社を立ち上
げることになりましたが、会社設立後、事業を進める具体
的なノウハウを持つ人間が当法人にはおりませんでした。
そこで、事業推進を担えるプロ人材を募集するに至りま
した。

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
大学卒業後、大手化粧品メーカーに入社し、国内営業、

南米新規開拓営業を経て 1999 年からは５年半ほどニュー
ジーランドの現地法人責任者として現地に入り、経営管理
を行っておりました。銀行員の父の赴任に伴い南米のア
ルゼンチン、ペルーで過したことにより、国際感覚を身
につけ、英語やスペイン語など語学も得意で、それをい
かし海外市場の開拓を担当し、常に海外との関わりを持っ
た仕事に手応えを感じており、職務を全うしてきました。
定年を迎えるに当たって、今までの自分の経験をいか

し、社会に貢献したいという強い気持ちで、心機一転、新
しいことに挑戦できる現在の職への転職を決意しました。

ʕʕຊ৬ΛબΜͩಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
化粧品の海外展開プロジェクト、という点において、化

粧品の営業として海外赴任を経験した自分の実力を発揮で
きる場所だと感じました。また、勤めていた大手化粧品メー
カーは大企業だったので、社員は会社全体のビジネスの中
のほんの一部分しか担当できません。しかし、こちらは約
20 名という小規模で仕事を進めており、仕事の全体像を
自分で管理し、把握することができます。一から十まで自
分で担当する、ということが私には新鮮でやりがいのある
ことに思えました。また、地方から海外に向けて発信して
いく、という試みにも非常に興味を持ちました。

家族は、当初は慣れない土地での単身生活に不安を感じ
てあまりいい反応ではなく、私も実はこちらに就職するこ
とになって生まれて初めて佐賀県を訪れ、国内では東京以
外はほとんど住んだことがなかった私が一番不安を感じて
いました。そのような中、引っ越してきた 11 月にちょう
ど唐津神社の秋季例大祭の「唐津くんち」が開催されてお
り、笛や太鼓の音に合わせて巨大な曳山が街中を練り歩く
様子を目の前で見て迫力を感じ、また、明るい気持ちにな
れました。街を歩いていると、知らない人なのに挨拶をさ
れることもあり、「人の温もりを感じられる場所に引っ越
してきたな」と今ではすっかり気に入っています。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
35 年間化粧品業界に従事してきましたので、自分が頼

りにできるネットワークや人脈には自信があります。私
が現在担当しているのは新規事業の立ち上げと、新会社
設立の準備です。これまでの自分の経験と実績をいかし
て、まずはこれからはじまる新会社を軌道にのせ、地域メー
カーの製品拡充やオリジナル製品の開発等を積極的に進
め、世界中の人に愛されるブランドを確立し、唐津の知
名度を上げることに貢献していきたいと思います。個人
的には、さらに唐津に溶けこみ、妻を呼びよせ、真の唐
津人になりたいと思っています。

ւ外ࢢ৔։୓のج൫をஙくたΊ
地域঎ࣾを立ち上͛Δ͜とに

営業経験が๛෋でֶޠがתೳな

େֶଔ業かΒಇ͖ଓけた企業をୀ職

Ұൠࣾஂ๏人ジャパン・ίスメςィッΫセンλー ૯຿νーフ ഡܒ ݪཅࢯ

क઒ Ұ࿠ࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔大手化হ඼メーカーで新卒から定年まで勤め上げた、ൢ࿏開
୓のプロ。化হ඼業界に長くै事した経験から、化হ඼にؔ
する事業を進めるための必要な知識を豊富に持っていた。

˔地域঎社४උࣨのࣨ長として、現在は同法人がӡ営する地域
঎社の体੍੔උを進めている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

˔౜௡市の地方૑生プロジェクトということもあり、ڌ点としてもίミットし、同ஂ体に対して常日頃から事業Ξυバイ
スを行うなどして信頼ؔ܎をߏஙしていた。

˔新規事業にؔしても企画当ॳから相ஊに৐り、ਝ଎に対応した。

等ݴ఺かΒのॿڌ

地࢈Խহ඼の։ൃ・༌出の活ੑԽのため
海外༌出のج൫ͮくりを୲う人材をٻめた
地࢈Խহ඼の։ൃ・༌出の活ੑԽのため
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Ϟϊͮ͘Γのݱ৔͕ܴ͑ͨେ͖ͳมֵظ
ʮٕज़ྗʯʴʮϚωδϝンτྗʯͰ૊৫Λม͑Δ

ʣݝܗࢁॴʢ࡞ձࣾখງ੡ࣜג
事ྫ
��

ࢯɹ໳࿬�ٛଇࢣٕװ؅理෦�ओ࢈৔௕�݉�生޻৔޻�ୈܗࢁ

˔কདྷをݟਾ͑、࠷৽の設උ΍生産管理シスςϜをಋ入したが、
未だे分にػೳしていΔとはݴい೉いঢ়گにあΔ。また͜Εか
らઌのࣾ಺人材のྸߴԽをྀߟすΔとܧޙ者のҭ成΋ٸ຿であ
Δ。͜ういった課୊のղܾのたΊ、޻৔管理業຿の実੷があり、
なおかͭϦーμーシップのऔΕΔ人材を採用すΔにࢸった。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀÿø 年 大ֶ卒業後、大手自動車メーカーに入社。
øĀÿý 年  大手電ػメーカーのܗࢁ県のࢠ会社に転職。ਆ

ಸ川県の本社に出向。
ù÷÷Ā 年  ϋーυσィスク事業の ĔíĈ に൐い、ผの大手電

。メーカーに移੶ػ
ù÷øý 年  ᷂ খງ੡作ॴに入社。

˔同社の主たる取引先ۜ行と事前に同社の業گをଧち合わせ、ۜ行の୲当ऀを௨じ、Ϛωージャーが社長を๚問。
˔ಋ入した最新ثػ౳をうまく活用することによる、さらなる生産ੑ向上をਤるとともに、ٕ能ܧঝを行う上でのै業員

。育の必要ੑを説明し、プロ人材૾を੔理ڭ

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾ小ງ੡࡞ॴ
ຊࣾॴࡏ地ɿ౦ژ౎ʢ޻৔ॴࡏ地ɿݝܗࢁʣ
ै�業�һ�਺ɿùþ÷ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿüÿ どもࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿ 大手電ػメーカーのϋーυσィスクٴび半ಋ体部໳で

ĉĻĶĊ（一ൠ٬ސ向け）੡඼の企画ɾ੡଄౳にܞわる。

代දऔక役ࣾ長 ೆՏ ୡ࣏ࢯ

ୈܗࢁ 1 ࢯ門࿬ ٛଇ ࢣٕװ৔長 ݉ 生産管理部 ओ޻৔޻

৔؅理業務の࣮੷޻いٕज़ྗとߴ

地ݩでಇく͜とをເݟて͖た
新しい仕૊Έͮくりや人材ҭ੒にݙߩしたい

つ人材育成もできるリーダーシップを備えた人材の確保
について相談に乗ってもらいました。私としては、さら
に山形県出身者である事にもこだわりました。地方は今、
人口減少が深刻です。一度は都会に出ていき、再び故郷に
Uターンを希望している山形県人の受け皿になれたらとの
思いを持っています。しかし、そうした条件を全て兼ね
備えた人材を採用するのは、非常にハードルが高いと感
じておりました。
それから山形県プロフェッショナル人材戦略拠点と連

携する人材ビジネス事業者を通じ、何人かの候補者を紹介
いただきました。その中の一人が、今回採用した門脇です。
最初に職務経歴書を見た時は、弊社のような企業では十
分に力を発揮できないのではないかと心配しましたが、U
ターン転職を希望していること等条件的には申し分なく、
何より本人のやる気を感じました。
今まで人を募集する際は、ハローワークか人材派遣会社

しか選択肢がなく、思い通りの人材をなかなか採用する
までに至りませんでしたが、今回は地元の人材ビジネス
事業者だったため、弊社の事業内容や地域のこともよく
理解した上で紹介していただきました。この事業がなかっ
たら、門脇のような技術やキャリアを持ったマネージャー

クラスとこのようにタイミング良く出会うことはできな
かったのではないかと感じています。

プϨΠンάマネージャーとして
ମ੍ͮくり΍ܧޙ者のҭ成に΋ظ଴
門脇はこれまで幾つかの新規事業を立ち上げた経験を

持ち、ゼロからルールや仕組み、人間関係を構築してき
ました。その経験は、必ずや弊社の力になってくれると
確信しています。プレイングマネージャーとして、技術
面だけでなく、現場の体制づくりやルールづくり、後継
者の育成等にも力を注いでほしいと願っています。モノ
づくりに重きを置く弊社としては、アクセルばかりでは
なくブレーキも踏みながら、バランスよく体制づくりを
進めていくことが肝心でしょう。彼自身、謙虚で温厚な
人柄ですから、大きな心配はしていません。
入社して1か月ほど経ったある日、「毎日やることがいっ

ぱいあります。この会社は宝の山です」と言ってくれまし
た。私はその言葉を聞いて、本当に嬉しかったです。今
まさに変革期にある小堀製作所を、力強く引っ張っていっ
てくれることを期待しています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は 1925 年の創業以来、光学機器の部品から組立完
成品まで、一貫してモノづくりにこだわってきました。そ
の結果、高い技術力と豊富な経験を持った優秀な人材に恵
まれてきましたが、変化の激しいこれからの時代、単に
モノを作っているだけでは会社として生き残っていけま
せん。旧体制から脱却し、さらなる飛躍を遂げるためには、
新しいシステムの導入や時代に見合った体制づくりが不
可欠です。また技能を有した社員の高齢化に伴い、技術
の伝承や次世代を担う人材の育成も急務となっています。
そこで最新の設備や機器、生産管理システムを導入し、
組織体制も大きく変更しましたが、こうした最新設備や

システムを十分に機能させるだけの人材の育成が間に合
わず、また次世代を担う後継者の育成も思い通りに進ん
でいないというのが実情です。
社内の人材に加え、外部からの新しい血も積極的に入れて

いかないと社内が活性化しない――そういう結論に至り、工場
操業管理全般業務の実務実績があり、なおかつリーダーシッ
プのあるプロ人材の採用に踏み切った次第です。

プロフェッショナル人材事業を通͡て
ຊ当にඞཁとしていΔ人材とग़ձ͑た
そんな折、プロフェッショナル人材事業の話を取引先

の金融機関経由でお聞きし、直面している経営課題をお
話させていただくとともに、工場管理の経験があり、か

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
大学卒業後、大手自動車メーカーに約 5年半勤務。そ

の後、山形で暮らす両親の強い希望もあり、一度は大手
電機メーカーの山形県の子会社に U ターン転職しました
が、主業務であるハードディスク設計の実務研修のため
に、神奈川県川崎市の本社に出向しました。当初は半年
間の約束でしたが、上司の引き留めなどもあり、山形県
の子会社に籍を置いたまま本社に勤務。その後、ハード
ディスク部門が別の大手電機メーカーに買収され、移籍
しました。そこでは主にハードディスク及び半導体部門
の BtoC 製品を担当し、企画から工場の立ち上げ、製品化、
品質管理まで一連の工程に携わってきました。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
ちょうど担当していた新規事業の仕組みづくりもほぼ終
了し、あとは引き渡すだけというタイミングだったので、山
形に戻るちょうどいい機会だと思いました。こんな私でも
少しでも地元のお役に立てればと思い Uターン転職を決意
しました。もちろん妻も山形で暮らすことをとても喜んでく
れました。しかし当初の予想に反し現実は厳しく、地元をは
じめ、首都圏、WEB 等にて複数社の人材ビジネス事業者に登

録しましたが、年齢の壁やポジションマッチングの難しさ等
もあり、なかなか就職先が決まりませんでした。そんな中、
プロフェッショナル人材事業と連携している人材ビジネス
事業者を経由してようやくご紹介いただいたのが小堀製作
所でした。採用が決まったときは本当に嬉しかったです。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
変革期にある弊社において、社長のビジョンと私のキャ

リアがマッチしたのが、採用いただいた大きな理由だと
思っています。これまで携わってきた新規事業の立ち上
げや、新しい仕組みづくり、人材育成等の経験をフルに
いかし、微力ではありますが小堀製作所の発展に少しで
も貢献できればと思っています。課題としては、新しい
体制づくりやルールづくりのほか、弊社に蓄えられた多
くの優れた技術や情報を文書化しこれらを残す仕組みと、
それを若い世代に伝えていく仕組みづくり。さらにこれは
時間がかかると思いますがそれをきちんと受け取ってく
れる環境や文化を作っていく必要があると感じています。
私にとって幸運なのは、同じ意識を持った同僚が社内に
はたくさんいるということです。みんなで一丸となって
頑張り少しずつでも前に進んでいければと思っています。

ମ੍から୤٫すΔたΊにはچ
৽たなମ੍ͮくりが不Մܽ

地ݩでಇく͜とをເݟて͖た

門࿬ ٛଇࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔大手電ػメーカーで一؏してϞϊづくりにܞわり、新規事業
の立ち上げや、新しい体੍ɾ仕組みɾルールづくり౳も数多
く経験。プレイングϚωージャーとして期待している。

˔入社して数か月ということもあり、現在は社内における人間
ஙしながら現状の೺Ѳや課題のఏ起౳をしつつ、新ߏを܎ؔ
たな仕組みやルールづくり౳にগしずつ取り組んでいる。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

Ϟϊͮくりと޻৔؅理
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ಠࣗのઌ୺ٕज़Λܧঝ͢ΔͨΊに
༺࠾൫実૷のプロフェッショナルΛج

ʣݝഅ܈ձࣾプロシʔυʢࣜג
事ྫ
��

੡଄෦�生ٕ࢈ज़෦ॴଐɹ໺出�խ௚ࢯ

˔製造部門の੹೚者として׆༂して͖た人材が、Ұ਎上の౎߹
にΑりୀ職ͤ͟Δをಘないঢ়گとなり、ٸۓతなܧޙ者֬อ
が課୊としてු上。また、国಺ࢢ৔がॖ小すΔத、売上֬อ
のたΊに୆࿷΁ਐग़したいҙ向΋あった。そ͜で製造現৔を
೚ͤらΕΔ外部人材の採用に౿Έ੾った。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀÿý 年  大手ָثメーカーに入社。ؔ࿈会社に出向し、
プリンター౳の੡଄にܞわる。

øĀĀý 年  ָ の基൫実૷౳をثָࢠメーカーに戻り、電ث
୲当。

ù÷øú 年  ࢿ材部にҟ動。部඼ௐ達や༌出ؔ࿈業務にै事
する。

ù÷øý 年  ᷂ プロシーυに入社。

˔社長が高ྸということもあり、前任ऀのୀ職に対するٸۓ的な後ऀܧ確อと、୆࿷への進出の２つの課題解決に取り組
Ήことを༏先す΂きとॿ言。

˔同社のٕज़力もΞϐールした݁Ռ、今回採用にࢸった。引き続き、様々な課題解決のため、ີ な࿈ܞやΞフターフΥロー
にも஫力している。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾプロシーυ
ຊࣾॴࡏ地ɿ܈അݝ
ै�業�һ�਺ɿúý ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿüø 成ɿಠ身ߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ ָ 全ൠの基൫実૷ɾम理ɾثָࢠメーカーで電ث

。わるܞにࠪݕ

相談役 ൘ࢯࡾ޾ ڮ

製造部 生産ٕज़部ॴଐ 野ग़ խ௚ࢯ

લ೚ऀの域に౸ୡで͖る
ϙςϯシϟルとલ向͖な࢟੎をධՁ

転職の決めखはಠࣗの࠷先୺ٕज़にあり
͜れかΒの新たな௅ઓにやりがいをݟ出した

るようなポテンシャルを持った人材を求めました。
しかし弊社のような規模の会社では、情報を発信する力

も収集する力も弱いため、希望するレベルの人材をすぐに
採用することは困難です。そもそもそこまでの技術やノウ
ハウを持っている人材は、どこの会社も手放さないでしょ
う。これまで現場スタッフの採用に関しては、派遣会社
などを活用してきましたが、今回のようなプロ人材とな
ると、どこに頼ったらいいのか見当もつきませんでした。
そんな中、この事業のことを知り、すぐに相談させてい

ただき、その後人材ビジネス事業者を通じて有望な候補者を
数名紹介いただきました。その中の一人が、今回採用した野
出です。前職の勤務地である静岡県から遥々やって来てくれ
ましたが、これも群馬県プロフェッショナル人材戦略拠点に
全国に情報発信できるネットワークがあったからこそ。この
事業がなかったら、出会えていなかったと思います。

ੈのதのઌ୺をߦくٕज़者を໨ࢦし
ࣦഊをڪΕずにトϥΠして΄しい
任せたい仕事は弊社独自の特殊な技術を要するため、い

かなる経験者でも、すぐに活躍できるとは思っていませ
ん。むしろ肝心なのは、やる気があるかどうか。その点、
野出は会社見学の時から、非常に前向きな姿勢を見せて
くれ、新しい技術を進んで学ぼうという意欲が感じられ
ました。もちろんプリント基盤実装技術者としての経験
は申し分ありませんので、現場でしばらく経験を積めば、
いずれは前任者の域に達するだろうと思い、採用を決め
た次第です。
入社後は毎日一生懸命勉強しながら、現場で経験を積ん

でくれています。まだまだ本人は試行錯誤をしているで
しょうが、失敗は恐れないでほしいです。我々のような
技術屋は失敗を糧にして成長していくもの。社内にある
手持ちの材料なら、いくらでも実験に使って構わないの
で、どんどんトライして、世の中の基準より一歩先を行く
最先端の技術を身につけていってほしいと思っています。
また技術面だけではなく、今後は取引先との関係性も築
いていかなくてはなりません。いずれにせよ、若手スタッ
フと力を合わせて、一日も早く、前任者のレベルに到達
してくれることを期待しています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

長年にわたり製造部門の責任者として活躍してきた前
任者が、一身上の都合により退職せざるを得ない状況と
なったのが背景にあります。その人材は、プリント基盤の
実装を行うマウンターという機械を取り扱うプロフェッ
ショナルで、その高度な実装技術から、社内はもちろん
のこと、取引先からも非常に信頼されていました。また、
国内市場が縮小する中、売上確保のために台湾への進出
も視野に入れていたのですが、そのプロジェクトのけん
引役でもあり、まさしく我が社のキーマンでした。
しかし弊社は少数精鋭体制を取っており、製造責任者と

して現場を任せられるような後継者もおらず、よって緊急
的な後継者確保・外部人材採用の必要性に迫られたのです。

൫の実૷ٕज़のجΊたのはプϦントٻ
ϋΠςΫԽをਪਐで͖Δ੹೚者
弊社は大量生産の工場ではありません。少量多品種で、

他社には真似できない最先端のものづくりをしています。
そういった中、私たちが求めたのは、単にプリント基盤
の実装技術を持っているだけでなく、現場全体のシステ
ムを管理できること、そして実装技術のハイテク化を推
進できること。もちろん最初から前任者と同じレベルを
求めていたわけではなく、いずれ同じレベルに到達でき

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
大手楽器メーカーで長年にわたり、シンセサイザーや電子

ピアノ、電子ドラム等電子楽器全般の基盤実装・修理・検
査に携わってきました。基盤の実装業務に関しては、社外の
協力会社にもお願いしていたため、外注管理や新規事業の
立ち上げ等も経験。その後、社内の実装部署の閉鎖に伴い、
資材部へと異動し、部品調達や、また一部海外にも部品を供
給していたため、輸出関連業務等にも関わりました。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
大好きなものづくりの現場を離れ、資材部で事務関係の

仕事をしていたことで、私自身、物足りなさを感じてい
たのも事実です。職場が静岡県浜松市だったので、当初
は浜松市周辺で自分の技術力をいかせる職場を探し、そ
の後は出身地の大阪や愛知にも対象を広げましたが、な
かなか自分がやりたい仕事と出会うことができませんで
した。そんな中、まったく畑違いの会社から内定をいた
だき、新たな挑戦をしてみようと決断した矢先、人材ビ
ジネス事業者から連絡が入り、プロシードを紹介してい
ただきました。事業内容を確認し、ここなら自分の経験
がいかせると確信。先に内定をいただいていた会社に謝
罪し、迷わず群馬へと向かいました。

ʕʕೖࣾΛܾΊͨҰ൪のཧ༝͸ԿͰ͔͢ʁ
群馬県はまったく土地勘がなったので正直不安はあり

ましたが、実際に職場見学をして、それも吹き飛びまし
た。自分の持っているノウハウが十分いかせる環境が整っ
ていたことも大きかったのですが、今までやってきたこ
とよりも、むしろこれからやることに興味が湧きました。
前職では、電子楽器等大きな製品に使われる部品を扱って
いたため、無理に小型化・軽量化する必要もありません
でしたが、プロシードで扱うのは微細チップ等、最先端な
ものばかり。まさに時代を先取りできる仕事です。ここ
で新たな技術を身につければ、大きなやりがいが得られ
ると思いました。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪΛ͑ڭてͩ͘͞い
ずっと大量生産の現場で働いてきましたが、弊社は少量

多品種なため、段取りや管理の仕方も大きく違います。手
作業も多い職人の世界なので、自分の体で覚えていかなく
てはなりません。ただ一方で、今後は人の手に頼っている
部分をハイテク化し、より効率性を高めていく必要もあり、
その点は私に求められている役割だと自覚しています。同
僚たちと協力し合いながら、新たな体制づくりを進め、現
状の課題解決に取り組んでいきたいと思います。

લ೚のプロ人材のಥવのୀ職にΑり
の課୊となったۓ者の֬อが٤ܧޙ

転職の決めखはಠࣗの࠷先୺ٕज़にあり

相談役 ൘ࢯࡾ޾ ڮ

野ग़ խ௚ࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

。メーカーでプリント基൫の実૷ٕज़ऀとして長年活躍ثָ˔
その後、当֘部໳がด࠯し、ผ部署へҟ動したものの、自身
が培った実૷ٕज़の経験をいかしたいと考えていた。

˔高度なಠ自ٕज़が要ٻされるため、たとえ基൫実૷の経験が
豊富であっても、すぐに活躍できるものではない。しかしਅ
面目なੑ֨で、人一ഒֶぼうとする意欲が高いため、現場で
。り返しながらも、日々成長している܁をޡࡨ行ࢼ

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

લ೚ऀのಥવのୀ職に൐い、
੡଄ݱ৔のϦーμーがෆࡏになͬた
લ೚ऀのಥવのୀ職に൐い、
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Δ੡඼։ൃ͑ࢧ໛֦େΛن業ا
ւ֎ਐग़΋ࢹ໺にೖΕͨ人材֫ಘΛ実ݱ

೔ຊলྗػցࣜגձ ʢࣾ܈അݝʣ
事ྫ
��

ઃٕܭज़ɹࢁ໦ࢯߩ�

˔೔ຊの製造業において、޻৔΍人材のւ外ྲྀग़が໨立ってはい
たが、ۙ年、ԁ҆౳のӨڹを受け国಺回ؼの܏向にあΔ。生産
ޮ཰の向上を໨తに޻৔の無人Խが஫໨さΕΔத、ޙࠓ、ಉࣾ
が։ൃすΔػց΋大෯な受஫૿がࠐݟまΕΔ͜とから、業༰の
拡大を༧ఆ。そ͜で、ػց・ిؾ設計のߴいٕज़を࣋ち、ଈ戦
ྗとなりಘΔプロ人材を୳していた。࠾༻したプロフェッショナル人材

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀÿü 年  大ֶ卒業後、大手の電気計ଌɾ応用ثػ、電気
。૷ஔの੡଄ɾൢച企業に入社ޚ੍

ù÷÷Ā 年  同企業の半ಋ体部໳のผ会社へのৡ౉に൐い、
転੶。

ù÷øý 年 日本ল力ػց᷂に入社。

˔ϚωージャーとサϒϚωージャーが๚問し、社長から、上場౳の今後の計画౳をௌ取。Ϛωージャーから自身の知見ɾ
経験に基づいて留意点౳をΞυバイス。

˔当社の取りרくڥ؀や今後の計画、それに必要となる人材χーズを明確化し、ొ࿥ຽ間ビジωス事業ऀに発信。

ࣾɹɹɹ໊ɿ೔ຊলྗػցࣜג会ࣾ
ຊࣾॴࡏ地ɿ܈അݝ
ै�業�һ�਺ɿû÷ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿüü どもࢠ成ɿߏɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿ 電気計ଌɾ応用ثػ、電気੍ޚ૷ஔの੡଄ɾൢച

企業で࿐光૷ஔの半ಋ体ઃ計などにܞわる。

代දऔక役ࣾ長 ాத ষ෉ࢯ

設計ٕज़ ࢁ໦ ࢯߩ

ଈઓྗとなるߴいٕज़と経験を࣋ち
ઃܭ・։ൃなど多ذにΘたͬて活躍で͖る人材をٻめていた

ॅΈೃれた地ݩに໭りたかͬた
େखϝーΧーでಇいた経験をいかしたい

に見合う人材は見つかりませんでした。多額の採用コスト
をかければすぐにでも望ましい人材が獲得できるだろうと
の思いはありましたが、大きな予算を割くことは難しいの
が現状でした。そこで、群馬県プロフェッショナル人材戦
略拠点に率直に実情をお話しし、ご相談いたしました。
弊社が必要としていたのは、電気・機械設計の研究開発

の知識と経験が豊富な人材。想定していた年齢は 40 ～ 50
代ということで、ニーズが具体的でしたので、拠点で情報
開示等すぐに動いていただき、多数の人材ビジネス事業者
に取り次いでいただけました。かなり特殊な技術を必要と
するために、群馬県内では思うような人が見つからなかっ
たのですが、隣の栃木県までエリアを拡げて熱心に探して
くださり、なんとか候補者を見つけることができました。
こうした経緯を経てやっと出会えたのが、山木です。
彼とは会社で2回面接を行い、最終的に意思を確認する

ため、最後は会食の場を設けました。じっくり話してみた
中で、彼が本当に知識と経験を兼ね備えた人物であり、今
後弊社の中心となって活躍していくであろうことを確信し
ました。AIや IoT 等の話にも彼は関心を持っていて、将来
性を感じたのも彼を採用したいと思った理由の一つです。

彼は栃木県内で働きたいと考えていたようなので、そ
こはじっくりと相談しました。最終的には、弊社がある
場所は彼が住み慣れた環境と似ており、前職の工場に比
べれば栃木県内の自宅に近くなることに納得して、単身
赴任を決意してくれました。

大खメーΧーのϊ΢ϋ΢΍経ݧをいかし
কདྷは設計部門のऔక役になって΄しい
最初の目標としては、山木がすでに持っている技術力を

いかして、1日でも早く顧客ごとのカスタマイズ設計を一人
でこなせるようになってほしいですね。まずはそこからです。
今後、弊社は海外進出を果たすために社員数を 2倍以

上に増やし、生産力を上げていきたいと考えています。山
木が以前勤めていた会社は、弊社の社員数とは桁が違い
ますし、売上高もはるかに大きい大手企業です。その経
験をいかして、是非とも経営や体制づくりにも知恵を貸
してもらいたいと思っています。ゆくゆくは営業や総務、
設計などの各部門に取締役を置く予定ですが、その際は
もちろん彼が取締役になる可能性もあります。そうなる
べく、今後の活躍を大いに期待しています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

1981年の創業以来、弊社は一貫して電気・機械の分野にお
ける新技術開発に努めてきました。日本有数の自動車メーカー
や樹脂成形メーカー等を顧客に持ち、バリ取り機、トリム機、
サンディング機、無人化装置等の商品を多数展開しています。
これまでに国内外で取得した特許の数は100を超えます。弊
社の「樹脂成形ライン無人化」「特許３次元ならい加工」「バ
リ取り・トリム完全無人化」は、世界でも唯一の技術となります。
近年、日本の製造業は国内回帰の傾向にあります。大手企

業では生産効率の最大化を図り、無人化機械、ロボット等を
積極的に導入している例も数多く、今後、弊社の製品の需要

がますます高まっていくことが期待されます。社会の追い風
にうまく乗り、会社の規模を拡大し、海外パートナーとのライ
センス契約をしたいと計画しており、そのためには、まずは人
材を確保しなければなりません。しかし、我々の分野は人材
育成に最低でも4～5年、長くて10年はかかると言われます。
最先端の企業となることを目指すためには、どうしても即戦
力となるベテランの人材が必要でした。このような経緯から、
プロ人材の採用に至った次第です。

プロフェッショナル人材事業を通͡て
ຊ当にඞཁとしていΔ人材とग़ձ͑た
ハローワークなどを利用してみても、我々の求める条件

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
宇都宮大学工学部を卒業後、大手の電気計測・応用機器、

電気制御装置の製造・販売企業に就職いたしました。電子
産業自動化機器事業の中でも、露光機の部門で研究・開発
を担当。2009 年に同事業が別会社に譲渡されたため、私
も転籍して同業務を継続いたしました。それまで故郷の栃
木県を離れて生活したことは一度もなかったのですが、転
籍先の工場が神奈川県海老名市だったために、初めて単身
赴任を経験。家族と離れるのも寂しかったですし、何より
私に合わなかったのが都会の満員電車です。乗車区間はわ
ずか 3駅、借りていた部屋も駅から徒歩 10 分以内の便利
な立地ではあったのですが、どうしてもなじめず、栃木に
戻るために退職を決めました。

ʕʕೖࣾのܾΊख͸ԿͰ͔ͨ͠ʁ
前職での経験をいかせると思ったことが第一の理由で

す。住まいについては群馬県内に部屋を借りて再び単身
赴任となったのですが、栃木の自宅にも車ですぐに戻れ
る距離ですし、週末は家族と過ごしています。
また、面接で会社に来た時には、最新の設備が整って

いることに魅力を感じました。私がこれまで働いてきた
分野に関して、日本省力機械は大企業にも匹敵する恵ま

れた環境なのです。社長は IoT や AI 等にも大変意欲的で、
会社の方向性やビジョンがはっきりとしています。この会
社はこれからどんどん伸びていくという確信が持て、こ
こで自分も活躍していきたい !	と思いました。
実を言うと、他にも 10 社ほど書類を送っていたのです

が、日本省力機械は特に私の知識と経験を評価してくれ
たので、それも決め手になりました。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
弊社は社員数 40名に満たない規模の会社です。私が関わ

る機械・設計部門の社員は 10名にも満たない規模です。入
社してみると、マニュアルや規定集などはほとんど作られ
ておらず、社員の個々の経験に頼っている部分が大きいこ
とに少しやりにくさを感じました。これから社員数を倍以
上に増やして会社の規模拡大を計画しているのですが、しっ
かりとしたマニュアルや規則を整備して、品質のレベルを
常に保ち、均一化するための仕組みづくりが重要になりま
す。社長からも、「前職まではどのようにしていたか教えて
ほしい」と言われていますし、私の経験をいかして体制を
整えていきたいと考えています。さらに、一日も早く弊社
の設計の特徴を把握して、顧客のニーズに応じた機械設計
を積極的に提案していけるようになりたいですね。

ձࣾの規模を拡大し
ΦϦジナル製඼のάローόルԽを໨ࢦす

ଈઓྗとなるߴいٕज़と経験を࣋ち

ॅΈೃれた地ݩに໭りたかͬた

代දऔక役ࣾ長 ాத ষ෉ࢯ

ࢯߩ ໦ࢁ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔新卒で入社してから ú÷ 年ۙく大手の電気計ଌɾ応用ثػ、電気੍
૷ஔの੡଄ɾൢച企業で࿐光૷ஔの半ಋ体ઃ計を୲当した、ख़ޚ
࿅のٕ࢜。੡඼の新規開発や٬ސごとのカスタϚイズઃ計౳での
活躍が期待されている。

˔ ù÷øý 年 � 月に入社。ػցઃ計は企業ごとに仕組みや決まりがࡉ
かくҟなり、ۃめて特घな分野。確実に同社の特௃を理解しな
ければならないため、最ॳの � 年は、同社のػցઃ計や੡඼に
ؔする๲大なࢿྉをಡみ込み、その೺Ѳに౒めることが業務の
中心となる。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

業務֦େに౰たͬて
のプロがඞཁになͬたܭઃؾి・ցػ
業務֦େに౰たͬて

˔೔ຊの製造業において、޻৔΍人材のւ外ྲྀग़が໨立ってはい
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৽ٕज़։ൃͱड஫֦େにΑΓ
੡଄෦໳の体੍ڧԽ͕՝୊に

ੴ઒थ޻ࢷ業ࣜגձ ʢࣾੴ઒ݝʣ
事ྫ
��

ୈೋ޻৔޻�৔௕ɹ௶಺�ಓ੖ࢯ

˔ಉࣾは߹成थࢷૉ材Ճ޻においてߴいٕज़ྗを࣋ち、ࣗࣾϒ
ϥンυの෹۩ʰサンメχーʱ΍業຿用食ྨثʰėĳĨĲİĹĨʱ౳
を։ൃし、٬ސからの受஫を拡大していった。

˔製造部門のମ੍をڧԽし、඼࣭と生産性を向上さͤΔ͜とが
課୊となっていたが、޻৔長の役職を೚す͜とがで͖Δ人材
がいなかった。࠾༻したプロフェッショナル人材

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀþü 年  大ֶ卒業後、電ࢠ部඼メーカーに入社。੡଄部
໳の౷ׅを任され、๺཮工場で生産؅理やϚω
ジメントにܞわる。

ù÷øý 年 ੴ川थࢷ工業᷂にୈೋ工場長として入社。

˔当ॳ、٬ސのχーズに対応するために、੡඼を開発する人材（工業σβイナー）の֫ಘを目指していた。
˔経営課題のώΞリングの݁Ռ、඼࣭؅理や੡଄スέジϡールのࡦ定౳、੡଄部໳の؅理体੍の強化を୲える人材の確อ

の༏先度が高いとॿ言。

ࣾɹɹɹ໊ɿੴ઒थ޻ࢷ業ࣜג会ࣾ�
ຊࣾॴࡏ地ɿੴ઒ݝ
ै�業�һ�਺ɿĀþ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿý÷ 代ɹɹɹɹɹՈ଒ߏ成ɿ࠺
前ɹɹ職ɿ大手部඼メーカーに勤務。

代දऔక役ձ長 ੴ઒ ষࢯ

ୈೋ޻৔ ޻৔長 ௶಺ ಓ੖ࢯ

経営ऀとして ý÷ ୅にಥೖし、事業ঝܧをͬߦたが
もうҰ౓、ࣗΒが経営の先಄にཱつ

ҰาલにਐΜだ会ࣾにするために
ਐのҭ੒にもྗを஫いでいくޙ

業承継のことに気を取られ、幹部社員の育成や招聘に消極
的でした。また、社内に問題が生じていても、それをあえ
て見ないようにしてしまったところもあります。その顕著
な例がISO9001 審査です。弊社では 2003 年に ISO9001の認
証を取得。2008 年には認証を全社に拡大しました。ところ
が、いつの間にか「審査ありきの書類づくり」のようになっ
ていたのです。いわゆるその場しのぎのようなもので、本
末転倒と言われても仕方ありません。いつしか、私は建前
ばかりを気にして、社員の育成にも目を向けず、売上だけ
を追求する経営者になっていたような気がします。
そうした反省点を見直し、経営を立て直していたとこ

ろ、2015 年の秋に事業計画を提出した「いしかわ次世代
産業創造ファンド」から採択をいただいたのです。すると、
矢継ぎ早に仕事が舞い込んできたのですが、増加する受
注に対応するために、製造部門の体制を強化し、品質向
上及び生産性向上を図ることが課題になりました。その
ためには、社員一人ひとりの力を 100％ 発揮させなければ
いけないのですが、その旗振り役がいないのです。そこで、
工場長クラスの役職を任すことができ、マネジメント力
を持った人材を採用することにしました。

৔のਗ਼૟にऔり૊Έ޻
業຿のޮ཰Խをਪਐ
弊社と取引がある銀行や石川県プロフェッショナル人材

戦略拠点等と相談し、製造部門の強化を進めるため、石川
県の人材ビジネス事業者から紹介していただいたのが坪内
でした。面接で初めて会った時に、とにかく誠実であると
感じたのが印象に残っています。
坪内は前職で工場の生産管理やマネジメントをしていた

こともあり、経験が豊富であるため、私からは具体的に指
示は出さないことにしました。ただ、以前から工場内が煩
雑になっており、業務にも支障をきたすと感じていたので、
「工場を綺麗にしてください」とだけお願いしました。す
ると坪内は、「さわやか活動」を標榜し、工場の清掃活動
に取り組んでくれました。これにより、業務の効率化が進
んだことで、社員の意識も大きく変わりました。
弊社のような地方の中小企業では、大企業とは違い、企

業としての基盤ができていない部分もあります。そのよう
な時に、大企業でキャリアを積んだ人材の助けを借り、そ
のノウハウを持ち込んでもらうことによって、社員の意識
も変わり、新たな一歩を踏み出すことができると感じまし
た。実際に弊社では坪内を含め、3名のプロ人材を採用し
ています。拠点は、あらかじめこちらの経営戦略を理解し
てもらっていることもあり、しっかりとしたフィルターが
かかっているので、人材ビジネス事業者から紹介された際
に、安心して面接ができます。坪内をはじめとしたプロ人
材は、当社にとって大変心強い存在です。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は 1947 年に木製漆器製造をはじめ、1965 年に有限
会社石川樹脂工業として設立されました。私は創業者の2
代目ということになりますが、父親が公職に就いていたこ
ともあり、20 歳で入社した私が2、3年でほぼ全権を任さ
れることになったのです。私自身、ものづくりに興味があっ
たこともあり、自社ブランドの開発に注力するようになり
ました。そうして誕生したのが『サンメニー』という仏具
や『Plakira』という業務用食器類です。これらの自社ブ
ランドは、多くのお客様にご愛顧いただくようになり、安
定した取引が可能となりました。
そのような中、私も 60 代となり長男に事業承継するこ

とを考えはじめていたのです。このため、長男を弊社の社
長にし、私は会長職になりました。しかし、2014 年、2015
年と売上が減少。後継予定だった長男と意見が相違してき
たこともあり、もう一度、私自身があと 10 年は先頭に立っ
て経営を立て直すことにしました。2016 年の年初あいさ
つでは、「皆さまの先頭を走ります。是非、ついてきてく
ださい」と社員の前で決意表明をしたのです。

૿ՃすΔ受஫にରԠすΔたΊに
ମ੍ڧԽと඼࣭・生産性向上をਤΔ
もう一度、私が経営を立て直すに当たり、問題が浮上し

ました。それは、工場のマネジメントを任すことができる
人材が不足していたことです。というのも、これまでは事

ʕʕೖࣾͨ͠ཧ༝Λ͑ڭてͩ͘͞いɻ
私は電子部品の製造・販売をする大手企業で生産管理を

していましたが、定年を迎える時期に差し掛かかりました。
今後の人生を考えた時に、私の経験をいかして社会や企業
に貢献していきたいという気持ちが強く、転職先を探すこ
とにしました。そこで、複数の人材ビジネス事業者に登録
し、紹介してもらったのが、石川樹脂工業です。面接の際、
「一歩前に進んだ会社にしたい」という会長の強い意志や
ものづくりに対する情熱に魅力を感じ、入社を決めました。

ʕʕࡏݱ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ೚͞Εてい·͔͢ʁ
第二工場長として勤務しています。会長からは「まず

は、第二工場を綺麗にしてくれ」と要望されました。当初、
工場内にはゴミが落ちていたり、煩雑になっていたため、
異常が起きた際に、どこに原因があったのかを把握する
ことができない状態でした。また、ミスが生じる可能性
も高くなり、業務に支障をきたすことにもなります。大
企業ではそうした基本がしっかりできていますが、弊社
では、それができていないと感じました。私はまず、「さ
わやか活動」と銘打って、工場の清潔化に取り組みました。

工場内の掃除等は始業前の 10 分でできますが、慣習化さ
れていない社員にとっては、煩わしく感じたかもしれま
せん。しかし、工場内が整理整頓されていることによって、
業務の効率化も進み、社員の意識も変わってきました。

ʕʕޙࠓの໨ඪΛฉ͔ͤてͩ͘͞いɻ
弊社は地方の中小企業ということもあり、大企業のよ

うに工程管理等の基礎ができておらず、いただいた注文
に対して、製品を出荷することで精一杯となっている印
象を受けました。「一歩前に進んだ会社にしたい」という
会長の目標を実現するためには、品質や納期、コスト等、
決められたことは守るという意識を社員全員で共有する
ことが大切です。その方向性を示すことが、私に求めら
れていることだと認識しています。また、主任以下の従
業員を統括しているサブマネージャーが将来的に工場長
へと成長できるように育てていくことも、私が取り組む
べき課題の一つです。弊社はこれから成長していく企業
ということもあり、やりがいも強く感じることができる
ので、前職の経験をいかしながら、後進の育成にも力を
入れていきたいと思います。

ࣗらがઌ಄に立って
経営の立て௚しをܾҙ

経営ऀとして ý÷ ୅にಥೖし、事業ঝܧをͬߦたが

ҰาલにਐΜだ会ࣾにするために

代දऔక役ձ長 ੴ઒ ষࢯ

௶಺ ಓ੖ࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔大手部඼メーカーで੡଄部໳の౷ׅを任されていた。๺཮工
場にෝ任し、生産؅理౳のϚωジメント経験も持つ。

˔൥ࡶになっていた工場のਗ਼૟活動に取り組Ήため、ʮさわやか
活動ʯを標ᒗ。工場内でのҟ常発生やミスをະવに๷ぐように、
意識վֵを行っている。

˔前職でのϚωジメント経験をいかし、後進の育成にも取り組
んでいる。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

ࣗࣾϒラϯυの։ൃで事業は֦େするも
৔௕となる人材がෆ଍していた޻
ࣗࣾϒラϯυの։ൃで事業は֦େするも
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ҩྍ͚޲ؔػのシεςϜ։ൃΛ୲͏
ଈ戦ྗの։ൃٕज़ऀΛٻΊͨ

ʣݝॏࡾॴʢڀݚֶ޻༺ձࣾҩࣜג
事ྫ
��

ιϦϡーショϯ։ൃ෦�։ൃ課ɹ৿઒�ਅีࢯ

˔国内で།一のҩྍؔػ向けσータ΢ェΞϋ΢ス（ċĞď）シス
テムઐ業会社である同社は、オンライン਍ྍ౷計分ੳ౳のػ
能を有したʰĊēĐĚěĈèʱをはじめ、様々な੡඼を全国のҩྍ
にಋ入している。しかし、さらなる企業の成長のためにؔػ
は、開発ٕज़力を向上させ、市場のシェΞ֦大が不Մܽ。そ
こで同社は、開発ٕज़౳、あらΏる職छでプロ人材の確อを
進めている。࠾༻したプロフェッショナル人材

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

ù÷÷÷ 年  ઐ໳ֶ校卒業後、地ݩɾ࢛日市のシステム会社に
就職。

ù÷÷ø 年  同じく࢛日市の広告੍ܥ作会社に転職。øþ 年間、
主にシステム開発にܞわる。

ù÷øý 年  更なるΩャリΞΞップを目指し、᷂ҩ用工ֶڀݚ
ॴに転職。

˔同社は開発、営業、ಋ入ɾߏங、ӡ用支援౳、様々な職छで人材をٻめていた。
ஙし、同社の現状ɾ経営課題ɾビジョン౳をじっくりとώΞリングを行うことで、職छߏを܎点は経営ऀとの信頼ؔڌ˔

ごとの人材૾を明確に੔理した。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾҩ༻ڀݚֶ޻ॴ
ຊࣾॴࡏ地ɿࡾॏݝ
ै�業�һ�਺ɿüú ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿúÿ ども２人ࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ広告੍ܥ作会社の ĞČĉ ੍作部໳でシステム開発を୲当。

代දऔక役ࣾ長 ๺Ԭ ٛ国ࢯ

ιϦϡーション։ൃ部 ։ൃ課 ৿઒ ਅีࢯ

Խに向けてڧ৔のシェΞ֦େやମ੍ࢢ
す΂ての職छでプロ人材の࠾༻をଅਐ

ഓΘれたٕज़ऀとしての経験を
地ࡾ・ݩॏݝの企業にؐݩしたかͬた

た。必須条件は、C# もしくは JAVA での開発経験。理想は
医療系の知識を持っていることですが、医療の専門知識と
技術力の双方を持ち合わせている人材は日本全体でもそれ
ほど多くありません。そのため、技術的なベースがしっか
りしていること、新しい分野について学ぶ姿勢を持ってい
ることを重視しました。また我々は能動的に動くことので
きる体制強化を目指しているので、職種を問わず、前向き
で積極的な姿勢も評価ポイントにしています。
従来は人材ビジネス事業者からの紹介と、自社サイトの

採用ページを使って採用活動を行ってきましたが、今回
は三重県プロフェッショナル人材戦略拠点と相談し、拠
点の持つ幅広い情報網を活用し、結果、多数の優秀な候
補者の中から、森川を採用することができました。森川
に関しては、開発経験が豊富で、スキルの面でも我々が
求めている以上のものを持っています。医療業界は未経
験ですが、非常に前向きな性格で、学ぶ姿勢も持ってい
るため、新しい知識をどんどん吸収していけるでしょう。

お٬様のχーζを೺Ѳして
ڙのιϦϡーションをఏݶ大࠷
我々の仕事は、お客様の言葉の裏側にあるニーズまで

も正確に理解して、最大限のソリューションを提供す
ること。もちろん森川にも、その点を大いに期待して
いますので、これまで培ってきた経験やノウハウをフ
ル活用して、新たな開発を進めていってほしいと思っ
ています。また前職では、マネージャーとしてチーム
をまとめてきた経験もあるため、若いチームのけんい
ん役としても力を発揮してほしいです。彼が所属する
開発課には現在８名の社員が在籍していますが、今後
はさらに組織が拡大していくでしょう。そういう意味
でも、自分の仕事はもちろん、組織全体のパフォーマ
ンスが上がるよう、効率的な体制づくりにも貢献して
くれることを期待しています。
これまで多くの病院では、電子カルテ等のシステムが
中心になっていました。しかし、これからの病院のマ
ネジメントには、データの活用が必要不可欠です。我々
はそのための仕組みづくりや、人を中心としたコンサル
ティングサービスなどの面で、医療現場を支えていき
たいと思っています。そしてそれを実現させるために、
今後も優秀な人材を確保し、ビジネスに結びつけてい
ければと考えています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は国内で唯一の医療機関向けデータウェアハウス
（DWH）システム専業会社です。主力製品である『CLISTA!』は、
電子カルテをはじめとする病院に蓄えられた様々なデータ
を一元的に集約し、検索・統計化することで、病院経営の
効率化や診療・研究等にいかす DWH システムです。当製品
の導入実績は全国の医療機関 100 件にのぼり、独立系の医
療用 DWH としては国内トップクラスのシェアを誇っていま
す。また、その他にも疾病管理システム『iCatch	up』、研
究用データ作成ツール『My	Database』、クラウド型原価計
算システム『HOMAS-Cloud』など数多くの製品を揃え、い
ずれも自社開発から販売、構築、保守までトータルに手掛

けています。
ここまで順調に事業を拡大してきましたが、さらなる成

長のためには、市場のシェア拡大や、能動的・効率的に動
くことのできる体制の強化、さらにコンサルティングサー
ビスやアドバイザリーサービスの強化等、経営課題も少
なくはありません。そしてこれらを実現させるためには
外部人材の確保が重要です。そこで弊社では現在、開発、
営業、導入・構築、運用支援など、様々な職種において、
仕組みの標準化や人材育成の強化等を目的にプロ人材を
採用することにしました。

ଟくの༏लなީิ者のதから
経ݧ๛෋な։ൃٕज़者を採用
そうした中、今回は弊社製品の開発技術者を募集しまし

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
地元・四日市の広告系制作会社に 17 年間勤務し、シス

テム担当として、主に企業のホームページ制作や、販売管
理・在庫管理などお客様の業務システムの開発に携わって
きました。また、お客様からお預かりしたホスティングの
運用・保守等も担当。様々な業界・業種のシステム開発を
経験し、お客様に合わせて多種多様な開発言語を使ってき
たことが、私のセールスポイントの一つです。さらにマネー
ジャーとして少数精鋭の組織をまとめてきた経験もありま
す。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
仕事の内容自体は満足していましたが、結婚して子どもが

生まれたことで、より収入の高い会社にステップアップした
いと思うようになりました。転職に当たっては、地元の会社
に貢献したいという思いが強かったので、三重県内の企業を
中心に探し、登録していた人材ビジネス事業者から医用工学
研究所を紹介いただきました。弊社を選んだ理由は、医療業
界に特化してシステム開発を行っているところです。医療業
界は未経験でしたが、システムを開発するという意味では大
きな違いはありませんし、足りない知識は業務をしながら自
分で勉強していけば対応できると思いました。

ʕʕೖࣾޙ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ୲౰͞Εてい·͔͢ʁ
入社してまだ１か月しか経っていないため、当面は既存

のシステムの改修やバグの修正等を担当することになりま
すが、１日も早く医療業界に関する見識を身につけ、いず
れはシステム開発で能力を発揮できるようになりたいで
す。もともと開発が好きではじめた仕事なので、お客様の
ニーズを形にすることや、機能の不具合を見つけ出すこと
に、やりがいや面白味を感じています。前職に比べると会
社の規模は格段に大きくなりましたが、非常に働きやすい
環境で、また転職動機の一つである収入面も大幅にアップ
し、転職して本当に良かったと思っています。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
個人的な課題はたくさんあります。医療業界は初めて

なので、業界特有の知識や技術はまだまだ不足しており、
独学で勉強したり、ときには先輩にも相談しながら、日々
勉強に余念がありません。また開発のクオリティを上げ
るという意味でも、技術者としてさらなるレベルアップ
が必要でしょう。今後はシステムの設計や具体的な機能
の提案等において、自分独自の色を出し、医療業界に貢
献していければと思っています。

පӃ向けの ċĞď シスςϜを
։ൃからอकまでトーλルにखֻけΔ

ഓΘれたٕज़ऀとしての経験を

代දऔక役ࣾ長 ๺Ԭ ٛ国ࢯ

৿઒ ਅีࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔広告੍ܥ作会社で主に企業のϗームϖージ੍作や、ൢ ച؅理ɾ
在؅ݿ理など٬ސの業務システムの開発にܞわる。多様な業
界ɾ業छのシステム開発を経験。

˔当面はط存のシステムのվमやバグのमਖ਼౳を୲当。今後は
さらに෯広くシステム開発の仕事にै事する༧定。またক来
的には、組৫ӡ営や人材育成౳Ϛωジメント業務でも活躍が
期待されている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

৔のシェΞ֦େに向けてࢢ
։ൃٕज़のϨベルΞップをਪਐ
৔のシェΞ֦େに向けてࢢ

˔国内で།一のҩྍؔػ向けσータ΢ェΞϋ΢ス（ċĞď）シス
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ੈքΦンϦʔϫンのٕज़Λ͑ࢧΔ
ઃܭ։ൃɾ඼࣭؅ཧɾ૊৫վֵのプロ

ϋʔυロッΫ޻業ࣜגձ ʢࣾେࡕ෎ʣ
事ྫ
��

ٕज़෦໳ɹൣ�޷ࡾ࿨ࢯ

˔ʮ絶対にΏるまないナットʯの੡଄ɾൢച会社として知られ
る同社。ۙ年は、国内はもちろん、世界中でධ価され、଱ٱ
ੑや信頼ੑもこれまで以上に問われるようになった。඼࣭อ
ূ体੍の強化を目指すも、ط存の人材だけでは対応しきれず、
੡඼開発やڀݚ基ૅ実験に長けた人材が必要になった。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀÿý 年ɹ高ઐ卒業後、大手電ػメーカーに入社。
ù÷÷ý 年ɹఱ理市の事業ॴから福ࢁ市の事業ॴに転勤。
ù÷øý 年ɹ 早期ୀ職੍度をར用してୀ職。� 月にϋーυロッ

ク工業᷂へ入社。

˔૑業社長は当ॳ、人員૿Ճに೉৭をࣔしていたが、企業の現状ɾ経営課題を೺Ѳするため、時間をかけ、企業との信頼
。ஙߏを܎ؔ

˔同社が持つ高いٕज़力をさらにいかすためには঎඼開発や඼࣭อূに長けた人材の採用が必要であることを೪り強く説
ಘし、プロ人材の活用が決定。

ࣾɹɹɹ໊ɿϋーυロッΫ޻業ࣜג会ࣾ
ຊࣾॴࡏ地ɿେࡕ෎
ै�業�һ�਺ɿÿû ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿü÷ どもࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿ半ಋ体のテストΤンジχΞ

代දऔక役ࣾ長 एྛ ࠀ඙ࢯ

ٕज़部門 ޷ࡾ ൣ࿨ࢯ

େ企業でഓͬて͖たઃܭ։ൃや඼࣭อূ、
Ϛωδϝϯトのϊ΢ϋ΢をൃشして΄しい

ੈのため人のためになる͜とが
ࣗ෼にとͬてのϞνベーショϯに

いますが、ものづくりの基礎はしっかりしており、何よ
り大手企業ならではの管理や教育ノウハウを叩きこまれ
ています。彼なら技術面はもちろん、現場のマネジメン
トも全面的に任せられると確信しました。また志が高く
前向きな姿勢、打たれ強そうな性格、会社の理念に共感
してくれたことなども評価した点です。

࣋ちલのϦーμーシップをൃشし
部ॺؒのڮ౉し役として׆༂
三好は現在、技術部門に所属し、設計、開発、研究基礎

実験、標準化に向けた取組等、幅広い業務に携わってい
ます。弊社の製品に対するお客様からの要求は、おそら
く想像以上に高いものでしょう。しかも世界で唯一の特
殊技術なため、即戦力として入社したとはいえ、最初か
ら全て完璧にできるとは思っていません。実際、彼も日々
試行錯誤を繰り返しながら、勉強してくれています。
一方で組織改革の面では、三好が入社したことで、多く

の成果が出始めています。これは弊社にとって大きな課
題だったのですが、これまで組織に一体感がなく、各部
署がバラバラでした。そうした中、彼が持ち前のリーダー

シップやコミュニケーション能力を発揮。技術部門、営業
部門、製造部門との橋渡し役となってくれ、バラバラだっ
た点を線にしてくれました。おかげで組織の活性化や情
報の共有化にもつながっています。

製඼։ൃ＝ΞΠσΞの։ൃ
ॊೈなൃ想ྗをཆって΄しい
弊社の製品開発は、アイデアの開発とも言いかえるこ

とができます。いかに柔軟な発想を持って、アイデアを
形にできるか、そこが鍵になるのです。そのため毎日決
まったことを繰り返しているだけでは、前に進みません。
何気ない雑談や無駄なことの積み重ねが、大きなヒント
になります。そしてその引き出しを 1つでも多く作って
いかなくてはなりません。弊社には、アイデアを出す訓
練のために組織された発明クラブという活動があり、週
に一度、10 数名の有志が集まって活動をしているのです
が、三好は会のまとめ役も担ってくれています。今後も、
いろいろなものに触れて、いろいろなものを見て、いろ
いろなことを考えて、柔軟な発想力を養っていってほし
いです。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は世界 No.1 の技術力をいかし、「ゆるまないネジ」
の製造・販売を行っています。その技術は新幹線など幅
広い分野で活用され、今や国内だけでなく、海外でも広
く使っていただいています。今後は海外展開をさらに強化
していきたいと考えていました。そうした中、大阪府プ
ロフェッショナル人材戦略拠点との相談を重ね、製品が
評価され、お客様が増えるほど、耐久性や信頼性もこれ
まで以上に問われるようになるため、品質保証体制の確
立が急務となっていた事実を再認識しました。長年、も
のづくりに打ち込んできた既存の人材だけでは、世界の

厳しい要求を受け止めきれません。そこで、設計開発や
品質管理などの実績がある人材の採用を決断しました。

大खిػメーΧーग़਎のٕज़者を採用
લ向͖な࢟੎΍ํ͑ߟをධՁ
従来、人材の採用は知り合いの紹介が中心でしたが、

我々が必要としているようなプロ人材はそう簡単に見つ
かるものではありません。人材ビジネス事業者から何人
もの候補者を紹介いただき、結果的に複数名を採用。そ
の中の一人が今回ご紹介する三好です。彼は長年大手電
機メーカーに勤務し、設計開発や品質管理の業務に従事
してきた技術畑のプロ中のプロ。扱ってきた製品こそ違

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
約 30 年にわたり、大手電機メーカーで主に半導体のテ

ストエンジニアとして働きました。その間、設計開発や品
質・生産管理等にも携わり、また現場のリーダーとしてマ
ネジメント業務にも従事。もともと人をまとめることが得
意だったため、仕事以外でも、独身寮 500 名の自治会長を
はじめ、3000 名のビアパーティーや年度毎の決起集会の
企画・進行なども進んで行ってきました。またベトナム在
住経験があるほか、中国出張等にも度々出かけており、語
学力や国際感覚等も身につけています。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
以前勤めていた会社では、異動や転勤など 10 年区切り

で転機を迎えてきました。そして今回が 30 年目。以前か
ら、世のため人のためになるような仕事がしたいと考え
ていたため、いいタイミングだと思い、決断しました。
当初は医療業界への転職を考えていたのですが、人材ビ
ジネス事業者を通じて、たまたまハードロック工業のこ
とを知り、安心安全を掲げた人命を預かるような仕事に、
俄然興味がわきました。前職では、組織が大きかった分、
部門間に壁があり、私はその橋渡し役として組織改革に
も力を注いできました。ハードロック工業も規模こそ違

えど、同じ組織改革を課題としており、自分のこれまで
の経験が大いにいかせるのではないかと思った次第です。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
入社後は技術部門に所属し、設計、開発、研究基礎実

験等に携わっています。一方で、マネージャーとして組
織改革にも注力。弊社は社員一人ひとりの技術が高い分、
個々の力に依存してしまいがちで、組織として機能してい
ない面が多々あります。バラバラになった組織をまとめ、
ベクトルを合わせる。それも私に求められているタスク
の一つでしょう。お客様からの要求も年々高まっている
ので、それに見合った組織づくりに貢献していきたいで
す。関係部門との協調や、記録を残すなどの習慣づけは、
私自身が日頃から率先して行うようにしているので、そ
んな私の姿を見て、みんなの意識が少しずつ変わっていっ
てくれればと思っています。
私個人の目標としては、未経験のネジ業界ですので、1

日も早く技術を自分のものにして、あらゆる面において
スペシャリスト、かつゼネラリストになりたいです。また、
前職では志半ばになってしまった人材育成にも力を入れ、
弊社の世界一の技術を託すことができる若い人材をどん
どん育てていけたらと思っています。

製඼にରすΔཁٻがߴまり
඼࣭อূମ੍の֬立がٸ຿に

େ企業でഓͬて͖たઃܭ։ൃや඼࣭อূ、

ੈのため人のためになる͜とが

代දऔక役ࣾ長 एྛ ࠀ඙ࢯ

ࢯ࿨ൣ ޷ࡾ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔大手電ػメーカーで ú÷ 年間、半ಋ体のテストΤンジχΞとし
て活躍。ઃ計開発や生産؅理౳にもܞわった。また持ち前の
౷率力をങわれ、Ϛωジメント業務にも力を発شしてきた。

˔同社の੡඼は特घٕज़を用いるため、ٕज़面においてはษ強
中。一方、Ϛωジメントの仕事も任され、持ち前のリーダー
シップやίミϡχέーション力を発ش。部署間のڮ౉し役と
なり、組৫の活ੑ化や情報の共有化に貢献している。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

੡඼へのཁٻがߴまり
ଘの人材だけではରԠし͖れなくなͬたط
੡඼へのཁٻがߴまり
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৽ن事業ࢀೖͰٸ成௕
৯඼։ൃɾ؅ཧのプロΛ୳͠ていͨ

ʣݝޱࢁձࣾΞσϦʔʢࣜג
事ྫ
��

঎඼෦�঎඼։ൃ課�課௕୅理ɹ中ಓ�ਗ਼ࢯ޹

˔૑業以来 ûø 期࿈続で毎年 � ԯԁずつച上を৳ばしてきてい
たが、ù÷øù 年 � 月にメーカー部໳に参入したことをػܖにٸ
成長を਱げた。さらなる成長をめ͟してੵۃ的に営業をかけ
ていきたいと考えていた。一方で、঎඼の出ՙ数が૿えるに
つれて高い඼࣭؅理がٻめられるようになり、඼࣭؅理の知
識のあるバイϠーɾ営業を募集した。࠾༻したプロフェッショナル人材

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀĀþ 年  大ֶ卒業後、岡ࢁ県内のֶ生෰のメーカーに入
社。

øĀĀĀ 年 岡ࢁ県内の՛ࢠԷ問԰に転職。
ù÷øý 年 ᷂Ξσリーに転職。

˔経営課題についてٞ࿦していく中、ٸ成長に൐い、より高い඼࣭؅理体੍の必要ੑを共有。
˔新঎඼開発がॏ要であることから঎඼部へのσβイナーや企画開発੹任ऀの૿員配ஔ౳の人材の強化をॿ言。
˔ʮޱࢁ県プロフェッショナル人材 ĜĐđ ターン受入ଅ進事業ิॿۚʯのさらなるར用をॿ言。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾΞσϦー
ຊࣾॴࡏ地ɿݝޱࢁ
ै�業�һ�਺ɿùø÷ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿûø どもࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿお՛ࢠのԷ問԰での඼࣭؅理、営業。

代දऔక役ࣾ長 小野 యࢯࢠ

঎඼部 ঎඼։ൃ課 課長代理 தಓ ਗ਼ࢯ޹

ϝーΧー෦໳への新ࢀنೖで会ࣾがٸ੒௕
ଈઓྗとなる人材をٻめた

人ର人のϏδωεが͖޷
てい͖たいͬߦతに新঎඼։ൃのఏҊをۃもੵޙࠓ

等を通じて 20 名近くと面接を行ってきました。東日本在
住者を対象に採用活動を行う時には東京へ行って面接し、
時には大阪で合同説明会を行う等して、採用に時間も労
力も割いていたのですが、なかなか我々の求める人材に
出会えずにいました。いざ採用が決まりかけても、応募
者が山口県の弊社に実際に訪れてみて「やはり移住の決
心がつかない」という理由で入社を断念するケースも少
なくありませんでした。
そんな中、プロフェッショナル人材事業について知り、

こういった窮状を山口県プロフェッショナル人材戦略拠
点に相談し、拠点の支援を通じ、出会ったのが中道です。
営業の経験があり、食品表示の資格を所持する等品質管
理の知識も豊富な彼は、まさに我々が求めていた人材で
した。そこで面接の時には、入社後の具体的な業務内容や、
期待する役割についてきちんと説明すると同時に、山口
県への移住に抵抗はないかも確認。生まれ育った岡山を
離れることに一抹の寂しさはあったようですが、何より
仕事内容に強い関心を持って、最終的に移住を決心して
くれました。

営業・඼࣭管理から
ΫϨーϜॲ理までマルνに׆༂
中道には、入社後すぐに新商品の開発を担当してもら

いました。弊社では営業担当が顧客と商談を行い、顧客
ごとに食品を開発していきます。そして中道は担当になっ
てすぐに大手飲食店との新商品開発の契約を取りつけま
した。品質管理についても、食品表示に関する知識が豊
富なので、表示内容のチェック等を任せています。
一方で、弊社は以前からクレーム対応のエキスパート

がいないことが弱みでした。商品に不備があった場合や、
不備はなくともお客様から何らかのご意見を頂戴した時
に、実際にお客様のもとへ出向いて現場検証・現物確認
を行い、さらにお客様にお詫びをお伝えして信頼回復を
図る――そんなことができる人材が不足していたのです。
中道はこれまでの経歴の中で、数えきれないほど顧客の
元へ足を運んで、営業を行い、信頼関係を築いてきました。
その経験やノウハウを持って、弊社のクレーム処理にも
見事に対応してくれています。営業、商品開発、品質管理、
さらにはクレーム処理と…まさにマルチプレーヤーと呼
ぶに相応しい活躍ぶりです。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は食品のギフトを中心に、通販事業のサポートや、
物流サービス事業、カタログ事業等、総合プロデュース
を行っています。1977 年の創業以来、少数精鋭で経営し
てきましたが、2012 年 8 月に社名を変えてメーカー部門
に参入したことで受注が急激に増加。1年で 1億円ずつ
売上を伸ばしていた会社が、3年で 10 億円売上を伸ばす
ほどの急成長を遂げました。会社の成長に伴って仕事量
も急増し、今いる社員だけで対応することが難しくなり
ました。
従来、弊社は「大家族主義」をモットーに、社員同士

が家族のように助け合ってきたアットホームな会社です。
社会に初めて出るような若い人材を迎え入れて、きちん
と育成できる会社になりたいと思ってきました。しかし、
目下、そんな悠長なことは言っていられません。受注が
増えて仕事量が膨れ上がってきている中、今いる社員の
負担を減らすためにも、営業や品質管理などの経験が豊
富で、生産性を高められるプロ人材を募集することにな
りました。

食඼දࣔの஌ࣝが๛෋
Ϊフト঎඼の営業に長けた人材にग़ձ͑た
中道を採用するまでの間には、転職サイトからの応募

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
地元・岡山県内の大学を卒業後、県内の学生服のメー

カーに就職。学校制服のブレザーやワイシャツ、ソック
スなどの受発注や製造管理、納品等の業務に従事してい
ました。2年半で退職したのち、お菓子が好きだったこと
もあり、駄菓子を取り扱う卸問屋に転職。そこでは学生
服メーカーでの受発注業務の経験をいかしながら、品質
管理や販売店への営業等を行っていました。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
私は商品を開発し、対面でお客様に提案するのが好きで

す。前職でも、量販店やスーパーなどに営業に行き、直接
交渉することにやりがいを感じていました。しかし、前の
会社は通販やカタログでの販売をメインとするようにな
り、商品の店舗販売から無店舗販売へとシフトチェンジし
て人に会いに行く機会がなくなってしまったのです。私が
やりたかったことは人対人のビジネスでしたから、自分の
好きなことができる環境に移ろうと転職を決意しました。
アデリーは前職時代の取引先で、ある程度の業務内容を

把握していました。ギフト事業がメインで、お客さまへ
のオリジナルスイーツの提案等においては、自分の経験
や知識がいかせるだろうと思っていました。現在は、商

品開発や、仕入れ窓口、商品部のバイヤー等を担当して
います。

ʕʕ͜Ε·Ͱの実績ͱޙࠓの໨ඪ͸ʁ
入社後すぐに担当した商品開発では、時期がちょうど 5

月だったこともあり、新規顧客へのお中元用商品の提案を
任され、東京の老舗喫茶店で販売するオリジナルの冷凍
商品の販売を実現することができました。入社後すぐに
活躍の場を与えてもらったことが嬉しく、すぐに実績を
出せたことでモチベーションも高まりました。私の企画・
提案した商品が完成し、その完成品を見た時には達成感
を得ることができます。
今、是非とも取り組みたいことは、パティシエと協力し

て新商品を開発することです。社内には優秀なパティシ
エがそろっていて、彼らは数多くのスイーツレシピを持っ
ています。弊社は菓子製造工場ではなく、工場やメーカー
への商品提案が仕事。パティシエのレシピを商品化するに
は、私たち営業が、パティシエのアイディアを他社へ持っ
て行き、それを商品として製造してくれるメーカーを探
してこなくてはなりません。パティシエが考案したスイー
ツを一日も早く世に出せるように、今後も積極的に営業
をかけていきたいと考えています。

༧想を超͑Δ成長に
しい൓໘、ࣾ員のෛ୲がܹ૿خ

ϝーΧー෦໳への新ࢀنೖで会ࣾがٸ੒௕

人ର人のϏδωεが͖޷

代දऔక役ࣾ長 小野 యࢯࢠ

தಓ ਗ਼ࢯ޹

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔お՛ࢠのԷ問԰で営業と඼࣭؅理を୲当していた。

˔入社してすぐに౦ژの࿝ฮ٤஡店でのقઅ限定঎඼のൢചの
話をとりつけ、Ϊフト঎඼を開発した。このような営業職と
しての活躍にՃえ、企業がٻめていた඼࣭؅理業務、٬ސか
らのクレームへの対応も行うなど多ذにわたって活躍し、企
業が期待していた以上の働きをしている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

会ࣾがٸ੒௕した͜とに൐い、
඼࣭؅理をڧԽするඞཁを௧ײ
会ࣾがٸ੒௕した͜とに൐い、
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ҩྍ༻ετッΩンάͰੈքࢢ৔΁
ੜ࢈Ϛωδϝンτのプロ人材Λ࠾༻

౦ޫࣜגձ ʢࣾಙౡݝʣ
事ྫ
��

生࢈෦�෦௕ɹ஥ਢ�ਖ਼හࢯ

˔ストッキンά業քのパΠΦχΞであΔಉࣾは、஄性ストッキ
ンά౳༏Εたҩྍ用製඼を数ଟく生Έग़し、ߴくධՁさΕて
いΔ。だが国಺にڝ߹がগないたΊ、ٕ ज़者のϨϕルがఀ଺。
しか΋生͑ൈ͖ࣾ員がଟいたΊ、ࢥい੾った現৔վֵ΋で͖
ないでいた。そ͜で生産マネジメントのプロを採用した。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール
øĀÿù 年  大ֶ卒業後、大手電ػメーカーに入社。海外の

生産ڌ点で経営؅理౳を୲当。
ù÷÷ý 年  日本に帰国。以後、国内 øø 工場の経営؅理౳に

。わるܞ
ù÷øú 年  ύιίン周ลثػメーカーに入社。Ξメリカの

ൢചࢠ会社社長౳をྺ任。
ù÷øý 年 ౦光᷂へ Ĝ ターン転職をՌたす。

˔同社の経営課題や人材ઓུについて日頃から話を࢕える信頼ؔ܎をߏங。会社が成長していくಓを一緒になって୳った
݁Ռ、ڌ点から思い切った現場վֵと、そのためのプロ人材のొ用をఏҊした。

ࣾɹɹɹ໊ɿ౦ޫࣜג会ࣾ
ຊࣾॴࡏ地ɿಙౡݝ
ै�業�һ�਺ɿøûþ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿüþ どもࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿ 大手電ػメーカーで長年にわたり世界中の工場の

経営؅理にܞわる。

代දऔక役ࣾ長 ࠤ౻ Ҹஉࢯ

生産部 部長 ஥ਢ ਖ਼හࢯ

௕೥の課題だͬた生ੑ࢈向্の࣮ݱを
生࢈Ϛωδϝϯトのプロにୗす

͜れまで਺多くの޻৔の経営؅理を経験
ഓͬて͖たϚωδϝϯトྗをൃشしたい

改革をしづらい面もありました。そこで外から新しい風を
入れ、オペレーターやエンジニアの意識改革をする必要が
あったのです。彼らをもっとレベルアップさせることがで
きれば、長年の課題であった生産性向上にもつながるはず。
そう判断し、生産部門全体のマネジメントを任せられるプ
ロ人材の採用を決断しました。
人材戦略については、以前から面識のあった徳島県プロ

フェッショナル人材戦略拠点のマネージャーに相談。複数
の人材ビジネス事業者に取り次いでいただき、工場長もし
くは生産部長クラスの経験者に的を絞って、募集をかけま
した。そして出会ったのが、今回ご紹介する仲須です。彼
は長年にわたって世界中の生産現場を渡り歩いてきた経験
があり、多くの経験値や情報を持っています。また弊社は
近年、海外からの実習生も受け入れているのですが、仲須
はそういった外国人スタッフを管理するノウハウもある。
さらに徳島県出身者で、人柄も良いため、彼なら弊社の職
場にもスムーズに溶け込めると判断しました。

ҩྍ用製඼をѻうメーΧーとして
プϥΠυを࣋った生産性を௥ٻすΔ
実は 10 年以上、組織の体制が固定化され、その間に

経営層の高齢化が進んでいました。しかし、仲須が入
社してくれたおかげで、玉つきのように組織の配置が
変わり、社内全体の雰囲気も変わりつつあると実感し
ています。
今後、彼に期待するのは、生産性を上げること――こ

れに尽きるでしょう。弊社は医療用の製品を数多く取り
扱っているため、制約も多く、品質に対する要求も非常
に高いのです。よって、我々はただ量だけを追いかける
ような売上重視の生産性ではなく、プライドを持った生
産性を求めています。また、弊社が導入している設備は
特殊なものが多く、熟練のエンジニアしか動かすことが
できません。このようなことから、生産性を向上させる
ことが容易でないことは事実です。しかし、現場のマネ
ジメントのプロである仲須なら、東光らしい生産体制を
築いてくれると信じています。
まだ入社して日も浅いため、現在は現場を理解するた

め日々勉強に励んでくれています。もちろんそれも大切
なことですが、社内のことばかり見るのではなく、例え
ば海外の先進的なメーカーを視察するなど、どんどん外
の世界にも目を向けてほしいです。そこにこそ未来の自
分たちの姿があると思います。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は 1946 年の創業以来、主に女性用ストッキングや
健康肌着等の製造販売において、高い技術力と果敢な商
品開発力をベースに、業界のパイオニアとして歩み続け
てきました。そして近年は、培ってきた技術力を最大限
にいかし、医療分野における製品開発を強化。取引先の
販売店や医療機関・研究機関等と連携を図りながら、海
外製品に引けを取らない品質の製品づくりに力を注いで
います。その中でも医療用弾性ストッキングやリンパ浮
腫治療用弾性衣料は、国内でいち早く開発に成功。医療
機関から高い評価を得ています。
医療用・非医療用ともに高い品質のストッキングを作

り続け、2016 年には優れたレッグウェアを選出する「靴
下求評展」において、弊社製品が経済産業省製造産業局
長賞を受賞しました。こうして業界の中で確固とした地
位を築きながらも、弊社は現在、将来に向け、新たな組
織づくりや生産体制の強化に踏み出しています。

生産性の向上を໨ࢦし
現৔のマネジメントのプロを採用
弊社は長年、欧米のトップメーカーと競合してきました。

そのため国内には競争相手が少なく、ましてや徳島には競
合がいません。つまり戦う相手がおらず、情報も少ないた
め、オペレーターやエンジニアのレベルが停滞気味になっ
ていました。しかも生え抜き社員が多いため、思い切った

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
大学卒業後、大手電機メーカーに入社。最初の2年間は

海外研修生としてスペイン工場に勤務し、その後 12 年間
はマレーシア、イギリス、チェコ等世界各国の生産拠点を
渡り歩きました。担当は主にテレビ事業で、営業から商品
企画、事業企画、工場の経営管理まで幅広い職種を経験し
ました。帰国後は国内 11 工場の経営管理を担当。生産性
や収益性の向上に努めてきました。その後、パソコン周辺
機器メーカーに転職し、経営管理を担当。さらに同社のア
メリカの販売子会社の社長も1年間務めました。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
私も妻も徳島県出身で、長年故郷を離れて暮らしてき

ました。以前からずっと、いずれは徳島に帰りたいと思っ
ており、タイミングを模索していたところ、数年前に娘
が徳島の大学に入学。それをきっかけに U ターンを決意
した次第です。しかし人材ビジネス事業者に登録はして
みたものの、年齢的な壁もあり、なかなか自分のキャリ
アがいかせるような仕事には巡り会えませんでした。そ
して登録から 1年以上が経ち、諦めかけていたとき、東
光を紹介していただいたのです。地元・徳島で地道にも

のづくりに励み、社会的意義のある優れた製品を生み出
している点に強く惹かれ、ぜひ貢献したいと思いました。

ʕʕೖࣾޙ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ୲౰͞Εてい·͔͢ʁ
入社して間もないため、今はまだ現状把握に重きを置

きつつも、PDCA サイクルの早期の確立に向け、各班長と
議論を重ねながら予算計画や行動計画等を作っている最
中です。大手企業の手法を一方的に押しつけず、東光ら
しさを尊重しながら、少しずつ現場の意識を変えていけ
ればと思っています。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
私の使命は生産性を上げること。目標値を定め、全て

の従業員のベクトルを合わせることで、必ず達成できる
と信じています。弊社には若者からベテラン、さらに外
国人まで、多様な従業員がおり、一人ひとり個別のマネ
ジメントが必要でしょう。その点は、前職で培ってきた
マネジメント力を発揮し、大いに貢献できるはず。海外
の競合メーカーに勝つために、従業員全員一丸となって、
生産性の向上に努めていきたいと思っています。

ҩྍ用製඼の։ൃにٕज़ྗをൃشすΔ
ストッキンά業քのパΠΦχΞ

௕೥の課題だͬた生ੑ࢈向্の࣮ݱを

͜れまで਺多くの޻৔の経営؅理を経験

代දऔక役ࣾ長 ࠤ౻ Ҹஉࢯ

஥ਢ ਖ਼හࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔大手電ػメーカーに ú÷ 年以上勤務。海外ɾ国内の様々な生産
点を౉りาき、経営؅理や生産ੑ向上にਚ力し、多くの成ڌ
Ռを残してきた。

˔入社して間もないため、まずは工場の現状೺Ѳに౒めている。
一方、ėċĊĈ サイクルの早期確立を目指し、༧ࢉ計画や行動
計画なども作成。現場スタッフとίミϡχέーションをີに
ਤりながら、意識վֵにも取り組んでいる。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

৔ελッフをϨベルΞップͤ͞ݱ
生ੑ࢈を向্ͤ͞たい
৔ελッフをϨベルΞップͤ͞ݱ
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ए͖ࣾ௕্ཱ͕ͪ͛ͨʮܦӦֵ৽プロδェΫτʯ
プロ人材の͕ݧܦੜ؅࢈ཧにٻΊΒΕͨ

ୈҰҹࣜג࡮ձ ʢࣾѪඤݝʣ
事ྫ
��

੡଄෦�生؅࢈理課ɹᒇ໺�ਖ਼ٛࢯ

˔ ù÷øú 年にࣾ長にब೚した੢ࢯݪは、ҹ࡮業քのٕज़ֵ৽΍、Πンλー
ネットのීٴにΑΔҹ࡮धཁの௿໎౳ݫしい時代に௚໘し、ײػة
を࣋っていた͜とからʮ経営ֵ৽プロジェΫトʯを立ち上͛た。

˔໰୊点のચい௚しはで͖た΋のの、い͟実ߦにҠすࡍにプロジェ
Ϋトの޻ఔ管理΍人員഑ஔを೚ͤらΕΔ人材の不଍を実ײ。ҟ業
種での経ݧ΍ Đě ٕज़に΋ਫ਼通すΔ人材をٻΊた。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀÿû 年ɹ 大ֶ卒業後、ਫ਼ີখ型Ϟーターの੡଄会社に入
社。生産システムਪ進部で部長を務める。

ù÷øý 年ɹ̕月にୈ一ҹ᷂࡮に転職。

˔企業がਪ進しているʮ経営ֵ新プロジェクトʯについてৄしくώΞリングし、必要な人材の能力をߜり込んだ。
˔プロ人材の採用をػに、୹期的な変ֵを期待するのではなく、企業理೦や事業内༰を೺Ѳすることを༏先し、長期的な

ビジョンに立って成Ռを上げるようఏҊした。

ࣾɹɹɹ໊ɿୈҰҹࣜג࡮会ࣾ
ຊࣾॴࡏ地ɿѪඤݝ
ै�業�һ�਺ɿþ÷ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿüý 成ɿಠ身ߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿਫ਼ີখ型Ϟーターの੡଄会社に úø 年間勤務。

代දऔక役 ੢޹ ݪଠ࿠ࢯ

製造部 生産管理課 ᒇ野 ਖ਼ٛࢯҰつͻとつの課題を৻ॏに解決していくλイプ
ॏେなࣾ಺のҹ࡮トラϒルにもվળࡦを出してくれた

੡଄ݱ৔でॏཁなのは
੔ྲྀԽ、同ظԽ、͑ݟるԽ

経営をࠜຊతにݟ௚す
ʮ経営ֵ৽プロジェΫトʯ
このように、私は以前から危機感を持っていたのですが、

それを管理職を通して伝えても、やはり社歴の長い人たち
は慣れ親しんだ仕事の仕方に固執してしまいがちです。笛
吹けど踊らずではないですが、私の意図を理解してもらい
にくいことが度々ありました。そこで、2016 年１月に「経
営革新プロジェクト」を立ち上げたのです。「改善」ではな
く「革新」にしたのは、経営を根本的に見直すためでした。
プロジェクトチームは、ベテランの管理職は一部にして、
将来の幹部候補や若手・中堅の有望な 30 代～ 40 代の人材
で構成しました。そのプロジェクトチームで半年間、議論
して問題点を洗い直すことはできたのですが、実際に運用
していくに当たって、新たな問題が浮上したのです。とい
うのも、私は弊社の社員には潜在能力があり、モチベーショ
ンを持って仕事をしてもらえば、どの企業にも負けない優
秀な人材ばかりだと考えています。しかし、工程管理や人
員配置を見直すに当たって、マネジメントが上手く機能し
ていなかったのです。また、新しい試みをしていくためには、
別の業界を知っていることも重要でしょうし、IT の技術を
取り入れることも必要となるはずです。そこで、経験が豊
富で IT にも精通している人材を採用することにしました。

経ݧが๛෋な人͜そࣗ分のܕにはΊࠐΈがち
ࣾ಺のௐ੔をਤって৻ॏにऔり૊Ή人材をر๬
以前から愛媛産業振興財団にはアドバイスをもらってい

たのですが、このプロフェッショナル人材事業を紹介され、

愛媛県プロフェッショナル人材戦略拠点に生産管理を任す
ことができる人材が欲しいと相談したのです。経営革新を
謳ってスタートしたプロジェクトですが、私は急激な改革
を望んでいたわけではありません。社員の考え方も尊重し
つつ、仕事へのやりがいを感じてもらいながら人材の活性
化を図ることが重要であると考えていました。そのために
は、豊富な経験ゆえの画一的な自分の型を押しつけず、会
社の規模や背景等を考えた上でプロジェクトの方向性を見
定められる人材が必要でした。
実際、面接で榮野と話をしていて感じたのは、一つひと

つ課題を慎重に解決していくタイプの人間であるというこ
とです。入社後、「経営革新プロジェクト」にも参加しても
らっていますが、私の意図を汲みながら、これまでの業績
や売上を比較したグラフを用いて、社員に分かりやすく伝
えるよう努めてくれています。また、社内で印刷トラブル
が起こった際には、体制を切り替えるための知恵を出して、
緊急品質アッププロジェクトの立ち上げを提案してくれま
した。
私が掲げた「経営革新プロジェクト」は、３年で達成す

ることが目標です。まずは利益計画からはじめる予定です
が、まだ理解していない社員も多いと感じています。それ
を実感してもらうためにも、社員一人ひとりが目の前のど
んな小さなことでもいいので、改善をしてもらいたいと思っ
ています。一つひとつの小さな成功体験の積み重ねが、社
員の自信にもつながり、仕事のやりがいになればと思って
います。榮野には私の目標達成のための全面的なサポート
を期待しています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は創業 67 年目の印刷会社です。私は約３年前に 35
歳で社長に就任しました。印刷業界は技術革新が進んでお
り、この 20 年ほどで、ハード面・ソフト面ともに大幅な進
歩を遂げています。弊社でもそれに対応すべく、カタログ
やチラシ、会社案内等の印刷だけではなく、ロゴタイプや
シンボルマーク、イラストのデザイン、商品企画、キャラ
クター立案まで、業務の幅を広げてきました。2009 年には
今治地方観光協会から今治の PR 用キャラクターのデザイン
を依頼され、生まれたのが「バリィさん」です。ゆるキャ
ラブームに乗ったこともありますが、今治地方観光協会の

初代観光大使や愛媛県の伊予観光大使に任命され、2012 年
には「ゆるキャラグランプリ」でグランプリを獲得しました。
一方で、インターネットの普及により、印刷業界は厳し

い時代に突入しています。従来のように需要が多ければ、
それを着実にこなしていれば良かったのですが、仕事量が
減っていく中で競争力を維持していくためには、時代の変
化に合わせて柔軟に対応していかなければなりません。と
ころが、弊社のような地方の中小企業では、昔ながらの仕
事の仕方に捉われてしまう傾向があるのです。それゆえに、
営業面、製造面、経営財務面等に少なからず影響が出てい
ました。

ʕʕͲのΑ͏ͳܦҢͰೖࣾ͞Ε·͔ͨ͠ʁ
私は駅の自動改札や医療分析に使う精密小型モーターの
製造会社に勤務し、生産システム推進部の部長等を務めま
したが、自分の仕事のメドがついたこともあり、早期退職
制度を利用して退職。関東地方に31年間住んでいましたが、
もともと愛媛県出身だったので、故郷に戻ってきました。
その後、何か自分の経験が役に立つ仕事があれば貢献した
いと思っていたところ、金融機関の方とお話しする機会が
あり、プロフェッショナル人材事業を知り、人材ビジネス
事業者に登録したところ、第一印刷を紹介してもらいまし
た。

ʕʕೖࣾΛܾΊͨの͸ͲのΑ͏ͳཧ༝͔ΒͰ͔͢ʁ
最初に社長と面接した際、「経営革新プロジェクト」につ
いて聞きました。私も前職の情報システム部門でシステム
の入れ替えや新規システムの導入を経験しましたが、社長
が推進するプロジェクトでは、同じような経緯を辿ること
になるはずです。それならば、私の経験もいかせると思い

入社を決めました。

ʕʕೖࣾ͠て͔Β͸ͲのΑ͏ͳ࢓事にऔΓ૊ΜͰい·͔͢ʁ
製造部の生産管理課で部長の補佐をしています。一言に
生産管理と言っても、企業によっても人によっても認識や
定義は様々です。弊社の場合、製造の工程や情報の流れ方
が見えづらくなっていました。まずは、それを整理しなけ
ればなりません。それができて初めて、生産管理ができる
と思っていますので、力を入れています。

ʕʕޙࠓの໨ඪΛ͓ئい͠·͢ɻ
まずは、「経営革新プロジェクト」のお手伝いをしていく
ことです。製造現場で重要なのは整流化、同期化、見える
化だと思います。制作工程から出荷まで淀みなく流れてい
かないと、各工程間が上手につながらなかったり、状況が
掴めないことで、ロスや異常が発生してしまうのです。そ
れを改善することで、成功体験ができてくれば、自ずと社
内のチームワークもでき上がると思います。

͜の ù÷ 年でҹ࡮業քのٕज़ֵ৽はਐΜでいΔ
σβΠンྗをいかして生まΕたʮόϦィさΜʯ

Ұつͻとつの課題を৻ॏに解決していくλイプ

੡଄ݱ৔でॏཁなのは

代දऔక役 ੢޹ ݪଠ࿠ࢯ

ᒇ野 ਖ਼ٛࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔ਫ਼ີখ型Ϟーター੡଄会社の生産システムਪ進部で部長を務め、
情報システムの入れସえや新しいシステムのಋ入౳にܞわってお
り、工程؅理や生産؅理の経験も豊富にある。

˔ʮ経営ֵ新プロジェクトʯにも参Ճ。これまではจࣈベースの
ྉが中心だったが、グラフを用いて業੷やച上౳をൺֱ、視ࢿ
֮的にૌٻするࢿྉを作るなどして、社長の意向を分かりやす
く఻える工夫をしている。

˔社内で起こったҹ࡮トラϒルを受け、ٸۓ඼࣭Ξッププロジェ
クトの立ち上げをఏҊ。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

業ք࡮にஔかれているҹڥしい؀ݫ
ࣾ௕ब೚౰࣌かΒײػةを࣋ͬていた
業ք࡮にஔかれているҹڥしい؀ݫ

˔ ù÷øú 年にࣾ長にब೚した੢ࢯݪは、ҹ࡮業քのٕज़ֵ৽΍、Πンλー
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人͕ͨͪͨ͑ࢧΛࠎӦの԰୆ܦ ý÷ ୅Λܴ͑
࣍ੈ୅Λݟਾ͑てプロ人材の࠾༻に౿Έ੾ͬͨ

ৗ཮େཧੴࣜגձ ʢࣾἚ৓ݝʣ
事ྫ
��

૯務෦ɹӬ޾�ࢁ༤ࢯ

˔代දऔక役のֿࢯࢁは、úü 歳のएさで̐代໨のࣾ長にब೚。
当時はઌ代からۈΊΔϕςϥンࣾ員がձࣾの԰୆ࠎを支͑て
くΕていた。しかし、そうしたࣾ員たち΋ ý÷ 代にࠩしֻかり、
ੈ代ަ代がඞཁとなって͖た͜とを実ײ。さらに、次ੈ代に
いいܗでόトンを౉す͜と΋͑ߟ、経理のプロ人材を採用す
Δ͜とにした。࠾༻したプロフェッショナル人材

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール
øĀĀø 年  ݐઃ会社に就職し、ਫށ支店で経理を୲当する。
ù÷÷ø 年  ĖĈ ࢉや༧ࢉメーカーに転職。経理として決ثػ

計画を୲当。その後、経理部໳の౷合、新会社
のઃ立に൐い౦ژにҟ動。全国の支社の決ࢉに
。わるとともに、Ϛωジメントも୲当ܞ

ù÷øý 年 常཮大理ੴ᷂に入社。

˔૯務ɾ経理の୯なる世代交代だけではなく、労務面において組৫の体੍強化をਤる必要があることを確認。
˔企業からݦ在化した人材χーズはあったが、ڌ点が相ஊに৐ることによって、さらに౿み込んだプロ人材の活用方਑に

ついてٞ࿦をॏͶ、必要な人材૾をߜり込んだ。݁Ռ、企業とٻ職ऀの૒方に有ӹな採用が実現した。

ࣾɹɹɹ໊ɿৗ཮େ理ੴࣜג会ࣾ
ຊࣾॴࡏ地ɿἚ৓ݝ
ै�業�һ�਺ɿĀù ໊ʢάループؚΉʣ

企業৘ใ

年ɹɹྸɿûü ども２人ࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ ĖĈ 務ɾ会計のチームࡒメーカーの経理としてثػ

長を務める。

代දऔక役 ֿࢁ ࣏෉ࢯ

૯຿部 Ӭ޾ ࢁ༤ࢯ

౦ژのେख企業かΒの転職が
ଞのࣾһにもܹࢗとなͬている

୯਎ෝ೚を解ফして
家族との࣌ؒを૿やしたかͬた

૯຿΍経理の࢓事をすΔ上で
΋ඞཁとさΕΔのは੣実さ࠷
総務や経理の仕事をしていく上で必要なことは、誠実さ

だと思います。永山と面接した際に、その誠実さを強く
感じました。東京の大手企業に勤めていたことから、年
収はそれなりの金額でしたが、弊社では同等というわけ
にはいきません。ある程度、事前に伝えてはありましたが、
「弊社ではこの金額ぐらいしか出せません」と率直に話し
たところ、「はい。結構です」と即答してもらいました。
覚悟をしていたとはいえ、なかなかできることではない
はずです。それだけ譲歩してもらっているわけですから、
弊社としても給与以外の面で働きやすい環境を作ること
が必要です。弊社に勤めることとなると、単身赴任が解消
され、家族との時間を大切にできるとのことだったので、
それを尊重すれば、長く働いてもらうことができると感
じました。
東京の大手企業から転職して、弊社のような地方の企

業に入社してもらったことは、他の社員にとっても刺激
になったようです。また、永山は始業 30 分前には出社し、
掃除をしてくれています。キャリアがある社員が目の前
で掃除をしていれば、他の社員も見て見ぬふりはできま
せん。そういうことをとってみても、永山が入社した効
果は大きいと感じます。

ࣗ分のスキルΞップのたΊに΋
業຿に役立ͭ֨ࢿをऔって΋らいたい
永山には次世代の人々のお手本になってもらいたいと

願っています。私は全社員に対して、自分のスキルアッ
プのために資格を取ることを奨励しています。
今回、このプロフェッショナル人材事業を活用して、

素晴らしい人材と巡り会うことができました。弊社では
まだまだ人材が不足していることもあり、現在も拠点へ
の相談を続けています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は 1918 年に創立者となる祖父の梶山直治が、真弓
山寒水石の採掘をし、常陸太田市山下町で寒水石の加工、
販売、施工をはじめ、2017 年には創業 100 年を迎え、私
は４代目の社長ということになります。
経営をしていて最もエネルギーを使ったのは、弊社の屋
台骨を支えてくれてきた方々をリスペクトしつつ、新し
い風を入れることだったような気がします。というのも、
弊社の社員は優秀な人材ばかりですが、昔堅気なところ
があり、人材育成には消極的な面がありました。

しかし、現在は多くの幹部社員が 60 代に差し掛かかり、
弊社の将来のことを考え、若い世代を育てていこうとい
う空気が生まれてきました。今こそ、次世代にいい形で
バトンを渡す準備をすべき時期だと思います。ちょうど、
経理を担当してくれている社員の後継者が必要となって
きたこともあり、茨城県プロフェッショナル人材戦略拠
点と相談。プロ人材の活用方針についての踏み込んだ議
論等を経て、人材ビジネス事業者から永山の紹介を受け、
採用にこぎつけることができました。

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
建設会社に就職し、水戸支店で経理として工事現場の決

算業務に携わりました。その後、東京の本社に異動。予
算や収益の管理、さらに上司の指導のもと、有価証券報
告書の作成をしていました。一度は水戸支店に戻った後、
OA 機器メーカーに転職。決算や予算計画、外部顧問との
折衝等、総務の経理分野を幅広く扱っていました。同社
が業務効率化のもと、経理部門を東京に集めて新会社を
設立したので、私もそちらに移り、全国の支社の決算業
務に対応しながら、部下のマネジメントもしていました。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
一番の理由は単身赴任の解消です。私は茨城県水戸市の

出身で、結婚もこちらでしました。ところが、いくら東
京と水戸が近いとはいえ、単身赴任では週末しか家族と
接することができません。知らず知らずのうちに子ども
が成長していくというのは辛いものです。もっと家族と
の時間を増やしたいとの気持ちが日に日に強まりました。
また、これまで培ってきた経験をいかし、地元企業に貢
献したいという思いもあり、茨城県内での仕事を探すこ

とにしました。

ʕʕࡏݱ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ͞Εてい·͔͢ʁ
まずは、月次決算や入出金の管理をしています。私は

長く経理をしてきたので、仕事内容については大きな違
いはありません。しかし、根幹は同じでも細部は違う点
もありますので、そこは上司の教えを請いながら、勉強
しているところです。

ʕʕޙࠓの໨ඪΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
業務全体を把握した後、それをマニュアルとして作成し

て可視化したいと考えています。というのも、事業を継
続していく上で、人の出入りは必ず起こるものです。引
き継ぎをスムーズに行うことによって、業務の効率化と
ガバナンスの継続を図りたいと思います。
また、私は前職でマネジメントにも携わっていたので、

人材育成にも力を入れていきたいです。人材が育ってい
かなければ、企業の成長もありません。私の経験を少し
でもいかして、弊社の未来を担う人材を育成し、企業の
成長に貢献していきたいと思っています。

ࣾ಺にएい人をҭてΔۭؾが生まΕて͖た
ظでόトンを౉す時ܗそ次ੈ代にいい͜ࠓ

౦ژのେख企業かΒの転職が

୯਎ෝ೚を解ফして

代දऔక役 ֿࢁ ࣏෉ࢯ

Ӭ޾ ࢁ༤ࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔社会人としてのΩャリΞを一؏して経理で過ごしており、Ϛ
ωジメント業務にもܞわった経験を持つ。

˔月次決ࢉや入出ۚの؅理౳、経理全ൠを୲当している。
˔࢝業開࢝ ú÷ 分前には出社し、率先して૟আをすることで、

他の社員にܹࢗを༩えている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

ベςラϯࣾһが ý÷ ୅にಥೖ
ੈ୅ަ୅がඞཁとなͬて͖た
ベςラϯࣾһが ý÷ ୅にಥೖ
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ʮ݈҆ඒָʯのࢤΛ௥͢ٻΔͨΊに
৯඼のプロ͕৽ͨͳ૊৫ͮ͘Γに௅Ή

ʣݝձࣾϗιϠίʔϙϨʔションʢઍ༿ࣜג
事ྫ
��

੡଄ຊ෦��ຊ෦௕୅理ɹాౡ�ल༤ࢯ

˔ᰤࢠやシϡ΢Ϛイ౳のྫྷౚɾྫྷଂ৯඼を੡଄ɾൢചする同社
は、૑業 ø÷÷ 年を௒える࿝ฮメーカーとして、業界トップク
ラスの実੷をތる。૿ ऩ૿ӹが続くなど業੷も好ௐ。一方で、
長年੡଄現場を率いてきた取క役のୀ任もあり、新たなリー
ダーをٻめた。࠾༻したプロフェッショナル人材

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール
øĀþÿ 年 化ֶ඼ઐ໳঎社に入社し、営業を୲当。
øĀÿü 年  大手ೲ౾メーカーに入社。営業、人事૯務、物

ྲྀ౳を経験。
ù÷÷÷ 年  ਫށの工場に配属。以後、੡଄現場で؅理部Ϛ

ωージャー、工場長౳をྺ任。
ù÷øý 年  同社をୀ職し、同年 � 月に᷂ϗιϠίーϙレー

ションに入社。

˔成長のためには、新੡඼の開発や生産ラインのޮ率化が必要であり、੡଄現場経験豊富で඼࣭؅理の強化を୲えるプロ
人材の確อをఏҊした。

˔社長自身の問題意識を直接受け、情報؅理もపఈするなど配ྀした。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾϗιϠίーϙϨーショϯ
ຊࣾॴࡏ地ɿઍ༿ݝ
ै�業�һ�਺ɿúü÷ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿýù どもࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿ 大手ೲ౾メーカーに勤務。工場長を務めるなど৯

඼の੡଄現場で多くの経験をੵΉ。

代දऔక役ࣾ長 ࡉ୩ ޾平ࢯ

製造ຊ部 ຊ部長代理 ాౡ ल༤ࢯ

੡଄ݱ৔の඼࣭をߴめるためにも
༺࠾৔ӡ営に௕けた新たなϦーμーを޻

生ੑ࢈向্かΒ人材Ϛωδϝϯトまで
ࣗ෼のಘҙ෼໺でもうҰ౓উෛしたい

柄も重視しました。弊社には 47 のフィロソフィーがあり、
その中には「心を高める」という項目があります。上に立
つ人間ほど謙虚でなければならない。60 歳になっても自
分を変えていける――。そんな我々の価値観に共感できる
人でないと、きっと組織になじむことはできないでしょう。
しかしそうした条件を満たす人材は簡単には見つかり

ません。そこで商工会議所経由で、プロフェッショナル
人材事業を知り、相談させていただきました。千葉県プロ
フェッショナル人材戦略拠点や人材ビジネス事業者の担
当者の方々は、弊社の課題やフィロソフィーを非常によ
く理解してくれ、最も適したプロ人材を見つけるために、
奔走してくれました。今回採用した田島は、要件に全て
該当した唯一の人物です。

࣋ちલのϦーμーシップをൃشし
૊৫管理΍生産性の向上にݙߩ
弊社はアメーバ経営の手法を採用。製造部門は 6つの

チームに分かれており、それぞれ独立採算で運営されてい
ます。製造本部長代理を務める田島は、これら6つのチー
ムを統率し、人材マネジメントから生産性の向上、さらに

は食品衛生まで、幅広い業務を担ってくれています。豊富
な経験値はもちろん、真面目で誠実な人柄と、時に現場で
自ら先頭に立って体を張る姿から、部下たちの信頼も厚く、
非常に頼もしい仕事ぶりです。入社して約半年ですが、田
島が現場に入ったことで、商品不良や機械停止の回数が格
段に減るなど、生産性も明らかに向上しています。
一方で同じ食品業界とはいえ、勝手の違いに戸惑うこと

も少なくないでしょう。例えば弊社では、クレームが起きて
から原因を調査して再発防止するのではなく、何も起こっ
ていない段階で予兆になる部分を監視して取り除く“予応管
理 ”というものを行っています。また一般的に PDCA サイク
ルと呼ばれる手法も、弊社では最初にリサーチ（Research）
を行い、RPDC サイクルとして徹底。プランを立てる前に、
現状の観察・推理・分析を繰り返しています。経験豊富な
田島もこうしたやり方は初めてだったようですが、今まで経
験してきたものを一度棚上げにして、柔軟に取り入れてく
れました。こうした姿勢こそ、我々が求めていたリーダーと
しての資質なのです。今後も弊社の目標である “クレーム最
少のメーカー ”にして、“業界のトップメーカー ”の実現に
向け、大いに貢献してもらいたいと思います。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

餃子、シュウマイ、メンチカツ、春巻、小籠包等の冷凍・
冷蔵食品を製造・販売している弊社は、明治 40 年の創業
以来、一貫して肉の美味しさを追求してきました。もと
もと食肉問屋だったこともあり、肉の品質に対する目利
きやこだわりはどこにも負けません。また製造工程にお
いて、あえて手仕事を残すなど、手造りの美味しさをそ
のまま量産する技術も追求。こうして私たちの理念であ
る「安健美楽」（安全・健康・美味しい・楽しい）の思いを、
すべての商品に込めています。
メインの販売チャネルである全国の大手スーパーや、さ

らには消費者の皆様からも絶大な信頼をいただき、増収
増益基調で推移するなど、おかげさまで業績は好調です。
一方で、大きな経営課題にも直面しました。長年、製造
現場のトップを務めてきた専務が 2016 年に取締役を退任
することになったのです。社内に後継者が育っていなかっ
たこともあり、製造本部長もしくは代理を担える人材を、
新たに外部から招聘する必要に迫られました。

食඼メーΧーで経ݧをੵΜだ
マネジメントのプロを採用
我々が求めたのは、食品メーカー出身者で、かつ製造現

場で大人数をマネジメントした経験のある人材。さらに人

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
化学品専門商社で 7年間営業を務めた後、大手納豆メー

カーに入社。営業を皮切りに、人事総務、物流、購買を
経験しました。その後、生産部に異動し、３カ所の工場
で工場長を歴任。ISO9001 の立ち上げ責任者として認定に
貢献したほか、商品及び従業員の安全を最優先にした組
織づくり、クレーム撲滅活動、フードディフェンス、従
業員のモチベーション管理等、様々な取り組みを行って
きました。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
納豆メーカーで定年を迎え、その後、お客様相談室に配

属されました。会社にとって数々の部署を経験してきた私
は、最も適任だったのでしょう。しかし個人的には、得意
分野でもうひと花咲かせたいという思いがありました。衛
生面や生産性に関わる経験値、さらに工場長の職務を通じ
て得た従業員をやる気にさせるノウハウ等は、他の食品
メーカーでも十分にいかせるはず。そこで食品メーカーで
あること、また出身地であり、現在も親が暮らしている千
葉県内で働けることを条件に、転職先を探しました。そし
て登録していた人材ビジネス事業者から紹介いただいたの
が、ホソヤコーポレーションだったのです。老舗の食品

メーカーとして堅実な経営を続けている点や高い技術力な
どに大変好感を持ちましたが、何より社長の誠実でバイタ
リティのある人柄に惹かれ、入社を決断しました。

ʕʕೖࣾޙ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ୲౰͞Εてい·͔͢ʁ
現在は製造本部長代理という役職で、製造本部の 6つ

のチームを統括。時には現場に入って一緒に汗を流し、ま
た時には全体を俯瞰しながら工場運営や生産管理などを
行っています。まだ入社して日が浅いため、学ぶべきこ
とも少なくありません。従って、できるだけ現場に入り、
従業員と密にコミュニケーションを取りながら、現状把
握に努めています。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
同じ食品メーカーとはいえ、仕事の進め方も社風もまっ

たく異なるため、30 年以上染みついたものを、一度全て
リセットしました。しばらくは餃子やシュウマイについ
て学びながら、自分を変える努力をしていくつもりです。
私の役割は、クレーム最少や生産性の向上等、社長のビ
ジョンを実現させること。さらに全従業員の理念である
「安健美楽」をしっかりと形にして、会社のさらなる発展
に貢献していきたいと思います。

ʮ݈҆ඒָʯな食඼をఏڙし
お٬様にتΜでいただ͖たい

੡଄ݱ৔の඼࣭をߴめるためにも

生ੑ࢈向্かΒ人材Ϛωδϝϯトまで

代දऔక役ࣾ長 ࡉ୩ ޾平ࢯ

ాౡ ल༤ࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔大手ೲ౾メーカーで工場長౳をྺ任。工場ӡ営からै業員の
Ϟチベーション؅理まで෯広く経験した。

˔੡଄本部長代理として、੡଄本部の�つのチームを౷率。リー
ダーシップを発شしながら、人材Ϛωジメントから生産ੑの
向上、さらに৯඼Ӵ生まで、෯広い業務を୲っている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

੒௕をҡ࣋するために
外෦かΒ新たなϦーμーをটᡈ
੒௕をҡ࣋するために
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Ո଒ܦӦ͔Β൫ੴの૊৫体੍΁
૊৫ͮ͘Γのプロ͕վֵΛ実ફ

౎෎ʣژॴʢ࡞ձࣾ೔๛੡ࣜג
事ྫ
��

ઐ務औక໾ɹࠤʑ໦�༟ࢯ

˔ øĀþ÷ 年の૑業以来、ژ都をڌ点にਫ਼ີ൘ۚɾ੡؈を手ֻけ
ている同社は、� 年前には ý÷ ໊前後だったै業員数も、現
在は Ā÷ ໊以上とै業員数が約 ú÷ì も૿えるなど、企業規໛
が֦大している。同時に、長年続けてきたՈ଒経営から୤٫
し、൫ੴな組৫体੍の確立もਪ進することとなった。そこで
経営的な視点での組৫づくりと人材育成を任せられるプロ人
材を採用した。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀÿø 年  大ֶ卒業後、大手電ػメーカーに入社。半ಋ体
事業部を経て、本社人事を୲当。

øĀĀ÷ 年  ผの大手電ػメーカーに転職。主に人事全ൠを
୲当。ؔ࿈会社では૯務やίンプライΞンス業
務にもܞわる。

ù÷øü 年  同社を定年ୀ職し、ژ都に本社をஔくଠཅ光発電
ؔ࿈会社に入社。取క役として؅理部໳を୲当。

ù÷øý 年 ᷂日豊੡作ॴに入社。ઐ務取క役に就任。

˔業֦گ大によって、直ۙ５年でै業員が約 ú÷ ໊૿Ճしていることもあり、ै業員の人材ڭ育を強化することのॏ要ੑ
を説明。

˔また、社長が高ྸであることもあり、事業ঝܧをԁ׈に行う上でも、ĕĶõù を任せられるレベルの人材χーズを明確化した。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ࣾ೔๛੡࡞ॴ
ຊࣾॴࡏ地ɿژ౎෎
ै�業�һ�਺ɿĀù ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿýø どもࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ � 人
前ɹɹ職ɿ 大手電ػメーカーで長年にわたり、人事や૯務の

仕事にܞわる。

代දऔక役 നੴ ਖ਼実ࢯ

専຿औక役 ࠤʑ໦ ༟ࢯ

େख企業のϊ΢ϋ΢を活༻して
૊৫ͮくりや人材ҭ੒にݙߩして΄しい

人事中৺のΩϟϦΞを
ಌれのژ౎・ものͮくりのݱ৔でいかしたい

ノウハウをしっかりと持っている人材です。また強い組織
をつくるには、人材教育や人材マネジメントも欠かせませ
ん。したがって、適切な人員配置から、評価、教育・研修
に至るまで、人材に関わる全ての業務を任せることができ、
社員の意識改革、さらに組織全体のレベルアップを実現さ
せてくれるような人材が理想でした。
そうした中、プロフェッショナル人材事業のセミナーに

参加する機会があり、企業の成功事例を聞いて、大変興味
を持ちました。その後、京都府プロフェッショナル人材戦
略拠点にいろいろと相談させていただき、その支援を通じ
て、最初に出会ったのが、今回採用した佐々木です。実は
当初、彼の経歴を確認し、非常にハイスペックだったため、
弊社のような小さな会社にはなじむことができないのでは
ないかと思い、断りを入れたのですが、人材ビジネス事業
者の方から「是非一度会ってほしい」と言われ、内心不安
な気持ちで面接をしました。ところが実際に会ってみると、
経歴書のイメージとは異なり、物腰が柔らかく、庶民的な
雰囲気で、彼なら我々のような会社のことも理解してくれ
るに違いないと感じました。入社と同時に専務取締役に就
任してもらいました。私自身、人との出会いを何よりも大

切にしているので、これも何かのご縁だと思っています。

上に立ͭ者がมΘΕ͹
ࣾ員΋૊৫΋มΘΔと実ײ
佐々木は長年大手電機メーカーで人事を務めてきた、ま

さに人材マネジメントのエキスパートです。そのため、彼に
はまず、若手社員の指導からリーダー育成まで、人材の育
成で力を発揮してほしいと思っています。入社して間もなく、
約1か月かけて社員全員と1対1の個人面談も行ってくれ
ました。近頃は個々に勉強している社員も増えているようで、
みんなの意識が少しずつ変わってきていると感じています。
今後、佐々木に期待したいことは、大きく分けて3つあ

ります。1つ目は、中期経営計画立案や経営革新の具申な
ど経営に関わる全般のサポート。2つ目は、経営品質向上
への取組。そして 3つ目は、経営の見える化の確立です。
今まさに変革期にある弊社は、課題も少なくありません。
しかしそのような中、彼が先頭に立って、様々な取り組み
を進めてくれています。上に立つ者が変われば、社員も変
わり、ひいては会社全体のレベルも向上する――。佐々木
の働きぶりを見て、そんなことを実感しています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

1970 年の創業以来、精密板金・製缶業のエキスパート
として技術の研鑽・継承に努めてきた弊社は、設計から組
立まで一貫して受注し、高品質な製品をワンストップでお
客様にご提供しています。取り扱う製品は非常に多岐にわ
たりますが、なかでも半導体製造装置や液晶パネル製造装
置の筐体・フレーム等は、我々の得意とする分野です。
もともとは家族経営の零細企業でしたが、受注の増加に
伴い、工場を増やし、設備も増やしてきました。5年前に
は 60 名前後だった従業員数も、現在は 90 名以上と、組

織の規模は急激に拡大しています。しかしその反面、長
年続けてきた家族経営の文化はなかなか抜け切らず、組
織づくりや人材育成が思うように進みませんでした。企
業を発展させ、また存続させるためには、経営的な視点で、
盤石な組織をつくるとともに、人材育成を組織的に行え
る土壌を作っていくことが必要でした。

౎෎プロフェッショナル人材戦略拠点に相談しژ
૊৫ͮくりのエキスパートを採用
我々が求めたのは、ひと言で言えば組織づくりのプロ。

大企業の中で強い組織をつくってきた経験があり、その

ʕʕೖࣾ͢Δ·ͰのྺܦΛ͑ڭてͩ͘͞いɻ
新卒で入社した会社では、最初の 3 年間は半導体事

業に関わり、その後 6年間は本社人事を担当しました。
1990 年に大手電機メーカーに転職。以後 2015 年に定年
退職するまで、本体と営業関連会社、製造関連会社にて、
いずれも人事を中心にキャリアを築いてきました。よっ
て組織づくりや人材マネジメントの経験は人一倍豊富だ
と自負しています。

ʕʕస৬のಈػ͸ԿͰ͔͢ʁ
定年を機に京都へ移住したいと思ったのが、そもそもの

はじまりです。関西育ちの私も、若い頃は、京都などあま
り興味がありませんでしたが、年齢を重ね、いつしか京
都に憧れを持つようになりました。また、京都は素材産
業が盛んな土地であり、大企業から中小企業まで、高い
技術を誇る企業がたくさんあります。そのような土地で
一度は働いてみたいと思ったのです。そこで大手電機メー
カーを退職後、家族を千葉県に残し、単身で京都に渡る
ことを決めました。

ʕʕͳͥ೔๛੡࡞ॴ΁のస৬ΛܾΊͨのͰ͔͢ʁ
自分の経歴から、やはりものづくりをしている会社で働

きたいと思いましたが、業種や職種に関してはあまりこ
だわらず、人材ビジネス事業者に登録しました。そして
最初にご紹介いただいたのが、日豊製作所だったのです。
京都で地道にものづくりに励んでいるところ、また家族経
営から脱却し、新たな組織づくりを目指しているところ
に共感し、私の経験が少しでも役立てればと思いました。
しかしそれ以上に、私もご縁というものを大事にしてい
るので、初めから最初に声をかけてくれた会社にお世話
になろうと決めていました。

ʕʕޙࠓの՝୊΍໨ඪ͸ԿͰ͔͢ʁ
課題は少なくありませんが、課題解決に不可能はありま

せん。そういう意味で、ここは私にとって宝の山のような
ところであり、簡単ではありませんが、チャレンジしがいが
あります。転職してすぐに、1か月かけて社員全員と1人
1時間の面談を行いました。まずは一人ひとりの思いをじっ
くり聞くことができたので、今後これを組織づくりに役立て
ていきたいと思います。私はこれまで人事・総務の仕事を
通じて、「安心・安全・快適な職場環境」と「活力あふれる人・
組織」の実現を追求してきました。今後、日豊製作所がさ
らに発展・拡大していくためにも、社員の方々がより活き
活きと働けるような環境を作っていきたいと思います。

Ո଒経営から୤٫し
൫ੴな૊৫ͮくりをਪਐすΔ

େख企業のϊ΢ϋ΢を活༻して

人事中৺のΩϟϦΞを

代දऔక役 നੴ ਖ਼実ࢯ

ࢯʑ໦ ༟ࠤ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔大手電ػメーカーで人事一ےにΩャリΞをஙき、採用や人材
。育、組৫づくり౳にਚ力してきたڭ

˔現在は経営の中身や社員の現状೺Ѳに஫力。� か月かけて社
員全員と � 対 � のݸ人面ஊも実ࢪした。また中期経営計画
立Ҋ౳にも取り組み࢝めている。� 月からは、現在の当社の
最ॏ要課題である඼࣭վળに向けて、ėĹĶıĬĪĻôġČęĖ を立ち
上げਪ進中である。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

企業ن໛の֦େに߹Θͤて
൫ੴな૊৫ͮくり・人材ҭ੒をਪਐ
企業ن໛の֦େに߹Θͤて
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ಉ業ଞࣾにઌ͚ۦてਐग़ͨ͠த޻ࠃ৔
ͦの͋Δ΂͖࢟Λ໛͠ࡧてプロ人材Λ࠾༻

ʣݝࢁձؙࣾণʢ࿨Վࣜג
事ྫ
��

˔ øĀĀø 年にத国にਐग़して޻৔を設立すΔが、管理部門にؔ
しては現地で採用した߳ߓग़਎者に೚ͤていた。しかし、Ո
ఉの事情でલ೚者がୀ職。த国޻৔のマネジメントをԁ׈に
。೚者を୳す͜ととなったޙ、しײΔ人材のඞཁ性を௧͑ߦ

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール

øĀĀĀ 年 中国の日ܥ企業に就職し、現地での勤務を開࢝。
ù÷ø÷ 年  プレスՃ工会社に転職し、中国法人で؅理部໳

を任される。
ù÷øý 年  ᷂ ؙণに海外事業部次長として入社。中国工場

ʮ安ٰ๕ӫ๓੡有限ެ司ʯの経理となる。

˔中国の工場の؅理を強化する上で、経営計画の見直しや、数値؅理のॏ要ੑを認識。ซせて、中国でのற在経験豊富な
人材かつ、Ϛωジメントにਫ਼௨した人材の採用にࢸった。

ࣾɹɹɹ໊ɿࣜג会ؙࣾণ
ຊࣾॴࡏ地ɿ࿨Վݝࢁ
ै�業�һ�਺ɿࠃ಺ úþ ໊、海外ؔ࿈会ࣾ øþ÷ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿüü 成ɿಠ身ߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿ ౦ژにあるプレスՃ工の部඼メーカーの中国法人

で؅理部໳を୲当。

代දऔక役ࣾ長 ⁋ ໜ࣏ࢯ

ւ外事業部次長、ʮٰ҆๕ӫ๓製有࢘ެݶʯ経理 ా代 ོࢯߦ

中ࠃの޻৔ではۙ೥、੓࣏やڥ؀などの໰題が෾出
҆ఆした経営のためには、中ޠࠃがתೳな人材がඞཁ

までഓͬて͖た஌ࣝをࠓ
एい人たちに఻͑たい

状況でした。そうしたこともあって、彼を信頼して任せて
いたものの管理という面で課題を抱えていました。

த国ޠがתೳでマネジメントに༏Εた人材
͜ちらがٻΊΔཁૉを全てຬたしていた
そうした中、２年ほど前にその総経理が家族の病気を理

由に突然、退職。私としては、途方に暮れるしかありませ
んでした。とりあえず、別会社から出向してきている人材
が総経理を引き継いでいたのですが、それも現地には常駐
せず、月に何回か出張する形になっていたのです。これで
は、中国工場の先行きが不透明になってしまいます。そこで、
外部の企業からのアドバイスを参考にして、中国語が堪能
でマネジメントができる人材を採用しようと考えたのです。
しかし、和歌山の中小企業が独自に、中国語が堪能でし

かもマネジメントができる人材を探すと言っても、簡単な
ことではありません。そのため、和歌山県プロフェッショ
ナル人材戦略拠点の植田マネージャーに相談したのです。
すると、弊社の状況を理解して採用すべき人材像を明確化
し、人材ビジネス事業者を通じ、数名ほどリストアップされ、
こちらで面接を行って採用したのが田代でした。
まず、田代は財務・労務に携わった経験もあり、マネジ

メントもできます。しかも、長く中国に本拠を置きながら
仕事をしてきたことも魅力でした。さらに、本社所属の中
国人とスカイプをつなぎ、中国語で会話してもらったので

すが、非常に流暢で堪能だったのです。まさしく、こちら
が求める要素を全て満たしていました。

த国޻৔の҆ఆ経営のたΊに
人材ҭ成に΋大いにظ଴すΔ
実績を上げていくのはこれからになるとは思いますが、

経理や会計職にも就いていたこともあって、中国の会計法
や労働法にも精通しているので、まずは実務面に取り組ん
でもらっているところです。また、小口現金の見直しにも
着手してくれました。中国、しかも田舎である山東省あた
りでの売買は現金が主流です。それに対して、日本のよう
に手形や振り込みによる後払いにするように、契約を変え
ていく方向で進めてくれています。
弊社は同業他社よりもいち早く中国に進出しました。得

意先からも、中国に工場があるということで、品質・納期
等について安心感を持っていただいています。しかし、先
ほど申し上げました通り、中国では環境問題や人件費の高
騰という課題があるのも事実です。弊社では中国で 170 名
を雇用しています。その社員たちに安定した生活を送って
もらうことが私の望みでもありますので、田代には今後、
数値をデータ化してもらって、それを分析しながらコスト
ダウン等にもメスを入れてもらいたいです。それだけの能
力はある人材なので、大いに期待しています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社では 1991 年に中国広東省東莞市に「丸昌製衣廠」を
設立。現在は中国山東省安丘市で「安丘芳栄縫製有限公司」
として、縫製をする工場を経営しています。当初から、日
本でのノウハウを持ち込んで運営してきましたが、中国で
は人件費も高騰してきましたし、政治的な問題、環境問題
等様々な問題が噴出してきました。その中で、中国で経営
する工場のあるべき姿を検討しなければならない時期に差
し掛かっていると考えたのです。また、中国進出から 25 年
が経ち、日本から持ち込んだノウハウが今の世の中にマッ
チしているかどうかも気になっていました。
そこで、客観的に自社の問題を明らかにしたいと考え、

外部の企業に経営診断をお願いしたのです。その結果とし
て、「経営計画がしっかりできていない」とか、「数値管理
ができていない」等の問題が出てきました。それらは当然、
これから解決していかなければいけないのですが、私が最
も感銘を受けたのが、「コミュニケーションを強化する上で、
日本語と中国語が堪能な人材を登用しなさい」とのアドバ
イスだったのです。というのも、弊社の中国工場は現地で
採用した香港出身者に総経理（中国特有の役職で、事務を
統轄管理する責任者であり、日本の社長・総支配人に相当）
を任せていました。彼は非常に優秀で、弊社の創業者も信
頼していた人物です。しかし、簡単な日本語を話すことは
できますが、コミュニケーションはほとんど中国語か英語。
やはり、こちらの意図を正確に汲んでもらうことは難しい

ʕʕࠓճɺస৬͞Εͨの͸ɺԿ͕͖͔͚ͬͰ͔͢ʁ
私は 25 年間、中国に駐在して複数の日系企業で管理部門

を中心に働いてきました。前職も東京にあるプレス加工の
部品を作る会社の中国現地法人で管理・財務を担当してい
たのですが、その企業が中国の業務を大幅に縮小したので
す。私は中国国内で働くしか選択肢がないので、退職して
上海の人材ビジネス事業者に登録しました。

ʕʕస৬ΛܾΊͨཧ༝͸ԿͰ͔͢ʁ
中国からスカイプを使って面接をさせていただき、和歌

山の本社にも伺いました。そこで、辻社長が掲げる経営理
念に共感できたことが理由の一つです。また、現在の弊社
が抱える問題と照らし合わせ、私が経験してきたことがい
かせる環境でもあることから、入社を決めました。

ʕʕதࠃͰのੜ׆͸มΘΓ·͔ͨ͠ʁ
山東省は中国国内でも僻地に当たります。私が駐在して

いた上海や四川では、日本食店が至る所にありますし、食
材にしてもスーパーマーケットやファストフード店が徒歩
圏内にあるので、不自由はしませんでした。しかし、山東

省ではそうしたお店がほとんどありません。不便と言えば
不便かもしれませんが、私が中国に来た頃と同じ状況です。
すでに 25 年間も中国で生活してきているので、全く問題は
ありません。

ʕʕࡏݱ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ೚͞Εてい·͔͢ʁ
私も繊維業界は初めての経験になりますし、まだまだ勉

強中ではありますが、まずはこれまで管理部門に携わって
きたので、中国工場の経理や人事を中心に見直しを図って
いるところです。

ʕʕޙࠓ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ͠てい͖ͨいͰ͔͢ʁ
中国工場の経営に関わる会計制度や人事制度等に踏み込

み、組織として運営できるように制度を固めていくつもり
です。また、中国の工場は平均年齢が 30 代前半と若い人た
ちが多いので、人材育成にも力を入れていかなければいけ
ないと思っています。会社が発展するためには、人が育た
なければなりません。そのために、私が今まで培ってきた
知識や経験を少しでも多くの若い人たちに伝えていきたい
です。

த国ਐग़から ùü 年がա͗
ු͖ூりになった管理ػة

中ࠃの޻৔ではۙ೥、੓࣏やڥ؀などの໰題が෾出

までഓͬて͖た஌ࣝをࠓ

代දऔక役ࣾ長 ⁋ ໜ࣏ࢯ

ా代 ོࢯߦ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

˔中国でのற在経験が長く、中国ޠがת能。さらに、経理や会
計౳؅理職を長く務めたこともあり、Ϛωジメント能力にも
長けている。

˔現ۚ෷いが主ྲྀである中国でのܖ約問題や社員のڅ༩ৼり込
みにもண手。また、中国の会計法や労働法にもਫ਼௨しており、
現地に適したϚωジメントがਁಁしつつある。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

中޻ࠃ৔のকདྷをݟਾ͑、
Ϛωδϝϯトとֶޠに௕けたプロ人材のඞཁੑを௧ײ
中޻ࠃ৔のকདྷをݟਾ͑、

海外事業෦࣍௕�
同ࣾ中޻ࠃ৔ʮٰ҆๕ӫ๓੡༗࢘ެݶʯ経理ɹా୅�ོࢯߦ
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にؕͬͨԹઘ॓ػةӦܦͰࡏ഑人ෆࢧ
ओͱͳΔੈٹ๛෋ͳプロ人材͕ݧܦ

༗ݶձࣾϗςル੩ྲྀ૳ʢࣛࣇౡݝʣ
事ྫ
��

ࢯ഑人ɹࣥҹ�कࢧ

˔ཱྀؗを経営していた前社長がප気でڈࢮ。੻をܧいだ現社長
が、支配人とともに೉ہを৐り切ったが、その支配人もපに
౗れてしまう。その後、有能な支配人に८り会うことができ
ず、ù÷øü 年̐月からは社長が一人で経営を୲うことになっ
ており、ӈ࿹となる存在が必要不Մܽとなっていた。

したプロフェッショナル人材༺࠾

プロ人材を࠾༻した͖ͬかけ採用લ

プロフΟール
øĀÿú 年 ࣛࣇ島県内のϗテルに就職。
ù÷÷ý 年  同県内のϗテルに転職し、支配人を務める。ؔ

࿈会社のҿ৯店にҟ動となり、店長を務める。
ù÷÷þ 年  ஂࡒ法人が経営するϗテルに転職し、෭支配人

となる。
ù÷øû 年  法人が解ࢄしたため、ผのϗテルに転職し、支

配人を務める。
ù÷øý 年 ᷃ϗテル੩ྲྀ૳に入社。

˔取引のあるۚ༥ؔػを௨じてڌ点に相ஊがあり、支店長と共に企業๚問。企業の経営վળに向けてੵۃ的なఏҊをし、
信頼ؔ܎をߏஙした。

˔ऩӹを上げるには、現場を指شする支配人としてだけではなく、経営計画のࡦ定ɾ༧؅ࢉ理を行える人材の必要ੑをॿ
言した。

ࣾɹɹɹ໊ɿ༗ݶ会ࣾϗςル੩ྲྀ૳
ຊࣾॴࡏ地ɿࣛࣇౡݝ
ै�業�һ�਺ɿú÷ ໊

企業৘ใ

年ɹɹྸɿüù ども３人ࢠ、࠺成ɿߏɹɹɹɹɹՈ଒ࡀ
前ɹɹ職ɿϗテルで支配人を務める。

औక役ࣾ長 大ఉ ᤈཬࢯࢠ

支഑人 ࣥҹ कࢯ

෉のҨࢤをܧいでࣾ௕にब೚
経営をଓけて஌ͬたࢧ഑人のඞཁੑ

རӹを্͛ていくために
経営をࠜຊతにݟ௚していく

の大河ドラマで『篤姫』が放映されたこともあって、鹿児
島への観光客が増加。弊社の売上も伸びて経営は順調でし
た。しかし、それも束の間、リーマンショック後の不景気
や新燃岳の噴火等もあって、観光客が激減。さらに、悪い
ことは重なるもので、全面的に信頼を寄せていた支配人が
病気で亡くなってしまったのです。
その後、支配人として何人か採用しましたが、地方での
生活が合わなかったり、営業力があるということで入社し
たものの、実績が伴わないなどの理由で、皆退職してしま
いました。その結果、2015 年の４月からは支配人不在とな
り、私が経営から運営まで全てを背負うことになりました。
旅館はフロント、施設、調理場、仲居等、管理すること

がたくさんあります。私一人では、とても行き届かなくなっ
てしまったのです。そのうち、従業員から仕事量に対する
不満や金銭面の要求も出てきました。もう、私だけでは統
制を取ることができない状態になってしまったのです。

࿴に΋すがΔࢥいで
ౡ県プロフェッショナル人材戦略拠点΁ࣇࣛ
そのような時、地元の信用金庫の支店長が相談に乗って

くださり、このプロフェッショナル人材事業を紹介してく
れました。私は藁にもすがる思いで鹿児島県プロフェッショ
ナル人材戦略拠点に行きました。私の右腕として経営にも
参画してくれるような支配人を採用したいと相談したとこ

ろ、人材ビジネス事業者を通して紹介されたのが執印です。
初めて会った際には、申し訳ないですが「若い人だけど、

大丈夫かな ?」という印象でした。ところが、仕入れ価格
や従業員に対する給与等、現状について説明したところ、
忙しい中で疎かになっていた予算作成や仕入れ価格の見直
し等、問題点を洗い出して、一つひとつに対して改善点を
提案してくれたのです。

従業員とίミϡχέーションをऔり
୹いؒظで不ຬをղফしていった
入社後、支配人として本格的に働いてもらっていますが、

それまで不満を募らせていた従業員と仕事をしながらコ
ミュニケーションを取り、じっくりと話を聞いてくれたこ
ともあって、徐々に不満も沈静化しています。また、フロ
ントの手伝いだけではなく、人手が足りない際には布団の
上げ下げまで、きめ細かく動いてくれました。それもあっ
て、職場の雰囲気は良くなり、私は精神的にも余裕ができ
て、とても感謝しています。短い期間で、これだけの成果
を上げることができるとは、本当に驚きました。
今後、私はお客様が満足してくださるような旅館経営を

していかなければなりません。それには、執印が問題点とし
て挙げている予算づくりや仕入れ価格の見直し等、経営改
善が必要です。支配人として現場の管理はもちろんですが、
経営面でも私の右腕となってもらいたいと願っています。

企業୲౰ऀの声

プロ人材の声

弊社は鹿児島県の霧島温泉郷で『霧島もみじ谷	静流荘』
という温泉宿を経営しています。現在は私が代表取締役を
務めていますが、もともとは私の主人が経営者でした。と
ころが、15 年ほど前に主人が病気で倒れてしまったので
す。それまで、私も専務として関わってはいましたが、経
営については全て主人任せでした。そのため、私は途方に
暮れるほかなかったのですが、主人の仲間が鹿児島でも３
本の指に入る支配人を紹介してくれたこともあり、何とか
経営を続けることができました。しばらくして、主人が亡
くなった際に旅館を畳もうかと思いましたが、その支配人

から「これまで、お付き合いのあったお客様はどうするの
ですか ?それに、これまで付いてきてくれた従業員のこと
も考えなければいけないですよ」と言われ、社長として、
主人の遺志を継いで経営を続けていくことにしました。

Ұ時はيಓに৐った経営΋
不ৼにؕり従業員から不ຬの੠΋
当館の存続のために、私は支配人と相談して団体客をメ

インに扱う旅館から、家族やカップルを対象とした温泉宿
にすることにし、各部屋に露天風呂や足湯、寝湯を設ける
ように改築。さらに、敷地内にもみじも植えて、アピール
ポイントにすることにしました。また、2008 年には NHK

ʕʕస৬લ͸ͲのΑ͏ͳ࢓事Λ͞Εてい·͔ͨ͠ʁ
ホテルに 24 年間、勤務していた中で、営業、経理、事

務を担当していました。その後、支配人として別のホテル
に転職。一時は、系列会社の飲食店で店長をしていたこと
もありますが、私はホテル業界でこそ、自分の能力が発揮
できると思っていますので、別のホテルに移って副支配人、
支配人を務めていました。

ʕʕస৬のཧ༝͸ԿͰ͔͢ʁ
前職ではホテルの新規事業計画があるということだった

ので、私の経験をいかすことができると思って飛び込んだ
のですが、その計画が頓挫。新規事業に関わることができ
ないならば、新しいことにチャレンジしたいと思い、人材
ビジネス事業者に登録しました。

ʕʕ੩ྲྀ૳Λ঺հ͞Εͨࡍのҹ৅͸い͔͕Ͱ͔ͨ͠ʁ
　実際に話を聞いてみると、予算を作っていないとのこ
とでした。私のこれまでの経験を踏まえれば、予算がな
い事業等成り立つはずがないと思います。そこで、私は
経理の経験もありましたので、予算作成のお手伝いもで
きることを伝えました。

ʕʕ実ࡍにɺೖࣾ͠てΈてい͔͕Ͱ͔ͨ͠ʁ
まず、従業員の数が不足していることが、大きな問題で

した。私は経営改善に重きを置きたかったのですが、それ
を先送りして、従業員の一人として動かざるを得ない状況
だったのです。ただし、頭ごなしに指示ばかりしていても、
自分自身が先頭に立って動かなければ、本当の信頼を得る
ことができないと思います。そういう意味では、各スタッ
フと一緒に働いてコミュニケーションを取ることができた
のは幸いでした。

ʕʕܦӦվળに͚޲てɺͲのΑ͏ͳࡦࢪΛ͑ߟてい·͔͢ʁ
売上はしっかり確保していて、お客様からも高い評価を

いただいているのに、利益が上がらないということは、経
営面に問題があると思います。まずは、業者の洗い直し、
仕入れ単価の見直しを進めていく予定です。その他、予約
の取り方についても検討しています。現在はインターネッ
ト社会であるにも関わらず、弊社ではまだ旅行業者のため
に部屋を確保している割合が高い状態です。その数を少し
ずつ減らしていき、インターネットを通じて独自で予約を
取る形に移行していきたいと思います。

øü 年લにલࣾ長の෉がࢮٸ
Ұ時はཱྀؗを৞Ή͜と΋͑ߟた

෉のҨࢤをܧいでࣾ௕にब೚

རӹを্͛ていくために

औక役ࣾ長 大ఉ ᤈཬࢯࢠ

ࣥҹ कࢯ

プロ人材࠾༻によりಘΒれたޮՌ

。島県内のෳ数のϗテルに勤め、支配人や෭支配人を経験ࣇࣛ˔
営業や経理にもਫ਼௨している。

˔人手不଍の状گが続いているため、フロント業務を中心に、
他のै業員の手఻いをするなどしながら、ੵۃ的にίミϡχ
έーションを取ることで、それまでै業員が募らせていた不
ຬを解ফしていった。また、༧ࢉ౳の経営にؔわる課題のચ
い出しやそのվળఏҊを進めている。

採用ޙ

ͲΜなプロ人材を採用ʁ

プロ人材の׆༂ঢ়گ

等ݴ఺かΒのॿڌ

経営をશて୲ͬていたલࣾ௕がࢮٸ
がෆՄܽにࡏ഑人もපに౗れ、ӈ࿹となるଘࢧ
経営をશて୲ͬていたલࣾ௕がࢮٸ
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7

ミッション

プロフェッショナル人材の
家族の理解、同僚の声ＣＯＬＵＭＮ

入社後のプロ人材による、事業にؔするط存ࢿྉのධ価や
今後の方਑౳具体的な行動計画を立て、取り組んでいく仕事
ぶりには、信じられないスϐーυ感と行動力を感じております。
これがೋ十数年、数十か国で活躍した人材の力かと思うところ
です。また、過ڈのΩャリΞにּにணることなく、ݸ人レベルで
進めること、チームで取り組Ήこと、会社の指ࣔをڼぐことを、
それͧれをわきまえ、一緒に仕事した期間はまだたいへん୹い
ですが、信頼ؔ܎の中、事業はண実に前進しております。そし
て現在ではίンサルタントに頼ることなく୯ಠで事業展開を行
えるڥ؀が੔いつつあります。本件プロジェクトがيಓに৐る
まで最௿２ɼ３年を要すると思います。現在の弊社にとってプロ
人材の力はかかせないものであり、これをػに彼の持つϊ΢ϋ
΢や経験をもって海外事業にܞわる人材育成を一緒に取り組
んでまいりたいと考えています。

（岡ࢁ県 プロ人材の同僚より）

üþ࠽で早期ୀ職をر๬し、転職を決அしたのは娘の大ֶ入
だけでも心配事が多い中で転職はՈ଒にࢼのਅっ最中。入ࢼ
とっても本人にとってもとてつもなく不安でリスクの大きいも
のでした。Ոのローン、ڙࢠのֶඅ、毎月の生活අ౳どれだけ
のऩ入が必要になるのか何度も話し合いました。

このままୀ職せずにいた方が良いのではないかとも考え、
不安を感じていました。ですが、何よりも;るさとܗࢁで働き
たいと、強くئっていたので、ܗࢁに戻り࠶出発する事を決め
ました。

しかし、応募したいٻ人があっても年ྩ対৅外。面接までこ
ぎつけるのは೉しいようでした。ʮほんとうに大ৎ夫ʁʯʮいつ
頃就職できそうʁʯと、つい不安になり聞いてしまう事も多く
なっていましたが、その度にʮ大ৎ夫、想定内だ、３か月以内に
は決まるよʯとམちணいた返౴に心強くも、不安を感じていま
した。本当は本人が一൪不安だったのではないでしΐうか。

本人のਫ਼力的な就職活動の݁Ռ、考えていた以上の好条件
で現在の会社に縁あって就職することが出来ました。本当にう
れしく思います。

転職にあたり、いろいろな方々からΞυバイスを頂き、お世
話になりました。今回、転職はՈ଒一ؙとなって取り組まなけ
ればいけないと言う事を強く感じました。

（県 プロ人材の奥様よりܗࢁ）

この度、主人は縁あってࢁས県都留市の観光プロσϡー
サーにै事することになりました。

大ֶ時代のఴ৐員のΞルバイトに࢝まり、これまでなんらか
のܗで観光の世界で働いております。

ཱྀ行は非日常です。ී ஈの生活から離れ、見知ら͵土地へ行
く。その土地には、自分の目で見たい物やܠ৭があり、体験した
いことがある。土地ならではの৯΂たいྉ理があり、一度はധ
まってみたいԹઘ॓があったりする。目的地にணいた時は、こ
れから経験する全てのことへのָしみでいっͺいです。

しかし、これらのָしみは全て、その土地の人との出会いで
良い思い出にもѱい思い出にもなります。接し方が良ければま
た来たい、ѱければもう来なくていいと思うかもしれない。݁ ہ
は、土地の人との交ྲྀが最高の思い出になると思っています。

今までཱྀ先にお٬様を࿈れて行くଆが多かった主人なので、
どうすればお٬様に喜んでもらえるか様々な場面で知ってるは
ずです。そういったことをいかし、都留市にたくさんの人が๚
れ、また来たいと思えるような֗にする΂く、地ݩの人々と共に
ೲಘできる仕事ができればいいと心から思っております。

（ས県 プロ人材の奥様よりࢁ）

プロ人材と言うڹきで、࢝ めから部長職で入社してくる人はど
んな人だろうと、入社前から大変期待しておりました。ୈ一ҹ৅
は、ਖ਼直ාそうな感じがありましたが、実ࡍ、会話をしてみると、
大変親身になって相ஊにのって頂いており、今までの知識と経
験から、Ӷい目ઢで解決ࡦをఏࣔ頂き、毎日がษ強になります。

また、झ味として݋ಓ、ډ合を今も現役で行っていることもき
いており、ެ 私のバランスが、仕事のॆ実につながっている事も
。になりましたܹࢗえられ、大変ڭ

今後、弊社にはແかった、新しい考え方から、会社の発展に共
にาみたいと思っております。

（県 プロ人材の同僚よりܗࢁ）

ୈ一ҹ৅௨り明るく૘やかで、୭とでもすぐଧち解けるなど
ίミϡχέーション能力が非常に高く、年代や部署を௒えた職
場の交ྲྀが活発になりました。また、地ݩѪがとても強く、出身
地（岡ࢁ）のັ力を発信する姿にӨڹされ、ௗ取の良さをվめ
て見直す社員が૿えています。最ۙは社内ĚĕĚなどをར用して
地域観光情報など交׵しています。

特に仕事に取組Ή姿は情熱的で、何事も前向きに取り組み、
どんなことでも自らඈび込んで行くなど行動力もあり、周囲も
感化され職場全体がさらに活ੑ化してきました。今はए手社員
のܑو的な存在でもあり、୭もが安心して頼れる存在ですʂ

（ௗ取県 プロ人材の同僚より）

プロ人材のֶޠ力は、本人も自ෛしておりますが、今後の業
務展開に大きな力となります。また彼のੑ֨はおおらかで、相
手に受け入れられやすく、これはまさに豊富な海外経験で培わ
れたものだと感じています。ちなみに社内のঁੑスタッフに
も、好感をもって受け入れられています。

これまで、営業部としては、業務݉任の๩しさから、行き当
たりの対応しか出来ていませんでした。しかし、彼の入社で、こ
れまで対応の行きಧかなかったお٬様と信頼ؔ܎をஙくことも
でき、彼には即ઓ力として期待をしています。

（ෞ県 プロ人材の同僚よりذ）

最ॳ夫から転職の話を聞きඒೱՃໜ市に住Ή事を聞いたときは
非常に驚きました。というのは、ඒೱՃໜ市のことを聞いたこと
がなかったのと、もっともۙい場ॴではਸ਼࿘の化ੴത物ؗにΨー
ルスカ΢トの活動で行ったことがあるだけでした。いずれにしても、
私はすぐにこの転職が夫にとって良いػ会であること、そして会
社、転職先の企業も彼の面౗を非常によく見てくださることがす
ぐにわかりました。夫は今までずっと໊ݹ԰市ۙ߫に住んでいまし
たが、すぐにඒೱՃໜにもなじみました。彼のΞύートのۙくにυ
ラッグストΞ౳ศརな場ॴがたくさんありますし、職場まではาい
て̍分の離ʂ今までは電車または車で̍時間以上だったҝ、職
場のۙくというのは大変にศརです。ࢁがۙくにあるというこ
とでߚ葉もָしめそうですし、ඒೱՃໜでの新たな生活の中
でقઅの移り変わりをみるのは非常にָしみな事でもあります。

（ෞ県 プロ人材の奥様よりذ）

仕事に対する取り組み方、年ྸࠩがあるけれども分からな
いことはੵۃ的に࣭問するところ、そして自分から進んで仕事
に取り組もうとする姿勢に感心しました。また、どんな仕事をґ
頼しても、ݏなإをせず引き受けてくれるので、どんどん仕事
を任せ、彼のやる気を日々感じています。

後ഐに༏लな人材が入ってきたことで、自分自身の意識も
変化しています。以前は、会ٞなど、あまりੵۃ的に参Ճしよう
としていませんでしたが、最ۙでは参Ճするようになり、੹任
感が૿してきました。݁ Ռとして、自分にとっては、とてもいい
。になっていると思いますܹࢗ

また、営業については、自分が本来の業務にՃえて୲当して
いました。しかし彼が営業として入社してくれたことで、これか
らは任せることができ、本来の業務に集中できるようになりま
す。頼れる人材が૿えたことで、今後の仕事がよりԁ׈に進Ή
ことと思います。また彼は、一緒にڠ力して仕事をしていきた
いと思える人柄です。

（ෞ県 プロ人材の同僚よりذ）

ù÷øü年�月にそれまでタイで仕事をしていた夫が帰国しまし
た。গしർれたとかで�か月くらいぶらぶらしておりましたが、生
来のශ๡ੑなのか中খ企業の支援をする事になったとかで外
出が多くなり、そして外国にも出かける様になりました。

それでも、適当な仕事はโけなくて良いだろうという感じで見
ていましたが、年が変わるとஈ々と本֨的になり、ù÷øý年�月に
は現在の会社にお世話になる事が決まったと言います。まさかýû
就職はと思う気持ちと、ú÷年前に言われた言葉ですがʮ௾࠶でࡀ
主ݩ気で留कが良いʯ状ଶは׻迎す΂き事であり、特に൓対はし
ませんでした。

そのうちにසൟに海外౉ߤをするようになり、現在にࢸって
おります。好きなだけ働けばと思っております。今は働きたくと
も働けない人が多い中で޾せな人間だと思います。

しかし、一次定年、ೋ次定年迎えた事でʮएऀはもっと௅ઓ的
に、高ྸऀはもっとڏݠにʯを๨れない様にとఝはさしておりま
すが、Ռたしてྭ行しているやら心配です。

（岡ࢁ県 プロ人材の奥様より）

仕事とは自分のスΩルをいかせ、自身がೲಘして取り組める
ことが何よりと考えています。主人がやりたい仕事に転職する
ならそれに応じてՈ଒の生活を合わせていけば良いと思いま
した。そのため、今回の主人の転職については൓対しませんで
した。

ただ、年ྸやΩャリΞɾスΩルをੵめばੵΉほど๬Ή仕事に
就く間ޱは狭くなり転職は೉しくなりますし、また、就職して๬
まれる݁Ռに応えるプレッシャーも大きいです。それは主人が
一൪わかっていることだろうし、その上で決めたなら応援しよ
うと考えていました。転職が決まったときは、安ṉしたととも
に、それに൐う生活の変化など不安は確かにありました。

今、頑張っている主人を見ると、これで良かったんだなと感
じています。これからも、この転職が良い݁Ռにつながるよう
Ո଒として応援していきたいです。

（広島県 プロ人材の奥様より）

お世ࣙൈきに༏लな人材が入ってくれて本当に良かったと
思います。システム開発の仕事となるとオンラインでの作業が
できるようになったとはいえ、お٬様とのଧち合わせはいまだ
に必要な部分があり、やはり౦ژや大ࡕ౳の大都市での仕事
が多いのが現状です。それに൐いシステム開発の人材も大都
市にはいるが地方になるほど人材が確อしにくい現実があり
ます。そんな中彼は経験もਃし分なく実ࡍに作業していただい
ても十分に能力を発شしていただいています。

弊社としては今現在組৫力を強化しているところですの
で、彼のϊ΢ϋ΢をこの組৫力の強化に十分にいかしていける
と実感しているところです。

（ॏ県 プロ人材の同僚よりࡾ） 入社前は、業務の中に୲当ऀが不明確であり、またどのように
行えばよいのかわからないようなものがありました。また、非ޮ率
な作業をしていましたが、どのようにվળする΂きかվળの方法
がわからず仕方なく今までのやり方で行っているものがありまし
た。

入社後は、各୲当ऀの୲当業務の明確化やそれに൐った指ಋ
を行ってもらい、各作業の意ٛや目的が明確になり、Ϟチベー
ション高く業務に当たれるようになりました。

また、業務のվળについてもご自身がこれまで経験された体
験から、当社に合ったよりよいվળࡦをఏҊɾ実行してもらいまし
た。その݁Ռ、作業時間୹ॖ化と業務の明確化、そしてより良い
成Ռを上げることができるようになりました。

（広島県 プロ人材の同僚より）

プロフェッショナル人材は、海外での勤務経験等、多様な経験をいかして、地域の中堅・中小企業で経営課題の解決
に向けて活躍しています。しかし、プロフェッショナル人材にも、仕事だけではなくそれぞれのプライベートや家庭で
の生活があり、転職先企業での新しい同僚たちとの出会いがあります。では、プロフェッショナル人材の家族や新たな
同僚たちは、地域の企業への転職についてどのように受け止めているのでしょうか。
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プロフェッショナル人材の
家族の理解、同僚の声ＣＯＬＵＭＮ

入社後のプロ人材による、事業にؔするط存ࢿྉのධ価や
今後の方਑౳具体的な行動計画を立て、取り組んでいく仕事
ぶりには、信じられないスϐーυ感と行動力を感じております。
これがೋ十数年、数十か国で活躍した人材の力かと思うところ
です。また、過ڈのΩャリΞにּにணることなく、ݸ人レベルで
進めること、チームで取り組Ήこと、会社の指ࣔをڼぐことを、
それͧれをわきまえ、一緒に仕事した期間はまだたいへん୹い
ですが、信頼ؔ܎の中、事業はண実に前進しております。そし
て現在ではίンサルタントに頼ることなく୯ಠで事業展開を行
えるڥ؀が੔いつつあります。本件プロジェクトがيಓに৐る
まで最௿２ɼ３年を要すると思います。現在の弊社にとってプロ
人材の力はかかせないものであり、これをػに彼の持つϊ΢ϋ
΢や経験をもって海外事業にܞわる人材育成を一緒に取り組
んでまいりたいと考えています。

（岡ࢁ県 プロ人材の同僚より）

üþ࠽で早期ୀ職をر๬し、転職を決அしたのは娘の大ֶ入
だけでも心配事が多い中で転職はՈ଒にࢼのਅっ最中。入ࢼ
とっても本人にとってもとてつもなく不安でリスクの大きいも
のでした。Ոのローン、ڙࢠのֶඅ、毎月の生活අ౳どれだけ
のऩ入が必要になるのか何度も話し合いました。
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不安を感じていました。ですが、何よりも;るさとܗࢁで働き
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本人のਫ਼力的な就職活動の݁Ռ、考えていた以上の好条件
で現在の会社に縁あって就職することが出来ました。本当にう
れしく思います。

転職にあたり、いろいろな方々からΞυバイスを頂き、お世
話になりました。今回、転職はՈ଒一ؙとなって取り組まなけ
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。になりましたܹࢗえられ、大変ڭ

今後、弊社にはແかった、新しい考え方から、会社の発展に共
にาみたいと思っております。

（県 プロ人材の同僚よりܗࢁ）

ୈ一ҹ৅௨り明るく૘やかで、୭とでもすぐଧち解けるなど
ίミϡχέーション能力が非常に高く、年代や部署を௒えた職
場の交ྲྀが活発になりました。また、地ݩѪがとても強く、出身
地（岡ࢁ）のັ力を発信する姿にӨڹされ、ௗ取の良さをվめ
て見直す社員が૿えています。最ۙは社内ĚĕĚなどをར用して
地域観光情報など交׵しています。

特に仕事に取組Ή姿は情熱的で、何事も前向きに取り組み、
どんなことでも自らඈび込んで行くなど行動力もあり、周囲も
感化され職場全体がさらに活ੑ化してきました。今はए手社員
のܑو的な存在でもあり、୭もが安心して頼れる存在ですʂ

（ௗ取県 プロ人材の同僚より）

プロ人材のֶޠ力は、本人も自ෛしておりますが、今後の業
務展開に大きな力となります。また彼のੑ֨はおおらかで、相
手に受け入れられやすく、これはまさに豊富な海外経験で培わ
れたものだと感じています。ちなみに社内のঁੑスタッフに
も、好感をもって受け入れられています。

これまで、営業部としては、業務݉任の๩しさから、行き当
たりの対応しか出来ていませんでした。しかし、彼の入社で、こ
れまで対応の行きಧかなかったお٬様と信頼ؔ܎をஙくことも
でき、彼には即ઓ力として期待をしています。

（ෞ県 プロ人材の同僚よりذ）

最ॳ夫から転職の話を聞きඒೱՃໜ市に住Ή事を聞いたときは
非常に驚きました。というのは、ඒೱՃໜ市のことを聞いたこと
がなかったのと、もっともۙい場ॴではਸ਼࿘の化ੴത物ؗにΨー
ルスカ΢トの活動で行ったことがあるだけでした。いずれにしても、
私はすぐにこの転職が夫にとって良いػ会であること、そして会
社、転職先の企業も彼の面౗を非常によく見てくださることがす
ぐにわかりました。夫は今までずっと໊ݹ԰市ۙ߫に住んでいまし
たが、すぐにඒೱՃໜにもなじみました。彼のΞύートのۙくにυ
ラッグストΞ౳ศརな場ॴがたくさんありますし、職場まではาい
て̍分の離ʂ今までは電車または車で̍時間以上だったҝ、職
場のۙくというのは大変にศརです。ࢁがۙくにあるというこ
とでߚ葉もָしめそうですし、ඒೱՃໜでの新たな生活の中
でقઅの移り変わりをみるのは非常にָしみな事でもあります。

（ෞ県 プロ人材の奥様よりذ）

仕事に対する取り組み方、年ྸࠩがあるけれども分からな
いことはੵۃ的に࣭問するところ、そして自分から進んで仕事
に取り組もうとする姿勢に感心しました。また、どんな仕事をґ
頼しても、ݏなإをせず引き受けてくれるので、どんどん仕事
を任せ、彼のやる気を日々感じています。

後ഐに༏लな人材が入ってきたことで、自分自身の意識も
変化しています。以前は、会ٞなど、あまりੵۃ的に参Ճしよう
としていませんでしたが、最ۙでは参Ճするようになり、੹任
感が૿してきました。݁ Ռとして、自分にとっては、とてもいい
。になっていると思いますܹࢗ

また、営業については、自分が本来の業務にՃえて୲当して
いました。しかし彼が営業として入社してくれたことで、これか
らは任せることができ、本来の業務に集中できるようになりま
す。頼れる人材が૿えたことで、今後の仕事がよりԁ׈に進Ή
ことと思います。また彼は、一緒にڠ力して仕事をしていきた
いと思える人柄です。

（ෞ県 プロ人材の同僚よりذ）

ù÷øü年�月にそれまでタイで仕事をしていた夫が帰国しまし
た。গしർれたとかで�か月くらいぶらぶらしておりましたが、生
来のශ๡ੑなのか中খ企業の支援をする事になったとかで外
出が多くなり、そして外国にも出かける様になりました。

それでも、適当な仕事はโけなくて良いだろうという感じで見
ていましたが、年が変わるとஈ々と本֨的になり、ù÷øý年�月に
は現在の会社にお世話になる事が決まったと言います。まさかýû
就職はと思う気持ちと、ú÷年前に言われた言葉ですがʮ௾࠶でࡀ
主ݩ気で留कが良いʯ状ଶは׻迎す΂き事であり、特に൓対はし
ませんでした。

そのうちにසൟに海外౉ߤをするようになり、現在にࢸって
おります。好きなだけ働けばと思っております。今は働きたくと
も働けない人が多い中で޾せな人間だと思います。

しかし、一次定年、ೋ次定年迎えた事でʮएऀはもっと௅ઓ的
に、高ྸऀはもっとڏݠにʯを๨れない様にとఝはさしておりま
すが、Ռたしてྭ行しているやら心配です。

（岡ࢁ県 プロ人材の奥様より）

仕事とは自分のスΩルをいかせ、自身がೲಘして取り組める
ことが何よりと考えています。主人がやりたい仕事に転職する
ならそれに応じてՈ଒の生活を合わせていけば良いと思いま
した。そのため、今回の主人の転職については൓対しませんで
した。

ただ、年ྸやΩャリΞɾスΩルをੵめばੵΉほど๬Ή仕事に
就く間ޱは狭くなり転職は೉しくなりますし、また、就職して๬
まれる݁Ռに応えるプレッシャーも大きいです。それは主人が
一൪わかっていることだろうし、その上で決めたなら応援しよ
うと考えていました。転職が決まったときは、安ṉしたととも
に、それに൐う生活の変化など不安は確かにありました。

今、頑張っている主人を見ると、これで良かったんだなと感
じています。これからも、この転職が良い݁Ռにつながるよう
Ո଒として応援していきたいです。

（広島県 プロ人材の奥様より）

お世ࣙൈきに༏लな人材が入ってくれて本当に良かったと
思います。システム開発の仕事となるとオンラインでの作業が
できるようになったとはいえ、お٬様とのଧち合わせはいまだ
に必要な部分があり、やはり౦ژや大ࡕ౳の大都市での仕事
が多いのが現状です。それに൐いシステム開発の人材も大都
市にはいるが地方になるほど人材が確อしにくい現実があり
ます。そんな中彼は経験もਃし分なく実ࡍに作業していただい
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プロフェッショナル人材
戦略拠点についてⅢ

現在、全国でプロフェッショナル人材戦略拠点が立ち上がっており、地域企業
の想いの実現を支援しています。次頁からは、各拠点のマネージャーのプロ
フィールと地域企業の経営者の皆様に向けたメッセージをご紹介いたします。
まずはあなたの地域のプロフェッショナル人材戦略拠点にご相談ください！

Ո଒の理ղ、ಉ྅の੠Ո଒の理ղ、ಉ྅の੠ＣＯＬＵＭＮ

今回、主人の出向の話を聞いたのは、今年の一月でした。
出向が決まるまで、いろんな意味で本人も相当悩んでいたと
思います。

ようやく出向が決まった時は、本当に良い会社に縁があっ
て良かったと互いに喜んだものです。主人は今の会社に入社
したばかりですが、今まで経験してきた大企業での経験がい
かせるし、お役に立てたら良いと強く思います。

今回、福岡県柳川市の会社に出向が決まったと聞いた時、
大変驚き、まさか私の故郷、観光都市柳川にこのような会社
があることを知りませんでした。今は、慣れるまで苦労するか
と思いますが、主人は持ち前の明るさと前向きな考え方を
持っておりますので、いつかお役に立てると信じております。

もしかしたら、自分の喜びよりも会社の皆様方のご苦労を前
にして、悲喜こもごもな毎日を送るかもしれません。そんな時、
自分自身に自信を持ち根気よく、一つひとつ課題解決をして
いく主人を見れると信じております。陰ながら支えたいと思い
ます。と言いますのも、、、娘の高校時代以来ではごさいます
が、その主人の力となる、お弁当も毎日早起きして作り支えて
参りたいと決心しました。本当は、お弁当づくりは卒業してい
たのですが、主人と共に頑張りたいと心に誓ったものです。

会社の皆様に喜んで頂くことを本当に期待しています。
（福岡県 プロ人材の奥様より）

主人が定年を迎え、新しい部署に配属されて、それなりに頑
張っているようでしたが、３０数年の経験を最大限いかせる部
署と感じていなかったようでした。一方、今までお世話になった
会社への恩返しという意味では、新しい部署が適任だったのか
もしれませんが、その狭間でずいぶん悩んでいたようでした。
しかし、人生も折り返し地点を過ぎ、受け入れて頂ける会社があ
れば思い切って変わってみればと私も応援しました。

主人も私も千葉県育ちで、親も千葉県で暮らしている事か
ら、勤務地はまたとない好条件でした。茨城県の住まいから
も車で２時間ほどですし、何かあればすぐに戻れる距離なの
で全く心配しておりません。ただ、お互いに還暦を過ぎてお
りますので、毎晩安否確認の電話だけは入れております。

（千葉県 プロ人材の奥様より）

面接時に弊社の現状と今後の展開、仕事に対するプロ
フェッショナルとしての姿勢について率直な意見を交わして
共鳴してくれた人物です。その経験と価値観は、社内に新し
い風を吹き込み、特にベテラン社員の変化を感じ、大変うれ
しく思っております。

今後も特に労働集約型のサービス業特有の経営課題も想
定される中で、彼の経験に基づく活躍は、フランチャイズ事
業だけに留まらず弊社の事業全体における柱となってくれる
事を期待しております。

（長野県 プロ人材の上司より）

どのように迎え入れ、どのように現場の仕事を説明したら
よいのか、また、入社時期は次年度計画を立てるタイミング
であり、これまたどう計画書を作成したらよいものかと悩ん
でおりました。しかし、やはり大手企業での多年に亘る経験と
自らの持ち合わせている人柄でもって、あっと言う間に周囲
に溶け込みました。そのため、仕事の説明は各工程リーダー
も交えてスムーズに進み、次年度計画書は昨年の計画書を
参考にし、今までの雰囲気も残しつつ、新規取組課題を組み
込んだ仕上がりとなりました。具体的指標と取組課題および
生産能力課題シート作成は、今まで培ってきた手法を上手く
取り入れたもので、今後の良い手本となりました。生産部は
他の部署とはどうしても疎遠になりがちですが、必要とする
情報や聞きたい事柄を即入手し、また、その時々の疑問を即
解決に繋げる行動力はすばらしいものを感じます。また、取
組課題に対して絶えず目を向け声を発する事により、部下が
目標に対して達成意欲と報告意識が強まってきたように感じ
ます。更に５０ヶ国にものぼる世界各国での豊富な経験と、グ
ローバルな視野の広さを持ち、大変頼もしい存在です。今後
の社命である海外競合メーカーに勝つ意欲を十分に持ち合
わせていることから、共に目を向けて会社に貢献したいとい
う気も起こさせてくれる存在です。

（徳島県 プロ人材の同僚より）

夫の転職前より転職先企業が県内でチェーン展開してい
るクオリティの高い信州蕎麦のお店があることは知っていま
したので、チャレンジしたいという本人の気持ちは理解でき
ました。また、そこで成功したいという本人の強い熱意に思
わず賛同してしまったといった感じでした。

松本や安曇野といった地域は常日頃から観光で親しんで
来たということもありあこがれの土地でしたし、いつかは移
住してみたいと思っていました。まだ、引越してきてから間も
ないのであまり実感はありませんがこれからの松本での生活
にワクワクしています。

（長野県 プロ人材の奥様より）

徳島での夫の就職は半ばあきらめていましたが、現在の会
社の採用募集があり、私も応援致しました。これまで、夫と一
緒に海外も含めずっと転勤を続けてきましたが、最後は徳島
に戻って生活するであろうと考えていた事が思っていたより
早く実現したことに、非常に喜んでいます。しかし、夫のこれ
までの経験とは全く違う業界で、本当にやっていけるのかと
いうのが不安でしたし、今も一抹の不安があるというのが、
本音です。いずれにしても、夫も自分も徳島出身で、今もまだ
両方の母親が健在な時に帰って来れたことには感謝の言葉
しかなく、会社のために頑張ってほしいという思いだけです。

（徳島県 プロ人材の奥様より）
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北海道プロフェッショナル人材センターで
は、潜在的成長力の高い道内企業の成長戦略を
実現するため、プロ人材の活用を促し、採用を
サポートしています。
広い北海道ですが、地方企業へも訪問し、対

話を通じて「攻めの経営」を後押しします。	
「攻めの経営」に意欲ある経営者の皆様、当
拠点までお気軽にご相談下さい。

北海道は日本の最北に位置し、広大な土地、冷涼な気候、資源の豊富さといった特性があります。
北海道ならではの特性をいかした産業分野（食や観光）のポテンシャルは高く、潜在的な地域資源
が豊富にあると考えられます。さらに「ものづくり」「バイオ」「IT」等の産業間連携を強化することで、
より「高付加価値」を生み出し「稼ぐ力」を引き出すことが課題となっています。
北海道プロフェッショナル人材センターは、このような地域特性や産業特性も踏まえ、拠点活動

に取り組んでいます。しかし、北海道は広く、さらに道内の地域ごとに特性が異なるため、各関係
機関との連携が拠点活動において不可欠となっています。具体的には行政機関、地域金融機関、業
界団体、地域の経済団体等と連携しながら、拠点活動の情報発信、さらに地域の成長力の高い企業
の発掘等につなげています。

๺ւಓプロフェッショナル人材ηンλʔについて
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ུ ྺ

���� 年生まれ
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ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ道内の主要企業に関する知識
営業面での押しの強さ
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音楽鑑賞

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ有言実行
誠心誠意

ງɹರࢤ
ほりɹあつし

私たちが応援します！

当拠点では求人検索サイトスタンバイの
「躍動！青森の求人」（https：//stanby.jp/
feature/aomori）にてプロ人材を求める県内
企業情報を提供、県内企業の魅力等を紹介して
います。
また、県の移住関連事業等とタッグを組み、

移住イベントなどでUIJ ターン希望者に向け
て、プロ人材事業の周知活動行い、「青森県で
活躍の場が用意されていること」「安心して青
森で働き暮らせること」をアピールしています。

平成27年 11月、青森県プロ人材戦略拠点を	一般社団法人（一社）青森県工業会内に開設しま
した。マネージャー 1名、サブマネージャー 1名、アシスタント 1名の 3名体制で運営し、青森
県プロフェッショナル人材戦略協議会の協力体制のもと、県内企業のプロ人材マッチング支援を実
施しています。また、北東北3県の拠点が連携した北東北3県プロ人材戦略拠点協議会を開始し、
人材紹介会社に対して積極的に求人企業情報を発信しています。
その他には、青森県人財還流政策連絡会と連携し、移住関連イベントに参画することで移住希望

者にプロ人材事業の周知を図り、「青森にも活躍の場がある」とのPR活動も行っています。
平成28年度には工場長や弁護士資格を有する法務担当などハイクラスなプロ人材求人の成約も

あり、「攻めの経営」に対する県内企業の意気込みを感じています。
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���� 年 ベトナムϗーチミンෝ任
 ҩྍ事業部長として工場立ち上げを経験
���� 年 ᷂サンラインސ問
 大手঎社を対৅としたਈ࢜෰の受஫に܎る、生産のޮ率化౳を支援

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ製造会社で生産管理、原価、事業計画、企画、総務人事を経験
また、MTP（マネジメント・トレーニング・プログラム）インスト
ラクターのため中堅社員の研修支援に対応
県のものづくりや人材育成の戦略構築等に関する事業に参画

झຯ・ಛٕなどɿゴルフ
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ不将不迎

ᓎాɹྑ࣏
さくらだɹりΐうじ
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岩手県の人口減少は全国最先端。2040年には現在の7割まで
減少する見込みです。各企業様においては、全社員が危機感をもち、
求人にあたる姿勢が重要です。
中小企業の求人には三大シバリがあります。1．地元シバリ、2．

年齢シバリ、3．給与シバリです。1と2は間口を思い切って広げ
るのが成功の秘訣。3も工夫次第です。いろいろとご相談ください。	
また、求人成功のコツは1．求職者の心情に沿った対策⇒採用&定

着促進。2．拠点活用をはじめ多様な求人方法を駆使。3．先ずは面談
実施の3点です。少々ターゲットから外れていても、なぜか「ピッタリ、ラッ
キー！もう一人！」という企業様が続出中。「課題解決型求人」がコツです。

七色に輝く県内企業。その紹介方法に工夫を凝らしています。マネージャーは数十年の企業支援
経験（技術、経営、投資）がありますが、この事業で初めて知った「アッと驚く企業」も数多くあ
ります。「世界シェア 52%のNo.1 企業」、「創業××年、15年で国内 6拠点の急成長企業」、「3
人で年商3億円」、「〇〇市の水産リーディング企業」等、全ての企業様にキャッチフレーズを付け、
記憶に残るよう紹介しています。	
拠点メンバー機関との連携も特徴の一つです。マネージャー達の出身母体である岩手県や（公財）

いわて産業振興センターから協力をいただき、人材紹介会社とも情報収集や意見交換を行い、Win-
Win の関係に努めています。	
北東北 3県連携協議会（人材紹介会社への求人企業説明会）という連携形態もあります。青森・

秋田両拠点と合同で平成28年 5月から盛岡と仙台、東京で月例の説明会を開催しており、人材紹
介会社にも各企業様にも好評です。説明会では 4社に 1社は、社長自らが熱くプレゼンテーショ
ンを行っています。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝखؠ

ུ ྺ

���� 年 ؠ手県生まれ（ত࿨ ��）
 ɾ ౦๺大ֶ೶ֶ部म࢜मྃ後、೶業ࢼ験場、ৢ଄৯඼ࢼ験場、工業ٕज़ηンターでڀݚ職、
企画部長、プロジェクト؂ڀݚ、෭理事長

 ɾ 県ிでิॿۚ業務౳。いわて産業ৼڵηンターで起業支援ɾベンチャー支援の課長
 ɾ ؠ手県ॳで、県職員に在職しながらത࢜課程に進ֶしത࢜߸取ಘ（೶ֶɿञ଄ถڀݚ）
 ɾ ॴ属のؠ手県工業ٕज़ηンターが全国ॳのಠ立行੓法人化 
一人あたりのิڀݚॿۚ֫ಘֹ（共同ڀݚ）が全国一Ґに

ɾ 現在ɿ์ࣹઢଌ定ɾڀݚの᷂サイΤンススタッフސ問、᷂๺日本ۜ行営業౷ׅ部ސ問。೶ྛ
ਫ産ল産ֶ׭࿈ܞ、౦経࿈ビジωスηンター、県ݐઃ業ڠ会、いわて産業ৼڵηンター、੝
岡঎工会ٞॴなどのΞυバイβーとίーσィωータ。他に์ࣹઢで県Ξυバイβー � 件。ؠ手ɾ
໦࣭バイオϚスڀݚ会ҕ員、経産লิॿ事業৹ࠪ業務

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ技術系（農業、食品、工業）
統計解析
放射線

झຯ・ಛٕなどɿ趣味：岩手県郵便物、同絵葉書の収集
特技：統計解析。科学、社会問題、医療等なんでも解析します

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ人生無駄なし
ᴡ౻ɹത೭

さいとうɹひろΏき

ݝ��खؠ

月例の北東北 3 県
連携協議会マネージャー、

時に社長が解説と PR

地域企業の皆様の社外人事部として信
頼される事業活動を心掛け、宮城県雇用
対策課、人材紹介事業者との連携を強化
し、期待に応えるサポートに取り組んで
おります。
更に、平成 29 年度は産業支援機関、

地域金融機関との連携をますます活発化
させてオール宮城で取り組んでまいりま
すので宜しくお願い申し上げます。

社長面談にこだわる事が本事業の核心部分となっています。忙しい社長にアポイントの了解を取
ることは難易度が高く、日時決定の瞬間に大きな達成感を伴うのは宮城県だけではないでしょう。
社長との面談時間は1時間以上と決めています。経営者の皆さんが持っている話題は多岐にわたり、
実体験に裏打ちされているので聞き入ってしまいます。面談では人材に関する話がポイントですが、
面談時間が長くなれば自然と人材の話に行き着くことも分かってきました。
ヒト・モノ・カネは経営の三要素です。この中でアウトプットに大きく影響を与えるのはヒトです。

ヒトがどの企業にとっても常に重要課題に入りますが、特に中小企業にとっては大企業以上、人材
が企業経営に影響します。企業経営ではいろいろなリスクがありますが、ヒトは想定外のリスクに
もなり得ます。
プロ人材戦略拠点は中小企業の経営者の皆様のご期待に少しでも応える取組を心掛けております

ので、宜しくご活用の程お願い申し上げます。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝ৓ٶ

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 നੴ工業高校を卒業後、ιχー᷂入社
࿥メσィΞ部໳で開発、੡଄ٕज़、੡଄、඼࣭อূ部໳を経験するه 
���� 年 .'% 事業部次長
���� 年 .'% 生産ٕज़部౷ׅ部長
���� 年 ιχーΤレクトロχクスɾオϒɾΞメリカ 471
 （݉）ιχー 4/- プレジσント（ෝ任）
���� 年 ιχー᷂ه࿥メσィΞ事業部
 オーσィオɾビσオɾメσィΞ部౷ׅ部長（帰任）
���� 年 同、ৠணメσィΞ部౷ׅ部長
���� 年 同、応用࣓気੡඼事業部長
���� 年 同、Ϛイクロσバイスˍストレージ事業部長
���� 年 ιχー᷂ୀ職後、Τルナー᷂ίンσンサー事業本部長
���� 年 Τルナー᷂役員定年でୀ職
���� 年 グリムΤナジー᷂特ผސ問౳

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ品質保証　人材教育、育成　事業所運営
झຯ・ಛٕなどɿゴルフ
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ物事は細部で決まる

ݝ��৓ٶ

Ճ౻ɹ৽Ұ࿠
かとうɹしんいちろう
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経営者及び経営幹部の方々と共に経営課題を考え、そ
の課題解決に寄与するプロ人材の獲得をサポート致します。
まずは御社の経営課題の見える化を図り、プロ人

材採用等による課題解決策を一緒に考えます。次に経
営コンサルタントを派遣し、成長戦略の検討及び人
材ニーズの明確化等をサポートします（年間20社程
度）。その中で、プロ人材ニーズがあれば、複数の民
間職業紹介事業者に一斉に探してもらい、紹介します。
なお、当拠点事業を活用し、県外より移住される方

を雇用した企業には助成金があります。（上限有）

当拠点は県内の中小企業等の経営基盤の強化及び創業支援に関する事業を担当している「公益財
団法人あきた企業活性化センター」内に設置されています。
マネージャーは秋田県移住 9年目を迎えた民間企業出身者。サブマネージャー 2名は県の中小

企業支援機関で経営支援業務暦約40年+αのベテラン。アシスタントは地元事業者のご息女とし
てプロ事務職歴多。3者 3様ですが互いにリスペクトしつつ、秋田県企業の伴走者NO.1 を目指し
県内を飛び回っています。
少子高齢化、人口減少、消滅可能性都市 80%を超えるなど社会動向は大変厳しい地域ですが、

新事業に進出、ビジネスプロセスの抜本的改革、海外販路開拓、新技術 /新製品開発など「攻めの
経営」に取り組む企業が多数あります。当拠点はそれらの企業の成長戦略をサポートするプロ人材
の採用に、民間人材紹介事業者と連携して積極的にコミットしてまいります。企業の経営改善・成
長戦略をサポートするプロ人材の採用を決めるのは経営者自身です。まずはお気軽にご相談くださ
い。

ळాݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

٢࡚ɹ࿨෉
よし͟きɹかずお

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ᷂日立੡作ॴɹ半ಋ体事業部
 半ಋ体メϞリ *$ ઃ計業務に約 �� 年ै事
���� 年 ᷂ルωサステクϊロジー メϞリ事業部
 ෭事業部長ઓུ੡඼ 1+ リーダ౳経験
���� 年 ᷂ΞΩタ電ࢠシステムズɹ取క役社長
 中খ企業経営ٴび地ݩ工業会活動を経験
���� 年 ळాਫ਼工᷂ސ問
 行੓ɾ大ֶ౳と࿈ܞし企業活ੑ化をサϙート

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ大企業での戦略製品開発PJリーダ、中小企業経営者、本県の中堅企業
の顧問等の経験とよそ者の視点で県内企業の経営全般の課題に対応

झຯ・ಛٕなどɿ読書
海釣り

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ人間万事塞翁が馬

ळ�ాݝ�

経営目標達成、経営課題解決のためには人材面でも現
状の棚卸が必要です。
人件費は会計上の経費ですが、「人材は投資」と考える

ことが重要です。優秀な人材（人財）を抱えるほど含み益、
すなわち簿外資産が増え企業価値がアップすることとな
ります。また、外部の血を入れることで会社の改革が可
能であり起爆剤となります。
プロ人材採用は社長の本気度合・熱意が一番大切です。

当拠点では、マネージャー・サブマネージャーとも金融機関出身であり、金融機関との連携は大
変スムーズです。支店長会議、銀行主催セミナーでの事業概要説明も実施しています。また、認知
度を高めるため、マスコミとの連携・協力依頼にも注力し、地元紙への掲載、TV・コミュニティ
ラジオへの出演を行っています。県・企業振興公社との連携により、企業振興公社の賛助会員、興
信所の売上高に基づくアンケートを実施し、レスポンス先への訪問も進行中です。
マッチングを通して見えてきた地域ポテンシャルとしては、都市圏との年収格差、雪などの生活

環境格差、また有料人材紹介会社利用が少ないため抵抗がある等課題もあり、UIJ ターンに注力し
ています。
『ものづくり山形』らしく業種別成約は製造業が６割超、年齢別では40代が多く、40～ 50代
で７割を占めています。また、県外からのマッチングが６割超で首都圏からの成約割合が大きいこ
とも特徴の一つです。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝܗࢁ

٢ాɹษ
よしだɹつとΉ

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 中ԝ大ֶ法ֶ部卒業後、᷂ۜܗࢁ行に入行
���� 年 ᷂ϠϚίー
 （不動産௞ି業、ࢠ会社にバス会社౳）に出向（常務取క役）
���� 年 ᷂ۜܗࢁ行取క役༥ࢿ部長
���� 年 同、常務取క役
���� 年 ۜࢁリース᷂取క役社長
���� 年 両Ӌڠ࿨᷂取క役社長
���� 年 同上ɹୀ任

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ銀行時代は融資畑で企業再生・事業再生
銀行、リース、保険代理店・不動産事業を通して得たネットワーク

झຯ・ಛٕなどɿ楽器演奏（ギター）
作曲

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ一隅を照らす
立場の交換

ݝ�ܗ�ࢁ
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福島の震災からの復興、地方創生を進めるためには、
地域経済が元気でなければならず、そのためには県内
企業の活性化が不可欠です。
県をはじめ、各支援機関とも連携し、オーナー経営

者等と直接お話をすることで、必要な人材のニーズを明
確にし、その採用をサポートしていきたいと思います。
福島県の経営者の皆さまが、一人でも多くの県内外

のプロ人材採用による攻めの経営で、「新生ふくしま」
づくりにチャレンジしていただけるよう、全力を尽く
したいと思います。

福島県は、東北地方の一番南、東京から約200km圏内にあり、高速道路、空港、港湾も整備され、
発展の潜在的可能性は高いものがあります。同県には、コンピューター理工分野に特化した会津大
学、日本大学工学部、福島大学や、福島工業高等専門学校があり、高校の工業科学生数は東北・北
関東随一。このような特性から、現在は工業集積が進み、製造品出荷額は東北 6県の 3分の 1を
占めています。
震災からの復興を確実に成し遂げるため、商工業・観光業の振興はもとより、再生可能エネルギー、

医療機器、ロボット、航空宇宙関連等、新しい産業の集積を進めています。県内の潜在成長力の高
い中堅、中小企業を中心に、商品開発、販路開拓等新たなチャレンジを積極的に促し、その実現に
必要なプロ人材の採用を支援することで、地域経済全体の成長力を高められると考えています。	
人材ビジネス事業者との連携のみならず、地域金融機関や各支援機関等と緊密に連携を取り、経

営者の方々が「攻めの経営」に挑戦していただけるよう、積極的に企業を訪問し、成長戦略の実現
に向け全力で取り組んでおります。

෱ౡݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ౦๺大ֶ経ֶࡁ部卒業後、๺海ಓ౦๺開発ެݿに入ݿ
���� 年 چ経ࡁ企画ி૯合計画ہ地域経ࡁ൝ɹ出向（� 年間）
���� 年 ๺海ಓ౦๺開発ެݿɹ営業部営業ୈ一課長
���� 年 ๺海ಓ౦๺開発ެݿɹ૯ׅ参事役（業務企画୲当）
���� 年 ᷂日本੓ࡦ౤ۜࢿ行ɹڥ؀ɾΤωルΪー部次長
���� 年 一ൠஂࡒ法人๺海ಓ౦๺地域経ࡁ૯合ڀݚॴ（ほくとう૯ݚ）
 理事事務ہ長݉主੮ڀݚ員
���� 年 同、ઐ務理事݉主੮ڀݚ員
���� 年 ᷂ +8":ɹ取క役؅理本部෭本部長（出向）
���� 年 同、常務取క役؅理本部本部長（出向）
���� 年 ྛ܀঎ધ᷂؂ࠪ役

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ多年にわたり金融機関に籍を置き、また、監査役も経験し、会計監査・
企業診断等に強み
地域経済振興に約 40年関与し、学生時代、社会人を通じて得た人脈
ネットワークを有しており、福島県企業誘致アドバイザーとしての実
績もあり

झຯ・ಛٕなどɿゴルフ　スポーツ観戦
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ誠心誠意

いつでも出来る事は後にして、その時しか出来ないことに全力を尽くす

上ԕ野ɹ࿨ଇ
かとおのɹかずのり

෱�ౡݝ�

当拠点は、企業オーナーとのフェイストゥフェイ
スで、　「ヒト」「モノ」「カネ」に関する企業経営課
題解決に向け、よろず支援拠点など公的支援機関や
金融機関等と連携したワンストップサービスにより、
企業の人材ニーズに応えてまいります。是非、当事
業をご活用ください。

茨城県は、陸（圏央道開通・つくばエクスプレスなどの交通網整備）・海（茨城港区など港湾整備）・
空（茨城空港）のネットワークを活用した地域活性化等、更なる発展が期待される地域です。
産業特性としては、アグリビジネス・ものづくり・ベンチャー企業など、更なる成長可能性を秘

めた企業が多く存在しています。その技術や品質を日本全国に、そして全世界に広げていくことが、
茨城県内企業の成長と地域活性化につながります。アグリビジネスはブランド価値の向上、ものづ
くりは大企業とともに培ってきた技術を更に活用した新商品企画や販路拡大、ベンチャー企業は先
進的技術製品の販路拡大と更なる技術革新を進めることで、さらに産業や企業の成長が期待できる
可能性を秘めています。
当拠点は、茨城県産業や企業の飛躍に向けて、プロ人材を活用した地方創生を実現させてまいり

ます。

Ἒ৓ݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれɹ（茨城県ਫށ市出身）
���� 年ɹ᷂常ཅۜ行入行
���� 年ɹ県ி支店長
���� 年ɹ法人事業部長
���� 年ɹࣥ行役員౦ژ営業部長
���� 年ɹ常務取క役
���� 年ɹઐ務取క役（代ද取క役）
���� 年ɹ常ཅอݥサービス᷂社長
���� 年ɹ常ཅอݥサービス᷂会長ɹ現職

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ金融機関にて、主に法人営業を担当、取引開拓、地元への企業誘致に
も携わりました

झຯ・ಛٕなどɿゴルフ
ウォーキング

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ至誠一貫
常在戦場

 ߦӬɹ๕ٶ
みやながɹよしΏき

Ἒ�৓ݝ�

茨城県プロフェッショナル人材戦略拠点
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ಢ໦ݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

これまで多くの中小企業経営者の方々か
らご相談を頂戴し、地域の持続的発展への
貢献に対する熱い思いが強いことに気付か
されました。しかし同時に、今後の経営に
対して多くの経営者が悩んでおられること
にもまた気付かされました。
こうした企業に対し、当拠点では今後と

も、スタッフ全員の知恵を寄せ集め攻めの
経営と人材採用を支援していきます。

当拠点では、｢攻めの経営｣ と ｢攻めに必要な人材確保｣ の両面を通じ、地域創生に貢献する元
気な中小企業を支援しています。
まずは攻めに必要な見えざる強みを見える化することが重要です。企業は独自の強みを持ってお

り、それが製品やサービスに、顧客が求める付加価値を付けているのです。特に外部からは見えに
くい技術やノウハウ、人材、組織力といった ｢見えざる強み｣ が企業の競争力の源泉を支えています。
その見えざる強みこそ攻めの経営の「武器」です。経営者の暗黙知の中にある見えざる強みを、「知
的資産経営」という考え方に従って見える化します。なぜ自社の製品やサービスが顧客に受けるの
か？その源泉は何か？今まで当たり前だと思っていた自社の強みを抽出します。
その過程を経て、今度は「攻めの経営報告書」と攻めの人材像を提供します。見える化された強

みをまとめた「攻めの経営報告書」を作成・提示した上で最重要「武器」であるプロ人材像も明確
にし、その採用支援も行います。

৿ɹ࿨உ
もりɹかずお

ུ ྺ

���� 年 ౦๺大ֶ大ֶӃ工ֶڀݚՊ
 ത࢜課程मྃ後、௨産ল工業ٕज़Ӄػցٕज़ڀݚॴ（現産業ٕज़૯合ڀݚॴ）に入ॴ
 生産システムのインテリジェント化などものづくりの高度化ڀݚに取り組Ή
���� 年  中খ企業ிҕୗのσジタルϚイスタープロジェクトで本֨的に中খ企業の競૪力強化に

取り組Ή
ɾ ものづくり先୺ٕज़ڀݚηンター長を務めた後、���� 年よりಢ໦県産業ٕज़ηンターॴ長とし

て、地域中খ企業の育成に౒める
ɾ 現在、ものづくり中খ企業を中心として、競૪力強化を目的に、つくばや都内企業を対৅に知的

産経営のಋ入を支援ࢿ

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ高度情報処理技術を用いた生産システムのインテリジェント化、もの
づくり技能の分析技術、企業の知的資産分析・評価による企業の競争
力強化支援

झຯ・ಛٕなどɿ近所の農家から借り受けた70坪もの畑で野菜作り
ものづくりと相通じることを実感中

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ Take	time	by	the	forelock（チャンスは前髪でつかめ）

ಢ�໦ݝ�

製造力の強化、新技術開発や販路開拓、
海外進出、社長の後継者等をはじめとする
経営課題に取組む企業の相談をお待ちして
います。
競合他社と切磋琢磨し、さらなる成長を

目指す中小企業の皆様方が、これから大き
くはばたけるよう支援を続けてまいります。
どうぞお気軽にお声がけください。

開設以来、県内中小企業を中心に、1社 1社丁寧な企業訪問を重ね、併せて経済団体や地元金融
機関との連携により、会員企業・取引先企業への周知活動及び経営課題の発掘とその解決に向けた
ヒアリングを実施してまいりました。結果として、県外から移住を伴うプロ人材の受け入れや「県
内プロ人材と県内企業」のマッチングによるプロ人材の技術・経験・ノウハウを県内に繋ぎ止める
活動により成果を上げてまいりました。
群馬県のものづくり産業は「昔から世界レベル！」、現在でも自動車産業を中心に「ものづくり」

が大変盛んな土地柄です。観光資源や農畜産物も豊富であることに加え、本県発の全国的な流通・
サービス業の成長は、まさに群馬クオリティの「証」です。
群馬県は都心から 100㎞圏内に位置し、県内を縦横に結ぶ高速道路と上越・北陸の両新幹線に

よる高速交通ネットワークが充実。また災害が少なく、豊かな自然と良質な水資源に恵まれた環境
で活躍する県内企業の「さらなる成長戦略の実現」と「地方創生」向けて、積極的に取り組んでま
いりました。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝഅ܈

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 早Ҵా大ֶ大ֶӃ঎ֶڀݚՊमྃ
���� 年 ࡾ共電᷂ث入社（現サンσンϗールσィングス᷂）
���� 年 同社、常務取క役
���� 年 同社、ઐ務取క役
���� 年 同社、代ද取క役෭会長
���� 年 同社、特ผސ問
���� 年 ܈അ県経営ऀڠ会ɹ෭会長
���� 年 ܈അ県ڭ育ҕ員会ڭ育ҕ員

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ入社時より、原価計算・原価管理で力を発揮
現在は、社内外の各種改善活動で活躍
群馬日仏協会と群馬県の共催で群馬フランス祭を実施

झຯ・ಛٕなどɿゴルフ歴は60年、年間25回以上プレー
スキーは県内で活動、年間25回が目標
楽しいゴルフ ･スキーがモットー

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ感謝

ݝ��അ܈

ఱాɹⅉ೭ॿ
あまだɹせいのすけ

　　　　　　　　戦略マネージャー　　アシスタント
　　　　　　　　　天田　淸之助　　　 天沼　陽子
サブマネージャー　　　　　サブマネージャー
　猪俣　勝弘　　　　　　　　 大桃　浩一　　　　　　　　
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本事業を開始してわかったことは、製造業
をはじめ、建設・不動産業や運輸業、卸・小
売業、サービス業など県内の中小企業経営者
の多くの方々が人材を必要とされていること
です。これまでの活動から多くの求人案件を
いただき、成約件数も全国でトップクラスの
実績を上げることができています。「人への
投資」は経営戦略のトップに位置付けるべく
重要なテーマです。優秀な人材が必要とお考
えであれば、当拠点にご相談ください。

当拠点は、埼玉県の指定出資法人である公益財団法人埼玉県産業振興公社の中にあります。公社
がお付き合いしている会社のメインは製造業であり、潜在成長力のある魅力的な会社がたくさんあ
ります。我々は、この1年こうした会社を中心に訪問し、その採用支援を行ってきました。結果と
して、我々が成約した事例の 70%が製造業となっており、成約したプロ人材をミッション別に見
ると生産性向上人材が半数を占めています。
これまで訪問した会社の中には、地味で目立たないがしっかりした技術力を持ち、　大手メーカー

からの引き合いがたくさんある会社や、海外メーカーとの競争で一旦売上が減少したものの品質の
良さが見直され逆に大幅に売上が増加し、工場を増設する会社などがあります。県内には可能性を
秘めた技術力のある会社がたくさんあると実感しております。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝۄ࡛

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 大ֶ卒業後、Ϙッシϡ᷂（چξーθルثػ）に入社、人事部໳に長く勤務
���� 年 同社ࣥ行役員人事部໳長
���� 年 ୀ職し、࡛ۄ県労働ҕ員会労働ҕ員、࡛ۄ県立ֶ校ධ価ҕ員、労働৹൑員౳を経験

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ人事関係の幅広い経験、知識。会社合併、外資系会社への移行等様々
な変革に対応。労働委員、労働審判員として多くの労働問題の解決処
理経験

झຯ・ಛٕなどɿ囲碁
ゴルフ
ハイキング

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ逆命利君

๺෩ɹྑ༤
きたかͥɹよしお

ݝ�ۄ�࡛

当拠点では首都圏に隣接する千葉県
の特性や強みをいかしさらに成長してい
くため、企業の皆様とのプロ人材導入の
ご相談のほか、プロ人材に対する情報発
信に努めるとともに地方に移住しやすい
条件の整備を市町村に働きかけていきま
す。これまでプロ人材を導入したくても
なかなか人材確保ができなかった企業の
皆様、お気軽に拠点にご相談ください。

当拠点は千葉県産業振興センター内に平成 27年 12月に設置されて以来この事業が企業及び地
域の活力を増大させ、地方創生を推進するプロジェクトであることを常に念頭に活動してきました。
東京と接する県北西部や千葉市を中心とする中央部はもとより、地域の活性化がより必要とされる
県東部及び南部に目を配りながら企業相談を展開しています。千葉県においても中小企業の人材不
足は厳しいものがあります。とりわけ即戦力となるプロ人材に対するニーズは高いものがあります
が、プロ人材に千葉県に来ていただくためには、企業の魅力だけでなく地域の魅力と受け入れ態勢
をアピールしていくことが必要です。今後は千葉県で盛んな農水産業や豊かな観光資源をベースと
した地域商社等の立ち上げに人材面からバックアップを行うなど市町村との連携を強め、地方創生
を推進してまいります。

ઍ༿ݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 明ֶ࣏Ӄ大ֶ卒業後、᷂千葉ۜ行に入行、以後、ほぼ一؏して営業ാをาΉ
���� 年 ᷂千葉ۜ行 ೆྲྀࢁ支店長ɹ
���� 年 ᷂千葉ۜ行 ࣰ࡚支店長
���� 年 ᷂千葉ۜ行 חヶ୩支店長
���� 年 ᷂千葉ۜ行 ळ葉ݪ支店長
���� 年 ᷂千葉ۜ行 ݸ人部長
���� 年 ᷂千葉ۜ行 ࣥ行役員営業౷ׅ部長
���� 年 ᷂千葉ۜ行 ࣥ行役員ધڮ支店長
���� 年 ᷂千葉ۜ行 ୀ任
���� 年 ちばぎんジェーシービーカーυ᷂ɹ取క役社長
���� 年 新葉地ॴ᷂ 取క役社長
���� 年 ちばݖ࠴回ऩ᷂ 取క役社長
���� 年 ちばぎんอূ᷂ 取క役相ஊ役

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ千葉県内の産業に関する知識
営業面でのコミュニケーション能力

झຯ・ಛٕなどɿゴルフ　ウォーキング
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ知恩報恩

੢઒ɹప
にしかわɹとおる

ઍ�༿ݝ�
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日本の生産年齢人口（15～64歳）は、今後20年で約
1,340万人減少し、40歳以上の割合が６割近くに達すると
予想されています。絶対数の減少、年齢構成の大きな変化
は地域企業にかつてないインパクトをもたらします。これま
での20年とは全く違う世界、雇用したくても「人がいない」
時代の到来です。
経営者として今、何をすべきでしょうか。5年後、10年後、

「どういう会社にするのか」といったところから、ご一緒に
考えませんか。
成長戦略のためのプロ人材の採用は、我々にご相談ください。

神奈川県プロ人材活用センターの特徴は、地域金融機関と連携しながら、戦略マネージャー、サ
ブマネージャーが、企業との面談を通じて新事業の展開や販路開拓等を促し、新たな経営戦略の実
現に必要な能力を持つ人物像を明確にし、地域企業の『攻めの経営』支援を実施している点です。
地域企業からのご相談を受け、民間人材ビジネス事業者への取り繋ぎ、人材の採用・定着化といっ

た支援過程において、戦略マネージャー、サブマネージャーは、きめ細かい対応を心掛けています。
その結果、多くの企業から支援依頼があり、プロ人材の採用に結びついています。
神奈川県はヘルスケア・ニューフロンティアを推進するため、「最先端医療産業の創出」「ヘルス

ケア・ロボット産業の創出」等の取組みを行っており、またロボットと共生する社会の実現に向けて、
「様々な分野におけるロボットの普及促進」「ロボットが溶け込む社会の実現」等といった取組みを
行っていることから、この分野で『攻めの経営』を行っている地域企業の成長が期待できます。

ਆಸ઒ݝプロ人材׆༻ηンλʔについて

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 � 月ɹ上ஐ大ֶ卒業
���� 年 � 月ɹԣ඿ۜ行入行
���� 年 � 月ɹ同ɹ取క役経営؅理部長（$10 最高人事੹任ऀ）
���� 年 � 月ɹ同ɹ代ද取క役（$30 最高リスク੹任ऀ）
���� 年 � 月ɹ同ɹ代ද取క役（؅理部໳୲当）
���� 年 � 月ɹ同ɹ取క役
���� 年 � 月ɹ඿ۜ૯合ڀݚॴɹ代ද取క役社長ɹ
���� 年 � 月ɹԣ඿঎工会ٞॴɹ෭会಄
���� 年 � 月ɹ産業๵қηンターɹ代ද取క役社長
���� 年 � 月ɹ๎ӫɹ取క役会長

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ長年の地域金融機関での経験とシンクタンク、経済団体での活動を通
じた知見とネットワーク

झຯ・ಛٕなどɿ登山
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ活かされて生きる

ਆಸ઒ݝ

ଠాɹՅ༤
おおたɹよしお

プロが企業を変えます！
プロ人材の活用を決めるのは経営者自身

です。プロ人材を採用し潜在的な力を呼び覚
ますことで、あなたの会社と地域の経済を、
次のステージへ！

これまでの主な取組として、まずは支援機関等との連携強化が挙げられます。金融機関、商工会
議所、経営者協会などの関係機関や民間の登録人材会社と連携し、経営者のニーズを具体化したう
えで採用をサポートしています。他にも、従来の単独開催のセミナーに加え、平成28年度後半か
らは、対象者を絞り、銀行と共催のセミナー、相談会を開催したほか、複数の市役所と連携し、市
役所主催の異業種交流会や技術開発懇談会の中でプロ人材戦略拠点の広報、相談会を開催し、事業
の周知に努めています。
新潟県は、人情味あふれる人々や豊かな自然、おいしい食材、充実した交通網など高いポテンシャ

ルを誇っています。また産業分野では、金型や精密加工をはじめ、ものづくりには欠かせない高度
な基盤技術が集積し、オンリーワン技術を持つ企業が多数存在しています。

৽ׁݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ܚጯٛक़大ֶ
 法ֶ部法཯ֶՊ卒業
���� 年 ᷂ୈ࢛ۜ行入行
���� 年 ౦ߓ支店長
���� 年 会௡支店長
���� 年 人事部෭部長
���� 年 ۚ༥サービス部長
���� 年 ദ࡚支店長
���� 年 だいし経営ίンサルティング᷂
 代ද取క役
���� 年 ୈ࢛リース᷂ࣥ行役員

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ36年余りにわたり、地域金融機関で培った知見と人的ネットワーク
झຯ・ಛٕなどɿ旅行

サッカー観戦
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ人間到る処青山ありਢ౻ɹҰ

すとうɹはじめ

৽�ׁݝ�

新潟県プロフェッショナル人材戦略拠点の事務局
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御社の優れた技術力を活用し「攻めの経営」（経
営課題解決、成長戦略実現、新商品開発、販路
拡大等）のために必要なプロ人材のマッチング
をサポートします。
当拠点は、公益財団法人富山県新世紀産業機

構内に設置しています。同法人は富山県や産業
支援機関等と連携・協調を図りながら、企業の
様々な課題に対する各種支援を実施しておりま
す。本部にご相談いただければ、同法人が実施
する支援と併せて御社を強力にサポートします。

෋ݝࢁプロフェッショナル人材戦略ຊ෦について

富山県は、日本海側屈指の工業集積を誇る「ものづくり県」です。
当拠点では、「ものづくり企業」を中心に経営課題解決や成長戦略実現のためのプロ人材ニーズ

に関する相談を受けています。28年度からは、都市部大企業と県内企業の出向等人事交流を進め
るにあたり、県内企業のニーズ調査や都市部大企業との打ち合わせを密に行い、マッチングの支援
をしています。また、希望する企業には都市部大企業との交流会を開催する予定です。
富山県には世界や日本全国でトップシェアを誇る優れた技術を持つ企業が多数あります。一方、

それらのトップランナーだけでなく、優れた技術を持ちつつもその活用方法について悩みを抱える
企業もあります。そのような企業が「攻めの経営」に転換していくことができれば、優れた技術に
裏付けされた「ものづくり県」のさらなる発展が期待できます。本部はそのような経営革新等に積
極的に取り組もうとする企業のプロ人材の獲得を全力でバックアップします。

઒߹ɹ఩
かわいɹさとし

ུ ྺ

���� 年  一ڮ大ֶ঎ֶ部卒業後、᷂๺཮ۜ行入行（富ࢁӺ前支店長、ઙ૲支店長、支店部
長をྺ任）

���� 年 同、取క役支店部長݉営業企画ࣨ長
���� 年 同、取క役本店営業部長
���� 年 同、ઐ務取క役
���� 年  同、代ද取క役෭಄取
���� 年 అ঎事᷂代ද取క役会長݉社長
���� 年 అ঎事᷂代ද取క役会長݉社長ୀ任

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ45年間にわたる地元金融機関勤務で培った、北陸、北海道、東京、大阪、
名古屋等での人的ネットワーク

झຯ・ಛٕなどɿゴルフ
読書

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ不易流行

෋ݝ�ࢁ�

グローバル化、国内市場の縮小や少子化を背
景に企業の外部・内部環境はともに加速的に変
化し、社員一人ひとりが “ 一人二役以上 ” のパ
フォーマンスを期待される一方で、個人の価値
観や仕事への考え方は多様化しています。
そうした状況の中で企業成長を実現してくた

めにはプロ人材の存在が不可欠です。
是非、貴社のさらなる発展のために当拠点が

設置されている「いしかわ就職・定住総合サポー
トセンター」をご活用ください。

石川県の企業課題は、グローバル化が進む中、下請から脱却して自立・自走できるだけの事業計
画や戦略が十分に作成されていないことです。
今までは、既存取引先との関係を維持することが第一でしたが、不確実性の今は、リスク分散を

考慮した経営が求められます。そこで、県内中小企業の個々の状況に合わせて丁寧に人材ニーズを
掘り起こし、県内、県外のプロ人材とのマッチングを支援させていただいております。
石川県は優れた固有技術を有する企業が多くあります。さらに、「企業革新請負人」が一人加わり、

強みの意識化（見える化）と戦略立案を行えば、企業成長もさらに加速、前進していきます。もと
もと「伝統は革新の連続」を実践してきた加賀百万石の地。変われる底力は無限大です。

ੴ઒ݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 富ࢁ大ֶ工ֶ部を卒業後、௡ాۨ工業᷂へ入社
部໳をൽ切りに生産ٕज़、੡଄部໳、ઃ計部໳をาみ、ものづくりの基ૅからࠪݕ  

応用まで一؏して経験
���� 年 同社ࣥ行役員（工作ثػ部໳؅ঠ）
���� 年 同社取క役（工作ثػ部໳؅ঠ）
���� 年 同社常務取క役（工作ثػ部໳؅ঠ）
���� 年 同社ސ問
���� 年 ੴ川県産業૑出支援ߏػ
 ઓུ産業ޏ用૑଄プロジェクト౷ׅίーσィωーターへ（現在にࢸる）

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ生産技術、品質管理、クレーム対応、顧客管理、特に特殊歯車設計を
長年担当

झຯ・ಛٕなどɿ釣り
ウォーキング（町歩き）

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ運鈍根

ੴ�઒ݝ�

ଜɹߦ߂
ΉらɹひろΏき
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当拠点では、県外大企業等での豊富な経験を
有するマネージャーを中心とする拠点のスタッ
フが、地域企業の皆様との対話を通じて、新事
業や新販路の開拓といった「攻めの経営」を後
押しします。
また、民間人材ビジネス事業者やパートナー

シップを結ぶ大企業・地元企業等と連携し、「攻
めの経営」に向けたプロ人材の採用を支援しま
す。

「幸福度日本一」に選ばれた、全国でも有数の住みやすいまち「福井県」。
福井県は、製造業の割合が高く、繊維や眼鏡、機械などの「ものづくり技術」に加え、炭素繊維

複合材料やレーザー高度利用などの先端技術の蓄積があります。
また、産学官金が一体となって企業を応援する「ふくいオープンイノベーション推進機構（FOIP）」

を設置し、革新的な研究、製品開発支援を行うとともに、事業化に向けた技術営業を推進しています。
当拠点では、製造業を中心に、卸小売業、観光業など、県内企業の強みをいかした「攻めの経営」

を応援しています。

;͘いプロフェッショナル人材૯߹戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年 本ాٕݚ工業᷂入社
 ϗンダٕज़ڀݚॴにて $7$$ Τンジンの開発ڥ؀
���� 年 ΞメリカϗンダɹミシΨンற在
 64 ڀݚΤンジンഉ気Ψスڥ؀
���� 年 シビック 64 ೩අ車開発
 � 年࿈続世界一に
���� 年 � 気౵Ξίーυ用Τンジン開発
���� 年 取క役঎඼企画ࣨ長
 ステップワΰン企画開発他ɹ多数ػछ開発
���� 年 Ξメリカϗンダ 3�% ற在෭社長
���� 年 ϗンダಢ໦ٕज़ڀݚॴ常務
 ϗンダΤンジン開発૯੹任ऀ
 ϗンダ '� ૯੹任ऀ
���� 年 ౦༸電૷᷂ɹ෭社長ɹ
���� 年 )4, ౦ژίンサルティング代ද
���� 年 福Ҫ県プロジェクトϚωージャー

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ研究開発（自動車）、企画・マーケテイング、技術戦略構築、チーム・
組織運営

झຯ・ಛٕなどɿ読書　絵画鑑賞　釣り　ゴルフ
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ夢夢夢！　（技術屋の前に）　まず人たれ！

อࡔɹ෢จ
ほさかɹたけ;み

෱�Ҫݝ�

“ オール山梨で企業の「魅力」を創造し発信 ”します。
山梨はここ数年、都心から移住したい県のTOPランク

に位置していますが、移住就職となるとさほど高くありま
せん。我々山梨の企業には高度な生産技術や進取の精神の
伝統が存在しております。首都圏に隣接し、豊かで住みや
すい自然環境と産業資源や地域固有の伝統・文化等の強み
をいかして変革していくことが求められています。
各企業が顧客の価値を創造し、「攻めの経営」を追求す

ると同時に、魅力度を向上し、地域全体が活性化するよ
う我々も精進していきます。

当拠点は以下の特徴をいかし、「数多くの地域のモデル企業創り」による地方創生を目指し前進します。
1点目の特徴は「チーム山梨」のスローガンの下、地域金融機関等（月1回）、登録人材紹介会社（3

か月に 1回）の当事業展開と企業発展戦略会議を開き、的確でタイムリーな求人確保に努力してい
ることです。
2点目は、求人企業経営者による、企業概要とプロ人材を切望する姿勢を20数社の登録人材会

社を前にPRする機会として、2か月に 1回「企業マッチングプレゼン会」を実施。成果を上げて
います。また、求人企業の潜在的なニーズを発屈するため、各マネージャーが「経営課題解決」と「人
材ソリューション」のアプローチ展開を、「専門家派遣制度（数回無料）」と併用し実施しています。
また「UIJ ターン促進」の県各機関と連携し、求人企業に県等の補助金を提供しています。
3点目は、当拠点の基本姿勢として、「求人企業ファースト」の立場で事業者と経営の品質・体

質強化を志向し、採用後もプロ人材がいかされ企業発展に貢献できるよう、きめ細やかで継続的な
フォローを心掛けています。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝསࢁ

ུ ྺ

���� 年ࢁས県生まれ
���� 年ɹ早Ҵా大ֶ঎ֶ部卒業後、富࢜θロックス᷂入社
  営業ɾϚωジャーを �� 年間経験後、本社にて �� 年間঎඼企画ɾϚーέティングɾ

ൢചڭ育Ϛωジャーを務める
���� 年ɹ�� 年間の富࢜θロックス᷂ୀ社後、約 � 年間経営ίンサルティングフΝームに勤める
���� 年ɹ 経営ίンサル会社ୀ社後、Τίɾワークスڀݚॴ（地域中খ企業の٬ސ価値૑଄経営）

を起業し、現在にࢸる

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ経営戦略策定
マーケティング /営業力強化
マネジメント /組織力強化
環境ビジネス

झຯ・ಛٕなどɿ温泉巡り
写真撮影（富士山）
家庭菜園
ラグビー・サッカー（VF甲府）観戦

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ 3MIND（OPEN		・TOUGH・	TENDER　MIND）
鬼手仏心

ኍ੉ɹయਔ
ひろせɹのりひと

ݝ��སࢁ
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県内企業経営者様のご理解により、これまで
に 300名を超える求人案件を頂きました。一
口に言いますと全国的に技術者の人材不足が
露呈しておりまして、皆様のご期待に沿えない
状況が生じておりますことをお詫び申し上げ
ます。
優秀な人材を獲得できるか否かは企業競争

力の現れですので、より強力な人材獲得意欲を
表明して頂くとともに、当拠点、並びに人材紹
介会社に対する叱咤激励をお願いいたします。

当拠点は、経営者団体等の経営者の集いにて本事業を説明するとともに、金融機関のご支援を得
ながら、県内の企業を訪問し、プロ人材の求人発掘を行っています。
本事業の周知には新聞・テレビ・ラジオ等の広報も積極的に活用しています。求職者向けには民

間の人材紹介会社のご支援の下、合同面談会を実施。Webに長野県特集求人サイトを設け、人材
会社による指導を受けた求人のみを掲載する等の取組みを行いました。
さらに、金融機関の支援を受け、東京・大阪などの大企業を訪問。長野県内企業の求人状況を紹

介し、各社のポテンシャル人材への働きかけを依頼しました。マッチング実績では、幸いにも6割
超の方が県外からの移住となりました。	
長野県は「信濃の国は十州に　境連ぬる国にして聳ゆる山はいや高く　流るる川はいや遠し・・」

と詠われ、地域毎に産業構造や交通事情、気候が大きく異なります。その為、ひとくくりに ”信州
で働きましょう ” では、求職者への訴求力は弱くなります。そのため同県の成約実績の約 5割は、
地域の事情に精通した地域人材会社からの紹介によるものです。

௕໺ݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

Ӝɹٛਖ਼ࡾ
みうらɹよしまさ

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ౦๺大ֶ大ֶӃ工ֶڀݚՊ
 ത࢜課程をमྃ後、᷂富࢜௨ڀݚॴに入社
 ࣓気ه࿥ٕज़、情報ストレージٕثػज़のڀݚ開発にै事
���� 年 富࢜௨᷂のストレージプロダクπ事業本部ٕࢣ長
���� 年 信州大ֶ工ֶ部ڭत
���� 年 信州大ֶ地域共同ڀݚηンター長として、ڭ員と企業間の共同ڀݚਪ進に取り組Ή
���� 年  信州大ֶ理事ɾ෭ֶ長として、ڀݚと産ֶ׭の࿈ܞ、および地域࿈ܞ業務を୲当し、

大ֶのڀݚ力強化と地域産業のৼڵに取り組Ή

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ研究開発マネジメント及び産学官・社会連携業務ですが、磁気記録技
術のエンジニアでもあります

झຯ・ಛٕなどɿ歴史などの読書ですが、ゴルフを始めたいと思っています
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ「愚直に」がモットーです

௕�໺ݝ�
ུ ྺ

̍̕ ５̒ 年生まれ
̍̕ ̓̕ 年 ذෞ県ி入ி
２００̕ 年 ੫務課長
２０̍ ̍年 ؂ࠪ課長
２０̍ ̒年 ඈଭ県੫事務ॴ長
２０̍ ̓年 中খ企業૯合人材確อηンター長

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ38年間の地方公務員の経験
झຯ・ಛٕなどɿスキー、ウォーキング
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ有言実行

ౢ࡚ɹຬ
しま͟きɹみつる

ݝ��ෞذ

織田信長公岐阜入城・岐阜命名から 450年。岐阜は信長公が天下統一を目指すようになった地
と言われています。そして現在、岐阜県は時代の先端を行く航空産業、自動車産業等を中心に全国
に羽ばたこうとしています。
企業人材に目を向けると、県内の有効求人倍率は1.7 前後で推移し、人材の確保が喫緊の課題と

なっています。そこで、県では今年度から「岐阜県中小企業総合人材確保センター」を新設し、企
業の人材確保支援に本格的に乗り出すこととなりました。プロフェッショナル人材戦略拠点もその
一部門を担っていくこととなります。
当拠点は、サブマネージャー2名が金融機関から出向しており、金融機関と連携を取りながら事

業を進めています。また、「企業情報シート」も岐阜県独自の様式をとっており、企業の人材に対
する要望を出来る限り詳しく聞き取るようにしています。
今後とも金融機関・商工会議所等との連携を強化し、企業の必要とする人材の成約につなげてい

きたいと考えています。

岐阜県は大変な求人難です。待っているだけで
は誰も来ません。
自社の強み・特徴を積極的に発信しましょう。
人は会社の礎です。優秀な人材の確保が企業の

行方を決めると言っても過言ではありません。
当拠点は今までには無い手法で人材の確保にあ

たっています。
どの様なことでもご相談ください。いっしょに

良い人材を探しましょう。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝෞذ
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経済・社会環境が大きく変化する中、企業には、変
革、挑戦が求められています。この変革、挑戦を実践
するのは、経営資源の中で “ヒト ” 以外にありません。
経営戦略は市場開拓、新製品開発、財務戦略、海外戦
略等々無数にあり、企業に求められているものも千差
万別です。しかし、いずれにしてもその戦略を実践す
るのはヒトであるということです。にも関わらず、人
材戦略が下位に置き去りになっていないでしょうか。
企業変革をプロ人材を活用して実現する、人材戦略に
もっと光を当てる必要があるのではないでしょうか。

当拠点では、マネージャー1名、サブマネージャー3名、アシスタント1名で活動しています。
事務所は静岡商工会議所清水事務所内にありますが、浜松商工会議所の分室にもサブマネージャー
1名が常駐し、西部地域を中心に活動しています。
協力人材紹介会社は33社。ワンストップで求人ニーズを一斉送信し、各社保有の求職者情報と

のマッチングが可能となっています。
また、静岡県が「プロ人材確保事業費補助金」を制度化しており、県内の企業が県外からプロ人

材を採用したうえで要件が合えば補助金の対象となります。
静岡県は「3%、10位の経済圏」と称され、多くの経済指標が全国シェア3%、都道府県別順位

が10位に位置しています。産業にも恵まれ、多種類の農産物を生産する農業、自動車生産に代表
される製造業、さらには観光をはじめとしたサービス業まで多様な産業コンプレックスを形成して
います。気候も温暖で健康寿命も全国トップクラスです。「住んで良し、働いて良し」の静岡県に
多くのプロ人材を還流させるべく、拠点メンバー一丸となって頑張っております。

੩Ԭݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 早Ҵా大ֶ঎ֶ部を卒業後、᷂੩岡ۜ行に入行
���� 年 ஂࡒ法人੩岡経ڀݚࡁॴに出向
���� 年 同ڀݚॴ ڀݚ部෭部長
���� 年 同ڀݚॴ ڀݚ部長
���� 年 同ڀݚॴ 理事
���� 年 同ڀݚॴ 常務理事
���� 年 同ڀݚॴ ઐ務理事
���� 年 同ڀݚॴ
問ɾシχΞΤίϊミスト就任ސ 

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ地方シンクタンクで30年以上静岡県をフィールドに地域経済の調査・
研究を行ってきた

झຯ・ಛٕなどɿ写真撮影
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ着眼大局着手小局

੩�Ԭݝ�

தౢɹᆹࢤ
なかじまɹひさし

今まで企業訪問をして経営者の方々とお話を
する中で気がついた点は、1．事業領域が、過
去の延長線上にあり、経営戦略が、時代の変化
に対応できていないこと、2．経営者自身に問
題があり「素直に聴く」ことをしていないこと、
3．人間尊重経営をベースにして、社員の潜在
能力が全面的に開花する風土をつくることが大
切ということです。
一緒に真の経営課題を発見し企業体質を強化

しましょう！！

「現地・現物・現認」を基本に企業訪問を行い、経営者からヒアリングを行う中で、第 3者の視
点から本質的な経営課題を発掘していきます。中小企業は現在所有している経営資源が有効的に活
用されていないケースがあることから、まず「経営資源の有効活用」を図っています。次に、企業
体質強化策として「市場創造と人材育成」の観点から、さらに具体的な課題を発掘し、その中から
会社にとって本来必要な人材像が浮かび上がるようにします。
要するに、自社の経営課題を我々が第3者の視点で発掘し、同時に経営資源を最大限活用する方

法を見出して、業績を拡大する体制づくりを考える。その上で、社内に足りない人材を明確にし、
プロ人材のニーズの発掘とマッチングをサポートします。

Ѫ஌ݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年  大ࡕ工業大ֶ工ֶ部工業経営ֶՊを卒業後、Ճ౻ਫ਼᷃ػ（現Τイベッ

クス᷂）に入社
 ૑業ऀのೋ代目として経営のम行にྭΉ
���� 年ʙ ���� 年 代ද取క役社長
���� 年ʙ現在 代ද取క役会長
���� 年ʙ ���� 年 Ѫ知中খ企業Ո同༑会ɹ代ද理事
���� 年ʙ現在 Ѫ知中খ企業Ո同༑会ɹ会長、 中খ企業Ո同༑会全国ٞڠ会ɹ෭会長
 中খ企業の発展と地域の活ੑ化に取り組Ή

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ27年にわたる社長経験をいかし、経営者の目線で課題を診る
झຯ・ಛٕなどɿ家庭菜園
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ人生の行路に　あまた道しるべ　　

われ迷いなく　今日も旅せん

Ճ౻ɹ໌඙
かとうɹあきひこ

Ѫ�஌ݝ�
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人材活用・育成は経営の要です。解決すべ
き課題と必要な人材について「どんな人材を
どのように活用するか」一緒に考え、導きま
しょう。
拠点では、「つなぐ」を合言葉に、「人と企業」

「企業と企業」の新たな出会いを支援します。
拠点が産業支援センターに設置されているメ
リットを最大限いかし、経営者の皆様に負け
ない熱い思いを持って応援します。
お気軽に何でもご相談ください！

三重県は日本のほぼ中央に位置し、石油化学、輸送用機械器具、電子部品等、主要な大企業が多
数立地、関連する技術力のある中小企業が集積しています。県も「中小企業・小規模企業振興条例」
を制定し、成長分野への展開やサービス産業の生産性向上に取組み、新産業の創出・育成など雇用
創出に注力しています。また自然環境に恵まれ、転入者に対する移住サポートの体制も充実してい
ます。
拠点の設置されている「三重県産業支援センター」は、専門知識を持ったスタッフが経営上のあ

らゆる相談に対応する公的機関です。現在拠点では、チャレンジ精神のある経営者を種々の方法で
発掘し、経営課題等について整理解決のための面談を実施しています。
今後も、当センターの技術力、情報収集力、人脈を最大限活用し、県庁はじめ、関係団体、金融

機関、人材会社等とも、連携を図って、活動の充実を図ります。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝॏࡾ

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ໊ݹ԰大ֶ工ֶ部電気工ֶՊを卒業後、中部電力᷂に入社
  主に、Ր力発電部໳で計画ɾݐઃɾӡ営ɾอकɾ؅理全ൠにै事（� 年間、組৫、

人事ɾ要員؅理部໳にै事）
���� 年 同社支配人ࡾॏ県川越Ր力発電ॴ長
���� 年 同社支配人Ր力ηンターॴ長
���� 年 同社؂ࠪ役（常勤）
���� 年 ト᷂ーΤωック 常任؂ࠪ役（常勤ɾ社外）
���� 年ɹࣙ任

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ技術管理
品質管理
経営管理	
培った人脈・知識をいかし	情熱と誠意で取り組む

झຯ・ಛٕなどɿウォーキング
スポーツ観戦
へたなゴルフ

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ「変わらなくちゃ」
「誠心誠意」

ݝ��ॏࡾ

ઙాɹߞଠ
あさだɹこうた

滋賀の強みをいかし、専門人材の採用で新しい滋賀発の産
業創造へ。
当拠点のスタッフが、関係機関と連携し、企業様の成長戦

略に必要不可欠な人材の採用を支援いたします。本事業の積
極的な活用が、夢や希望の実現の一助となれば幸いです。

滋賀県は、日本のほぼ中央にあり、古くから近畿、中部、北陸の3圏域の要所として発展してき
ました。江戸時代に全国で活躍した「近江商人」の発祥の地としても知られ、「三方よし」の精神は、
今も滋賀県内の企業で大切に引き継がれています。
山々に囲まれた盆地の中央には、近畿の貴重な水源となっている琵琶湖があることから、環境意

識の高い企業が多く、日本の水環境ビジネスや省エネ・創エネ産業の発展に貢献してきました。また、
自動車やエネルギー関連をはじめとするグローバルな先端モノづくり産業から地域に根差した地場
産業まで多様な産業が集積しています。
滋賀県では、地域金融機関や経済団体等との連携により、企業向けのセミナーや首都圏での企業

交流イベントを開催するなど、積極的な取組を展開しています。それぞれのスタッフが、金融機関
やモノづくり企業でのビジネス経験をいかし、相談から成約まで丁寧な対応を心がけて活動してい
ます。

࣎լݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ᷂࣎լۜ行に入行
 �� 年間に現業店 �� 店ฮ経験
���� 年 同社ҁ野支店長
���� 年 同社຀野支店長
���� 年 同社৹ࠪ部ɹ৹ࠪ役
���� 年 � 月 ᷂࣎լۜ行ୀ職
���� 年 � 月 日本༣੓ެ社ɹ大௡ਆྖ༣ศہ長就任
���� 年 � 月 ࣎լ県੢部༣ศہ長会理事
���� 年 � 月 日本༣ศ᷂ɹ大௡ਆྖ༣ศہ長ୀ職

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ企業審査
案件審査

झຯ・ಛٕなどɿスポーツ（ゴルフ、スキー、野球）
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ実るほど頭を垂れる稲穂かな

すべてに全力で

࣎�լݝ�

生װ઒ɹࠇ
くろかわɹみきお
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「企業は人なり」とは言い古された言葉ですが、
「人材」は企業経営者の皆様にとって最も重要な
経営資源と考えます。しかも、組織の要となり、
成長戦略を遂行する「中核人材」の活躍なくして、
「攻めの経営」は成り立たないとも言えます。こ
の「中核人材」採用に関するご相談にのるのが
私達の役割です。何なりとお気軽にご連絡くだ
さい。

京都府プロフェッショナル人材戦略拠点は、平成２７年１２月１日に公益財団法人京都産業２１
京都中小企業事業継続・創生支援センター内に開設されました。この拠点をサブマネージャー３名
以下、６名体制で運営しております。
私共の特徴としては、雇用創出を推進する「京都次世代ものづくり産業雇用創出プロジェクト」

及び就労支援を担う「京都ジョブパーク」と施策面での協力関係を築きながら、京都府内産業支援
機関や金融機関と連携する「オール京都」の体制で、「攻めの経営」を行う府内中小企業の皆様へ
の成長支援を行う事です。新規事業の立ち上げや生産・内部管理体制の強化等、「攻めの経営」を引っ
張っていく中核人材採用へのサポートが私達のミッションであり、京都府の企業支援施策を活用し
ながら、現場感覚に重点を置いた伴走支援を特徴としております。

౎෎プロフェッショナル人材戦略拠点についてژ

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 大ڭࡕ育大ֶ大ֶӃम࢜課程मྃ
���� 年 ژ都ηラミック᷂ （現ژηラ᷂）入社
���� 年 代ද取క役社長就任
���� 年 代ද取క役会長݉ $&0 就任
���� 年 富࢜௨ϚイクロΤレクトロχクス᷂（現富࢜௨ηミίンダクター᷂）非常勤取క役
���� 年  同ࢤ社大ֶ大ֶӃ૯合੓ࡦՊֶڀݚՊത࢜課程をमྃし、ത࢜߸（ٕज़経営）

を取ಘ
���� 年ʙ  ެ ӹஂࡒ法人ژ都産業 ��ɾژ都次世代ものづくり産業ޏ用૑出プロジェクトɾσィ

レクター
���� 年ʙ ᷂ιシオωクスト 代ද取క役会長݉ $&0

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ企業経営
技術経営

झຯ・ಛٕなどɿ音楽鑑賞
ゴルフ

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ創意工夫੢ޱɹହ෉
にしぐちɹやすお

�౎�෎ژ

企業の維持・成長を図るため、積極的
に外部人材を活用しませんか！設備投資
に加えて「人材投資」に目を向けていく
ことが成長戦略の今や要となっています。
当拠点では、府商工労働部理事でもあ

る戦略マネージャーの下、採用戦略アド
バイザーが貴社を訪問し、経営課題等を
共有しながら適切な人材採用戦略をご提
案いたします。お気楽にご連絡・ご相談
下さい。

当拠点では、中堅・中小企業の経営課題を明確化した上で、それを解決できるプロ人材の獲得を
支援するため、
1．「登録」人材紹介会社を通じた有料職業紹介
2．「登録」再就職支援会社と連携した再就職支援（合同企業面接会方式など）
3．大手企業との人材交流（出向・研修制度の活用）
を3本柱として人材獲得支援サービスを展開しています。
その特徴は、大阪の基幹産業である製造業を中心に、エンジニアなどの製造現場を支える中核人

材だけでなく、経理や労務人事などのバックオフィス人材など多様な人材ニーズに応えるべく取組
みを進めていることです。平成 28年 1月の拠点開設以来、金融機関などと連携し、90件を越え
る成約を実現しており、今後は非製造業にも取組みを広げていきたいと考えています。

େࡕ෎プロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 � 月 ਆށ大ֶ法ֶ部卒業
���� 年 � 月 大ࡕ෎入ி
���� 年 � 月 企画ௐ੔部企画ࣨ主װ
���� 年 � 月より、 ঎工労働部新産業課長、新分野育成課長、企業༠致ਪ進課長౳
  ঎工労働部の主要な課長をྺ任
���� 年 �� 月 ਫ都大ࡕ ���� 実行ҕ員会ɹ事務ہ次長に就任
���� 年 � 月 ঎工労働部ۚ༥୲当෭理事
���� 年 � 月 ঎工労働部ޏ用ਪ進ࣨ長
���� 年 � 月 � 日 大ࡕ෎ୀ職
���� 年 � 月 � 日 ঎工労働部理事（大ࡕ෎プロフェッショナル人材ઓུϚωージャー）に就任

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ長年商工労働行政に携わり、府内の中小企業の経営者と向き合い、技
術開発や企業誘致、制度融資の活用、人材確保のサポートなどに取り
組んできた

झຯ・ಛٕなどɿテニス
ガーデニング

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ我思う、ゆえに我ありסɹढ़人
い͵いɹとしひと

େࡕ��෎
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人材採用は中小企業にとって大きな課題であ
る一方、近年ますます難しくなっています。中
小企業が人材採用が進まないのは、人材採用に
関わる情報が少ないことが大きな要因になって
います。
当拠点は、人材採用の情報を提供し、その企

業にとって最適な採用サービスを提示させてい
ただくことで、企業の課題解決の支援を行って
います。

兵庫県は日本の縮図と呼ばれ、阪神地区を中心とした沿岸部は都市が広がっています。一方で日
本海に近い県内北部は多自然地域であり優秀な人材の採用・確保が困難な状況にあります。当拠点
では県内全体を支援対象とし、要請があれば県内各地へ訪問し、人材ニーズの掘り起こしを行って
います。
中小企業にとって有料職業紹介の手数料は優秀な人材確保を目指す中で大きなハードルになって

います。当拠点は、この対策として「ダイレクトリクルーティング」や「ワークシェアリング（顧
問型）」を積極的に啓蒙・推進しています。
多様化する採用手法を中小企業にとって身近なものとし、様々な方法で求める優秀な人材を採用

できるように支援してまいります。

ฌݝݿプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年  同ࢤ社大ֶ卒業後、෰০඼の༌入঎社ɾࡾ喜঎事 ᷂で海外ϒランυの展開を௨して、
ϒランυ開発、育成に取り組み、営業部長を経て、経営企画ࣨ長、企画開発部長を
ྺ任

���� 年 ᷂オンリーに入社、ਈ࢜෰業界の先ۦけとなったπープライスストΞ
 5IF!4VQFS4VJUT4UPSF の立ち上げ、多店ฮ化を行い、ୈೋ૑業を実現
���� 年 ௿໎期に社長を引きܧぎ、事業࠶生に取り組み、7 回෮をՌたすࣈ
���� 年 目標であった *10（大݊ূࡕ取引ॴϔラクレス）を実現する
���� 年 社長をୀ任し、ίンサルタントとしてಠ立

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ専門領域：戦略策定・経営管理・マーケティング・新業態開発
強み：中小企業の社長として、新規事業による第二創業を行い、株式
上場を果たした経験

झຯ・ಛٕなどɿ趣味は、読書、スポーツ
現在、兵庫県立大学でMBAの客員教授をしながら経営学の博士課程
で中小企業経営の研究中

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ人間万事塞翁が馬
ُҪɹ๕࿠

かめいɹよしろう

ฌݝ�ݿ�

奈良県の人口は平成 11年から 15年間で 84,310 人減少し、65歳以上の人口は 28%と
高齢化が急速に進んでいます。就業者人口では1次産業：
2次：3次 =3%：23%：70%となっています。また、
一人当たりの県民所得は 253 万円（全国 36位）、県外
就職率は29.9%（全国 1位）です。
人口減少は止まりません。奈良を維持するにはさらに

魅力ある企業に転身することが重要です。是非、企業が
協力しあい、補完しあって、生産性を向上させるととも
に経営革新で産業を強くし、雇用を創造し、奈良の歴史
や文化を核とした魅力ある街づくりに取組みましょう。

世界遺産や国宝を多く有し、連綿と続く伝統行事、木々の葉の色づき、旬の食材、時を告げる鐘
の音、五感で感じる季節や時間が奈良にはあります。
これまでの取組としては、グローバルニッチトップを目指す製造業や農業法人、奈良の伝統産業

である薬品業等を訪問し、経営者の方々に現状・今後の取り組み・解決すべき経営課題をお聞きし、
経営課題を解決できる人材の登用について支援してきました。奈良は歴史ある企業が多く、文化や
伝統を重んじながら、時代に即した新たな産業を拡大し発展・進化できればと考えています。
今後の取組ですが、奈良の豊富な歴史遺産と伝統文化を単なる「観光」から「観光産業資源」に

変えるべく活動します。観光産業は、地域産業の集合体であり、神社仏閣、食品製造業や6次産業
を含む飲食業や、旅館業、伝統産業品、交通インフラ、旅行業など多岐にわたります。これらの産
業が結びつき、点が線に、線が面となることにより、必ず奈良を創生できると考えています。

ಸྑݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年福岡県生まれ
���� 年  ޱࢁ県下ؔ工業高౳ֶ校電ࢠՊを卒業後、松下電ث産業᷂に入社（現ύナιχック᷂）

オーσィオɾ電ثָࢠɾメσィΞの事業を௨してٕज़ɾものづくりɾ新規事業に取り組Ή
���� 年 ৠண %7%�3 開発プロジェクトリーダー
 世界ॳৠண方ࣜ %7%�3 の開発ྔ産化に成功
���� 年  %7%�30. カテΰリーオーナー %7%（ө画ɾήームɾ30. σィスク）のιフト੡

଄ൢച事業を୲当
���� 年 ύナιχック "7$ σィスクサービス᷂社長（ಸ良県内）メσィΞ事業をਪ進
 （ϋリ΢ッυのө画会社やήーム会社とܖ約し %7%�#%ιフト੡଄ൢച事業を展開）
 ಸ良工業会理事（現ಸ良経ࡁ産業ڠ会）
���� 年 ύナιχック᷂、
 ύナιχック "7$ σィスクサービス᷂を定年ୀ職
���� 年 ಸ良県就労あっせんɾ起業支援ηンター
 就労ίーσィωーター

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ事業経営力向上　財務体質強化　中長期事業計画策定
ものづくり力強化　ISO（環境・品質・情報）　人材育成

झຯ・ಛٕなどɿ音楽（演奏・鑑賞）
スポーツ（ゴルフ・ジム・鑑賞）

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ素直な心
青春は心の若さである！

ಸ�ྑݝ�

த㟒ɹ޺平
なか͟きɹこうへい

共存共栄
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外部人材の登用に対するリスクは全くゼロと
は言い切れませんが、そのリスクを最小化に抑
える方法はいろいろあります。そのような懸念
があったとしても新たなプロ人材の採用で復活
を遂げた企業様も多数あります。プロ人材採用
にチャレンジする勇気を持って臨んでください。

当拠点では、平成28年度中に８カ所で、事業内容、成功事例、採用時のポイントアドバイス等
を目的にセミナーを開催いたしました。紀南地区はもちろんのこと、紀北地区においても人材ニー
ズがありながら、人材の採用に不慣れな企業様が多く、このような企業様に対して都市圏や他府県
からの中途人材採用に向けての関心や意欲を喚起できる良い機会を提供できたと自負しています。
県内の中小企業様にとっては、時代を担える人材の確保は喫緊の課題となりつつあり、特に、経

営者の方々の高齢化によりこの傾向は顕著になっています。技術の伝承や経営手法の革新など企業
は人なりということを身をもって感じる機会が数多くあります。これは中小企業の業態からして不
可避ではないかと思います。

࿨Վݝࢁプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年  ਆށ঎Պ大ֶ঎経ֶ部を卒業後、ϊーリπ᷂߯ػに入社
  海外営業部にてΞジΞ地域の営業を୲当 

その後、フィリϐン、߳ߓ、中国にて現地経営にै事
���� 年 上海ӻ勤企業組৫ࢾᨑ有限ެ司で人事ɾ業੷؅理ίンサルタントとして、勤務
���� 年 ᷂ϠϚトϤジャύンにて日本の঎材の海外༌出にै事

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ企業の職務給給与制度の設計・構築、社員業績評価制度の設計・構築、
中長期計画の作成・進捗管理、海外販路開拓の支援

झຯ・ಛٕなどɿオートバイによるツーリング
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ一期一会　Do	my	best	under	the	given	condition

࿨Վݝࢁ

٢ాɹܟ
よしだɹたかし

ͱͬͱΓプロフェッショナル人材戦略拠点について

実際の採用活動に変化が起こって
いないという経営者の方は、一度、
当拠点にご相談ください。プロのコー
チはスポーツの世界だけのものでは
ありません。将来を担う人材の確保
を進めていく採用活動の現場にこそ
コーチが必要です。そして、私たち
は経営者の皆様と同じ目線の高さで
一緒に考えます。

プロ人材の方々にとって最も気になるのは、「自分の価値を受け入れてくれるモノサシがその会
社や地域にあるかどうか」ということではないでしょうか。私自身は鳥取県の出身でもなければ、
家族や親戚がいるわけでもありませんから、地元企業の社長さんから必要だと言ってもらえること
はとてもありがたいです。UIJ ターンに関しても、プロ人材の力はかなり大きいと思います。
少子高齢化によって過疎化が進む今の鳥取県の課題として、「プロ人材が鳥取で働く」ことの価

値が大きくなってきています。確かに若い時に一度は東京や大阪など都市部で力試しにチャレンジ
してみることも大事ですが、働き方の選択肢として、地域の人たちとより近い距離で対話をしなが
ら自分の生きる場所を創っていくことも重要になってくると思います。地域の人たちと一緒に少子
高齢化、過疎化などの大きな課題に立ち向かっていくことには大きな価値があります。そういう意
味でも、鳥取県は大変やりがいのある場所です。

ུ ྺ

���� 年ɹ ιフトバンク᷂入社、直後にถ国 ;J⒎�%BWJT 社発行のύιίンࢽࡶの日本൛ʮίン
ϐϡータショッύーʯを新૑ץする。その後、᷂ 電௨との合弁会社で日本ॳのインター
ωット広告のメσィΞレップである᷂サイバーɾίミϡχέーションズの立ち上げに参
画。同社ୀ職

���� 年ɹ ᷂ ίンύスをઃ立し、̡ ୭にも相ஊできない社長のίンシェルジϡʳという؃൘をܝ
げてʮ経営と心の安心感ʯをఏڙしている。

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ中小企業の販路開拓コンサルティングやマーケティング支援、経営者
向けの心のメンテナンス、心理カウンセリングなど

झຯ・ಛٕなどɿ文章を書くこと（地元新聞のコラム連載）
人の話をじっくり聞くこと

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ人間万事塞翁が馬
Do	Something	Different

ௗ�औݝ�

দҪɹଠ࿠
まついɹたろう
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いい会社づくりに向け、「経営者の本気力」「収
益体制の確立のための企業努力」「長期視点で
雇用・人材育成・成長の種まき」「教え合う文化・
共に成長する組織風土」が必要です。
当拠点は、経営者と各社の課題解決のために

何が必要かを共に考え、人財の採用・活用を中
心に熱くサポートします。
またいい会社づくりに取り組む経営者同士の

横のネットワークづくりをサポートし、共に歩
む環境を作ります。

島根県では、景気の変動にぶれることなく、好業績を維持する企業（いい会社）を数多く創るこ
とを目的として、様々な支援策に取組んでいます。いい会社づくりのために、「ヒトの力」こそが
必要であり、経営者は会社に関わるステークホルダー、なかでも社員を大切にし、社員の幸せを永
続的に実現する覚悟が求められます。
当拠点では、経営者のマインドチェンジを後押しするために、アクティブラーニングの手法を取

り入れ、経営者同士が対話し、気づきを得る、課題解決に向かう場として「しまねチェンジ・リーダー
塾」を開催しています。この塾を通して多くの経営者が「今までの経営ではだめだ」「経営者自ら
変わる必要がある」と行動を起こしつつあります。
一方、首都圏で島根の企業や仕事に関心を持つ方を対象に、自分の「経験・スキルを島根の企業

や仕事にどういかせるか」を深く考えていただくため、「しまコト・しごとカレッジ」をU/I ター
ン専門誌「ソトコト」とタイアップし開催しています。
興味をお持ちの方は当拠点にお問い合わせください。

ౡࠜݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年ɹ立命ؗ大ֶ � 部法ֶ部卒業
���� 年ɹ業界ऀهࢴ౳を経て、島根県঎工会࿈合会経営指ಋ員
���� 年ɹ島根県঎工会࿈合会事務ہ次長
���� 年ɹ島根県産業人材育成ίーσィωーター

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ中小企業の組織イノベーションに関するコンサルティング
異種組織間の連携コンサルティング
学校・企業のキャリア教育指導

झຯ・ಛٕなどɿ音楽評論（ブルース、ブラックミュージック）読書（歴史物）
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ才より徳～徳なき才は、組織を滅ぼす

ౡ�ࠜݝ�

ɹՆ༤౻ࠤ
さとうɹなつお

「攻めの経営」を目指す県内中堅・中小企業の
方々！！
当拠点にご遠慮なくご相談ください。拠点では

都市部で働く経営豊かなプロフェッショナル人材
の採用を支援します。
「がんばれ中小企業！！」を理念に、「開かれた
拠点」、「スピード拠点」、「頼られる拠点」を目指
しています。
是非とも当拠点を有効にご活用いただき、成長

の実現に向け、第一歩を踏み出してください。

拠点開設以来、問合せ企業や中国銀行等の金融機関から紹介のあった企業・岡山県産業振興財団
と関わりのある企業を中心に会社訪問を行い、経営企画部門の強化、製造力アップ、新事業展開、
海外への事業展開や首都圏への販路開拓など積極的経営を奨めています。その上で必要なプロ人材
像を明確にし、その人材にかける経営トップの思いを直接民間ビジネス事業者に伝えるプレゼン
テーション方式を導入し、マッチングの効率アップを図っています。
今まで県内中堅・中小企業を訪問する中で、特にものづくり企業ではプロ人材以外に SE・設計

者等高度な技術人材の要望が強いことから、平成 28年 11月に別組織である「岡山県エキスパー
ト人材支援センター」が設置されました。
拠点では「プロ人材」と「エキスパート人材」の二枚看板で県内中小企業の人材確保を支援して

います。

Ԭݝࢁプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年 岡ࢁ県生まれ
���� 年 ໊ݹ԰工業大ֶۚ属工ֶՊ卒業
���� 年 日本໶ۚ工業᷂入社
���� 年  岡ࢁ県入ி（工業ٕज़ηンター、中খ企業૯合指ಋηンター工業ৼڵ課、産業企画

課౳）
���� 年 岡ࢁ県঎工部長
���� 年 ᷂૔ෑフΝッションηンター代ද取క役社長（非常勤、ʙ ���� 年）
���� 年 ެӹஂࡒ法人岡ࢁ県産業ৼஂࡒڵɹ理事長（ʙ ���� 年）
���� 年 ト᷂Ϛトۜ行؂ࠪ役（非常勤、ʙ ���� 年）
���� 年 ֶ校法人就実ֶԂ相ஊ役（非常勤、ʙ ���� 年）
���� 年 国立大ֶ法人岡ࢁ大ֶ؂事（非常勤、ʙ ���� 年）
���� 年 ಠ立行੓法人中খ企業基൫੔උߏػ
 中国本部チーフΞυバイβー（非常勤、ʙ在任中）

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ経営戦略全般、なかでも新分野進出、販路開拓、産学連携の支援
झຯ・ಛٕなどɿ家庭菜園

（約2反、野菜、花、果物など春夏秋冬、畑の土が最良の友です）
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ退路を断つ　がんばれ中小企業 !!

Ԭݝ�ࢁ�

੨Ҫɹݡ平
あおいɹけん΃い
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拠点設置以来、県内をこまめに移動し数多くの企業経営
者と面談しています。広島県では層の厚い産業群が形成さ
れ、優れた商品・サービスや、成長のポテンシャルの高い
企業など首都圏のプロ人材にとっても魅力的な企業が多く
あること。併せて、企業の業種・規模に拘らず、組織の原
動力は、やはり“人”だということを改めて実感しています。
社内では養成し難い経験と知見を持つ人材を積極的に採

用し、更なる事業の成長につなげていただき、地方創生の
一翼を担っていただきたく、当拠点はそのお手伝いを精一
杯行いたいと存じます。

当拠点は平成 27年 10月５日　広島県庁内組織として設置されました。全国で設置第一号とな
りました。
キャッチフレーズは、「プロの登用で、勝ちに行く」。メンバー構成は、自動車メーカー＆地元金

融機関＆民間人材紹介会社出身＋県職員のユニークな４名体制です。
当拠点の特徴として、民間人材紹介会社との「協業」による、大都市圏人材向け「転職フェア」、

「転職サイト」での広島県企業合同公募企画、帝国データバンクとの連携など、先駆的な取組が挙
げられます。また、年収600万円以上でのプロフェッショナル人材採用を積極支援（補助金対象）
しており、首都圏等で知見を積んだ人材の役員（後継者候補）、経営企画、海外事業統括、工場長、
人事責任者等のポジションでの採用例が蓄積中です。平成29年３月末までの実績（累計）は、相
談件数322件、成約件数61件（うち採用時年収600万円以上は31件、全成約件数の半数以上）、
県外からの転居比率７割以上となっています。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝౡ޿

ུ ྺ

���� 年 �� 月 �� 日ޱࢁ県Ӊ部市生まれ
���� 年  ۝州大ֶ法ֶ部を卒業後、౦༸工業᷂（現Ϛπダ᷂）に入社
 法務部໳に長く在੶
���� ʙ ���� 年 ถ国ற在
���� 年 海外ൢച本部長
���� 年 常勤؂ࠪ役
���� 年 ࣥ行役員ɹ૯務ɾ法務ɾපӃ୲当
���� 年 常務ࣥ行役員ɹ人事ɾ؂ࠪɾ૯務ɾ法務ɾපӃ୲当
���� 年 取క役ઐ務ࣥ行役員ɹ法人営業ɾ人事ɾ૯務ɾ法務౷ׅ、؂ࠪɾපӃ୲当
���� 年 � 月 ୀ任

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿビジネス・人事労務の法律知識並びに事案を客観的・合理的に分析す
ること

झຯ・ಛٕなどɿサッカー
野球観戦

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ Fair	&	Reasonable	
頭はクールに心はホットに歩歩是道場

ݝ��ౡ޿

࣏޾୔ɹࠇ
くろさわɹこうじ

カープの本拠地スタジアムにて

県内中小企業は、『5つの経営資源（ひと、もの、
技術、金、情報）』の確保に努めており、なかでも、
『プロ人材』へのニーズが高まっています。
今後も、県内中小企業の持続的な成長の要とな

る「人材」の確保に向けて、可能な限りサポート
してまいります。
ご要望やお悩みの点がございましたら、当拠点

までお気軽にご相談ください。

人材紹介会社・地域の支援機関との密接な連携構築が特徴です。県内中小企業の「攻めの経営」
をサポートするため、或いは、多様な経営課題の解決を図るための有用な人材確保に向けて、山口
県プロ人材戦略協議会のメンバーである各金融機関や関係支援機関ならびに当拠点に登録している
人材紹介会社との県内企業への同行訪問を進めるなど、密接な連携体制の構築を進めています。
山口県求人情報サイト「じょぶっち！やまぐち」の活用促進についてご紹介します。県内中小企

業の求人ニーズをブラッシュアップし、特徴ある商品・技術や企業の魅力を全国に発信するために
求人情報サイト「じょぶっち！やまぐち」を開設しており、県内中小企業の関心も高く現在までに
掲載企業は 70社を超えています。また、羽田空港国内線旅客ターミナルや東京モノレール、JR
新大阪駅などでのPR活動を展開しており、県内外の求職者が県内企業にアプローチしやすい情報
サイトとして活用されるように取組んでいます。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝޱࢁ

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ޱࢁ県ி入ி
���� 年 企画ৼڵ部企画課 主װ
���� 年 健߁福ࢱ部ް੓課ɹ企画؂
���� 年 ঎工労働部経営ۚ༥課長
���� 年 ঎工労働部঎੓課長
���� 年 ঎工労働部৹ٞ؂݉企業立地ਪ進ࣨ長
���� 年 ঎工労働部次長
���� 年 ঎工労働部長
���� 年ʙ現在
 ެӹஂࡒ法人やまぐち産業ৼஂࡒڵɹ෭理事長
 一ൠஂࡒ法人ޱࢁ県χϡーメσィΞਪ進ஂࡒɹ理事長
 一ൠ社ஂ法人ޱࢁ県発明ڠ会会長（���� 年 � 月ʙ）

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ中小企業のサポート全般
झຯ・ಛٕなどɿ大型バイクでのツーリング

スキー
近郷の登山

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ人生は自分の思いどおりに生きることはできないかもしれないが、自
分らしく生きることはできる

৿ɹහ໌
もりɹとしあき

ݝ�ޱ�ࢁ
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「攻めの経営」を目指す徳島県の中堅・中小
企業の皆さん、人材不足でお困りではございま
せんか。そんな時は、是非とも当拠点にご相談
ください。経験豊かな、本物のプロ人材の採用
をサポートさせて頂きます。当拠点をご活用頂
き、新たな成長の第一歩を踏み出してください。

当拠点は、この事業を通じて、「ふるさと創生」「VS東京」を目指します。
当拠点は、プロ人材の判定基準を、マネージャー経験者、または概ね10年以上の経験があり高

いスキルを有する者で、年棒500万円以上の人材とし、主として東京を中心とした都市部からの、
U	I ターンによる還流を目指します。
本事業を開始してまだ1年半足らずですが想像以上に反響が大きく、これまで事業内容を説明し

た約 200社のうち、半数以上の企業がプロ人材を欲しています。やはり製造業が半数近くを占め
ますが、卸売業・小売業・建設不動産業・サービス業など、業種は多岐にわたっています。
すでに 10数件成約していますが、我々は、徳島県の中堅・中小企業が有能なプロ人材を得て、

より一層飛躍することを心から願いつつ、活動しています。

ಙౡݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年 住༑信ୗۜ行᷂入行ɹ
  主として法人営業部໳ɾ企業ௐࠪ部໳ɾ৹ࠪ部໳を୲当し、その後৹ࠪୈೋ部

長、本店支配人౳をྺ任、取引先やؔ܎会社の企業࠶生ɾ経営指ಋ౳を行う
���� 年  ᷂ 千झ会に入社し、法務৹ࠪ部長݉؂ࠪ部長として、企業法務やίンプライΞ

ンス業務を୲当
���� 年 ࣥ行役員法務本部長ɹ
���� 年 常務؂ࠪ役
���� 年 � 月 非常勤ސ問
���� 年 � 月 ސ問ୀ任

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ法人営業
企業法務
企業再生等

झຯ・ಛٕなどɿ第九を歌うこと
水彩画
自転車（休止中）

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ日々是好日

ಙ�ౡݝ�

ຊɹ੣ࢁ
やまもとɹまこと

拠点でのサポート体制を強化することはもちろん、
各企業の努力も必要だと思います。社員が働きやすい
職場環境を整えることや、自社の技術力や強みをしっ
かりアピールすることも大切です。香川の暮らしやす
さも併せてPRできれば、県内企業で働きたい人をもっ
と増やせると考えています。
人材を梃子に中小企業が元気になれる手助けをする

こと、それにより地域の企業が活性化し、UIJ ターン
をした人も幸せになれるよう、企業訪問を地道に続け、
中小企業の求人ニーズの掘り起こしを引き続き行っていきたいと思います。

うどん県（香川県）は、都会の便利さと田園や海の広がる田舎のような生活がほどよくマッチし
ています。県都高松は、瀬戸の都とも呼ばれ、国の出先機関や企業の支店も多く四国の拠点都市です。
「希少糖」、「オリーブ」、「K-MIX（かがわ遠隔医療ネットワーク）」、「ものづくり」、「アート」の5
つを重点プロジェクトとして掲げ、地域の強みをいかした、新たな活力と付加価値を生み出す成長
産業の育成・集積に積極的に取り組んでいます。
拠点では県内の中堅・中小企業約 300社を訪問し、経営者から課題を聞き取っています。各社

が必要とする人材の情報を、民間人材紹介会社に提供しマッチングを図り、この一年間に40人超
の成約が実現しました。
全国の成約件数と比較し、香川県の成約率は非常に高く、関東などからのUIJ ターンが多いの

も特徴です。多くの企業は、あと一歩踏み出すきっかけとなる人材、社長の右腕になる人材、後継
者をサポートする人材を求めています。また、設計システム「CAD」などの技能を持つ人材や語学
が堪能な人材のニーズも高く、これらのニーズに応えるよう活動しています。

߳઒ݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ߳川大ֶ卒業
���� 年 ᷂ࡾҪۜ行入行
���� 年 ᷂ࡾҪۜ行ୀ社
���� 年 高松信用ۚݿ入ݿ
���� 年 理事ɾ内部౷੍؅理本部長就任ɹ૯合企画、リスク؅理部໳を主体に経験をੵΉ
���� 年 高松信用ۚݿୀ社
ɹɹ同年 കᖒ中খ企業਍அ࢜事務ॴをઃ立
 ߳川県よろず支援ڌ点ίーσィωーター
 ߳川県中খ企業ஂ体中ԝ会ɹものづくり支援Ξυバイβー
中খ企業基൫੔උ࢛ߏػ国本部ɹ経営支援Ξυバイβー
߳川県঎工会࿈合会ΤΩスύート

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ都市銀行、地域金融機関を通じて 35年の勤務経験があり、金融部門
に強い中小企業診断士である。
専門は、経営計画策定、資金繰り、補助金、創業、事業再生などである

झຯ・ಛٕなどɿ趣味は観葉植物、熱帯魚集め
特技は剣道4段

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ初心忘るべからず
仲良きことは美しき哉

߳�઒ݝ�

കᖒɹलथ
うめさわɹひでき
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当拠点では、中小企業様が「攻めの経営」
に転換するための、プロ人材のニーズを明確
化していく過程において、1社 1社訪問し、
経営者様と同じ目線に立って人材面でのお
悩みを解決いたします。
プロ人材の活用によって、企業様の経営

革新を実現していきましょう。是非、当拠点
にご相談下さい。

本事業は「基本に忠実に、一歩一歩進んで行く」こと以外に王道は無しと考え、愚直な努力を積
み重ねていくことを心がけています。当拠点は企業先への訪問件数が多いという点において、一応
のご評価を頂いておりますが、それ以上に経営者お一人お一人と質の高いリレーションを保ち、お
話しを深く掘り下げ「真の課題」をあぶり出していくことに注力しております。そして、ヒアリン
グした内容はできうる限り臨場感あふれるものに仕上げ、人材会社の皆様に良く理解頂けるよう作
成しております。
特に、本事業の大切なパートナーである人材紹介事業者様には「頼りにされる拠点」となってい

けるよう引き続き、連携強化に努めているところであります。
我々の事業を形成する基本的なところ、つまりお客様である企業先からは高い信頼を勝ち取り、

川下行程を委ねていく人材紹介事業者とは喜びを分かちあえるような関係を構築することによっ
て、この事業を深化させていきたいと考えております。

Ѫඤݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ᷂ҏ༧ۜ行入行
���� 年 新॓支店長代理
���� 年 本店営業部長代理
���� 年 ౐部支店長
���� 年 松前支店長
���� 年 大ࡕ๺支店長
���� 年 ੢条支店長
���� 年 いよぎんリース᷂ઐ務取క役
���� 年 いよぎんリース᷂ୀ職

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ伊予銀行時代は、主に融資渉外業務に取り組んできました
その過程で培った交渉力やリレーション能力には、自分なりに自信を
持っています

झຯ・ಛٕなどɿゴルフ（まだまだ未熟ですが）
ドライブ
水彩画（へたくそですが時々描きます）

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ任運騰騰Ճ౻ɹ有࡞
かとうɹΏうさく

Ѫ�ඤݝ�

平成 28 年度第 2 回セミナー（今治市）

企業を深く理解することは非常に重要です。
U/I ターンに加え、県内在住の求職者にとって
も、求人票にある文字だけの情報は、応募を決
心するに十分とはいえません。求める経験や技
術、仕事内容や想定する人物像に加え、募集に
至る背景、企業風土や文化、社長の思いなどを
十分に聞き取り、仕事、企業、社長の魅力を添
えてプロ人材に伝えます。

当拠点では、地元人材ビジネス事業者を中心に連携した取組を行っています。併せて、高知県事
業承継・人材確保センターの求人求職サイト『高知求人ネット』や、東京駐在の『人材確保コーディ
ネーター』による県内企業への就職支援、県『移住・交流コンシェルジュ』による移住相談対応、
国の移住施策に連動する取組とも連携し、ALL高知のワンストップ窓口としてサポートしています。
さらに人材視点だけでなく、高知県の第三期産業振興計画に基づき、高知県産業振興センターを

はじめ各支援機関と共に、企業ごとの事業戦略に寄り添い、一層「攻めの経営」に転ずるに必要な
人材像を企業経営者と一緒にあぶり出す支援を続けています。安易な労働条件（給与水準や休日数
など）の比較に終始せず、高知から全国・海外へ果敢に飛躍する、これからの ‘ いごっそう ’ 企業
に欠かせないプロ人材との出会いを創出します。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝ஌ߴ

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ύイオχΞ᷂に入社
 入社後約 �� 年、ΤンジχΞとして生産ٕज़ɾ開発ɾઃ計にܞわる
  その後ถ国ற在を含め �� ༨年、事業企画部໳にて঎඼および事業企画立Ҋʙਪ進に

ै事
���� 年  ୀ職後、これまでのϞϊを௨じた貢献や達成感から、ώト � ίトを௨じた社会 � 地域

貢献の్を໛ࡧ。
 �� 月より高知県事業ܧঝɾ人材確อηンター（高知঎工会ٞॴ）に勤務

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ事業企画
商品企画
モノゴトを斜めから見つめ直す

झຯ・ಛٕなどɿハイキング
温泉めぐり

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ切磋琢磨

Ӊ野ɹউ೭
うのɹかつΏき

ݝ��஌ߴ
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「忙しいから出来ない ･･」「やる人がいない
･･」これでは、経営者自らが自社の成長のチャ
ンスの芽を摘んでいるといっても過言ではあり
ません！　
そうしている間にも、必要とする優秀な人材

はどんどん逃げていきます。会社の未来、そし
て従業員の幸せのために思い切ってプロ人材の
獲得に乗り出してみませんか！？人への投資は
経営者の責務です！

෱Ԭݝプロフェッショナル人材ηンλʔについて

活動の特徴として、長期的視野に立ち、下記の3点を重視して進めていることが挙げられます。　
1．事業の対象である企業側の立場で効果的かつ効率的な仕組みやツールを整備すること。
2．	当事業の存在を県内に速く周知させて、多くの企業にプロ人材獲得への意欲を掻き立てる
こと。

3．業種や企業規模にこだわらず、まずしっかりと現場（企業）を回ること。
結果、訪問企業数は既に 200社を超え、そのうち 9割以上の企業が拠点活用の「登録シート」

を提出。現在、その約3割が「企業情報シート」での展開を完了しており、常に40数件のマッチ
ング案件を保有しています。既成約15件の内訳は、30代・40代の割合および県外からの転職者
がいずれも7割を超え、事業目的に適った活動となっています。
県の人材ニーズの特徴として、製造業が 3分の 2を占めていますが、残り 3分の 1は多岐にわ

たる業種からの活用要望です。しかも、20人以下の小企業から大企業に属する企業までが、当事
業によるプロ人材獲得に期待している現状があります。

ਿࢁɹ৽࣏
すぎやまɹしんじ

෱�Ԭݝ�
ུ ྺ

���� 年 ۽本県生まれ
���� 年 ۽本大ֶ工ֶ部
 生産ػց工ֶՊ卒業
���� 年 トϤタ自動車工業᷂入社
���� 年 同社ݩொ工場૯組立部部長
���� 年 トϤタ自動車۝州᷂取క役就任
���� 年 同社常務取క役就任
���� 年 同社ઐ務取క役就任
���� 年ʙɹ๺۝州市立大ֶビジωススクール特任ڭत
���� 年 トϤタ自動車۝州᷂非常勤ސ問

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿものづくり
品質管理
工場経営

झຯ・ಛٕなどɿゴルフ
バトミントン
映画鑑賞

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ挨拶・思いやり・感謝

10年後を見据えた人事政策、克服すべき
経営課題を明確にすることが必要です。ま
た、事業計画の策定と具現化に向けてトッ
プ自らの行動とPDCAの回転力を高めるこ
とも必要となってきます。
人を大切にする経営は業績も伸びます当

拠点では地域・企業ファーストでプロ人材
のマッチング支援を行い、地方創生のお手
伝いを行っています。

当拠点は「都市圏のプロ人材を佐賀県の企業へ」のキャッチフレーズで活動し、県内の企業へ優
秀な人材を数多く還流しています。佐賀県の企業の中には世界に目を向けている企業も多く、その
ポテンシャルは非常に高いものがあり、高度な人材、プロの人材を必要としています。それらの人
材が戦力になれは、企業の大きな活力となり、業績も伸び、働き甲斐のある人生を送れます。
地方創成は地域企業の活力が、原動力となります。その活力を生み出すのは　「人」であり、そ

の「人」を探し出し、企業とのマッチングを支援いたします。
佐賀の企業は明治維新より培われた高度な技術、人柄が脈々と続いています。
「佐賀さいこう」を目指し、県民こぞって来訪を歓迎しています。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝլࠤ

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ᷂ށ上電ػ੡作ॴ入社（本社ࠤլ）
 生産؅理、૯務、経営企画課長経験
���� 年 ؔ࿈会社᷂ށ上σンιー代ද取క役
���� 年 ؔ࿈会社᷂ށ上ίントロール代ද取క役
���� 年 ؔ࿈会社᷂ڠࡾ੡作ॴ代ද取క役
���� 年 ୀ職
���� 年 � 月 中খ企業਍அ࢜事務ॴɹh オフィス川ݪʱઃ立
���� 年 中খ企業਍அ࢜ొ࿥
 現在ࠤլ県中খ企業਍அڠ会෭会長
���� 年ʙ ���� 年 ڠ同組合ށ上会理事長
���� 年ʙ ���� 年 ࠤլ県中খ企業ஂ体中ԝ会ɹ෭会長

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ生産管理・原価管理、現場改善、コストダウン、管理職・従業員教育、
経営管理

झຯ・ಛٕなどɿゴルフ
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ信念は強く、志は高く、されど、頭は低く઒ݪɹ໌実

かわはらɹあきみ

ݝ��լࠤ
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当拠点ではベンチャーから大企業まで、業種を問
わず様々な県内企業を支援させて頂いております。
他地方の県と同様、長崎は人口減少・少子高齢化

のペースが激しく、人材採用での課題も多い中、「プ
ロ人材の採用を契機とし、是非高い企業成長を実現
したい」と、本気でお考えになられている経営者様
からのご相談をお待ちしています。
これまでの経営を基礎にしながら、経営に革新的

な転換を図り、力強い成長戦略を実現しましょう。

長崎県は観光を始め、造船業を筆頭に様々な海洋関連の資源や技術を保有しており、アジアとの
距離が近いという地理的な優位性も持っています。
当拠点で支援させて頂く際には、企業の成長力の確認と共に、企業規模に関わらず、「経営者が

企業成長に強い意欲があるか？」を指標にしております。強い成長意欲がなければ、プロ人材を
獲得しても経営が革新せず、飛躍的な成長を遂げる事はできません。　経営者との対話では、「プ
ロ野球に例えるならば、優勝したいから、4番バッターを呼ぶ。前年対比 105%程度ではなく、
150%以上を目指すために、プロ人材を採用しましょう！」とお伝えします。
実際にプロ人材を採用された企業からは、「これで3年後には売上倍増の計画が現実のものになっ

た！」や、「プロ人材の活躍で、若手だけでなく中堅クラス社員の成長も見られる。売上100億円
の目標を立てる！」などのお声を頂いています。

௕࡚ݝプロフェッショナル人材戦略拠点について

ུ ྺ

���� 年ɹ੨ֶࢁӃ大ֶ経ֶࡁ部Չ઎経ࡁ理࿦ઐ߈卒業
ɹɹɹɹɹઐ໳分野
ɹɹɹɹɹᶃ中খ企業の企業࠶生、新事業開発
ɹɹɹɹɹᶄσβインՈ電、૯合؝具౳ 企画開発
ɹɹɹɹɹᶅΩャラクタービジωス全ൠ
ɹɹɹɹɹɹ事業ঝܧ（おもちΌ工場）、起業（� 社）、.�"（� 件）を経験
ɹɹɹɹɹɹ᷂Ωσイランυ 取క役෭社長（企業࠶生）
ɹɹɹɹɹɹ ϋ΢ステンϘス᷂ ࣥ行役員঎඼本部長（ௐ達部໳ɾテナント事業部໳を୲当）
���� 年ɹ （ಠ）中খ企業基൫੔උߏػ（長࡚県୲当チーフ *.）

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ経営統括全般
企業再生
商品企画開発

झຯ・ಛٕなどɿゴルフ、スキー、
ワインソムリエ検定シルバークラス認定、
二級船舶免許

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ元気、やる気、本気

ौ୩ɹް
しぶやɹあつし

௕�࡚ݝ�

プロ人材の活用は必要と感じつつも、中
小企業にとっては相当の投資であり、慎重
にならざるを得ません。
また、経営はプロ人材だけで状況が好転

するような単純な話でもありません。
当拠点では、経営に関する現状把握や課

題の抽出、解決策の検討など様々なご相談
に対応しますので、是非お気軽にご相談下
さい。

平成28年4月の熊本地震を経て有効求人倍率は全国平均1.43を上回る1.50。新規の求人に至っ
ては2.30	と高いレベルで推移しています。これは、多くの企業の皆さんが、震災による厳しい環
境にありながらも、新たな目標に向かって力強く前進されていることを表しているものと考えます。
当拠点でも、こういった前向きな企業の復興支援を目的として、みやぎ工業会理事長をお招きし、「東
日本大震災から学んだこと」をテーマに講演会を開催しました。
県内約 300社の経営者の方々と、経営課題や成長戦略に関する意見交換を行い、多くの企業が

事業の維持・拡大に向けて新たな試みに取組まれていることを確信しました。当拠点では、地域金
融機関や商工関係団体、民間の人材ビジネス事業者のみならず、県のUIJ ターン事業や企業成長促
進人財マッチング支援事業（あてる）等と連携を図りながら、より多くのプロ人材の熊本への還流
に取組んでまいります。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝຊ۽

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ۽本大ֶ工ֶ部電気工ֶՊ卒業後、
 ԭ電気工業᷂入社ɹ電ثػࢠ開発にै事
���� 年 ౦ژΤレクトロン᷂に入社し半ಋ体ɾӷথ੡଄、ࠪݕ૷ஔ開発にै事
���� 年 ౦ژΤレクトロン۝州᷂事業ॴ長取క役を経て代ද取క役社長に就任
���� 年 同社取క役会長に就任、ཌ年౦ژΤレクトロン᷂取క役෭社長就任
���� 年 ౦ژΤレクトロン᷂ୀ職
現在 ۽本県産業੓ސࡦ問、国立大ֶ法人۽本大ֶ大ֶӃ先ಋߏػɹ٬員ڭत

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ半導体及び製造装置の開発、ものづくり活動
IT、知財管理

झຯ・ಛٕなどɿテニス
ガーデニング

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ Stay	Hungry
Stay	Foolish

௡ɹय़生ؠ
いわつɹはるお

ݝ��ຊ۽
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ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 早Ҵా大ֶ঎ֶ部を卒業
���� 年ʙ���� 年 ᷂ψーϰɾΤイ（ύルί直営店）にて店長݉直営店グループ౷ׅ長
���� 年ʙ���� 年 ᷂Ξートプロηス（۽本、広告ɾ੍作）で営業経験
���� 年 同社福岡事業ॴ長
���� 年  同社取క役ઐ務、経営؅理全ൠ（ࡒ務分ੳ、経営計画立Ҋ、人事組৫採用ڭ育୲当）

にै事

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ経営実務経験
中小企業診断士としての知識等

झຯ・ಛٕなどɿ音楽（鑑賞、演奏）
フライフィッシング
ラグビー

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ人間万事塞翁が馬

෱ాɹ٢ਅ
;くだɹよしまさ

େ�෼ݝ�

େ෼ݝプロフェッショナル人材׆༻ηンλʔについて

企業が人口減少時代を生き抜き、成長していく
ためには、その中核となる人材の力量がますます
重要です。
大分県プロフェッショナル人材活用センターで

は、企業の安定経営や成長のため必要な人材の獲得
を、民間人材ビジネス事業者とともにお手伝いし
ていますので、ご要望があれば、お気軽にご相談
下さい。

大分県は、大企業が立地する九州屈指の工業県＆日本一の温泉数を誇る観光県であり、IoT やド
ローンなど新たなイノベーションにも積極的に挑戦しています。また、移住希望地としても年々そ
の評価が高まっています。	
具体的には、九州唯一の大分コンビナート、自動車、半導体などの産業集積が進み「日本のもの

づくりの縮図」といわれる工業県です。また、別府、由布院に代表される温泉を数多く抱え、温泉の
源泉、湧出量はともに日本一。温泉をベースにした観光サービス産業が基幹産業の１つでもあります。
近年では、“OITA4.0” を掲げ創業支援やクリエイターの交流促進に注力しているほか、IoT や

AI、ドローンなどの革新的技術やそれを有する人材を、外からも呼び込むことを目指しています。
加えて、ふるさと回帰支援センターが2016年に実施したアンケート結果では、移住したい都道

府県ランキング第７位。2013年の 15位から人気上昇中です。	
当拠点では、製造業の人材ニーズの掘り起こしを重点的に行ってきましたが、今後は情報通信業

などへのアプローチも強化します。	

人材紹介会社向けセミナーの開催

拠点は経営の専門集団で、企業経営の視
点からサービスができます。今や成長を目
指す地域企業が日本の将来を決めるといっ
ても過言ではありません。経営革新は、洋
の東西を問わず『人材』如何です。柔軟な
思考とチーム精神に満ちたやる気のある『人
材』で企業を成長させ、地域経済を変える、
栄えある社史をつくってみませんか。

当拠点は、平成28年 1月に開所し、現在は宮崎駅前のKITENビル 2階に事務局を設置してい
ます。企業経営の経験を持つマネージャー、中小企業診断士の資格を持つサブマネージャー、関連
事務を行うスタッフで構成され、多くの時間を県内の企業訪問に充てております。
我が県は温暖な気候のもと、豊かな自然の恵みを受けた農作物、新鮮な魚肉類や果実を原料とし

たフードビジネスに力を入れており、きれいな水と空気がつくる日本一の生産量を誇る焼酎などの
醸造をはじめ、多岐にわたる分野で、きめ細かな技術と工夫が詰まった将来有望な企業がたくさん
あります。
拠点関係者一同が県内を駆け回り、企業の成長戦略を具現化するため、企業経営者の視点に立っ

て、プロ人材の採用をサポートし、地域企業の発展に寄与したいと思っております。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝ࡚ٶ

ུ ྺ

���� 年 ๺海ಓখḺ市生まれ
���� 年 ๺海ಓ大ֶ（म࢜課程）मྃ
 Ѵ化成᷂入社
 合成ણҡ部໳ٴびϙリϚーɾフィルム部໳でڀݚ開発、੡଄؅理、企画؅理を経験
���� 年 Ѵ化成᷂サラン工場工場長
���� 年 Ѵ化成᷂ླࣛ工場工場長
���� 年 Ѵ化成ύックス᷂社長
���� 年 Ѵ化成᷂定年ୀ職
���� 年ʙ �� 年 Ѵ化成Ξミダス᷂勤務（人材事業企画、ڭ育など）
���� 年 中খ企業基൫੔උߏػΞυバイβーొ࿥

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ研究開発（化学、高分子材料加工）、工場生産管理、企業経営計画の
策定等

झຯ・ಛٕなどɿ囲碁
歴史読本・歴史探訪
散歩

޷ ͖ な ݴ ༿ɿ日々に新たに小஁࣏ɹ࿨ඒ
こかじɹかずよし

ݝ�࡚�ٶ
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2月10日開催の鹿児島県プロ人材求人相談会は、優秀な人材
獲得に向けた企業の皆様の熱気に満ちていました。企業の成長
は「人」にかかっているという思いをあらためて強くしています。
一方、都市部などから本県企業に転職する人材確保の困難さ

も実感しています。企業の皆様が「攻めの経営」の姿勢を強く
持ち、自社の魅力をしっかりアピールすることが何よりも重要
です。
当拠点は、これらの後押しやお手伝いをしています。地方

の企業にこそ人材は必要です。拠点事業活用・プロ人材活用
で企業の成長発展をともに目指しませんか。

拠点事業に対する理解促進・協力体制の構築のため、地域金融機関への重点的な事業説明や連携
した企業訪問の推進を行っています。また、飛躍のカギである「核となる人材」をテーマにセミナー
を開催しています。　　
効率的な人材マッチング環境実現を目指し、人材紹介事業者との連携の強化（拠点協議会への出席

を案内するほか、求人相談会開催により、県内企業と人材紹介事業者間の相互理解促進を図っています。
県内外での事業PRにも積極的に発信しており、
東京三州倶楽部でマネージャー講演（12月 2日）　演題：「志を果たしにふるさとへ帰ろう」
離島（奄美大島）における事業説明（12月 27日）　於：県大島支庁会議室　を実施しました。
産業構造や地理的特性等が反映された求人ニーズ（ポテンシャル）が特徴であることから、県外

（東京・福岡など）及び海外のマーケット開拓、農業・食品製造業、高齢化等を反映した福祉・医療、
外国観光客増、明治維新 150年・世界自然遺産登録などのビッグイベントを背景とした観光産業
などの分野で人材ニーズの高まりを実感しています。

プロフェッショナル人材戦略拠点についてݝౡࣇࣛ

ུ ྺ

���� 年生まれ
���� 年 ۝州大ֶ೶ֶ部ਫ産ֶՊを卒業後
島県に入ிࣇࣛ 
���� 年ʙ �� 年ɹ߳ߓற在員
���� 年 ๺Ḉ地域ৼہڵ長
���� 年 ঎工労働部長
���� 年 企画部長
���� 年 ࣛࣇ島県ڭ育ҕ員会ڭ育長
���� 年 � 月ʙ現在 ᷂ࣛࣇ島಄೴ηンター代ද取క役社長
���� 年 � 月ʙ現在 ެӹஂࡒ法人かごしま産業支援ηンター理事長

ઐ໳ྖ域・ڧΈɿ県庁職員として四半世紀近く企業活動と密接に関わる部署を経験し、
県内経済の実情や多くの企業の活動に通じている

झຯ・ಛٕなどɿ囲碁、ゴルフ、麻雀、DIY、読書、水泳
޷ ͖ な ݴ ༿ɿ苦あれば楽あり

OFF　THE　BEATEN　　TRACK
現場主義࿡൓ɹলҰ

ろくたんɹしΐういち

ݝౡࣇࣛ

平成 29 年 2 月 10 日　
於：サンロイヤルホテル

県内地域金融機関との協賛により開催
求人企業 32 社

人材紹介事業者 11 社参加

鹿児島県プロフェッショナル人材
求人相談会開会式

14

プロフェッショナル人材
戦略拠点について

宿泊業・飲食業
3％

建設業 4％

不動産業 3％
運輸業 ２％
その他 8％

（n＝1024） （n＝1024） （n＝1024）

（n＝1024） （n＝1024） （n＝1024）

サービス業
6％

情報通信業
5％

卸売業・小売業
9％

20人以下
12％

501~1000人
5％

1000人超
4％

ミッション

経営管理
20％

事業分野拡張
11％

その他 8％
役員相当
３％

専門職・
エキスパート

32％

その他
13％

未回答
5％

（平成29年3月末現在）

（成約件数）
1,200

1,000

800

600

400

200

0

（相談件数）
14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
10
月

11
月

12
月

平
成
28
年

平
成
27
年

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

1
月

平
成
29
年

２
月

３
月

1
月

11
月

12
月

相談件数
（累計）

成約件数
（累計）

3 27 303 
758 

1,427 

2,186 

3,020 

3,883 

5,044 

6,058 

6,972 

8,046 
8,840 

9,780 
10,564 

11,248 
12,005 

12,726 

2 6 11 26
58

93
152

208

284

373

472

584

705

817

932

1032

（平成29年3月末現在）

Ⅲ
現在、全国でプロフェッショナル人材戦略拠点が立ち上がっており、地域企業
の想いの実現を支援しています。次頁からは、各拠点のマネージャーのプロ
フィールと地域企業の経営者の皆様に向けたメッセージをご紹介いたします。
まずはあなたの地域のプロフェッショナル人材戦略拠点にご相談ください！

未回答
５％

事業の全体実績

成約事例の内訳
プロ人材受入企業の業種 プロ人材受入企業規模（従業員数） プロ人材の年代

プロ人材のミッション プロ人材の採用時の役職 県外からの転居を伴う転職

（n＝1024）

301~
500人
7％

製造業
60％

（n＝1024）

12％ 5％
301~
500人
7％

21~
50人
20％

101~
300人
31％51~

100人
21％

20歳代
12％

60歳代
5％

（n＝1024）

12％5％

５％

転居無
56％

転居有
39％

30歳代
27％

40歳代
31％

50歳代
25％

事業分野拡張
11％

販路拡大
26％

生産性向上
35％

係長相当
8％

役員相当
３％

専門職・
エキスパート

その他
13％

5％

係長相当

課長相当
20％

部長相当
19％
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